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調査区全景 (北東から那珂川・御前山方面を望む)手前が三美中道遺跡、奥が赤岩遺跡

赤岩遺跡 縄文時代土坑群全景 (北から)正面ぬヾ赤岩3区、左が赤岩4区



赤岩遺跡 旧石器時代礫群検出状況 (北西から)

赤岩遺跡 SK98遺 物出土状況 (東から)



ごあいさつ

常陸大宮市は茨城県の北西部、県都水戸か ら約 20kmに 位置する、平成の大合併で誕生 した人口約

4万 4千人の市です。

市域は、人溝山地の南端 と関東平野周縁台地の北端の境界部にあたります。東部には久慈川、南西部に

は那珂川、中央部には緒川や玉川の清流が流れ、山間には美林が酒養されていて、まさに山紫水明の地と

なってお ります。また、河川の流域や台地上には肥沃な田畑が広が り、大 きな農業生産力の基盤となって

お ります。

こうした豊かな自然に恵まれた常陸大宮市は、古くから人々の生活の場として永い歴史を重ねており、

市域には各時期の集落跡をはじめ、古墳・城館跡・塚など多くの遺跡が存在しています。

これらの遺跡は、私たちの祖先がどのように生活したのか、そして現在の豊かな生活の礎がいかに築か

れてきたのかを知る手がかりになります。遺跡は、私たちが,ふ豊かな生活をするうえで根源的かつ必要な

情報を与えてくれていると言えましょう。このような貴重な文化遺産を後世に伝えることは、私たちの大

切な任務であり、郷上の発展のためにも重要なことと考えております。

このたびの発掘調査は、畑地帯総合整備事業三美地区に伴い、周知の遺跡である赤岩遺跡及び三美中道

遺跡の記録保存を目的として行ったもので、赤岩遺跡については第一次調査を平成 23年度にすでに実施

しています。今回の発掘調査は、平成 24年 8月 から平成 24年 12月 まで株式会社地域文化財研究所に委

託して実施しました。遺跡内からは、旧石器時代から中世という幅広い年代の遺構・遺物が検出されまし

た。中でも旧石器時代の遺構は、茨城県の旧石器研究の歴史に名を残す大発見です。また縄文時代中期の

集落跡も、那珂川流域で調査されている他の縄文の遺跡と時期が近く、非常に興味深いところです。さら

に中世の堀跡の発見は、この地区の城館跡の存在を示すものであるため、昭和 58年 に同地で出土した備

蓄銭とも相まって、三美地区に伝わる民話「長者と牛石」との関連性が想起されることから、巷間の話題

を集めています。

本書は、この発掘調査の成果を報告するものであります。歴史研究の学術資料としてはもとより、地域

の教育・文化の向上のために十分に活用していただくことを希望いたします。また、この機会に文化財愛

護の意識を一層高めていただければ幸いです。

最後になりますが、発掘調査にあたりご指導いただきました茨城県教育庁文化課及び茨城県埋蔵文化財

指導員の鳴志田篤二先生、全般にわたりご協力いただきました地元の皆様、適正かつ慎重な調査をしてい

ただいた株式会社地域文化財研究所様、その他ご指導・ご協力をいただいた関係各位に哀心より深く感謝

申し上げます。

平成 25年 5月

茨城県常陸大宮市教育委員会

教育長  上久保 洋一



例  言

1 本書は、茨城県常陸大宮市三美 703番地ほかに所在する赤岩遺跡 (第二次調査)及び三美中道遺跡の

発掘調査報告書である。

2 調査は、畑地帯総合整備事業三美地区に伴 う事前調査 として行ったものである。

3 発掘調査面積、発掘調査期間及び整理調査期間は下記のとお りである。

発掘調査面積  赤岩遺跡   2,986∬

三美中道遺跡 9,285∬

発掘調査期間  平成 24年 8月 20日 ～平成 24年 12月 4日

整理調査期間  平成 24年 12月 5日 ～平成 25年 4月 30日

4 発掘調査は、常陸大宮市教育委員会の指導・監督のもとに、株式会社地域文化財研究所が主体 となっ

て行った。調査体制は以下の通 りである。

調 査 指 導  後藤俊一 萩野谷 悟 (常陸大宮市教育委員会 )

主任調査員  平成 24年 8月 9日 ～ 9月 26日  間宮正光 野村浩史 (株式会社地域文化財研究所 )

平成 24年 9月 24日 ～ 12月 4日  高野浩之 野村浩史 (株式会社地域文化財研究所 )

5 整理調査及び報告書作成に関わる作業は、常陸大宮市教育委員会の指導・監督のもとに、株式会社地

域文化財研究所が主体 となって行った。

6 本書の執筆は、高野、間宮が分担 して行い、編集は野村が中心になって行った。各 自分担 した執筆箇

所は文末に記載してある。

7 出土遺物及び発掘調査に関わる全ての資料は、常陸大宮市教育委員会が保管 している。

8 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々からご教示・ご協力をいただいた。ここに記 して深

く謝意を表したい (敬称略・順不同)。

齋藤弘道 川口武彦 中村紀男 塚本師也 瓦吹 堅 川崎純徳 鴨志田篤二 三輪孝幸

土生朗治

茨城県教育委員会 茨城県県北農林事務所 常陸大宮市経済建設部農林課 常陸大宮市教育委員会

生涯学習課 三美区 三美地区畑地帯総合整備事業推進協議会

9 発掘調査及び整理作業参加者は以下の通 りである。

【発掘調査】

岩田時彦 宇留野貞子 小堤光一 小堤静江 小野瀬良武 川崎剛史 川瀬 晃 北村 涎

久野周也 小久保勝司 今野春雄 今野美登里 齊藤宏光 沢田すみ江 菅谷末吉 鈴木とし江

鈴木 浩 高久照美 高田幸江 高安幸且 寺門昌美 西宮芳江 根矢 稔 野村正子 萩谷正巳

萩野谷幸次 藤田理子 人巻省三 横田忠利 綿引伸一 綿引 務

【整理調査】

天池 学 石井葉子 伊藤順子 大関美穂 川村理華 佐々木正治 浜野美紀 藤井陽子

増田香理



凡 例

l 本書の図に使用 した方位は、全て座標北を示す。

2 本文中で使用 した地図類は、第 2・ 3図が国土地理院発行 5万分の 1「常陸大宮」、第 4図 は常陸大

宮市発行 l万分の 1常陸大宮市都市計画図を利用 した。

3 遺構名は奈良文化財研究所の用例にならい以下の記号を用いた。なお、遺構香号は現地調査時に使用

した遺構ごとの通 し番号をそのまま踏襲した。

SI…竪穴住居跡  SK… 土坑  Pit… ピット  sD… 堀・溝  SX… 竪穴状遺構

4 挿図中の攪乱は、「K」 の記号を用いた。

5 本文中にある遺構の深さは検出面から、柱穴等の遺構内施設については床面 。底面から計測 したもの

である。

6 基本層序土層図及び各遺構の断面図に記した数値は標高を表す。

7 基本層序土層及び遺構の土層に示 した色調表記は『新版標準土色帖』 (小 山正忠・竹原秀雄著 日本

色研事業株式会社 2003)を 基準にした。また、土層説明の中で述べた粒状の規模は、「粒」は l llllll以 下、「小

ブロック」は 1～ 211111、 「中ブロック」は 2～ 5 1Hll、 「大ブロック」は 5～ 1011un、 「極大ブロック」は 10

1111n以 上のものを表し、含有物の量は微量 (1～ 2%)、 少量 (2～ 5%)、 中量 (5～ 10%)、 多量 (10°/。

以上)で表 した。いずれも同書の「粒状構造」及び「面積割合」を参考にした。

8 遺構平面図、遺構断面図の中で使用 した0は土器・土製品の、△は石器・石製品の出土地点を表す。

それ以外の場合は図中に凡例を示 した。

9 出土遺物の総量は、本文中に破片数で示 した。上器では同一個体 とみられるものでも接合できない遺

物については破片としてカウントした。なお、注記できなかった細片は除外 した。

10 出土遺物観察表の色調は表面を基本 とし、面積割合で多 く占める色を優先 している。

11 遺構 。遺物の挿図縮尺は以下の通 りである。

撻霊君孝中01/80、  1/60、  1/20

撻艶彩″中01/3、  2/3、  1/4、  1/6

12 挿図中に用いた網掛けは以下の通 りである。

遺物― 煤 ―  灰釉 |  |
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第 1章 調査経緯

第 1節 調 査 に至 る経 緯

本発掘調査は、畑地帯総合整備事業三美地区に伴う事前調査である。

平成 21年 5月 11日 、茨城県県北農林事務所から常陸大宮市教育委員会に、同事業予定地内における埋

蔵文化財の所在の有無について照会がなされた。事業予定地は面積 38haの広域に及び、その区域内に6ケ

所の周知の埋蔵文化財包蔵地を含んでいた。そのため事業予定地を使宜上 3地区に分割し、その 1地区に

対し、平成 22年 10月 から平成23年 5月 にかけ、都合 14日 間をかけて市教育委員会が試掘調査を実施した。

試掘調査はトレンチ方式で行い、その結果、竪穴住居跡・ピット・溝状遺構・土器片等が検出され、古代

の集落が所在することが判明した。

平成 23年 7月 25日 、茨城県県北農林事務所は茨城県教育委員会と協議を行い、平成 23年 8月 24日 、

茨城県教育委員会は発掘調査を実施すべき旨回答した。

発掘調査の実施にあたり、試掘済の区域も広大であったため、市教育委員会と茨城県県北農林事務所で

協議し、この区域をさらに2つ に分けて2カ 年にかけて実施することとした。

まず平成 23年度に株式会社日本窯業史研究所に調査を委託し、赤岩遺跡の第一次調査を実施した。

その後平成 24年度の赤岩遺跡第二次及び三美中道遺跡第一次調査を実施するにあたり、平成 24年 7月

20日 、茨城県県北農林事務所・常陸大宮市・常陸大宮市教育委員会・株式会社地域文化財研究所は発掘

調査の進め方等について四者協議を行い、平成 24年 8月 20日 から平成 24年 12月 4日 まで株式会社地域

文化財研究所が本調査を実施した。 (後藤 )

第 2節 調査の経過

赤岩遺跡第二次調査は、隣接する三美中道遺跡と同時併行で実施 した。本調査は、平成 24年 8月 20日

より開始し、関係部署との打合せと調査区設定を行った後、速やかに表土除去に入った。表土除去はバッ

クホーを用い、遺構確認面まで慎重に掘 り下げた。遺物包含層が遺存する部分は上面で止め、包含層以下

は人力により掘 り下げている。

赤岩遺跡と三美中道遺跡は現道を境にしてお り、赤岩遺跡は道路の西側に展開する。現道部分の調査区

まで含めた範囲を、便宜上赤岩 l区から赤岩 4区 までの名称を割 り振った (第 1図 )。

8月 は 23日 から作業員を投入 して遺構確認面の精査作業に入った。遺構確認は 24日 まで行い、赤岩 1・

2区の遺構確認状況を写真に収めた。28日 には赤岩遺跡内座標抗の設置作業を行った。座標値は公共座

標 (世界測地系第Ⅸ系)X=60630000、 Y=45670000を 北西隅の基点とした 5× 5mの方眼グリッドを設定

した。グリッド東西方向を西からアルファベット、南北方向を北から算用数字を用い、双方の重なった名

称を付 した。29日 に赤岩 3区 の遺構確認 と確認状況の写真撮影を終えた。なお、写真撮影は、351ntl判 白

黒及びカラーリバーサルフィルムを主体 として使用 し、必要に応 じて 6× 7判 白黒フイルムを併用 した。

また補助用 として 1000万 画素のデジタルカメラを用い、遺構確認状況の撮影以降、遺構調査の過程で随

時撮影を行っている。

9月 は、 3日 より遺構の掘 り下げを開始 し、同時に確認遺構の配置図作成を行った。掘 り下げは SD02

～ 04よ り行い、13日 までに完掘 した。12日 から同時にS105と 赤岩 3区遺物包含層の層下げを開始 した。

遺物包含層の層下げはグリッドに沿って中央を通るグリッドラインに合わせた土層観察用のベル トを残

し、遺物は時期が把握できる土器の部位や石器を中心に原位置に留め、出土地点を計測 した上で取 り上げ

を行った。それ以外の破片はグリッドごとに一括で採集 した。14日 からは赤岩 1区から赤岩 2区 に認め



られる土坑状の落ち込みも掘 り下げを開始 して 24日 までにはほぼ終了した。また同日には赤岩 3区で確

認した土坑の掘 り下げを開始 した。27日 には遺物包含層の層下げを終了し、直下の遺構確認を行った。

10月 は、主に赤岩 3区の遺物包含層直下で検出した遺構の掘 り下げを継続 し、西側から東側にかけて

順次進めた。一方、表土除去が残る現道部分は、 1日 から表土除去を再開し、 3日 までに終了 した。17

日から赤岩 4区の遺物包含層の層下げを併行 し、23日 には遺物包含層下の遺構確認を行った。24日 には

土坑状の落ち込みの掘削を開始 した。赤岩 3区から赤岩 4区の遺構掘 り下げを同時併行で進め、10月 中

には赤岩 3区の遺構掘 り下げをほぼ終了した。

11月 は、赤岩 4区の遺構掘 り下げを継続 し、12日 には終了した。同日から空撮準備のため調査区の金

体清掃を開始 し、16日 に空撮を実施 した。17日 には縄文時代以降の調査成果をもとに現地説明会を行った。

19日 から旧石器調査を開始 した。赤岩 1区から赤岩 3区 までの旧石器時代の試掘坑を掘 り下げ、21日 ま

でに赤岩 4区の試掘坑まで調査 した。20日 に礫群を検出し、赤岩 3区の U20グ リッド～ V20グ リッド地

点を旧石器第 1調査区、赤岩 4区の Z27グ リッド以南を旧石器第 2調査区として定め、層下げを開始 した。

旧石器の調査は 12月 1日 まで行い、現地調査の全工程を終了した。 (高野)
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第 1図 調査区配置図及びグリッド網図
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

赤岩遺跡、三美中道遺跡は、茨城県の北東部に位置した常陸大宮市に所在する。常陸大宮市は、平成の

大合併により、旧大宮町、旧緒川村、旧山方町、旧美和村、旧御前山村が合併 し、市の総面積は348k∬

に及ぶ。市内の地形を概観すると、市域は人溝山を主峰とした人溝山地の鷲子山塊 と那珂川台地上にあり、

市の南西部を那珂川、東部を久慈川、さらに台地中央部を玉川が分断して流れる。市街地は市域の南東部

の那珂川台地状に集中し、それ以外は山林によって占地された状況である。

赤岩・三美中道両遺跡が展開する台地は、旧行政区域の御前山村東部域にあたり、那珂川左岸の河岸段

丘上にある。赤岩遺跡は那珂川 と那珂川へ注 ぎ込む緒川との合流地点に面 した東側台地の縁辺部に立地

し、三美中道遺跡は赤岩遺跡に隣接 して東側に広がっている。遺跡の地形を見渡 してみると、一見平坦に

見られる台地は緩い傾斜地上にある。南へ移行するに従って徐々に傾斜度が増し、那珂川に面した 2段の

河岸段丘面へ といたる。 (高野)

第 2節 歴 史 的環 境

市内には旧石器時代から近世にいたるまで多数の遺跡が周知されている。遺跡の総数は315ケ 所あり、

本遺跡が所在する旧御前山村では旧大宮町の 143ヶ 所に次いで97ヶ 所の遺跡が確認されている。各遺跡

は主に、河川流域及び河岸段丘上に点在している。

旧石器時代では、旧大宮町に所在する梶巾遺跡、上坪遺跡、鷹巣戸内遺跡、小野天神前遺跡、旧山方町

に所在する山方遺跡、旧御前山村に所在する大倉遺跡が知られている。特に梶巾遺跡は昭和 50年 に調査

され、立川ローム層より石器製作跡2ケ 所を検出し、尖頭器 (槍先)、 石核、石刃、石槌、台石など約 2,000

点が出上したとされている。小野天神前遺跡では細石刃の石核が出土している。

縄文時代では、旧大宮町に所在する小野高ノ倉遺跡などで早期後半の土器の出現が認められているが、

遺跡数としてはさほど多くは知られていない。その内、平成 23年度に行われた岡原遺跡の調査で、田戸

下層式期の竪穴住居跡が検出されたことは注目される。中期に入ると遺跡数は増加し、市内での調査事例

も多くなる。旧大宮町での事例をみると、昭和 59年 に大賀小学校建設に伴って調査された梶巾遺跡では

袋状土坑 16基が検出され、平成 2年 に公園整備に伴って調査された諏訪台遺跡では袋状土坑 13基 ととも

に竪穴住居跡 1軒が検出された。さらに特筆されるのは、平成 5年 に大型店舗建設に伴って調査された坪

井上遺跡で竪穴住居跡 19軒、袋状土坑 75基が検出され、翡翠製大珠が 8点 まとまって出上したことであ

る。旧御前山村域では最近になって調査事例が増え、緒川を挟んだ対岸に立地する西塙遺跡では平成19年・

21年 の二期にわたる調査で有段式建物跡 4軒、竪穴住居跡 1軒、土坑群が総数で 378基検出された。 1

期目の調査では、中期末から後期前半の時期を主体にして早期前半から晩期までの遺構 ,遺物が認められ

るのに対し、二期目の調査では中期中葉の遺構が主体であり、この時期には比較的短期間に集落が営まれ

ていたとされている。

弥生時代では、旧大宮町で確認された遺跡が多い。那珂川流域に面した小野天神前遺跡では前期の再葬

墓が検出され、人面付壼形土器が出土したことで知られている。最近の調査事例では泉坂下遺跡で同様の

遺構 。遺物が検出された。後期後半の遺跡では、久慈川沿いで小祝後田B遺跡、糠塚原遺跡、鷹巣犬追遺

跡、富士山遺跡、坪井上遺跡があり、那珂川沿いでは三美遺跡、小野天神前遺跡、高ノ倉遺跡が周知され

ている。調査事例としては、富士山遺跡で竪穴住居跡 9軒 と同時期の上鍍墓 3基が検出された。

‐3-



古墳時代では、16ヶ 所の古墳群が所在する。その多 くは久慈川沿いに展開し、富士山古墳 4号墳 とそ

の一群は県内でも最古の古墳 とされている。五所皇神社裏古墳や糠塚古墳など大型の古墳 も認められる。

後期の古墳では、一騎山古墳群、岩崎古墳群、鷹巣古墳群、小祝古墳群など群集墳が点在 し、玉川流域で

は雷神山横穴群や岩欠横穴群といった横穴墓群 も確認されている。集落遺跡では、梶巾遺跡と下村田遺跡

で調査事例がある。梶巾遺跡では前 。中期の竪穴住居跡 4軒が検出されている。平成 6年 に調査された下

村田遺跡では、後期に帰属する竪穴住居跡 7軒が確認されている。

奈良・平安時代では、市内全域でかなりの遺跡数となる。旧御前山村での該期の遺跡数は、各時代を通

じて最も多い 71ヶ 所を数える。旧大宮町では鷹巣遺跡が団地造成に伴い三度にわたり調査が行われ、 8

～ 10世紀にかけての竪穴住居跡 32軒 と掘立柱建物跡 2棟が検出されている。その他、 9～ 10世紀にか

けての小野中道遺跡では 24軒 の竪穴住居跡が検出されている。下村田遺跡でも古墳時代から継続 して 8

～ 11世紀前半の集落が確認されている。源氏平遺跡では竪穴住居跡 17軒が検出されている。最近の調査

事例 となる岡原遺跡では、 8世紀後半～ 9世紀にかけての竪穴住居跡 12軒、掘立柱建物跡 l棟が検出さ

れ、岡原遺跡では多文字 。人面墨書土器が出上 し、祭祀的な様相を呈 している。いずれの遺跡からも墨書

土器が出土 してお り、小野中道遺跡では「文永私印」の字句をもった銅印や「丈部里」の箆書きされた平

瓦、源氏平遺跡では漆紙文書も出土 し、貴重な文字資料を提供 している。鷹巣遺跡に隣接する鷹巣瓦窯跡

群では久慈郡寺に供給されたと考えられている。

中世の遺跡は、山間部に多 くの城館跡が見受けられる。小瀬城跡、那賀遺跡、川崎城跡、川野辺城跡 (野

慧≒燿 瞭

Ｎ

刊

郁
↓
汎

瘍

多著多生 ７十
五
十！十
切彎い

彩

罵緞
二更「:'4),| 毯

３０００ｍ″l_Ⅲ Ⅲν

第 2図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1)
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口城跡)、 新京寺 (野口平)館址、高ノ倉城址、御前山城、要害城跡などが旧緒川村から旧御前山村にか

けての那珂川とその支流である緒川流域に点在している。岡原遺跡では地下式坑 12基が検出され、点在

する城跡との関連性がうかがわれる。一方、市域南東部の久慈川西岸には、部垂城跡、宇留野城跡、前小

屋城跡が連なって存在する。いずれも佐竹氏との関連が深く、久慈川水通や砂金採取等の産業を背景に交

通の要衝 として発達した地に築城されている。 (高 野 )

【引用。参考文献】

茨城城郭研究会編 2006『図説 茨城の城郭』国書刊行会

大宮町史編さん委員会 1977『大宮町史』大宮町史編さん委員会

大宮町歴史民俗資料館編 1995『町村合併 40周年記念特別展 大宮の考古遺物―那珂・久慈の清流にはぐくまれた大宮町

の先史・古代―』大宮町教育委員会

大山年次・蜂須紀夫編 1977『地学ガイドシリーズ3 茨城県 地学のガイド』コロナ社

小川和博 ,大渕淳志 2009『西塙遺跡発掘調査報告書』常陸大宮市・常陸大宮市教育委員会・有限会社日考研茨城

関谷亀寿 1990『茨城の吉城 県央・県北の古城興亡史』筑波書林

湯原勝美・秋山泰利 2011『岡原遺跡』常陸大宮市教育委員会・硼ノガミ

,
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第 1表 周辺遺跡一覧

遺 跡 名 種  別 時  代 遺 跡 名 種  別 時  代 遺  跡  名 種  別 時  代

1 赤 岩 遺 跡 集落跡 縄～平 萩 崎 遺 跡 集落跡 縄・奈・平 3 前 坪 遺 跡 集落跡 古～平

2 三 美 の 蓄 銭 備蓄銭 中 清 水 遺 跡 集落跡 奈 平 前 坪 東 遺 跡 集落跡 縄 `近

3 三 美 中道 遺 跡 集落跡 縄～平 岡 原 遺 跡 集落跡 縄 古～平 5 抽 ヶ 台 古 墳 古  墳 古

4 滝 ノ 上 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 森 前 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 6 抽 ケ 台 遺 跡 集落跡 古～平

5 中 崎 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 仲 ノ 内 遺 跡 集落跡 縄・奈～近 7 見 渡 還 跡 集落跡 奈～中

三美 根 岸 遺 跡 集落跡 縄 古 下 平 道 添 遺 跡 集落跡 奈・平 8 姥 賀 東 遺 跡 集落跡 古～平

7 ― の 沢 塚 群 塚  群 近 片 セ 田 遺 跡 包蔵地 奈・平 高 渡 遺 跡 集落跡 縄 奈 平

8 ノく 幡 塚 塚 不 明 新京寺(野口平)館址 城館跡 中 石 幸 遺 跡 集落跡 奈 平

人 幡 遺 跡 集落跡 奈 平 成 井 遺 跡 包蔵地 奈・平 山 根 遺 跡 集落跡 不 明

館 遺 跡 集落跡 奈・平 榎 内 遺 跡 古  墳 古 122 富 岡 七 ツ 塚 群 塚  群 近

11 御 城 還 跡 集落跡 奈 平 矢 口 違 跡 集落跡 弥 奈・平 宮 中 遺 跡 集落跡 縄 奈 平

川 野 辺 城 跡 集落跡 奈～中 山 根 遺 跡 集落跡 縄～平 松 吟 寺 古 墳 古 墳 古

時 充 館 址 郷  校 近 京 銭 内 古 墳 古  墳 古 部 垂 城 跡 城館跡 中

内 原 違 跡 集落跡 縄・古0平 近 中 島 遺 跡 集落跡 古～平 松 吟 寺 遺 跡 集落跡 縄・奈～中

内 古 屋 遺 跡 集落跡 奈～近 泉 沢 B遺 跡 集落跡 縄 上 ノ 宿 遺 跡 集落跡 縄 奈～中

上 宿 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 泉 沢 C遺 跡 集落跡 弥 中 富 遺 跡 集落跡 縄 奈・平

17 西 塙 遺 跡 集落跡 縄 古～近 泉 沢 A遺 跡 集落跡 縄 上 宿 上坪 遺 跡 集落跡 縄・古～中

若 宮 戸 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 前 山 瓦 窯 跡 瓦窯跡 奈・平 宇 留 野 城 跡 城館跡 中

若 宮 遺 跡 集落跡 縄・奈・平 小野天神前遺跡 集落跡 縄・弥・奈・平 仲 下 遺 跡 集 落跡 縄・古～中

塚 塚 塚  跡 不 明 小 野 中道 遺 跡 集落跡 縄～平 132 大 塚 遺 跡 集落跡 縄 奈 平

中 平 遺 跡 集落跡 縄・奈 平 居 合 遺 跡 集落跡 奈 平 六 丁 遺 跡 集落跡 奈・平

葛 野 遺 跡 包蔵地 奈 平 源 氏 平 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 額 山 A遺 跡 集落跡 奈 '平

古 御 所 遺 跡 集落跡 縄・奈・平 源 氏 平 塚 群 塚  群 近 額 山 B遺 跡 集落跡 縄・奈 平

上 川 原 遺 跡 集落跡 奈 平 高 ノ 倉 城 跡 城館跡 縄・古～中 熊 の 石 還 跡 集落跡 奈 平

津 波 東 遺 跡 集落跡 縄・奈・平 高 ノ 倉 遺 跡 集落跡 縄～平 引 田 前 遺 跡 集落跡 奈 平

津 波 西 遺 跡 集落跡 縄 奈・平 町営牧場内遣跡 集落跡 縄 大宮自然公園遺跡 集落跡 縄 奈・平

細 内 東 遺 跡 包蔵地 奈・平 西 原 遺 跡 集落跡 縄・奈～中 小 中 遺 跡 集落跡 奈・平

害1増 の 板 碑 板  碑 近 八 日 桑 原 還 跡 集落跡 奈 平 後三ヶ尻 B遺跡 集落跡 縄・奈～中

細内西ノ内遺跡 集落跡 縄 奈・平 地 殿 神 社 遺 跡 集落跡 縄・古～平 萱 峯 遺 跡 集落跡 縄 古～平

割 増 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 堰 ノ 上 遺 跡 集落跡 奈 平 後三ヶ尻 A遺跡 集落跡 奈 平

大 栗 遺 跡 集落跡 奈・平 八 日 向 原 遺 跡 集落跡 中 北 村 田 遺 跡 集落跡 縄・奈～中

下伊勢畑細内遺跡 集落跡 縄 奈 平 雷 神 山 積 穴 群 横穴群 古 北 村 田 B遺 跡 集落跡 奈～中

滝 坂 遺 跡 集落跡 縄・奈 平 大 追 遺 跡 集落跡 縄 前三 ヶ尻 B違跡 集落跡 奈 平

要 害 城 跡 城館跡 中 大 阪 平 B遺 跡 集落跡 奈・平 前三ヶ尻 A遺跡 集落跡 縄 奈・平

大 信 前 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 大 阪 平 A違 跡 集落跡 奈・平 ― 騎 山古 墳 群 古墳群 古～平

川 畑 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 諏 訪 台 遺 跡 集落跡 縄 高 野 B遺 跡 集落跡 奈・平

大 信 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 糠 塚 遺 跡 集落跡 弥 奈・平 高 野 A遺 跡 集落跡 奈・平

西 原 遺 跡 集落跡 縄・奈・平 鷹 巣 古 墳 群 古墳群 古 堂 山 B遺 跡 集落跡 奈 平

相 川 畑 遺 跡 集落跡 縄・奈・平 上 坪 遺 跡 集落跡 十日縄 奈 平 堂 山 A遺 跡 集落跡 弥～平

高 内 遺 跡 集落跡 縄 奈～近 諏 訪 下 遺 跡 集落跡 縄 念 仏 塚 経  塚 近

志 殿 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 鷹 巣 戸 内遺 跡 集落跡 旧・奈・平 上 高 作 遺 跡 集落跡 縄・奈・平

白 馬 東 遺 跡 集落跡 縄 鷹 巣 原 B遺 跡 集落跡 奈～中 駄 木 所 遺 跡 集落跡 奈・平

赤沢鉄山相川分工場跡 生産遺跡 近 河 井 台 遺 跡 集落跡 奈 平 前 小 屋 館 跡 城館跡 奈～中

相ナIレ Jヽ久保A遺跡 包蔵地 奈・平 田 子 内 遺 跡 集落跡 奈 平 泉 坂 下 遺 跡 集落跡 弥

相,I阿 久ヽ保B遺跡 包蔵地 奈・平 鷹 巣 原 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 根 本 後 坪 遺 跡 集落跡 奈・平

長倉川岸前遺跡 集落跡 縄・奈～近 庵 巣 瓦 窯 跡 群 瓦窯跡 奈 平 春 日神社前遺跡 集落跡 古～平

宿 尻 遺 跡 集落跡 縄・古～平 姥 賀 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 根 本 遺 跡 集落跡 奈 。平

北 塙 遺 跡 集落跡 縄・奈～近 冨士権現古墳群 古墳群 古 根 本 古 墳 群 古墳群 古

大 岩 寺 遺 跡 包蔵地 奈 平 冨 士 山 遺 跡 集落跡 縄 坪 井 上 遺 跡 集落跡 縄～平

大沢前膳部遺跡 集落跡 縄 。中 近 岩 欠横 穴 墓 群 横穴群 古 念 仏 塚 還 跡 集落跡 古

大 倉 山 遺 跡 集落跡 縄・奈・平 三 蔵 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 西 坪 井 還 跡 集落跡 弥～中

大 倉 遺 跡 集落跡 十日縄 奈 平 唐 木 田 ニ ツ 塚 塚  群 近 上岩瀬富士山遺跡 集落跡 弥～平

金 井 大 平 遺 跡 集落跡 縄 奈 平 菅又 八 田遺 跡 集落跡 縄 奈 平 富 士 山 古 墳 群 古墳群 古

陣 向 梶 向 遺 跡 包蔵地 縄 菅 又 館 跡 城館跡 中 川 岸 遺 跡 集落跡 奈 平

包 塚 古 墳 古  墳 古 北 平 遺 跡 集落跡 縄・古～平 岩 瀬 城 跡 城館跡 縄 奈～中

井 戸 上 遺 跡 集落跡 縄・奈・平・近 関 平 遺 跡 集落跡 縄・古～平 上岩瀬中坪遺跡 集落跡 古～平
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第 3章 赤岩遺跡 Ⅱ

第 1節 遺跡の概要 (第 5図 )

赤岩遺跡は、那珂川左岸の河岸段丘上にあ り、那珂川本流とそこへ流れ込む緒川との合流地点に面した

東側台地上の縁辺部に立地 している。縁辺部に沿って南北に長 く延びる本遺跡は、県道 21号線によって

分断されているが、平成 23年度には県道の北側で第一次調査が行われ、縄文時代早期から中世までの遺

構が検出されている (第 4図 )。 検出されたのは、縄文時代早期の陥し穴状土坑 1基、縄文時代前期の竪

穴住居跡 1軒、弥生時代の土坑 1基、古墳 l基、古墳時代の土坑 2基、奈良時代の土葬墓 1基、平安時代

の竪穴建物跡 3軒、中世の地下式坑 1基 と溝 1条で、縄文時代から中世まで多種にわたる遺構の存在が明

らかとなった。縄文時代中・後期の遺構はなかったが、阿玉台Ⅲ式 と加曽利 EⅢ ・Ⅳ式、綱取式の土器

片が出上している (三輪・後藤 2012)。

今回調査を行った第二次調査の範囲は、第一次調査の県道を挟んで南側の範囲計画された農道建設部分

にあた り、確認調査の結果に基づいて設定された約 3,000∬ 分である。第二次調査区周辺の現況は第一次

調査区と同じく畑地が広が り、赤岩 1。 2区 はほぼ平坦な地形上にあるが、赤岩 3・ 4区は北側から南側

にかけて徐々に下る傾斜地上に立地 している。検出した遺構は、旧石器時代の礫群 3ヶ 所、石器・剥片の

集中地点 2ヶ所、縄文時代中期の上坑 91基 とピット106基、奈良・平安時代の竪穴建物跡 1軒 と土坑 1基、

中世の堀跡 1条、時期及び性格不明の上坑 2基 と竪穴状遺構 1基であった。出土 した遺物は縄文時代中期

の上器 (深鉢・浅鉢 )、 石器 (石鏃 。打製石斧・磨製石斧 。磨石、石皿 。台石)が主体 とな り、奈良・平

安時代のものと思われる土師器片 と、堀跡から中世以降の陶器・土器片 もわずかに出土した。縄文中期の

土器は阿玉台式期が主体である。                             (高 野)

【参考文献】 三輪孝幸・後藤俊- 2012『赤岩遺跡 I』 茨城県常陸大宮市埋蔵文化財調査報告書第11集 常陸大宮市教育委員会

第 5図 調査詳細図
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第 2節 基本層序 (第 6図、図版2)

赤岩遺跡では旧石器の調査を兼ね、1lヶ 所の基本層序観察のための試掘坑を設定した (第 8図 )。 その

内の赤岩 4区の 2ヶ所 (1lTr、 5 Tr)を 参考にした。

0層 は道路の舗装・路盤工が行われた部分で、赤岩 4区のみで確認できるものである。

I層 は耕作に伴った表土層である。 5 Trでは、道路に面 した空 き地部分に接 し、大 きな攪乱を受けて

いるため、この層は確認できなかった。層厚は30cm前後である。

Ⅱ層は 2層 (Ⅱ a・ Ⅱb)に分層できる。下層 (Ⅱ b)は縄文時代の遺物包含層で、赤岩 3区 中央部か

ら東域 と赤岩 4区の北域から中央部にかけてのみ確認できる。

Ⅲ層は 2層 (Ⅲ a・ Ⅲb)に分層できる。上層 (Ⅲ a)イま縄文時代以降の遺構確認面である。下層 (Ⅲ b)

はⅣ層への漸移層で、七本桜 。今市軽石粒を含んでいる。

Ⅳ層は 2層 (Ⅳ a・ Ⅳ b)に分層できる。上層 (Ⅳ a)イま七本桜 。今市軽石層の純層で、今市軽石層が

主体 となり、七本桜軽石層はほとんど目立たない。下層 (Ⅳ b)は軽石層が薄 くなりV層への漸移層になる。

締 りが非常に強い。

V～Ⅵ層はソフトローム層で、V層 は赤岩 3。 4区では旧石器時代の遺物包含層である。他の層に比べ

締 りが弱い。Ⅵ層は色調がやや暗い。

Ⅶ層～X層 はハー ドローム層で、色調や含有物の差より分層 した。Ⅸ層～X層 は暗色帯で、下層にあた

るX層 では明るめのロームブロックが斑状に認められる。

XI層 は黄色の鹿沼軽石粒を含む層で、XⅡ 層の漸移的な層である。隣接する三美中道遺跡では層に乱

れがあるため、色調や含有物量の差より4層 (XIa～ d)1こ 分層したが、本地点におけるこの層は比較

的安定 した層であるため、 2層の差 しか認められなかった。

XⅡ 層は鹿沼軽石層の純層である。色調や粒状の差より3層 (XⅡ a～ c)1こ 分層 したが、本遺跡では

XⅡ a・ bのみの安定した層である。

XⅢ 層は、赤色スコリアを含んだ層で、締 りと粘性が共に強い層である。 (高野)

(1/40)

第 6図 基本層序

1lTr(Y-31グ リッド) 5Tr(z-22グ リッド)
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第 3節 調査の成果

第 1項 旧石器時代

(1)概要 (第 7～ 9図、図版 1・ 2)

赤岩遺跡の旧石器の調査にあたっては、まず前述の基本層序の観察を兼ねた試掘坑 (2× 2m)を 設定

した。 1～ 1lTrの 内、 7～ ■Trでメノウの剥片を主体とする旧石器が出上し、10Trで は円礫が集中して

いることを確認 し、出土した層は主に基本層序中の第 V・ Ⅵ層であることを把握 した。これにより旧石器

が出土する範囲を2地点に絞ることができた。この結果を受け、第 1調査区として赤岩 3区 T-20グ リッ

ドの一部とUoV-20グ リッドの範囲を拡張し、第 2調査区として赤岩 4区 Z-27～ 34グ リッドライン

の全体を拡張し、調査をすすめた (第 7図 )。 その結果、礫群 3ケ 所、石器・剥片集中地点 3ケ 所を検出した。

尚、1lTrの Ⅸ層暗色帯付近より珪質頁岩によるナイフ形石器が出上 しているが、他の試掘坑の同じ層

からは出上 しなかった。
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1lTr出土石器観察表

旧石器時代試掘坑位置図 。1lTr出土石器実測図



(2)礫 群 (第 10図、第 2表、 図版 2)

礫群は 3ケ 所検出した。検出位置は、いずれも旧石器第 2調査区の南端にあたるY-33グ リッド内で、

それぞれが隣接 しあっている。検出した層位は第V層であった。

l号礫群は、 3ケ所の中で最も南にあり、平面分布は楕円形状に集石された密集型である。南西側で礫

が若干ばらけている。規模は長軸 ■23m、 短軸 0,75mで長軸方向は N-34° 一Wを示す。礫は 197点 で

構成され、総重量は43kgを超える大型の礫群である。礫の大きさは 3～ 15.3c皿 で、拳大のものが主体である。

礫の 990/Oが赤化 している。石材は石英斑岩が主体で、安山岩、砂岩、流紋岩なども含まれる。

2号礫群は、1号礫群の北西側に隣接する。平面分布は円形状に集石された密集型である。規模は径 0,75

～ 0,78mである。礫は 88点 で構成され、総重量は 14kgを 超える大型の礫群である。礫の大 きさは 3.7～

11.5cmで 、拳大のものが主体である。礫の 99%が赤化 している。石材は石英斑岩が主体で、安山岩、砂岩、

流紋岩なども含まれる。

3号礫群は、 2号礫群の西側に隣接する。平面分布は楕円形状に広がる集中型であるが、 1・ 2号礫群

に比べ全体にばらけている。規模は長軸 1.75m～ 短軸 ■46m、 長軸方向は N-16° 一Wを示す。礫は 138

点で構成され、総重量は20kgを 超える大型の礫群である。礫の大 きさは 2.5～ 14cmで、拳大のものが主

体である。礫の 99%が赤化 している。石材は石英斑岩が主体で、安山岩、砂岩、流紋岩なども含まれる。

(3)石器・剥片集中地点 (第 7・ ■ ～ 18図、第 2表、図版 3・ 24・ 25)

石器・剥片集中地点は旧石器第 1調査区で lヶ 所、旧石器第 2調査区で2ヶ 所の計 3ヶ所を検出した。

検出した層位は第VoⅥ層であった。

2Tr((

59 00m

3Tr(K-18グ リッド)

6Tr(a-25グ リッド)

59 20m

59 50m

第9図 旧石器時代試掘坑土層図

0              1m

(1/40)

(C-17ゲ リッド

7Tr(z-27グ リッド)
8Tr(z_29グリッド)

10Tr(2-33ゲリッド)9Tr(Z-31グ リッド)
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第 10図 礫群

1号石器・剥片集中地点の検出位置は、旧石器第 1調査区の U-20・ 21グ リッド内である。本地点は

縄文時代の土坑 SK41～ 47が集中して検出された場所で、SK47の断ち割り調査を実施した際に、調査区

南壁のV層中からメノウの剥片が出上したため調査区として設定している。調査区南壁に集中して剥片が

出土しているが、北側 U-19グ リッド地点になると希薄となり、T-20グ リッド内では出土していない。

本地点で出土した石器・剥片は55点で、石材はメノウが主体である。

2号石器・剥片集中地点の検出位置は、旧石器第 2調査区の Y-28。 29グ リッド内で、調査区西壁際

に集中して石器・剥片が出土している。集中部はZ-29グ リッド東側まで広がっているが、徐々に希薄

となる。本地点で出土した石器・剥片は 587点で、石材はメノウが主体である。

3号石器・剥片集中地点の検出位置は、旧石器第 2調査区のY-33グ リッド内で、礫群の範囲と重複

する。礫群上又は周辺の限られた範囲に集中していることから、両者の関連性がうかがわれる。本地点で

出土 した石器・剥片は 209点で、石材はメノウが主体である。
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第 14図 石器実測図 (1)
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第 18図 石器実測図 (5)

旧石器時代出土遺物観察表 (第 14～ 18図 )※地点はグリッド。単位は長さ・幅・厚さはcm、 重さはg。

No 器種 石材 地点 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 備 考

1 ナイフ形石器 頁岩 Y28

2 ナイフ形石器 メノウ Z28 7

3 ナイフ形石器 メノウ Y28 4 3

4 ナイフ形石器 メノウ Z28 2

5 ナイフ形石器 メノウ Y28

6 ナイフ形石器 チャート Z28 4 削片を素材としてい【

7 彫亥1刀形石碁 メノウ Y33 3

8 影刻刀形石基 メノウ Z28

9 彫刻刀形石碁 メノウ Z28

掻器 玉髄 Y33

石核 玉髄 U20 3.7

石 核 玉 髄 U20

石 核 玉 髄 Z28 5 2.2

4 石 核 玉髄 Y29 2

5 石核 オノく―ノ1 U21 4.2

6 石 核 メノウ Y33

7 石 核 玉 髄 Y33 1177・ 1172

接合資料8 稜付剥片 玉髄 Y33

9 剥 片 玉髄 Z28 25 27 311・ 484

接合資料打面再生剥片 玉髄 Z28

打面再生剥舟 メノウ Y33 4

打面再生剥芳 メノウ Y33 5

No 器 種 石材 地 点 長 さ 幅 厚 さ 重さ 備 考

削片 メノウ Z28 77

削片 玉髄 Z29 5.5

稜付剥片 メノウ Y28 l

陵付剥片 メノウ Z28

縦長剥片 メノウ Y28 l

縦長剥片 メノウ Y33 l

剥 片 玉髄 Y33 496・ 502接合資料

剥 片 メノウ Fヽ20

剥 片 メノウ Y28 2

剥 片 メノウ Y28 21 1

剥片 メノウ Y28

剥 片 メノウ Y33 7

剥 片 メノウ Y33 l

剥 片 メノウ Y28

剥 片 メノウ Y28 1

剥 片 メノウ Y28

剥 片 メノウ Y33 13

剥 片 メノウ Y33 11

剥 片 メノウ Y33 1.1

剥片 玉 肺 Y33

剥 片 黒曜石 Y33 2

折断剥片 珪質頁岩 Y28
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第2表 剥片・礫計測表

番 ; 器種 石材 地点 標 高 ミさ(mm 幅 (mm) 甲さ(mm 重さ(gl 備考

削片 笠質買岩

58581

E棧進

尉載N∝ 43

ノウ

E髄

緋

28際

Y-33 311

3 終

5828Y-33 4461 212

整 予英斑岩カ

川片 ノウ

ヤー I

終

5835

削片 ノウ

ノウ

5829 253

8 少岩

片

Y-33 700

刊片

97臓 1片

99副 片 ノウ

番号 器種 石務 地点 標高 ミさ(mm 幅 (mm) 冨さ(mm 重さ(0 備考

わ

一１０‐ 4681

595

5221

耳英現

)岩ヵ

少岩
そ山岩

962

耳英斑

鼠緑岩
5903

驚

少岩 Y-34 5824

贅 ヨ英疑岩

露山岩 ( 582

13燃 :斑岩

:斑岩 10651 500

終 歩岩

蕊紋岩
号 戴14

‐５

一
‐５ 築

150M ξ英斑岩

そ山岩ヵ
5825

167剛 片
tノウ

削片 ノウ

5875 202

/ウ

181副 片

186剛 片 ノウ

01221 332

19d剥 片
ノウ

９
２

９
留



番号 器種 石材 地 薫 標 高 長さ(mm 幅 (mm) 事さ(mロ 重さ(g) 備 考

芝本産

e02尿‖片
Fャート

30引剥片

11片 E髄

卜礫 歩岩

320剛 片 ノウ

辮 ノウ

絆 ノウ

辮

339尿1片

ノウ

判片 でノウ

349康1片 〔ノウ

35創小礫
(ノウ

358則 片
`ノ
ウ

1ノウ

Xノウ

1片 Xノウ

辮 ノウ

38d石核 「パール

390口 I片

番号 器種 石材 地 点 標 高 ミさ(mm 幅 (mm) ヨさ(mm 重さ(g) 備 考

ノウ

20創小礫 卜明

5874

!片

5878

』片

ノウ

附
一２３ ノウ

２３

一
２３

1片 ノウ

248剛 片 4ノウ

辮 (ノウ

辮 Y-29

司片 ノウ

ノウ

′ウ

硼片 ノウ

２７‐

一
２７‐

283口 l片

r-29

286鵬 片

卜礫 明`

5861

辮

豆岩

-23-



器種 石 材 地点 標高 ミさ(mm 幅 (mm) 享さ(mm 重さ(al 備考

ノウ

40制剥片
40¶黒1片

トヤート
408剛 片
409際

R曜 石

…
=ャ

ー |

推

緋
止

〔ノウ

427脚 片
/ウ

430剛 片

ノウ

435屏1片

F明

俳
440屏‖片 4451

ノウ

維
44司剥片

ノウ

450plh

… ノウ

離

ノウ

判片

則片

468尿1片

Y-28

1片

47録 1片

〔ノウ

E能
島載N810

４９‐

一
４９

‘

番弓 器種 石材 地点 標 高 ミさ(mm 幅 (mm) 享さ(mm 重さ(g) 備考

胡片 E髄

509最1片

504景1片

`ノ
ウ

〔ノウ

絲
510腋 片

Fャ ート

雌

三英斑岩カ

絲
520Fl片

ノウ

性

ヨ英斑岩

果

少岩

硼片

/ゥ

ノウ

538劇 片

tノウ
542尿1片 /ウ

ノウ

柊

648尿1片

トヤート

従長剥片

/ウ

耳核

550rr面再生剥片
くり]

百核 tノウ

〔ノウ

ノウ

56団小礫

ノウ

571尿1片

572劇 片

1ノウ

Y-28

５８

一
５８‐

596尿1片
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番号 器種 石材 地 点 標高 員さ(mm 幅 (mm) 軍さ(mm 重さ(0 備考

ノウ

ノウ

626剛 片

Y-28

朋片 ノウ

Y-23

036Rl片 ノウ

ノウ

58701

650劇 片 ノウ

650働 I片

６５

一
６６

可片

664al片

5868

言英斑岩

禁 少岩 5825

5324

少岩

687際

Y-34

69躍 富英斑岩

5824

少岩

番
=

器種 石材 地 点 標 高 霊さ(mm 幅 (mm) 享さ(mm 重さ(g) 備考

70帷 g英斑岩

709R 歩岩

楽 )岩

果 百英斑岩

= 
藪碑

梁

号 破碑

少岩

号 破砕

フ悧礫

275

築 耳英斑岩
q緑岩 726 360

壱商岩
F明 (堆積岩

3831

染

X-34

刊片 「パール
5860

ノウ

刊片

刊片

可片
』片 tノウ

78引 剥片

Z-28

７８‐

一
７９‐ 削片 ノウ

綿 Z-28

79911片

…25-



器 種 石材 地 点 標 高 ミさ(mm 幅 (mm) 享さ(mm 重さ① 備考

80制剥片 ノウ

829劇 片

833刷 片
`ノ
ウ

８３

一
８３

司片 ノウ

司片 ノウ

卜礫 卜明

859尿1片

』片 ノウ

』片 ノウ 5856

卜祀整

司片 アゥ

87倒剥片 Fャート

削

88引剥片

898礫 三英斑岩

8引礫

鵡

器種 石材 地 蕉 標高 ミさ(mm 幅 (mm) 訂さ(mm 重さ(0 備考

三英斑岩

終 〒英斑岩

築 ぞ山岩

集

11片 E髄

繁 蕊紋岩

”

一∞

繁 写英斑岩

簗 少岩

13451

築 三英斑岩

黎 少岩

紫

-26-



器種 石材 地点 標 高 長さ(mm 幅 (mm) 云さ(mm 重さ(0 備 考

ｍ
一側 築 :山岩

楽 三英斑岩

築 少岩

梁 少岩

鷲山岩

言英斑岩

露山岩
148 4de号 完耳

304

終 ξ英斑送

終

黎

'05

終 少岩カ

築
=英

斑岩

三英斑岩

築

黎 耳英斑岩

少岩

紫 少岩

築 雪英斑岩

X-33

番三 器種 石材 地 点 標 高 ミさ(mm 幅  (mm) 三さ(mm 重さ(g) 備 考

少岩

ヤー I

耳英斑岩

楽 歩岩

Ⅲ22礫 少岩

三英斑岩

131際 歩岩

11961B :山岩 (多 )

1150隅 肇 S緑岩

1,詞礫 少岩

116判剥片 ノウ

築 少岩

麦付剥片 三登進

終 オ山岩

ヨ核 E髄

1183贋少 少岩

582'

Y-33 430(

1197阿 礫ヽ 少岩カ
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番号 器 種 石材 地 点 標 高 ミさ(mm 幅  (mm) ヨさ(mm 重さ (gl 備考

ノウ

/ウ

131,則 片

ノウ Y-28
322則 片

下明

卜礫

tノウ Z-28
133刻剥片

ノウ

ノウ

1942尿1片

辮
ノウ

,351剛 片

kノウ

`ノ
ウ

5856

u片

ノウ

1376侵1片

Y-28
379劇 片

ノウ

984劇 片

5854

齢
ノウ

139871片

ノウ

1398al片

38891

辮
ノウ

番号 器種 石材 地 点 標高 長さ(mm 幅 (mm) ヨさ(mm 重さ(g) 備考

120日剥片 ノウ

1203膿

離
ノウ

髭付剥片

卜礫

ノウ

辮
ノウ

222劇 片 (ノウ

227劇 片 ノウ

,230日 I片

123腺1片 4ノウ

23引剥片

242原1片

ノウ

24フ劇 片

1251劇 片 ノウ

1256刷 片 ノウ

1261劇 片

ノウ Y-28
1266尿1片

1片 ノウ

1271

J片

1276劇 片

Y―ク8

1片

】片 ノウ

1ヱ89劇 片
1290Hl片

〔ノウ 5858
,29¶剥片

ノウ
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第 2頂 縄文時代

(1)遺物包含層 (第 21～ 25図、図版 25)

縄文時代の遺物包含層は、第 2節基本層序で示 した第Ⅱb層 にあたる。本層は赤岩 3区の M-18・ 19

グリッドラインからa-20。 21ラ インまでと、赤岩 4区の Z・ a-22グ リッドラインから Z・ a-27グ リッ

ドラインまでの範囲で確認されている。ほぼ遺構が集中して検出されている地点に被 り、遺構 との関連性

が高いものと思われる。出土した土器は 1,885点 、石器は 2点、礫は755点 である。第 22～ 24図 では各グリッ

ドで採集できた総数と、遺物の集中している状況を示 した。赤岩 3区では耕作の影響で遺物の位置が移動

しているものが多いものとみられるが、赤岩 4区は農道下の部分ということもあ り、原位置を保っている

ものと考えられる。 (高野 )

第 21図 縄文時代遺物包含層・グリッド別遺物分布図
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遺物包含層出土遺物観察表 (第 25図 )

遺構 種類 器種 日径 ol 器高 cI 葺径 cF 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

グ

リ

ド

1 縄 文 深 鉢 〈11 0〉 コ縁 に沿 つて隆帯を貼 り付け、V宇状 に施す部分 も認 め られ る。 'YR5/6
月赤褐

昌母 石英

匂色粒
普通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 浅鉢 く5 0〉
r坦な日唇部に1条の有節沈線を施し、日縁部の内面直下に 2坊

り有節沈線を巡らす。

10YR6/4

にぶい黄橙
昌母 石 英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 く9 5〉

寛状 口縁で、 口縁部文様帯は 2列 単位 の有飾沈線 で区画 し、同

う施文具 を用いて区画内に文様 を描出す る。断面三角隆帯以下

こは貝殻腹縁文が横走す る。

'5YR4/2

X褐
昌母 石英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

4 縄 文 深鉢 〈5 6〉
H縁 に沿つて 2条の有節沈線が巡る。地文は縦位の単節 LR縄文

施ゞ文される。

」5YR4/6

ボ褐

昌母 長石

S英 砂粒
普 通 玉台 Ⅱ式。

5 縄 文 深鉢 〈12 0〉

コ縁部直下は隆帯による幅の狭い文様帯で S字状隆帯 を作 出す

3。 地文は単節 LR縄 文 を用い、縦位 の施文方 向を変 えて羽状 を

寺成す る。

iYR5/6

月赤褐

ミ石 自色

立 角閃石
普 通 木 8a式。

6 縄 文 深鉢 〈15 5〉

コ縁部は緩やかな波状を呈し、波頂部には隆帯端部に押圧を加

をた小突起を付ける。口縁部直下は波状の有節沈線が巡り、日

飛部文様帯は隆帯と隆帯に沿う有節沈線で文様が描出される。

5YR5/3

ぶい褐

景母 長石

『
英

普通
木 7b式 (七

内 ■群 )。

縄 文 深鉢 195 〈10 0〉

口唇部には隆帯で幅の狭い楕 円区画 と、S字状隆帯を貼 り付 けた

小突起 を作出 し、区画内に有節沈線 を施す。小突起は 4単位 と

み られ るが、直交面は S宇状にはな らない。 日縁部直下に も同

じ区画 を設 けるが、こち らは隆帯の下部 に強 く押圧 を加 え、テ

ュープ状の文様 を意識 している。胴部の地文は縦位 の単節 LR縄

文を施文す る。

10YR3/2

黒褐

髯石  白色
普通 木 8a式。

8 石 器 占製石宥
ミさ :く 103〉 cm ttt4 2cm 厚さ :2 6cm 重量 :2345g 石

オ1輝緑岩 定角式

9 石器 蜃製石安
三さ :<63〉 cm 幅 :4 8cm 厚 さ :3 1cm 重量 :1377g 石材 :

沙岩  定角式

10 石器
小型

昏製石安

琵さ :4 8 cll 幅 ■ 2 clll 厚さ :0 6 cDl 重量 168g 石材 !妄

きヵ

11 石器 石匙
長さ :5 5cm 幅 :4 6 cln 厚さ :0 6 clll 重量 :163g 石材 :

チャー ト

石 器 石鏃
婁さ :1 7cm 幅 「1 3 cll 厚 さ :0 3 clll 重量 :06g 石材 :

黒曜石 無茎鏃

石 器 石 皿
長さ:33 6cn 幅 123 6 cm 厚さ:10 5 clll 重量 :〈 7100g〉 石材

多孔質安山岩

(2)土 坑

S K 24(第 26図、 図版 4)

検出位置は赤岩 1区の W-4グ リッド内である。

平面形状は楕円形で、壁面は外傾 して立ち上が り、

断面形は深めの皿状になる。規模は、長軸が 1.52m、

短軸が 0.76m、 深 さは 30cmで ある。覆土は 4層 か

らなり、レンズ状を呈 した自然堆積層である。

遺物は出土せず、本土坑の時期 も不明であるが、

覆上の状態から縄文時代のものと考えられる。

「四　０
肖劇

59 80m A

9         1m

(1/60)

1黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒・白色軽石粒・橙色軽石粒多量。しまり有、粘性弱。

2にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒・白色軽石粒・橙色軽石粒中量。しまり有、

粘性弱。

3灰黄褐色土 (10YR4/2)ロ ーム粒 ローム小ブロック多量。しまり有、粘性弱。

4褐色土 (10YR76)白色軽石粒・橙色軽石粒多量。しまり有、粘性弱。
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第 26図  S K 24



S K 25(第 27図、 図版 4・ 26)

検出位置は赤岩 3区 の I・ 」-17グ リッド内であ

る。平面形は円形で、壁面は外傾 して立ち上がる。

断面は浅い阻状になるが、床面や壁の立ち上が り方

が若干丸みを持つことから、本来はフラスコ状の上

坑で上部の大部分が削平を受け、オーバーハ ング部

の底面が残存 した可能性がある。規模は、長軸 2.30

m、 短軸が 2.14m、 深 さは 32cmである。覆土は 3

層からなり、レンズ状を呈 した自然堆積層である。

遺物は土器 65点、剥片・礫 23点 で、中央部の床

面直上でまとまった出上が認められる。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～
のと考えられる。

59 50m A

8      3       3  _

(1/60)

Ⅱ ラ式 σ)も   ュ黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム泣 白色軽石粒・橙色軽石粒中量。しまり'粘性有。

2黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・白色軽石粒・橙色軽石粒少量。 しまり有、

粘性弱。

3灰黄褐色土 (10YR4/2)ロ ーム小ブロック多量。しまり 粘性強。

凶＊
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い
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０
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0                10cm
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SK 25出土遺物観察表

に

り

■

第 2フ 図 SK 25。 出土遺物

(第 2フ 図)

遺構 酪 種類 器 種 日径 器高 藍密酸c, 文  様 色調 胎 上 焼成 備 考

1 縄 文 深鉢 <11 8〉 有円区画隆帯に沿つて 2列の角押文。区画下は2列の波状沈線。
10YR3/2

需褐

員母 長石

ξ英 砂礫
普通 玉台 I式。

2 縄 文 深 鉢 〈7 8〉
卜楕 円区画内に有節沈線 を 2列施す。 区画下胴部は縦方向無節 L

巳文。

10YR4/1

掲灰

彙石  石英

少粒
普通

玉台 Ib

3 縄 文
深鉢

(/1ヽ 型 )

〈2 3〉
コ縁直下と横方向に巡る隆帯に沿つて有飾沈線を施す。地文は

電文だが不明瞭。

OYR3/2

黒褐
髭石 f1/N粒 普通

玉台 Ib～

式 。

S K 26(第 28図、 図版 4)

検出位置は赤岩 1区の C-2グ リッド内である。

北側が調査区外にかかるため全容は不明であるが、

平面形状は楕円形になるものとみられる。壁面は外

傾 して立ち上が り、断面形は浅い皿状になる。規模

は、長軸が ■00m、 短軸が 0,93m、 深 さは 16cmで

ある。覆土は 2層からなり、レンズ状を呈 した自然

堆積層である。

遺物は出土せず、本土坑の時期 も不明であるが、

覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR2/3)表 土。しまり,粘性弱。 (耕作土)

2黒褐色土 (10YR2/3)白 色粒 ,褐色粒多量。 しまり有、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒・白色軽石粒・橙色軽石粒多量。 しまり有、

粘性弱。

4黒褐色上 (10YR2/2)白色粒・橙色粒多量。七本桜。今市軽石層上面の漸移層。

しまり 粘性有。

5灰黄褐色土 (10YR4/2)ロ ーム粒・ローム小プロック多量。しまり有、粘性弱。

第 28図  SK 26

60 50m A
∞
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S K 27(第 29図、 図版 4・ 26)

検出位置は赤岩 3区の」-17・ 18グ リッ ド内で

ある。平面形状は円形で、平坦な広い底面か ら狭い

開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部

周縁ではやや陥没 した皿状の落ち込みが認め られ

た。規模は、開口部の径 0.65m、 底面の径が 2.00m、

深 さは 78cmで ある。覆土は黒色土・黒褐色上を主

体 とした 5層からなる自然堆積層を呈 し、第 4層 は

崩落層の一部と考えられる。

遺物は、土器 52点、石器 1点、剥片・礫 4点が

出土 した。土器は第 2層中からの出上が多 く、北西

壁際に 1・ 6がほぼ完形に近い形で出土 した。南東

壁寄 りでは大型の石皿 (写真図版 26)が廃棄 され

ていた。

本土坑は、阿玉台 Ib～ Ⅱ式期のものと考えられ

る。

第 29図

SK2フ 出土遺物観察表 (第 29図 )

59 20m A

0         覧m

―

(1/60)

1黒色土 (75YR2/1)褐色粒・赤色スコリア粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (75YR2/2)褐色粒・赤色スコリア粒少量。 しまり・粘性有。

3黒色上 (75YR2/1)褐色粒 。ローム小～中ブロック少量。しまり,粘性有。

4黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒多量、ローム中～大プロック少量。 しまり弱、

粘性有。

5暗掲色土 (75YR3/4)ロ ーム粒 。ローム小ブロック多量、黄色粒微量。しまり

弱、粘性有。壁面の崩落土。

ピ

‐

／

0               10cm

(1/0

移
ミ

SK2フ・出土遺物

麟 No 麟 糀 白al働 器高 α 訴 曇 cl 文 様 色調 胎 上 焼成 備考

SK27

1 縄 文 深 鉢 まば完形。日縁部に 4単位の V宇状突起を配す。胴部は無文。
5YR6/6

&

髯石  石英

日礫
普 通

玉 台 Ib

2 縄 文 深鉢 く11

ヨ縁部は断面に角隆帯を横方向に2条巡らし、隆帯内を精円区

罰する。胴部は、押圧をもつたY字隆帯が垂下する。無文で輪

資痕が残る。

5YR3/1

鳥掲

母 長 石

砂
普 通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深fh く5 6〉 ヨ縁部にV字状突起を配し、V字に沿つて有節沈線を施す。
5YR3/3

音褐
三母 砂粒 普 通

玉台 Ib
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遺構 No 種 類 器種 口径 cH 器高 α 底径 cI 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK27

4 縄 文 深鉢 〈4 1〉 音列の有節沈線で文様を抽出。 'YR4/3
こぶい赤掲

景母 長石

砂礫
良好 玉台 Ⅱ式。

5 縄 文 深 鉢 く7 5〉 叉頭突起部。端部にキザ ミを施す。
5YR4/2

疋褐

髯石 黒粒

少粒
普通 玉台 Ⅱ式。

6 縄 文
沐 (ミ =
チュア )

60
コ縁部に二対の渦巻文を配す。キザミをもつた隆帯に沿つて半

表竹管で 2本単位の押引文・沈線文を施す。

iYR6/6

登
髯石 砂粒

やや

良好

S K 28(第 30図、 図版 4。 26)

検出位置は赤岩 3区 のM-17。 18グ リッド内で

ある。平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い

開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部

周縁は皿状に落ち込み、陥没 していることが認めら

れた。規模は、開口部の径が 0,70m、 底面の径が ■58

m、 深 さは 68cmである。覆土は黒褐色上を主体 と

した 7層からなる自然堆積層で、第 6・ 7層 はロー

ムブロックの含有が多 く、崩落 した層ではないかと

思われる。

遺物は、土器 51点、石器 1点、剥片 。礫 27点 が

出土 し、ほとんどが第 1～ 5層 中の出上である。

本土坑は、出土遺物の時期から阿玉台Ⅱ式のもの

と考えられる。

59 40m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・黄色泣 赤色粒少量。しまり強、粘性弱。
2褐色土 (75YR4/3)今市軽石多畳に混在。しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒・赤色粒少量。しまり強、粘性弱。

4黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量、ローム中プロック・

赤色小プロック微量。しまり 粘性有。

5黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム泣多量、褐色小ブロック・赤色小ブロック微量。

炭化物粒少量。しまり'粘性有。

6黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム小～大プロック多量。しまり'粘性有。

7暗褐色土(10YR3た )ロ ーム粒。ローム小～中ブロック中量。しまり強、粘性有。

▼    4

0               10cm

(1/4)

Ｎ＊ 夕L_

＼                  /
＼    ・9   /

已十
~

Ａ
一

∞

Ｅ
Ｏ
ぐ

Ｏ
ｎ

第 30図 SK 28・ 出土遺物

SK 28出土遺物観察表 (第 30図 )

′‐

遺構 焔 種類 器種 日径 cn 器高 cコ 底径 cD 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SK28

1 縄 文 深 鉢 〈8 0〉
ヨ縁直下に2段の交互刺突が巡る。地文は間隔を開けた縦位の

導節LR縄文。3条の結節回転が認められる。表面に煤多量に付着

iYR5/6

月赤褐

髭石 石英

少粒

やや

良好
木 7b式。

2 縄 文 深鉢 〈9 4〉 同部を区画する隆帯に沿つて有節沈線。
5YR3/2

阜褐

石長母

英

ζ
ヽ
　
百
【

普通 玉 台 Ⅱ式。

3 縄 文 深 鉢 〈10 0〉 85 同部 は縦方 向の ミガキ。
5YR5/4

ぶい褐

三石  白粒

砂粒
普通

4 石器 石錘 ヵ
こさ:(3 8 cla)幅 :1 0cn 厚さ:05伽 重量 t(24g)石材 :

府ャー ト
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S K 29(第 31図、図版 4・ 5。 27)

検出位置は赤岩 3区のM-18グ リッド内である。

西側で SK30、 南東側で SK72と 重複 し、土層か ら

切 り合いを把握することはできなかったが、出土遺

物から本土坑が若干古い可能性がある。平面形状は

円形で、平坦な広い底面から狭い開口部にかけて内

傾するフラスコ状である。壁はやや弧状になってい

る。開口部周縁 は皿状に落ち込み、陥没 している

ことが認められた。規模は、開口部の径が 0.90m、

底面の径が ■94m、 深さは 104cmで ある。覆土は黒

褐色土を主体 とした 9層からなる自然堆積層で、第

3～ 6層 は第 7～ 9層が堆積 した後に壁が崩落 した

層 と思われる。

遺物は、土器 55点、石器 1点、剥片・礫 4が出

上 した。東壁際床面より2と 大型の石皿が出上 し

た。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期のものと考

えられ、大木 8a式の上器が伴っている。

59 30m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色杜・黄色粒少量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒・責色粒少量。 しまり強、粘性弱。

3黄褐色土 (10YR5/8)ロ ーム上に黒褐色土混在。しまり強、粘性有。

4暗褐色土 (10YR3/3)褐 色粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

5褐色土 (10YR4/6)ロ ーム大・極大多量。しまり 粘性弱。

6にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック中量、ローム

大～極大プロック少量。しまり 粘性有。

7黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック・炭化物粒 塊

微量。しまり'粘性有。

8黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック少量。しまり。

粘性有。

9褐色土 (10YR4/6)ロ ーム小～大ブロック少量。しまり,粘性有。

(1/4)

＊ヽ //  る| ＼

ｍ

Ｅ
Ｏ
∞

０
０

だ

一

10cm

第 31図 SK 29・ 出土遺物

SK 29出土遺物観察表 (第 31図 )

遺構 No 種類 器 種 口径 cn 器高 cI 甍密邑cl 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

SK29

1 縄 文
深鉢

(小型 )

148 〈15 8〉
半載竹管背面による有節沈線で文様を表出。地文は間隔を開け

た縦位の単節 LR縄文。底部欠損。

iYR6/6

登

琵石 石英

少粒
普通

良Бtt I群の

略型。

2 縄 文 深 鉢 82
旧部は 6本単位の櫛歯状工具を用いた流水文。底部はヘラ状工

ミによりすデている。

iYR5/6

月赤褐
三石 砂礫 普通

玉台Ⅲ式

3 縄 文 深 鉢 <17 0〉

太波状の突起部で頂部には間隔を開けた双頭突起を有する。キ

ヴミを施 した隆帯で区画し、区画に沿つてくさび状の有節沈線

と施す。

′
 5YR3/3

音褐

昌母 長石

E英

やや

良好
玉 台 Ⅲ式。

4 縄 文 深鉢 〈8 5〉
コ縁部周縁 に S宇状隆帯を施す。地文は単節 RL縄 文で隆帯上は

甍位 、胴部は間隔 を開けた縦位施文。

OYR3/2

黒掲
髯石 砂粒 普通 木 8a式。

5 縄 文 深鉢 く3 7〉 コ縁部直下に下方か らの刺突 を施す。

′
 5YR4/3

局
髯石 砂粒 良好

玉台皿式
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S K 30(第 32図、 図版 5・ 27)

検出位置は赤岩 3区のM-18グ リッド内である。

東側で SK29と 重複 し、土層から切 り合いを把握す

ることはできなかったが、出土遺物から本土坑が若

干新 しいとみられる。平面形状は円形で、壁面は平

坦な広い底面から狭い開田部にかけて内傾するフラ

スコ状である。開口部周縁は皿状に落ち込み、陥没

していることが認め られた。規模 は、開口部の径

が 0。90m、 底面の径が ■56m、 深さは96cmで ある。

覆土は黒褐色土を主体 とした 8層 からなる自然堆積

層で、第 6。 7層 は壁の一部が崩落 した層と思われ

る。

遺物は、土器 7点、石器 1点、剥片・礫 28が出

土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅳ式期のものと考

えられ、大木 8a式の土器が伴っている。

59 30m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・褐色小プロック・赤色粒微量。しまり強、粘性有。
2黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒少量、焼上粒極微量。しまり'粘性有。
3黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり 粘性有。
4黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり・粘性有。
5黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中プロック中量。しまり・粘性有。
6褐色土 (10YR4/4)ロ ーム小～中ブロック中量。しまり 粘性有。
7にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり・粘性有。
8暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり 粘性有。
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第 32図 SK 30。 出土遺物

SK 30出土遺物観察表 (第 32図 )

S K 31(第 33図、 図版 5。 27)

検出位置は赤岩 3区の M-19グ リッド内である。平面形状は円形で、壁面は平坦な広い底面から狭い

開田部にかけて直線状に内傾する典型的なフラスコ状である。規模は、開口部の径が 1,16m、 底面の径

が ■90m、 深さは 116cmで ある。覆土は暗褐色土・黒褐色土を主体 とした 6層からなる自然堆積層で、上

層部の方が明るめの色調である。

遺物は、土器 36点、石器 6点、剥片・礫 30点が出上 した。西壁際の第 5層上面でまとまった出上が認

められる。

本土坑は、出土遺物から、阿玉台Ⅳ式期併行のものと考えられる。

遺橋 No 種類 器 種 口径 cI 器高 c] 壷径 cコ 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK30

1 縄 文 深 鉢 〈12 3〉
皮状口縁部を隆帯で区画し、隆帯に沿つて沈線を施す。地文は

単節 LR縄文で隆帯上は横位、胴部は縦位施文。

5YR5/4

ぶい褐

量母  長石

亀粒  砂礫

やや

良好
玉台Ⅳ式。

2 縄 文 深鉢 く11 0〉
叉頭突起の波状口縁で波頂部下にチューブ状隆帯を垂下させる。

也文は単節RL縄 文で、口縁部直下が横位、下部は縦位施文。

5YR4/3

5

髯石 石英

少礫
普通 玉台Ⅳ式。

3 縄 文 深鉢 〈10 8〉
コ縁部直下に2列の有節沈線を施す。地文は間隔を開けた縦位

D単節 LR縄 文、日縁部は斜めの押圧。

' 5YR4/3

島

髯石 石英

少礫
普通 木 8a式。
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1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒 白色粒 赤色粒 (今市軽石粒 )少量。しまり強、

粘性弱。

2褐色土 (10YR4/6)ロ ーム中～大ブロック中量。しまり強、粘性有。

3暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒 ローム小ブロック少量。しまり'粘性有。

4暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり 粘性有。

5黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒多量、ローム中～大ブロック中量。しまり弱、

粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり 粘性有。震

８
∃

　

「
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―

(1/60)

第 33図 SK 31。 出土遺物
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SK 31出土遺物観察表 (第 33図 )

麟 No 種類 維 口径 cコ 器高 cコ は径 oコ 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

1
‐ft文 深鉢 (213) <21 9〉

ヨ縁は4単位の波状。日唇部に沈線と押圧を加える。頸部は 3雰

D沈線と1条の波状沈線を巡らし、胴部は一本描きの沈線で文

業を表出。地文は単節RL縄文。

5YR6/6

登

員母 長石

少礫
普 通 木 8a式。

2 縄 文 深鉢 <25 8〉

口縁部に少突起を持つ。口縁部直下は小波状沈線を横位に巡ら

し、下部には大きい波状沈線を枝位に巡らす。波状の下位から

頂部にかけて短い有節沈線を施す。頸部を隆帯で画し、胴部に

な押圧を加えた隆帯を蛇行垂下させる。地文は単節 RL縄文で口

嫁部直下は横位、下部は間隔を開けたflt位 施文。

OYR3/2

阜掲

雲母 長石

少粒
普通

玉台Ⅳ 式 の
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遺構 陥 種 類 器 種 日径 cコ 器高 cn 底径 cI 文 様 色調 胎 土 焼 成 備 考

3 縄 文 深 鉢 (218) 〈22 0〉
也文は 6本単位の櫛歯状工具を用いた流水文で、日縁部から胴

“

下位にかけ全体に施文する。

′ 5YR4/2

疋褐

髯石 石英

少*立

普 通

4 石器
凹石

磨石

三さ :12 7 cll 幅 :7 8 clll 厚 さ :5 5cm 重量 :7166g 石材 :

少岩

5 石 器

T製 石 宥 髭さ i53 cm 幅 :31伽  厚 さ :1 4cⅡ 重量 :383g 石材 :

少岩 ヵ 短冊形

S K 32(第 34図、 図版 5。 27)

検出位置は赤岩 3区のN-18グ リッド内である。

開口部の平面形状は楕円形であるが、底面は円形で

ある。壁面は南側が外側に広がって立ち上がるもの

の、北壁から西壁にかけて底面付近でオーバーハ ン

グした部分が認められる。 もともとは開口部にかけ

て内傾するフラスコ状であった土坑の開口部が崩落

したものと判断できる。規模は、開口部の径が ■98

m、 底面の径が ■80m、 深 さは 60cmである。覆土

は 13層 からなる自然堆積層であるが、下層部は乱

れた状態が観察され、ロームブロックを多量に含む

層が目立つことから、崩落を裏付けるものとして捉

えることができる。

遺物は、土器 27点、石器 1点、剥片 。礫 9点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物の時期か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ

式期のものと考えられる。
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SK 32出土遺物観察表 (第 34図 )

―

(1/60)

1黒褐色土 (75YR3/1)褐 色粒 赤色粒中量、白色粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (75YR3/2)褐色粒・赤色粒少量、ローム粒 。ローム小ブロック中

量、炭化物粒微畳。しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (75YR3/2)褐色粒少量、赤色粒微量。しまり強、粘性弱。

4褐色土 (10YR4/6)ロ ーム土多量。しまり'粘性有。

5黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム土混在。しまり・粘性有。

6黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒 。ローム小ブロック・ローム大～極大プロック

少量。しまり,粘性有。

7褐色土 (75YR4/6)ロ ーム大ブロック・黒色土プロック少量。しまり・粘性有。

8黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック中量、赤色粒微量。

しまり・粘性有。

9暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒中量、今市軽石がブロック状に微量。 しまり・

粘性有。

10黒 褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・ローム小ブロック少量。しまり 粘性有。

H暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり・粘性有。

12黒 褐色土 (75YR3/1)ロ ーム小～中プロック多量。しまり 粘性有。

13褐 色土 (10YR4/6)今 市軽石とローム土が混在。しまり。粘性有。

遺構 No 麟 梯 日径 cn 岳高 cn 壼径 cコ 文  様 色調 胎 上 焼成 備 考

SK32

1 縄 文 深鉢 く3 3〉 ヨ縁部直下に細い有節沈線を巡らす。
5YR3/2

ミ褐

巨母 長石

ξ英

やや

良好

町玉台 Ib～

Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 〈6 0〉 甲圧 を加 えた隆帯 を垂下 させ 、 ヒダ状圧痕 を施す。
5YR5/3

ぶい褐

昌母 長石

ζ英 砂粒
普 通

町玉 台 Ib～

Ⅱ式。

3 縄 文 深 鉢 く4 6〉 (105) ミ面は網代痕。
5YR4/6

島

景母 長石

少礫
普 通

4 石器 石鏃
髯さ 1 2 4 cll 幅 1 1 7 clll 厚 さ :0 4cn 重量 !16g 石材 :

チャー ト 無茎鏃
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S K 33(第 35図、 図版 5。 28)

検出位置は赤岩 3区の O-18グ リッド内である。

平面形状は円形で、壁面は平坦な広い底面から狭い

開口部にかけて内傾するフラスコ状である。壁は底

面からほぼ直線状に開口部へ向い、括れ部から若干

開き気味に開口部へ立ち上がっている。規模は、開

口部の径が 0.90m、 底面の径が 2.06m、 深さは 132

cmで ある。覆土は黒色土・黒褐色土を主体 とした

13層 か らなる自然堆積層で、第 4・ 5層 は壁の崩

落層 と考えられ、第 6～ 13層 が堆積 した後に崩れ

たものである。

遺物は、土器 40点、石器 15点、剥片・礫 16点

が出上 した。覆土中からのものがほとんどで出土量

も少ない。石器の中には大型の石皿の破片・球状の

磨石 (写真図版 28)も 出土 している。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期併行の大木

8a式のものと考えられる。

第 35図

SK 33出土遺物観察表 (第 35図 )

59 30m A

[黒褐色 土 (10YR3/1)褐 色粒少量、 自色粒・

粘性弱。

0         1m

―

(1/60)

赤色粒・ローム粒微量。しまり強、

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小プロック多量。しまり・粘性有。

3暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒中量。しまり,粘性有。

4にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中プロック多量。しまり・粘性有。

5に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒多量、ローム小～大ブロック中量。 しま

り 粘性有。

6黒色土 (10YR17/1)ロ ーム小ブロック少量、今市軽石多量、炭化物粒・炭化

物をブロック状に中量。しまり,粘性有。

7黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒 。ローム小～中ブロック中量。しまり・粘性有。

8黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム土・ローム小～中ブロック多量。しまり・粘性有。

9暗褐色土 (75YR3/4)ローム小～中プロック少量、今市軽石がブロック状に少

量、炭化物粒微量。しまり・粘性有。

10黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり'粘性有。

11黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム小～大プロック多量。しまり弱、粘性有。

12黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小プロック微量。しまり'粘性有。

13黄褐色土 (10YR5/8)ロ ーム粒・ローム小～大ブロック多量。しまり弱、粘性有。

∈ ‖
3

(1/4)

SK 33・ 出土遺物
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遺構 No 種類 器種 口径 器高 甍径 文  様 色調 胎 土 焼 成 備考

1 縄 文 深 鉢 <17 0〉
1単位の波状口縁。器面全体に単節 LR縄文を施す。日縁部直下

よ横位、それ以外は間隔を開けた縦位施文。

10YR3/1

黒掲

量母 石英

1/N礫
普 通 木 8a式。

2 縄 文 深 鉢 (H9) ミ面 は網代 展。
5YR6/6 粒

礫
音 通 木 8a式 ヵ。

3 縄 文 深 鉢 〈4 8〉 守節沈線で文様を描出。地文は間隔を開けた縦位の単節LR縄文。

メ 5YR4/2

叉褐

髯石 石英

少粒
普 通 木 8a式。
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S K 34(第 36図 、 図版 5。 28)

検出位置は赤岩 3区のO-19グ リッド内である。

上部を sD04に よって切 り込まれていた。南西側の

底面の一部もSK77と 重複 していたが、新旧関係は

把握できなかった。平面形状はやや楕円形に近 く、

ほぼ平坦な底面から九みを持って立ち上がる袋状で

ある。壁は中位か ら極端に土坑内へ突出し、 フラ

スコ状の断面形に似る。規模は、開口部の径が 1.62

m、 底面の径が 2.10m、 深 さは 92cmである。覆土

は5層 からなる自然堆積層である。上層部にあたる

第 1～ 3層 は黒褐色土・暗褐色上を主体とし、下層

部の第 4層 は比較的きれいなローム質土が堆積 して

いた。

遺物は、土器 108点、石器 2点、剥片・礫 44点

が出土 した。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期の

ものと考えられる。

59 20m A

0         1m

―

(1/60)

1褐色土 (75YR4/3)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック・炭化物粒少量、赤色

粒極微量。しまり。粘性有。

2黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒多量、今市軽石粒 炭化物粒微量。しまり強、

粘性有。

3暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒多量、ローム小～中ブロック中量。しまり。

粘性有。

4明黄褐色土(10YR6/6)ロ ーム土主体。僅かに黒褐色土oOYR3/り 混在。しまり。

粘性有。

5褐色土 (10YR4/6)粗 い粒状のローム上が混在。しまり・粘性有。

Ⅷ 劉Ⅷ ―
h誂④
〇

10cm

(1/4)

第 36図  SK 34・ 出土遺物

S K 35(第 37図、 図版 5・ 28)

検出位置は赤岩 3区の O-18・ 19グ リッド内である。上部を SD04に よって切 り込まれていた。平面

形状は円形で、平坦な底面から内傾 して立ち上がるフラスコ状である。壁はやや弧状を呈す る。規模は、

開口部の径が ■28m、 底面の径が 2.20m、 深さは84cmで ある。覆土は 11層 からなる自然堆積層で、第 2・

3・ 7層 など崩落 したものと思われる層が認められる。

遺物は、土器 63点、石器 3点、剥片 。礫 12点が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ～Ⅲ式期のものと考えられ、流れ込みの古い時期の土器が含まれる。

SK 34出土遺物観察表 (第 36図 )

遺構 No 種類 器種 口径 cn 器高 ct 嘆径 a 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

1 縄 文 深 鉢 〈5 0〉
句側に屈曲する日縁部、日縁直下は半裁竹管背面での有節沈線、

三曲部付近は半裁竹管で 2列の有節沈線を巡らす。

5YR5/3

こぶい褐

母

英

長石

砂礫
普通

玉台 Ib

2 縄 文 深 鉢 <3
帯区画内に 2列単位の有節沈線を施す。日縁部外端と隆帯上

はキザミを施文。

5YR4/6 皇母 長石

写英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深 鉢 4〉 空帯区画に貝殻腹縁 によるキザ ミを巡 らす c

5YR3/2

黒褐

重母 長石

写英 砂礫
普 通 玉台 Ⅱ式。

4 縄 文 深 鉢 (11 8〉
子節沈線を雑に垂下させる。地文は縦位の縄文を施文するが、房

ド1ま無節 L力 、

5YR4/3

局
亀石 砂粒 普 通 木 7b式。

5 石 器
小型

審製石劣

婁さ 155蝕  幅 :2 9cm 厚さ :1 0cm 重量 :293g 石材 :

よルンフェルスヵ。
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Ｎ＊
1黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒少量、白色粒 赤色粒微量。 しまり 粘性有。

2褐色土 (75YR4/4)ロ ーム粒少量。しまり強、粘性弱。

3暗褐色土 (75YR3/4)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり 粘性有。

4黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒・赤色粒・赤色小ブロック少量、白色粒微量、

今市軽石粒中量。 しまり・粘性有。

5黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム泣少量。しまり,粘性有。

6暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒 。ローム小～中ブロック 炭化物粒少量。しま

り'粘性有。

7にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック中量、赤色小ブロック微量。

しまり,粘性有。

8暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム小～大プロック少量、今石軽石がプロック状に少

量。粒状やや粗い。しまり・粘性有。

9黒色上 (75YR2/1)ロ ーム粒中量、ローム中～大ブロック ローム極大ブロッ

ク微量、炭化物粒少量。しまり,粘性有。

10暗褐色土 (75YR3/4)ロ ーム粒多量、ローム小～大ブロック少量、ローム極

大ブロック微量。しまり 粘性有。

11褐色土 (75YR4/3)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり,粘性有。

ツ

Ａ
一

―

(1/60)

ヽ

　

　

〆

一
　

／

59 30m A

5

0               10cm

(1/4)

第 3フ 図 SK 35。 出土遺物

SK 35出土遺物観察表 (第 3フ 図)

S K 36(第 38図、 図版 5。 28)

検出位置は赤岩 3区のR-20グ リッド内である。北狽1で SK89と 重複するが新旧関係は把握で きなかっ

た。平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い開田部にかけて内傾するフラスコ状である。規模は、開

口部の径が 1.36m、 底面の径が 2.30m、 深さは 65cmである。覆土は暗褐色土・褐色土を主体 とした 8層

からなる。西側から東側にかけて流れ込む層位を呈 し、東側のオーバーハング部に暗めの層が堆積 してい

た。

遺物は、土器 50点、剥片・礫 23点が出土した。 1は遺物包含層除去後、上層部から検出されたもので

ある。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅳ式期のものと考えられ、大木 8a式の破片が伴っている。

Ⅷ  �

遺構 No 種 類 器 種 日径 器高 藍密とcn 文 様 色 調 胎 土 焼 成 備 考

1 縄 文 深鉢 (14 7〉

コ縁部に少突起 を持 ち、内面は S字状の有節沈線 を施す。文様

よ隆帯 とそれ に沿つた有節沈線 で描出 され、 日縁部直下、頸部

こは小波状の有節沈線 が巡 る。地文は全体に単節 RL縄 文を施文。

′
5YR4/3

B

冨母 長石

ξ英
音 追 七郎内 Ⅱ群。

2 縄 文 深鉢 〈5 3〉 綱い有節沈線で文様 を描 出。

′
 5YR3/3

吉褐

冨母 長石

少粒
普 通

玉台 Ib

3 縄 文 深鉢 〈3 9〉 位に単列 2条の有節沈線を波状に巡らす。

′
 5YR3/3

音褐

真母 長石

写英

やや

良好

玉 台 ■～ Ⅲ

4 縄 文 深 鉢 〈4 1〉
ヨ縁部直下に1条の細い有節沈線を巡らせ、下位に2本単位の

写節沈線を波状に施す。

5YR5/4

ぶい褐
皇母 砂礫 普 通

玉 台 Ib

5 縄 文 深鉢 く8 3 ]下す る 2本の隆帯に沿つて幅広 の押印文を施す。

. 5YR5/6

月卒B

石

礫

長

砂

母

英

やや

良好

玉台 Ⅱ～Ⅲ
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へぃ

1暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・白色粒少量、ローム小ブロック微量。しま

り有、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒 ローム小ブロック微量、白色粒少量。しま

り有、粘性弱。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量、白色左・赤色粒微量。

黒色ブロック中量。しまり有、粘性弱。

4褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック 白色粒微量。 しまり・

粘性有。

5暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり'粘性有。

6暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小ブロック多量、白色粒少量。しまり有、粘性弱。

7褐色土 (10YR4/6)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック多量。しまり有、粘性弱。

8褐色土 (10YR4/6)ロ ーム土との混土。 しまり・粘性有。

A'

い| ml

59 30m A

)        lm

―

(1/60)

第 38図

SK 36出土遺物観察表 (第 38図 )

3

0                10cm

(1/4)

SK 36。 出土遺物

離 No 種類 器 種 口径 cI 器高 α 甍径 c4 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

1 縄 文 深 鉢 〈38 3〉

!単位の波状口縁で残存する部分は双頭突起を持ち、端部にはキ

ヴミが施される。日縁部上半は隆待で区画され、区画に沿つて 2

テJの沈線を施す。日縁部下半から胴部にかけては、不均等な太

さのキザミをもつた隆帯によって文様が描出され、隆帯に沿つ

て幅広の角押文が施される。地文は単節RL縄 文を用いるが施文

ケ向は一定ではないハ

4

こぶい赤褐
雲母 普通

玉台 Ⅲ～Ⅳ

2 縄 文 深 鉢 〈9 8〉
支状 口縁部でキザ ミをもつた隆帯によ り口縁部を区画す る。 区

耳内は細 い有節沈線 で文様 を描出す る。

5YR5/3

二ぶい褐

雲母  長石

石英  角 閃

石

普通 玉台Ⅳ式。

3 縄 文 深鉢 <3 9〉
コ縁部 に沿つて隆帯 と有節沈線 を多用 し、渦巻状の文様 を構成

片る。

OYR4/2

疋黄掲

F英 白色

笠 赤色粒
普 通 大木 8a式。

4 縄 文 深 tA 〈8 4〉 全帯で区画 した波状 日縁で、区画内は集合沈線が施 され る。
5YR3/3

音褐

母

英

長石

砂礫
良好 玉台Ⅳ式。

5 縄 文 深鉢 〈13 8〉
コ縁部を隆特で区画し、区画内を沈線のみで文様を描出する。

酎下の地文には単節 RL縄文が縦位に施文される。

5YR3/3

旨掲

母

英

長石

砂礫
普通 玉台Ⅳ式。
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S K 37(第 39図、 図版 6)

検出位置は赤岩 3区の RoS-20グ リッド内で

ある。平面形状は円形で、ほぼ平坦な広い底面から

狭い開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開

口部周縁は皿状に落ち込み、陥没 していることが認

め られた。規模 は、開口部の径が 0。94m、 底面の

径が ■40m、 深 さは 76cmである。覆土は黒褐色土

を主体 とした 5層からなる自然堆積層を呈する。第

4層 はローム質土で壁面からの崩落と思われる。

遺物は、土器 4点、石器 10点、剥片 。礫 4点が

出土したが、出土量はわずかでほとんどが細片で図

示できるものはなかった。

本土坑は、出土遺物がわずかで判断は困難であっ

たが、遺構形態か ら阿玉台式期のものと考えられ

る。

S K 38(第 40,41図、 図版 6・ 29)

検出位置は赤岩 3区の S-20グ リッド内である。

平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い開口部

にかけて内傾するフラスコ状である。壁面は括れ部

から若干開き気味に開口部へ立ち上がっている。開

口部周縁は皿状に落ち込み、陥没 していることが認

められた。規模は、開口部の径が 0,9m、 底面の径

が 2.06m、 深さは 100cmで ある。覆土は黒色土 。黒

掲色土を主体 とした 11層 からなる自然堆積層であ

る。

遺物は、土器 58点、石器 2点、剥片・礫 17点が

出上 した。 1は第 10・ 11層上に散在 していた。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期の

ものと考えられる。

Ｎ＊

59 50m B

B/
一 十

＼

げ
一

く |

B' 景

/

/ ・

イO
|

1 0
ヽ

＼

＼亀 
甲
【

一罰

く
凋

A

0         1m
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1黒褐色土 (75YR3/2)褐 色粒・ローム粒多量、白色粒・赤色粒微量。しまり強、

粘性弱。

2黒4B色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒少量、赤色粒微畳。しまり強、粘性弱。

3暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒 ローム土多量。しまり弱、粘性有。

4黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小プロック少量。しまり強、粘性有。

5明責掲色土 (10YR6ん )ロ ーム土主体。8層が斑状に混在。しまり,粘性有。

6黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒・赤色壮中量、ローム小プロック・炭化物粒微量。

しまり・粘性有。

7黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒少量。しまり,粘性有。

8黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒中量、赤色粒・炭化物粒微量。しまり 粘性有。

9褐色土 (75YR4/3)ロ ーム小～中ブロック・8層多量。しまり,粘性有。

10褐色土 (75YR4/3)ロ ーム小～中ブロック少量、8層が斑状に混在。しまり・

粘性有。

11明 黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。しまり,粘性有。

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒・赤色粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)黄 色粒・赤色粒・褐色小ブロック微量。しまり強、粘性弱。

3暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小～大プロック多量、ローム極大ブロック中量。

しまり'粘性有。

4黄褐色土 (10YR5/8)ロ ーム土。一部 3層 と混在。しまり 粘性有。

5褐色土 (10YR4/6)ロ ーム小～大ブロック少量。しまり,粘性有。

第 39図  SK3フ
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図 SK 38出 土遺物

SK 38出土遺物観察表 (第 41図 )

S K 39(第 42・ 43図、 図版 6・ 29・ 30)

検出位置は赤岩 3区 の S-19・ 20グ リッド内である。平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い開

口部にかけて立ち上がる袋状の上坑である。規模は、開口部の径が 0.80m、 底面の径が 1.34m、 深さは

70cmで、フラスコ状の上坑に比べ小さい。覆土は暗褐色土・黒褐色土を主体 とした 5層からなる自然堆積

層である。

遺物は、土器 52点、石器 10点 、剥片・礫 18点が出土 した。 2は第 1～ 2層 中の中央部で出土 し、 1

は第 5層直上で土坑内全体に散在 していた。出土遺物の中にSK40-1と 遺構間接合するものが認められ

る。石器は磨石が主体であるが、凹石 も比較的多 く見受けられ、磨製石斧も出上 している。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ～Ⅲ式期のものと考えられる。

一Ｋ

4

第 41

遺構 種類 器種 口径 ca 器高 cI 壷径 cn 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK38

縄 文 深 鉢 27 0 42 5

1単位 の波状 口縁で、 日縁部は断面三角の隆帯を用いて楕 円区画

され る。波頂部か ら垂下す る隆帯には、いずれ も押圧 が加 え ら

れる。頸部は横位 の隆帯によって区画 され、胴部は直線状 に垂

下す る隆帯 と縦に延 びる楕 円状の隆帯がそれぞれ対に配 され る。

YR2/3

五暗赤褐

母 長石

英 角閃
やや

良好
玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 〈6 0〉
ヨ縁部直下に幅広の有節沈線を巡らし、その下位に小波状沈線

を平行して巡らす。 阜褐

重母 長石

少礫

やや

良好
玉台 Ⅲ式。

3 縄 文 深鉢 3〉

キャ リパー形の 日縁部で、中位 に精 円区画が巡 る。 区画上部にに

疲状の有節沈線が平行 し、区画に沿つた部分にも有節沈線が施 ど

れる。精 円区画の交わ る部分の下部 には舌状の隆帯が施 され る。

5YR4/3

島
景母 砂礫

やや

不良

呵玉台 Ib～

Ⅱ式。

4 縄 文 深鉢
キャリパー形の日縁部にY字状の隆帯を施し、隆帯に沿つて 2ラ

の有節沈線を施文する。

5YR3/2

亀ネБ

員母  長石

少礫
普通

珂玉台 Ib～

Ⅱ式。

5 石 器 磨 石
罠さ :14 3cm 幅 :7 3 cln 厚 さ :4 0cm 重量 :700g 石材 :

舞山岩

面の磨 り面

特に強い_

6 石 器 曽製石奔
琵さ :10 1cm 幅 :3 2cm 厚 さ :1 9cm 重量 :H97g 石材

三岩 ヵ 定角式
部破損。

-50-



Ｘヽ

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒 赤色粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・黄色粒多量、赤色粒・白色粒微量。 しまり強、

粘性弱。

3暗褐色土 (10YR3/3)褐色粒少量、ローム小～中ブロック微量。しまり,粘性有。

4明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。今市軽石粒多量混在。しまり'粘性有。

5暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒 。ローム小プロック少量。 しまり有、粘性弱。

6暗褐色土 (75YR3//4)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量、ローム中～大ブロッ

ク少量、焼土粒・焼土小ブロック・炭化物粒微量。しま

り,粘性有。
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59 30m B

0              1m

(1/40)

/

0               10cm

(1/4)

第 42図  SK 39・ 出土遺物 (1)
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0               10cm

(1/4)

第 43図  SK 39出 土遺物 (2)

SK 39出土遺物観察表 (第 42・ 43図 )

S K 40(第 44図、 図版 6・ 30)

検出位置は赤岩 3区の T・ U-20グ リッド内である。北西側で SK54と 重複 し、土層か ら新旧関係 を

把握することはできなかったが、出土遺物から本土坑が古いものと判断された。平面形状は円形で、開口

部は大きく開く。底面付近が強 くオーバーハ ングしていることから、 もともとはフラスコ状であったもの

とみられる。断ち割った土層面から、開口部周縁の陥没 した状態が観察できた。規模は、開口部の径が

■30m、 底面の径が 2.50m、 深さは75cmで ある。覆土は黒褐色土を主体 とした 6層からなる自然堆積層で、

第 5・ 6層 は崩落 した堆積層と思われる。

遺物は、土器 139点、石器 23点、剥片・礫 38点が出土した。北壁寄 りでの出上が目立ち、 1は第 4層

中に散在 しているもので、SK39の 出土遺物 と遺構間接合が認められる。 2は 3層 中に押 しつぶされた状

態で出土 した。 lの周 りには石皿に使用されたと考えられる大型礫の破片が集中していた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ib～ Ⅱ式期のものと考えられる。

遺構 No 種 類 器 種 口径 oコ 器高 cn 底 径 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

SK39

1 縄 文 深 鉢 (470) 〈52 3〉

ヨ縁部はキザ ミをもった隆帯で精 円に区画 され 、幅の狭い区画 P

こ有節沈線 を浴わせ、区画内の上部 に も一部施文す る。胴部 も

空桔で楕 円区画 を基調 としているが、 日縁部 に比べ崩れている。

也文は 日縁部・胴部 ともに 5本単位 の櫛歯状工具 を用いて区画

こ沿わせ る。

;YR4/6

ボ褐

母

英

長石

砂灌
普通

玉台 ■～Ⅲ

2 縄 文 深鉢 〈28 8〉

日縁部は一対の突起と一対の小波状で構成される。突起部はS=

伏で一部に突出した部分が認められる。突起部直下には橋状把

手が貼り付けられる。日縁部直下は幅の狭い無文帯となり、小

さな菱形のマークが付けられる。文様は有節沈線によって描出

される。日縁部文様帯は楕円と波状を横位に連続させ、胴部文

際帯は菱形を重ね、横位に巡らせる。地文は単節 RL縄文を用い

口縁部上半波状文より上部では横位に、日縁部下半波状文以下

いらは縦位で施文する。

. 5YR4/2

疋褐

量母 長石

少粒
普 通 Ⅱ群。

3 縄 文 深鉢 〈8 2〉 R巻状の隆帯に沿つて2本単位の有節沈線を施す。
IYR5/6

月赤褐

真母 長石

写英
音通 玉台 4式。

4 縄 文 浅鉢 0〉

ヨ縁部直下と屈曲部にやや幅の広い角押文で区画し、隆帯にも

合わせている。

IYR4/6

債褐

雲母 長石

巨英
良好 台Ⅲ式。

5 縄 文 深鉢 く12 4〉

買部と胴部は横位沈線で区画し、頸部直下を弧状に描出した有

れ沈線を横方向に連続させる。胴部にはH宇状隆帯を垂下させ、

守節沈線を沿わす。縦位の単節 RL縄文をやや間隔を開けて施文

ン、結接する部分も認められる。

5YR6/6橙

石長

石

母

閃

粒

普通 木 8a式。
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1黒褐色土 (10YR2/3)

2黒褐色土 (75YR3/1)

3黒褐色土 (10YR3/2)

4黒褐色土 (75YR3/1)

5暗褐色土 (75YR3/3)

6暗褐色土 (75YR3/4)

褐色粒・白色粒・赤色粒少量。しまり強、粘性弱。SK54
の覆土に相当か。

褐色粒・ローム粒中量。しまり・粘性有。

褐色粒・白色粒・赤色粒・ローム粒微量。しまり有、粘性弱。

ローム粒・ローム小ブロック中量。しまり弱、粘性有。

ローム小～中ブロック多量。しまり弱、粘性有。

ローム大～極大ブロック少量。しまり 粘性有。

69 30m A

59 80m B

今 r攀抵

SK
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SK 40出土遺物観察表 (第 44図 )

遺構 No 種類 器 種 口径 cII 器高 α 巨名&oコ 文 様 色調 胎 土 麟 備 考

SK40

1 縄 文 深 鉢 く42 2〉

ヨ縁部は欠損しているが、欠損した部分を磨り潰し2次利用さイ

ている。頚部から胴部は直線的な沈線と波状沈線を横位に巡ら

ナ。胴部は押圧をもつた隆帯が垂下して 4単位に区分され、区顧

Ⅲ央に頸部同様の波状沈線を垂下させている。さらに2本単位

D沈線を用いて横方向へ菱形状・対弧状の文様を描出する。地

ケは縄文が施文されるが、原体は不明瞭である。底面は周縁部

こ網代痕が認められるが不明瞭である。

5YR6/4

ぶい橙

罠石 砂粒

砂
普 通

玉台 Ⅱ式併

2 縄 文 深鉢 24 0

コ縁部には4単位の魚とレ状突起を持つ。突起直下には押圧を

旧えた短い隆帯を貼り付ける。全体に無文で裏面には輪積み痕

ド認められるが、表面はヘラ状工具を用いてすデ消す。底部は

ヨ縁に網代痕が認められる。

'5YR3/3

曽キБ
景母 普通

玉台 Ib

3 縄 文 深鉢 黄位の単節 RL縄文を施文。
5YR5/4

ぶい褐

阜母 砂礫
普通

4 縄 文 深 鉢

上部欠損。隆帯の上端は摘み上げられ、そこから押圧を加えな

がら垂下させる。文様は有節沈線を横位に巡らせ、沈線を対弧

伏に施す。

′
 5YR3/2

黒褐

雲母 長石

百英 砂粒
普 通

可玉台 Ib～

Ⅱ式。

5 石器
凹石

磨石

貫さ :12 5 cll 幅 :8 2 cll 厚 さ :3 7cШ  重畳 :5130g 石材 :

質山岩

S K 41(第 45図、 図版 6・ 30)

検出位置は赤岩 3区の T・ U-20グ リッド内で

ある。平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い

開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開田部

周縁は皿状に落ち込み、陥没 していることが認めら

れた。規模は、開口部の径が 0.68m、 底面の径が ■78

m、 深 さは 78cmで ある。覆土は黒褐色上を主体 と

した 8層からなる自然堆積層で、第 8層 はロームブ

ロックを多量に含み、土坑内中央部でマウンド状に

堆積する層である。

遺物は、土器 35点、石器 12点、剥片 。礫 18点

が出上 した。 3は磨石で、北西壁際より大型の石皿

と共に出土 したものである。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib式期のもの

と考えられ、大木 7b式の土器を伴っている。
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1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒 白色粒少量、ローム小～中プロック中量、コー

ム大ブロック微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色上 (75YR3/2)掲色粒・白色粒中量、赤色粒微量、ローム小プロック

少量。しまり強、粘性弱。

3黒色土 (75YR2/1)ロ ーム泣・ローム小ブロック少量。 しまり・粘性有。

4黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒中量、赤色粒極微量。しまり '粘性有。

5黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒少量。しまり,粘性有。

6褐色土 (75YR4/3)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量。 しまり・粘性有。

7黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム中～大プロック多量。しまり・粘性有。

8褐色土 (75YR4//6)ロ ーム粒多量、炭化物粒極微量。しまり・粘性有。

3

第 45図  SK4]・ 出土遺物
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SK 41出土遺物観察表 (第 45図 )

遺構 No 種類 器種 口径 cn 器高 cI 壼宅色cn 文 様 色調 胎 土 焼 成 備 考

1 縄 文 深 鉢 〈5 2〉
ヨ唇部にキザミを施し、日縁部直下に有節沈線、日縁部文様帯

ま弧状の有節沈線で文様を描出する。

5YR3/2

景褐

昌母 長石

百英
普通

玉 台 Ib

2 縄 文 深 鉢 <3 4〉 日縁部直下に単節 LR縄文の原体圧痕を 2列施す。
5YR4/3

島
ミ石 砂粒 普 通 木 7b式。

3 石 器 凹 石 髯さ :11 lcn 幅 :10 3cШ 厚 さ :5 5 cll 重量 !856g

S K 42(第 46図 、 図版 6・ 31)

検出位置は赤岩 3区の U-20'21グ リッド内で

ある。平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い

開口部にかけて直線状に内傾する典型的なフラスコ

状である開口部周縁は浅い皿状に落ち込み、若千の

陥没が認め られた。規模は、開口部の径が 0.80m、

底面の径が 2.43m、 深さは 107cmで ある。覆土は黒

褐色土を主体 とした 10層 からなる自然堆積層であ 5940m生

る。

遺物 は、土器 46点、石器 17点、剥片 。礫 28点

が出土 した。

本土坑 は、 出土遺物 か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期 の

ものと考えられ、大木7b式の上器が伴う。
l黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒少量、ローム粒中量、
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赤色スコリア粒微量。し

まり強、粘性弱。

2暗褐色土 (10YR3/3)褐 色土 ローム粒中量、ローム極大ブロック・赤色ス

コリア粒微量。しまり強、粘性弱。

3黒色土 (75YR2/1)白 色粒 。ローム粒少量。しまり'粘性有。

4黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック微量。しまり'粘性有。

5黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム小ブロック・赤色粒多量。しまり・粘性有。

6明責褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。黒色土・黒褐色土多量。 しまり弱、

粘性有。

7黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒・ローム小プロック多量。しまり。粘性有。

8黒色土 (75YR17/1)ロ ーム小～中プロック少量。しまり弱、粘性有。

9黒色土 (75YR2/1)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり弱、粘性有。

10黒 色土 (75YR17/1)ロ ーム大～極大ブロック多量。しまり強、粘性有。

3

0               10cm

(1/4)

第 46図 SK 42・ 出土遺物

SK 42出土遺物観察表 (第 46図 )

進椿 お 種類 権 口径 cH 器高 倒 底径 o 文  様 色調 胎 上 焼成 備 考

SK42

1 縄 文 深鉢 (18 8) 〈16 5〉
【面全体に縄文が施文される。日縁都直下は横位の単節 RL縄文

恋れ以外は縦位・斜位の単節 RL縄文。内面に煤付着。

5YR4/3

8

景母 長石

少粒
普通 木 7b式 ヵ。

2 縄 文 深 鉢 <7 5〉
ヨ縁部直下にV宇状突起を施し、ハマグリによるキザミを浴わす

卜面に有節沈線で弧状文様を描出する。

に ぶ

赤ヽ褐

昌母 長石

砂粒 砂礫

やや

良好
玉 台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 (12 4〉
同部 を隆杵によつて楕 円区画 し、区画 内を隆帯に沿つて有節沈

泉と小波状の有節沈線 を施す。

IYR5/6

月赤褐

霞母 長石

砂粒

やや

良好
坂 的。

4 縄 文 深鉢 (8 3〉 57
岳面全体に3本単位の櫛歯状工具によつて刺突を施す。一部条

泉化している部分も認められる。

YR4/41こ ,い

赤ヽ褐

霞母 長石

少粒

やや

良好

珂玉台 Ib～

Ⅱ式。
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S K 43(第 47図、 図版 6・ 31)

検出位置は赤岩 3区 の U-20グ リッ ド内であ

る。南側の SK48と オーバーハ ング部で切 り合い、

SK48の上層から本土坑が新 しいとわかった。平面

形状はもともと円形であったものとみられるが、開

口部の西側が崩落しているため、楕円形になってい

た。壁 も西側以外は内傾するフラスコ状である。規

模は、上端の長軸が 1.40m、 短軸が 1.20m、 底面

の長軸が 2.15m、 短軸が 1.85m、 深さは75cmで ある。

覆土は黒褐色土を主体 とした 7層からなる自然堆積

層で、第 7層 は西側の崩落部からローム質土の層が

流れ込んだ層である。

遺物は、土器 71点、石器 7点、剥片・礫 15点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ～Ⅳ式期のもの

と考えられ、大木 8a式の土器を伴 う。

59 40m A

59 40m B

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒多量、白色粒・赤色粒微量。しまり強、粘性弱。
2黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒多量。しまり'粘性有。

3黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒少量、炭化物粒微量。 しまり強、粘性弱。
4暗褐色土 (10YR3/3)白 色粒 `赤色粒微量。しまり強、粘性弱。

5黒褐色土 (10YR3/2)掲 色粒中量、自色粒・赤色粒微量。しまり強、粘性弱。

6黄褐色土 (10YR5/8)ロ ーム土主体。黒色ブロック・今市軽石ブロック混在。

しまり有、粘性弱。

7黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり,粘性有。
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0                10cm
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SK 43・ 出土遺物
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SK 43出土遺物観察表 (第 4フ 図)

遺 構 No 種類 維 口径 cr 器高 cコ 嵐径 c] 文  標 色調 胎 上 焼 成 備 考

SK43

1 縄 文 深 鉢 (27 8) 12 2

単位 の波状 口縁で、波状部に渦巻文隆帯、 日縁部に弧状隆帯、

同部 に蛇行 した隆帯 を貼 り付 け文様 を描 出。地文は単節 LR縄 文

G、 日縁部直下は横位 、それ よ り下は間隔を開けた縦位施文。隧

肯上に も縄文が施文 されている。

5YR4/2

疋褐

髭石 石英

砂粒
普 通 玉台Ⅳ式。

2 縄 文 深 鉢 〈18 8〉

コ縁部は欠損するが破損部を磨滅させ再利用している。胴部文

業帯は、隆帯を垂下させ 4区分する。隆帯には沈線を沿わす。

OYR4/2

疋黄褐
量母 砂 礫 普 通 玉台Ⅳ式。

3 縄 文 深鉢 く9 5〉
支状口縁部片で、波頂部にS字状のモチーフを作出し、日縁部

垂ヽ下させる。隆常には幅広の有節沈線を沿わす。

上5YR4/2

疋褐

髯石 石 英

少礫
普 通 玉台Ш式。

4 縄 文 深鉢 〈8 9〉
覚状部 に摘み上げの隆帯を施 し、キザ ミを持つ。 日縁部直下に

官節沈線。 日縁部 にキザ ミを巡 らす。

′
5YR4/2

天褐

量母 長 石

少粒
良好

玉台 Ib

5 縄 文 浅鉢 〈8 5〉 ヨ縁部を精円区画し、区画内は幅広の有節沈線を沿わす。
10YR3/2

黒褐
昌母 砂 礫 普 通 玉台Ⅲ式。

6 縄 文 深 鉢 〈8 4〉
口唇部に押圧を加え、日縁部直下は沈線、2条の波線と1条の波

伏沈線を巡らす。地文は縦位の単節RL縄文。

10YR8/4

浅黄橙

髯石 石英

少粒
普通 大木 8a式。

7 縄 文 深鉢 皮状 口縁で内面に明瞭 な稜 を持つ。
10YR3/1

黒褐
昌母 砂粒 普通

S K 44(第 48図、 図版 7・ 31)

検出位置は赤岩 3区の U・ V-20グ リッド内で

ある。SK43と SK45に狭 まれているが切 り合いは

認められない。平面形状は円形で、壁はほぼ垂直に

立ち上がる鯉状の断面である。規模は、開田部の径

が ■58m、 底面の径が ■28m、 深さは 50cmで ある。

覆土は黒褐色上を主体 とした 3層からなる自然堆積

層を呈するが、下層にあたる第 3層 は厚 く上層 とは

異質である。

遺物は、土器 38点、石器 10点、剥片 。礫 13点

が出土 した。大型の浅鉢 1は 1層中の中央部で出土

した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考

えられる。

59 40m A

K/1・ 1 ど`

0        1m

―

(1/60)

1黒掲色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

2暗褐色土 (10YR3/4)褐 色粒少量、赤色粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

3褐色土 (75YR4/3)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり'粘性有。

◇―寸◇
◆
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No2

0                       5cm

(2/3)

0               10cm

(1/4)

第 48図  SK 44・ 出土遺朋

SK 44出土遺物観察表 (第 48図 )

離 観 器 種 口径 9 器高 cn ミ径 c] 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SK44

1 縄 文 浅鉢 〈11 0〉

口縁部は くの字状 に屈曲 し、精 円区画 を施す。 区画の一部には

橋状把手を作出 し、区画内には 2列 の有節沈線 を沿わせて無節 I

縄文を施文す る。 区画端部 はキザ ミを持ち赤彩が施 されている。

5YR5/4

ぶい褐

石長母

英

〒
氏
　
百

良好 玉台 Ⅱ式。

2 石 器 石鏃
三さ :2 4cn 幅 :1 9cШ 厚 さ i05 cn 重量 :20g 石材 :

府ャー ト 有茎鏃
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S K 45(第 49図、 図版 7。 32)

検出位置は赤岩 3区の U・ V-20グ リッド内で

ある。平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い

開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部

周縁は落ち込み、陥没 していることが認められた。

規模は、開口部の径が 0,80m、 底面の径が 2.00m、

深 さは 98cmである。覆土は黒褐色土 を主体 とした

10層 からなる自然堆積層で、中層にあたる第 4～

7層 にローム質上、ロームブロックが多量に含まれ

た色調の明るい層が堆積する。

遺物は、土器 77点、石器 12点、剥片・礫 52点

が出土 した。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期の

ものと考えられ、大木 7b式の上器が伴 う。

59 40m A

lm

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)白 色粒少量、ローム粒・ローム小～中ブロック微量。

しまり強、粘性弱。
2黒褐色土 (10YR3/2)白 色粒多畳。 しまり強、粘性弱。
3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒中量。しまり。粘性有。
4褐色土 (10YR4/6)ロ ーム粒少量。しまり・粘性有。
5明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。しまり,粘性有。
6褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒・ローム小ブロック微量。しまり弱、粘性有。
7褐色土 (10YR4/6)ロ ーム土多量、ローム粒 ローム小ブロック少量。しまり

粘性有。

8黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒 ,ロ ーム小ブロック少量。しまり弱、粘性有。
9黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒 ローム小ブロック多量。しまり弱、粘性有。
10明責掲色土(10YR6/6)ロ ーム土主体。黒色土が班状に混在。しまり,粘性有。
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第 49図  SK 45。 出土遺物

SK 45出土遺物観察表 (第 49図 )

遺構 No 顧 器 種 日径 0コ 器高 cI 壼径 cコ 文 様 色調 胎土 焼成 備 考

I 縄 文 深 鉢 〈13 3〉

口縁部 に 4単位 の小突起 を持 ち、小突起直下は押圧 を加 えた魚

ヒレ状隆帯 を短 く垂下 させ ている。 口唇部 と表面には、貝殻腹

録を用 いたキザ ミを施す。

IYR4/3

こぶい赤褐

昌母 長石

考閃石

少粒

普通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 〈9 8〉
ヨ唇部には浅いキザミを持ち、日縁部は楕円区画の隆帯を施す。

二画内及び頸部以下の表面全体に有節沈線を充填させている。

ア5YR4/3

島

阜母 長石

ξ英

卜色粒

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 浅鉢 く5 5〉

ヨ縁部は隆帯による楕円区画で、区画内には1列の有節沈線を

合わす。下位の隆帯には押圧を加える。日唇部にはキザミを有し、

二画接点部直上を突出させる。

'YR6/6
登

夏石 石英

砂粒

やや

良好

玉台 Ib～

式。

4 縄 文 深鉢 <5 6〉

日縁部 は隆帯に よる精 円区画が施 され、区画接点部は V宇状 を

作出、区画内に 2列 の有節沈線 を沿わす。隆帯上にはキザ ミが

鼈され る。

10YR6/4

こぶい黄橙

昌母 長石

少粒

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

5 縄 文 深鉢 <5 1〉

(型の皿状把手。把手の縁はキザ ミを持ち、表面に有節沈線 で

廷様 を描 出す る。

10YR6/4

にぶい黄橙

曇母 長石

写英

やや

良好

玉台 Ib～

式。

6 縄 文 深鉢 〈6 5〉
浄面全体に縄文が施され、日縁部直下に稜を持つ。稜を境に上

“

は横位の単節 RL縄文、下部は縦位の単節RL縄文。

10YR3/2

黒褐

髯石 石英

少*立

普 通 木 7b式。
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S K 46(第 50図、 図版 7・ 32)

検出位置は赤岩 3区の S-20グ リッド内である。

平面形状は円形で、ほぼ平坦な底面から開口部にか

けて小 さくオーバーハ ングする袋状である。確認で

きた開口部は崩落または削平のため大 きく開いてい

た。規模は、開口部の径が 1.18m、 底面の径が ■28

m、 深 さは 44cmで ある。覆土は黒褐色上 を主体 と

した 3層からなる自然堆積層で、ローム土が多量に

含まれた下層部第 3層 は土坑内中央部でマウンド状

に堆積 していた。

遺物は、土器 50点、石器 1点、剥片 。礫 8点が

出土 した。 1は南壁寄 りの 2層 中から出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式併行期のもの

と考えられる。

)        lm

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒中量。しまり強、粘性弱。

2暗褐色土 (10YR3/3)褐 色粒・白色粒微量。しまり有、粘性弱。

3褐色土 (10YR4/4)ロ ーム土多量。しまり・粘性有。
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第 50図  SK 46・ 出土遺物

SK 46出土遺物観察表 (第 50図 )

生 5930m

遺構 麟 維 ヨ径 ct 器高 α 盛径 c] 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SK46

l 縄 文 邑形土暑 115 22 0

呈形をした土器で日縁部周縁を傘状に突出させ、突出した端部

こキザミを入れる。日縁部直下には有節沈線を巡らす。頸部は

く文で横位の有節沈線を巡らせ、胴部には2～ 3本単位の有節

を線で孤状・渦巻状の文様を描出する。地文は間隔を空けた縦

上の単節 LR縄文。

YR5/6

月赤褐

三石 石英

少粒
普 通 木 8a式。

2 縄 文 深鉢 <5 6〉
コ縁部は精円区画で、区画内と区画間にはくさび状の有節沈線

と沿わす。

iYR4/3

こぶい赤褐

皇母 長石

写真
良好 玉台Ⅲ式。

3 縄 文 深鉢 〈5 0〉 コ縁部直下に縄文原体を1条沿わす。
' 5YR3/3

音褐
三石 砂粒 普 通 木 7b式。

4 縄 文 深鉢 〈5 0〉

コ唇部は押圧が加えられ波状になる。口縁部直下は有節沈線が

低り、これ以下も有節沈線で文様を描出する。地文は間隔を空

ナた縦位の単節 LR縄文。

5YR5/4

三ぶい褐

ミ石 石英

少粒
普 通 木 3a式。

5 縄 文 深鉢 〈6 4〉 支状口縁の波頂部で隆帯に沈線が雑に沿う。 'YR3/2
音赤褐

ミ石 石英

少礫
普 通 玉台Ⅳ式。

6 石器
小型

昏製石宥

さ :6 6 cll 幅 :2 4cm 厚 さ :0 7cm 重 量 :221g 石 材 :

ル ン フェル ス ヵ
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S K 47(第 51図、 図版 7・ 32)

検出位置は赤岩 3区の T・ U-20。 21グ リッド

内である。南側の約半分が調査区外になるため全容

は不明であるが、平面形状はほぼ円形であるものと

みられる。開口部からオーバーハ ング部までが極端

に狭いため断ち割 り調査を行っている。断面形状は

フラスコ状であるが、壁は土坑内に大 きく崩れてい

る。開口部周縁は大 きく落ち込み、陥没 している

ことが認められた。規模は、開田部の径が 0.60m、

底面の径が 2.10m、 深さは 148cmで ある。覆土は黒

色土・黒褐色土を主体 とした 20層 か らなる自然堆

積層で、第 9～ 13層 は第 17層以下が堆積 した後の

空洞部に崩落 している。

遺物は、土器 46点、石器 1点、剥片 。礫 37点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考

えられる。

16黒 掲色土 (10YR3/1)ロ ーム小～中ブロック少量、焼土粒微量。 しまり。

粘性有。

17暗褐色土 (10YR3た )ロ ーム粒・ローム小プロック多量、ローム中～大ブロッ

ク少量。粒状はかなり粗い。しまり 粘性有。

18に ぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム小～中ブロック多量、ローム大ブロッ

ク少量。しまり弱、粘性有。

19黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム小～中ブロック中量。粒】大はやや粗い。しまり

粘性有。

20褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒 。ローム小ブロック多量、ローム中～大ブロッ

ク中量。粒状かなり粗い。しまり・粘性有。
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第 51図 SK4フ ・出土遺物

SK 47出土遺物観察表 (第 51図 )

生  」
5940m生             坐'

0         1m

(1/60)

1黒褐色土 (75YR2/2)褐色粒 ローム粒少量、赤色粒・白色粒微量。しまり強、

粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ローム粒中量、白色粒少量、赤色粒微量。しま

り強、粘性弱。

3黒色土 (10YR17/1)褐 色粒 ローム粒中量、白色粒 赤色泣 ローム小～中プロッ

ク微量。しまり強、粘性弱。

4黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 ローム小ブロック少量。粒状はやや粗い。し

まり,粘性有。

5黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム小～中ブロック少量、赤色粒 赤色ブロック・白

色粒微量。しまり。粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック多量。粒状はやや粗い。

しまり,粘性有。

7暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック多量、褐色ブロック・

赤色ブロック微量。粒状やや粗い。しまり'粘性有。

8にぶい褐色土 (75YR5/3)今市軽石層・ローム土多量。しまり・粘性有。

9黒掲色土 (10YR3/2)褐 色粒・赤色粒中量。しまり強、粘性弱。

10褐色土 (75YR4/4)今市軽石層がブロック状に多量。しまり強、粘性弱。

11黒掲色土 (75YR3/2)今市軽石粒・小～中プロック多量。しまり,粘性有。

12明赤褐色軽石 (5YR5/6)Ⅳ a層 の崩落土。しまり有、粘性弱。

13明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土。V層の崩落土。しまり弱、粘性有。

14黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中ブロック中量。 しまり。粘性有。

15黒 褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック微量。 しまり・

粘性有。

遺構 お 種類 器種 口径 器高 cコ 甍径 ca 文 様 色 調 胎 土 焼成 備 考

1 縄 文 浅鉢 く10 0〉
日縁部 は小突起 を有 し、直下に橋状把手 を作出す る。 日縁部 は

姿帯で区画 し、区画内に有節沈線で鋸歯状の文様 を描 出す る。

IYR5/6

月赤褐

⊆母 長石

f英
普通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 〈3 5〉
ヨ縁部直下に隆帯を貼 り付け、キザ ミを浴わす。 キザ ミを施 し

と下部はケズ リが認 め られ る。

5YR2/2

景褐

罠母 長石

巨英

やや

良好
台 Ⅱ式。

3 縄 文 深 鉢 〈5 5〉
覚状口縁で、波頂部の日唇にキザミを施し、V宇状隆帯を貼り付

する。

YR4/6

卜褐

冨母  長石

S英
良好 王台 Ⅱ式。

縄 文 深鉢 く8 0〉 同部にY宇状隆帯を貼り付け、垂下する隆帯には押圧を加える。
OYR4/2

疋黄褐

景母 長石

ξ英 砂粒
良好 玉台 Ⅱ式。
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S K 48(第 52図、図版 6・ 32)

検出位置は赤岩 3区のU-20グ リッド内である。

北側で SK43と 重複 し、土層か ら本土坑が古いと判

断できる。平面形状はほぼ円形で、平坦な底面から

開口部にかけて内傾するフラスコ状であるが、オー

バーハ ング部が小さく、開口部が大 きく開く。規模

は、開口部の径が 1.38m、 底面の径が 1.50m、 深

さは 44cmで ある。覆土は 5層 か らなる。上層部は

黒色土・黒褐色土を主体 とした自然堆積層で、下層

部は色調が明るく、ローム質土が主体の乱れた堆積

層になっている。

遺物は、土器 23点、剥片・礫 15点が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ～Ⅲ式期のもの

と考えられる。

59 30m B

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック・白色粒少量。しまり・

粘性有。

2黒色土 (10YR17/1)ロ ーム粒中量。しまり 粘性有。

3黒色土 (10YR2/1)責 褐色土 (10YR5/6)と の混土。ローム粒少量、赤色ブロッ

ク極微量。しまり・粘性有。

4暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒少量。しまり 粘性有。

5明責褐色土 (10YR6/6)ロ ーム主主体。4層 (暗褐色土 )が斑状に混在。しま

り'粘性有。
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S K 49(第 53・ 54図、 図版 7・ 32)

検出位置は赤岩 3区 の V-20。 21グ リッド内で

ある。南東側で SK50と オーバーハ ング部で切 り合

い、新旧関係は土層から把握できず、出土遺物にも

さほど時期差が認められない。形状は円形で、平坦

な広い底面から狭い開口部にかけて内傾するフラス

コ状である。開口部周縁は皿状に浅 く落ち込み、陥

没 していることが認められた。規模は、開口部の径

が 1,14m、 底面の径が 2.43m、 深さは 110cmである。

覆土は黒褐色土を主体 とした 13層 か らなる自然堆

積層であが、中層では明るめの上層 と暗めの上層が

混在 した状態である。

遺物は、土器 53点、石器 10点、剥片・礫 25点

第 52図 SK 48・ 出土遺物
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l黒褐色土 (75YR3/1)褐色粒 。自色粒・ 赤色粒・ ロー ム粒  ロー ム小 プ ロ ッ
が出土 した。 ク少量。 しまり強、粘性弱。

本 土 坑 は 、 出 土 遺 物 か ら 阿 玉 台 Ⅱ 式 期 の も の と 考  2黒
褐色土 に5YR3/め 今市軽石がブロック状に多量混在。しまり強、粘t■ F聯 。

3褐色土 (10YR4/6)今 市軽石粒微量。しまり強、粘性弱。

え ら ヤ化る 。                               4黒 色土 (10YR2/1)ロ ーム粒少量、白色粒・赤色粒極微量。しまり有、粘性弱。

SK 48出土遺物観察表 (第 52図 )

遺構 種類 器種 口径 器高 cn 甍宅&cn 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

SK48

1 縄 文 深鉢 く5 0〉
笙帯により精円区画し、区画内に爪形文と半我竹管による有節

尤線を沿わす。

' 5YR3/2

黒褐

婁母 長石

ξ英

やや

良好

玉台 Ⅱ～Ш

2 縄 文 深鉢 <6 2〉 日部 に押圧 を加 えた隆帯が垂下す る。
' 5YR4/2

疋褐

景母 長石

写英

やや

良好

玉台 Ⅱ～Ⅲ
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5暗褐色土 (10YR3/3)6層 より若干暗い。ローム小～中ブロック少量。しまり

粘性有。

6暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒多量、ローム小～中ブロック中量。しまり 粘性有。
7暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム泣・炭化物粒中量、ローム小ブロック多量、ロー

ム中～大ブロック微量。しまり・粘性有。

8にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり 粘性有。

9暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり・粘性有。

10褐 色土 (10YR4/4)ロ ーム粒少量、赤色粒極微量。しまり 粘性有。

11黒 色土 (75YR17/1)ロ ーム粒中量、赤色壮少量。しまり'粘性有。

12黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。

13褐 色土 (75YR4/3)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり・粘性有。

/        2

第 54図 SK 49出 土遺物

SK 49出土遺物観察表 (第 54図 )

10cm

(1/4)

59 40n A

'         lm

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 。ローム小プロック少量、白色粒微量。 しま

り強、粘性弱。

2黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒微量。しまり強、粘性有。

3黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒中量、ローム小ブロック少量。しまり'粘性有。

4褐色土 (75YR4/3)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり 粘性有。

5黒褐色土 (75YR3/1)ローム中～大ブロック多量。しまり'粘性有。

S K 50(第 55。 56図、 図版 7・ 33)

検出位置は赤岩 3区のV-21グ リッド内である。

北西側で SK49と 、東側で SK51と オーバーハ ング

部で切 り合い、ヤヽずれも新旧関係は土層から把握で

きず、出土遺物にもさほど時期差が認められない。

形状は円形で、平坦な広い底面から狭い開口部にか

けて内傾するフラスコ状である。開口部周縁は落ち

込み、陥没 していることが認められた。特に SK49

に接する部分の扁平化や落ち込みが著 しい。規模は、

開口部の径が 0,96m、 底面の径が 1.96m、 深 さは

78cmで ある。覆土は黒褐色土を主体 とした 5層から

なる自然堆積層であるが、東側から西側にかけて流

れ込むような堆積が観察される。

遺物は、土器 43点、石器 9点、剥片・礫 10点 が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考

えられる。

Ａ
一

遺構 種類 器 種 日径 cn 器高 ca 底径 α 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK49

1 縄 文 深 鉢 く8 3〉
縁部を断面三角隆帯で区画し、2列の有節沈線を区画に沿わせ

らに弧状の文様を横位に連続させる。

5YR3/1

亀褐

曼石 石英

少粒
普通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 〈6 0〉
ヨ縁部を隆梅で区画し、一部押圧を加える。区画内は 2列単位

9有節沈線で、弧状の文様を構出する。

' 5YR4/4

島

雲母 長石

S英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 2〉

コ縁部 を隆帯で精 円区画 し、区画の接点部 で円形状の把手 を貼

9付 ける。 区画内は 2列 の有節沈線 を隆帯 に沿わせ 、内部に貝

費腹縁のキザ ミを横走 させ る。

′
5YR3/3

音褐

母

英

長石

砂粒
普 通

玉台 Ⅱ～Ш

4 縄 文 深 鉢 (16 7〉
同部を断面三角隆帯を横位に巡らせ、さらに貝殻腹縁文、波状

尤線を交互に横走させる。

上5YR3/3

音褐

量母 長石

ζ実
良好 玉台 Ⅱ式。

5 石 器
ミさ :8 9cm 幅 :4 8cm 厚 さ :2 9cm 重量 i2256g 石材 !

少岩
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第 56図

SK 50出土遺物観察表 (第 56図 )

10cm

(1/4)

SK 50出土遺物

1 縄 文 深鉢 〈9 5〉

口縁部は小突起を有し、突起部から押圧を加えた隆帯を垂下さ

せる。さらに垂下させた隆帯から弧状の隆帯を横位に展開させ、

日縁部を区画する。日縁都直下は1列の有節沈線、隆帯区画内

は2列の有節沈線を沿わせるσ

1 5YR3/2

黒褐

軍母 長石

夕淮ユ
普通 玉台 Ⅱ式

2 縄文 深鉢 く9 5〉

日縁部は小突起を有し、突起部から押圧を加えた隆帯を垂下さ

せる。さらに垂下させた隆帯から弧状の隆帯を横位に展開させ、

日縁部を区画する。日縁部直下は1列の有節沈線、隆帯区画内

は2列の有節沈線を沿わせる。

5YR3/2

ミ褐

景母 長石

少来立
普通 台 ■北

3 縄 文 深鉢 (12 0〉

庚状口縁の波頂部からキザミをもつた隆帯をV宇状に垂下させ

る。日縁部及び隆常に沿って、半裁竹管の先端部を用いた幅広

の爪形文を施す。

5YR3/2

亀褐

母

英

長石
良好 台 I式。

4 縄 文 浅鉢 く3 9〉
ヨ縁都を「く」の字に屈曲させた小形の浅鉢。摘み上げた小突

避を貝占り付ける。

5YR6/6

豊
髯石 石英 普通

5 縄 文 深鉢 く8 3〉 (112)
≧下する隆帯に2列の有節沈線を沿わせる。底面は網代痕が認

うられる。

IYR4/6

卜褐

霞母 長石

巨英

やや

良好

6 石 器 磨石
貫さ :7 5c� 幅 :7 3cm厚さ :6 5cm 重量 :4950g 石材 :

舞山岩

7 石器
石皿

多孔石

更さ :18 7cm 幅 :11 2cm厚 さ :10 6cm 重量 :2960g 石材

砂岩
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S K 51(第 57図、 図版 7。 33)

検出位置は赤岩 3区の V・ W-21グ リッド内で

ある。西偵1で SK50と オーバーハ ング部で切 り合

い、新旧関係は土層から把握されなかったが出土遺

物から本跡が古いと判断できる。また南側の上部で

SK75と 重複 し、出土遺物から本跡が古いと判断で

きる。平坦な広い底面から狭い開回部にかけて内傾

するフラスコ状である。開口部周縁は落ち込み、陥

没していることが認められた。規模は、開口部の径

が ■06m、 底面の径が 2.54m、 深さは 110cmである。

覆土は黒褐色土を主体 とした 16層 からなる自然堆

積層で、第 6。 8層は壁面からの崩落層である。

遺物は、土器 57点、石器 17点、剥片・礫 22点

が出上 した。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期の

ものと考えられる。

14黒色土 (10YR2/1)ロ ーム土・ローム中～大ブロック多量。しまり・粘性有。

15黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量。しまり・粘性有。

16黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック中量、炭化物粒・炭

化物中塊少量。しまり・粘性有。

59 40m A

0         1m

―

(1/60)

1黒掲色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒中量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (75YR3/2)今市軽石粒中量。しまり有、粘性弱。

3暗褐色土 (10YR3/3)褐 色粒 赤色泣微量、ローム粒少量。しまり強、粘性弱。

4黒色土 (10YR2/1)褐 色粒 白色粒・ローム粒少量、ローム小プロック極微量。

しまり強、粘性弱。

5黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒 白色粒・黄色粒少量。しまり強、粘性弱。

6に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒・ローム小プロック ローム中～大プロッ

ク多量。しまり・粘性有。

7黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量。しまり,粘性有。

8明責褐色土 (10YR6/6)ロ ーム主主体。黒褐色土 oOYR3/1)が 斑状に混在。し

まり弱、粘性有。

9褐色土 (10YR4/6)ロ ーム粒。ローム小～中ブロック中量、赤色粒微量。 しまり・

粘性有。

10黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム小～中ブロック中量、今市軽石をブロック状に

少量。しまり 粘性有。

11黒 褐色土 (10YR3/1)ロ ーム土 ローム小～中プロック多量。 しまり'粘性有。

12黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量、ローム土 今市軽

石粒多量。しまり・粘性有。

13黒 褐色土 (10YR3/1)ロ ーム土・ローム小～中ブロック多量。しまり'粘性有。
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SK 51出土遺物観察表 (第 57図 )
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第 57図 SK 51・ 出土遺物

遺構 種類 器 種 口径 cコ 岳高 ol 甍℃邑cn 文 様 色調 胎 土 焼 成 備 考

1 縄 文 深鉢 く6 4〉
ヨ縁部を隆帯で楕日区画し、隆符に沿つて有節沈線を施す。区

罰内に波状沈線を横走させる。地文は縦位の単節LR縄 文。

YR3/2

旨赤褐
盈石 砂粒 普通

木 7b末 ～

式 。

2 縄 文 深鉢 <5 8〉 コ縁部を隆帯で区画 し、区画内に 1～ 2列の有節沈線 を沿わせ る
Y4/4

とぶい赤褐

星母 長石

少礫
普 通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 〈3 2〉
ヨ唇部にキザミを施し、日縁部直下に有節沈線を巡らせ、さら

こ弧状の有節沈線を横位に連続させる。

'5YR4/2

戻褐

量母 長石

少*立

良好
珂王台 Ib～

■式。

4 縄 文 深 鉢 〈3 5〉 コ唇部及び 日縁部直下の内外 面に有飾沈線 を施す。

. 5YR6/6

登
少*立 普 通

町玉含 Ib～

■式。

5 石 器 旨製石安
ミさ :7 7cm 幅 :4 5cm 厚 さ :2 3cm 重量 :1560g 石材 !

少岩 ヵ 定角式
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S K 52(第 58図 、 図版 8・ 33)

検出位置は赤岩 3区の W-21。 22グ リッド内で

ある。南側の約半分が調査区外になるため全容は不

明であるが、平面形状はほぼ円形であるものとみら

れる。開口部からオーバーハング部までが極端に狭

いため断ち割 り調査を行っている。断面形状はフラ

スコ状である。開口部周縁は大 きく落ち込み、陥没

していることが認め られた。規模は、開田部の径

が 0.65m、 底面の径が 2.19m、 深さは 80cmで ある。

覆土は 6層からなる自然堆積層で、第 1～ 4層 は黒

褐色土主体であるが、下層に広がる第 5。 6層 はロー

ム質に近い層である。

遺物は、土器 5点、石器 1点、剥片 。礫 14点が

出土 した。土器は全て細片である。

本土坑は、遺構の形態や出土遺物の胎土から阿玉

台式期のものと考えられる。

Ｅ
Ｏ
め

０
い

59 30m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)掲 色粒・白色粒少量、白色ブロック・ローム粒微量。

しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒 。ローム粒少量、ローム小～中ブロッ

ク極微量。しまり強、粘性弱。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中ブロック少量、ローム大ブロック微量。し

まり'粘性有。

4暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。

5に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中プロック中量。層の壁寄 りで 3層・

6層が斑状にIFL在 。しまり・粘性有。

6にぶい責褐色土(10YR5/4)ロ ーム質土主体。ローム小～中ブロック l10YR6/6)

少量。しまり'粘性有。

緯71 磯μ2
0               10cm

(1/4)

第 58図 SK 52・ 出土遺物

SK 52出土遺物観察表 (第 58図 )

遺構 種 類 器種 口径 cと 器高 cn 底径 倒 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

l 縄 文 深鉢 〈4 4〉 К文の 日縁部片。やや開 き気味に立 ち上が る。
OYR6/4

こぶい黄橙
少粒 普通

2 縄 文 深鉢 く4 4〉 同部に断面三角隆帯 を貼 り付 け、蛇行 しなが ら垂下す る。
5YR6/6 髭石 石英

単色粒
普通

玉台 I式

S K 53(第 59図 、 図版 8・ 33)

検出位置は赤岩 3区 の N・ 0-19グ リッド内で

ある。平面形状は円形で、断面形状はフラスコ状で

ある。規模 は、開口部の径が ■38m、 底面の径が

2.17m、 深 さは 96cmで ある。覆土は 9層 か らなる

自然堆積 と考えられるが、東壁のオーバーハ ング部

に向って黒褐色土を主体 とする層が流れ込む状態で

ある。一方反対側の西壁付近では、軟質なローム質

上の第 9層が厚 く堆積 し、やや複雑な状態を呈 して

いる。

遺物は、土器 27点、石器 1点、剥片・礫 3点が

出上 した。ほとんどが、黒褐色土主体の層からの出

上である。

本土坑は、遺構の形態や出土遺物の胎土から阿玉

台Ⅱ式期のものと考えられる。

*/
Ａ

／

「

―

、

＼

0         1m

―

(1/60)
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第 59図  SK 53



1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・赤色粒 白色粒多量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (75YR3/2)褐色粒・赤色粒少量、ローム粒 ローム小ブロック中量、炭化物粒微量。しまり強、粘性弱。
3黒褐色土 (75YR3/2)褐色粒・赤色泣少量。しまり強、粘性弱。
4明黄褐色土 (ЮYR6/6)今市軽石層の崩れがブロック状に混在。 しまり・粘性有。
5黄褐色土 (10YR5/6)9層 より明るめ。しまり弱、粘性有。

6黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒 ローム小ブロック、ローム大～極大ブロック少量。しまり 粘性有。
7黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック中量、赤色粒微量。しまり,粘性有。
8黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量。しまり,粘性有。

9黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。しまり弱、粘性有。

SK 53出土遺物観察表 (第

第 60図  SK 53・ 出土遺物

60図 )

0                10cm

(1/4)

遺構 種類 器種 口径 器高 cコ 底径 α 文 様 色 調 胎 土 燒成 備 考

SK53

1 縄 文 深 鉢 <10 4〉

コ縁部を隆帯で楕円区画し、波底部の接合部で押圧を加える。匠

¶内は隆帯に沿つた有節沈線を施し、波状の有節沈線を施す区

耳もある。月同部には 1列の有節沈線を3条用い、鋸歯状のモチ

ーフを描く。

5YR6/6

藍

雲母 長石

少礫

やや

良

好

玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 く21 4〉 句外面の輪積み痕をナデ消す。
生5YR3/3

音褐

昌母  長石

少粒
普通 玉台 Ⅱ式。

S K 54(第 61・ 62図、 図版 8・ 33)

検出位置は赤岩 3区 の T-19。 20グ リッド内で

ある。南東側で SK40と 重複 している。本土坑 は

SK40の調査段階で検出されたもので、検出状態や

土層か ら新旧関係を把握することがで きなかった

が、出土遺物から本土坑が新 しいと判断される。遺

存 した掘 り込みも北東側壁際の一部のみで形状や規

模などの全容は不明である。北東側壁の立ち上が り

はなだらかで、北側では段差を持ち、深 さは 40cm

である。

遺物は、土器 10点、石器 2点が出土 した。遺物

は一ケ所に集中していた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ～Ⅳ式期のもの

と推測で きるが、主体は阿玉台Ⅲ式期 と考えられ

る。

Ｘヽ

59 30m A

0          1m

―

(1/60)

第 61図 SK 54
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軽に影鵜尋
第 62図  SK 54出 土遺物

62図 )

0                10cm

(1/4)

SK 54出土遺物観察表 (第

造構 No 種類 器種 口径 cコ 岳高 釘 監径 cコ 文 様 色調 胎 上 焼成 備考

1 縄 文 深鉢 <19 0〉

日縁部は断面カマボコ状隆帯で三角楕円の区画がなされ、区画

こ沿つて2列の沈線を施す。区画の接点部左側に円形状の窪み

を施す。頸部は 1条の隆帯を巡らせ、2列の沈線を両際に沿わせ

る。地文は単節 RL縄文を用い、口縁部区画内は斜位に、それよ

り下は縦位に施文する。

5YR3/2

黒褐

冨母 長 石

少礫

や

好

や

良
玉台Ⅳ 式。

2 縄 文 深 鉢 1〉

疲状日縁波底部の隆常による楕円区画接点部区画内にキャタピ

ラ文を充填させる。

5YR6/3

ぶい褐

量母 長石

写英

や

好

や

良
玉台 Ⅲ式。

8 縄 文 深 鉢 7〉 垢面カマボ コ状 の隆常 に沿つて、幅広のキャタピラ文を 2列施す
5YR3/3

音褐
景母 石 英 普 通 玉台Ш式。

4 縄 文 深 鉢 〈7 6〉 144
垢面三角に近い隆帯が底部近くまで垂下する。地文は縦位の単

市LR縄 文。底部は上げ底気味で周縁に網代痕が残る。

5YR5/4

ぶい褐

髯石 石英

少礫
普 通

珂 玉 台 Ⅳ 式

力。

S K 55(第 63・ 64図、 図版 8。 34)

検出位置は赤岩 3区のR-19グ リッド内である。

北側で SK86、 北東側で SK87、 南西側で SK88と そ

れぞれ重複す るが、SK86～ 88は 本土坑の調査時

に検出されたもので新旧関係を把握することができ

なかった。出土遺物からSK86よ りわずかに古いと

思われる。形状は円形で、壁は底面から湾曲しなが

ら狭い開口部にかけて掘 り込まれた袋状である。開

口部周縁は落ち込み、陥没 していることが認められ

た。規模は、開田部の径が 1.26m、 底面の径が 1.96

m、 深さは 98cmである。覆土は 10層 からなる自然

堆積層である。壁際のロームブロックを多量に含む

第 3。 4・ 6層 は、崩落した可能性がある。第 9層

は底面中央部に堆積するローム質土の層である。

遺物は、土器 205点、石器 20点、剥片・礫 60点

が出土 した。遺物は主に第 8層中以下から土坑内全

体に広がっていた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期 と考えられ

る。

Ｎ＊
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1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒少畳、赤色粒・赤色小プロック 白色粒微量。しまり強、粘性弱。
2暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量。 しまり'粘性有。

3黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム土と4層が混在。しまり,粘性有。

4に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土 ローム極大プロック多量。しまり強、粘性有。

5暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～中プロック少量。粒状やや粗い。しまり・粘性有。

6に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小ブロック微量。4層 よりやや暗め。しまり,粘性有。
7黒褐色土 (10YR3/2〉 ローム粒・ローム小ブロック少量。粒状やや粗い。しまり・粘性有。

8黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小プロック少量。しまり・粘性有。

9に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック多量、ローム大ブロック少量。しまり・粘性有。
10暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり・粘性有。

SK 55

‐68‐
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第 64図 出土遺物



SK 55出土遺物観察表 (第 64図 )

遺構 種類 器種 日径 cn 器高 cコ 底径 α 文  様 色 調 胎 土 焼成 備考

SK55

I 縄 文 深 鉢 (230) く29 9〉

皮状口縁の波頂部には皿状把手を持ち、日縁部は断面三角の隆

詰で楕円区画する。頸部にも同様の隆帯を横走・区画し、胴部

は弧状に隆杵を垂下させて 4単位の区分をしたものとみられる。

日縁部区画内にのみ有節沈線を沿わせ、内部に2列の沈線でモ

チーフを帖出する。

,YR6/6

登

星母 長石

写英
普 通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 (332) く29 3〉

口縁部は小突起を持ち、隆帯を口縁区画まで垂下させ、区画と¢

懐合部でさらに突出部を作出する。日縁都と頸部の区画隆帯に

はキザミが施され、文様帯は有節沈線を波状に連続させる。頸

部に波状沈線を2条巡らせ、頸部と胴部は隆帯によって区画するて

頸部区画隆帯直下には弧状の有節沈線を横位に連続させ、大き

な弧状隆帯でモテーフを作出する。

5YR3/3

旨褐

皇母 長石

少粒
普 通 玉台 Ⅱ式。

縄 文 深鉢 く13 8〉

コ縁部 に小突起 を貼 り付 け三角状に摘み上げる。 日縁部直下に

守節沈線 を巡 らせ 、 さらに弧状の有節沈線 を連続 させ る。胴部

こは貝殻腹縁 による爪形文を横走 させ る。

5YR5/4

ぶい褐

軍母 長石

少粒
普通

町玉台 Ib～

■式。

瑠 縄 文 深鉢 28 7 10 3

ヨ縁部には 4単位の粘土棒を准土貼りで覆う。突起は三叉状に

より、ボタン状の貼り付け文を有す。底面は明瞭な網代痕が認

うられる。

5YR6/6

登

昌母 長石

少礫
普通 台 Ⅱ式。

5 縄 文 浅鉢 <7 6〉
コ縁部を隆帯で楕円区画し、幅の狭い有節沈線を2列沿わせる。

こ画間は同様の有節沈線で渦巻文を施す。

5YR7/6

登
ミ石 砂粒

やや

不良
玉台 Ⅱ式。

6 縄 文 鉢 〈5 0〉
ミニチュアの深鉢形土器。幅の狭い日縁部に細かな角押文で区

画文を作出する。

5YR7/6

登
沙粒 普通

S K 56(第 65。 66図、 図版 8・ 34)

検出位置は赤岩 3区のT-19グ リッド内である。

南西側で P■106に切 られている。また南側で SK57

と上部で切 り合ってお り、土層から本土坑が古いと

判断した。出土遺物では、同様の時期の中に若干新

しい時期の遺物が含まれていた。形状は円形で、壁

は底面か ら湾曲しなが ら開口部にかけてわずかに

オーバーハングすることから、フラスコ状の上部が

削平されたものと考えられる。規模は、開口部の径

が ■40m、 底面の径が ■56m、 深さは 50cmである。

覆土は 5層からなる自然堆積層で、南壁際の第 2層

はロームブロックと七本桜 。今市軽石層を多量に含

んでいることから、壁が崩落 した層と考えられる。

遺物は、土器 105点 、石器 6点、剥片・礫 24点

が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ～Ⅳ式期 と考え

られる。

59 30m B

)        lm

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒少量、白色粒・ローム粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)今 市軽石ブロック 白色粒少量。ローム粒多量。しまり強、

粘性弱。地山の崩落とみられる。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり強、粘性有。

4暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり強、粘性有。

5明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。4層が少量混在。しまり強、粘性有。

第 65図  SK 56
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第 66図  SK 56出 土遺物

SK 56出土遺物観察表 (第 66図 )

齢 No 種類 器種 日径 cコ 器高 α 嵐径 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

1 縄 文 深 鉢 <8 6〉

支状口縁の波底部片で高く貼り付けられた隆帯で区画され、隆

常に沿つて沈線が施される。縦位の単節RL縄 文が隆帯上まで施

をさオιる。

5YR4/3

島

景母 長石

ζ英

やや

良

好

玉台Ⅳ 式。

2 縄 文 深鉢 〈5 9〉

支状口縁の波底部片。日縁部直下の隆帯に沿つて幅広の有節沈

泉と鋸歯状沈線を施す。隆帯上には横位の単節 RL縄文が施文さ

ιる。

5YR3/3

ξ褐

皇母 長石

写英 細礫
良好 玉台Ⅲ式。

3 縄 文 深 鉢 〈15 0〉 同部に隆帯で文様を描出し、隆帯に沿つて2列 の有節沈線を施す。
5YR5/4

とぶい褐

景母 長石

ξ英
普通 玉台 Ⅱ式。

S K 57(第 67・ 68図、 図版 8・ 34)

検出位置は赤岩 3区のT-19グ リッド内である。

北側で SK56と 上部で切 り合ってお り、土層から本

土坑が新 しいと判断したが、出土遺物では SK56よ

り若干古い様相である。形状は円形で、平坦な広い

底面から狭い開口部にかけて内傾するフラスコ状で

ある。開口部周縁は落ち込み、陥没 していることが

認められた。規模は、開口部の径が 0,75m、 底面

の径が ■84m、 深さは 88cmで ある。覆土は 9層 か

らなる自然堆積層で、北壁際の第 6～ 8層 はローム

質土または七本桜・今市軽石層を含んでいることか

ら、壁が崩落した層と考えられる。

遺物は、土器 76点、石器 7点、剥片 。礫 27点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期と考えられ

る。

59 30m B

1にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小ブロック・今市軽石粒・同ブロック少量。

しまり強、粘性弱。
2暗褐色土 (10YR3洛 )ローム土。今市軽石ブロック多量、ローム中～大ブロッ

ク少量。しまり強、粘性弱。

3黒褐色土(75YR3/2)ロ ーム粒中量、白色粒・赤色粒極微量。しまり強、粘性有。

4褐色土 (75YR4/3)ロ ーム粒多量、ローム大プロック少量、炭化物粒微量。

しまり・粘性有。

5黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック 炭化物粒少量。

しまり 粘性有。

6黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム中～大ブロック・今市軽石粒少量。しまり強、

粘性弱。

7にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック少量。 しまり'粘性有。

8明責褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。7層 が斑状に混在。しまり 粘性有。
9暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒少量、ローム中～大プロック多量。 しまり・

粘性有。

第 6フ 図 SK 57
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第 68図  SK 57出 土遺物
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第 69図 SK 58。 出土遺物

SK 58出土遺物観察表 (第 69図 )

0               10cn

(1/4)

SK 57出土遺物観察表 (第 68図 )

遺構 No 種類 器 種 日径 器高 cH 重宿ヒca 文  様 色調 胎 土 焼 成 備考

SK57

1 縄 文 深鉢 く13 0〉

支状 口縁。波頂部直下の部位で U宇状 に垂下す る隆帯か ら橋状互

寒起 を作出す る。 隆帯区画内には有節沈線 を隆帯に沿わせ、縦

立も充填 させ ている。

5YR3/2

罠褐

雲母 長石

少粒
普 通 玉台皿式。

2 縄 文 深鉢 〈7 0〉 日縁部直下にV字状突起を貼り付ける。
YR4/6

卜褐

母 長 石

石英
普 通 玉台Ⅲ式。

3 縄 文 深鉢 〈6 6〉
ヨ縁都直下にS字状の隆帯を施し、斜位の単節 RL縄文が施文さ

tる。

5YR5/4

ぶい褐
罠石 砂粒 普 通 本 8a式。

4 縄 文 深 鉢 く11 0〉 ヨ縁部直下に幅広の隆帯を賄 り付 ける。
5YR3/2

ミ褐
三石 石英 普 通 玉台Ш式。

S K 58(第 69図、 図版 8・ 34)

検出位置は赤岩 3区のR-19グ リッド内である。

形状は円形で、壁は外傾 して立ち上がるタライ状を

呈する。規模は、開口部の径が 1.34m、 底面の径

が 0.90m、 深 さは 45cmで ある。覆土は暗褐色土 。

褐色土を主体 とした 4層 か らなる自然堆積層であ

る。

遺物は、土器 3点、剥片・礫 14点が出土 した。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期 と

考えられる。
―

(1/60)

1暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック極微量。しまり'粘性有。

2暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒微量。しまり'粘性有。

3掲色土 (75YR4/3)ロ ーム土 。ローム大～極大ブロック多量。しまり'粘性有。

4黄褐色土 (10YR5/8)ロ ーム土主体。暗褐色土 (1層 )が混在。しまり・粘性有。

Ｎ＊

生 Ａ
一

∞
|

」 ぷ

0 lm

酪 No 種類 器 種 日径 cコ 器高 ca 壼径 文 様 色調 胎 土 焼 成 備考

SK58 1 縄 文 深 鉢 〈6 8〉

膏状把手 を有す る日縁部で、日唇部にキザ ミを施す。扇状部か ら

耳圧 を加 えた隆帯が垂下 して 口縁部 を区画 し、扇状部及びその

豊下の区画内は 2条 の有節沈繰、区画外 は沈線 で文様 を描出す る。

生5YR3/2

黒褐
雪母 長石 普 通

珂玉台 Ib～

Ⅱ式。

，
Ｖ



S K 59(第 70図、 図版 8・ 35)

検出位置は赤岩 3区の W-20。 21グ リッド内で

ある。形状は円形で、平坦な広い底面から狭い開口

部にかけて内傾するフラスコ状である。開回部周縁

は若干落ち込み、わずかに陥没 している。規模は、

開口部の径が 0.72m、 底面の径が ■98m、 深 さは

124cmで ある。覆土は黒褐色上を主体 とした 13層か

らなる自然堆積層で、下層中にロームブロックを多

く含んだ色調の明るい層が認められる。

遺物は、土器 213点、石器 2点、剥片・礫 74点

が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考

えられる。

11にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大ブロック中量。しまり弱、粘性有。
12にぶい黄掲色土 (10YR4/3)ロ ーム小～大プロック多量。しまり弱、粘性有。
13黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム小～中ブロック、ローム大～極大プロック少量。

しまり 粘性有。

59 50mA

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒 ローム粒少量、白色粒・赤色粒微量。しまり強、

粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒 ローム小ブロック中量。 しまり強、粘性弱。
3褐色土 (75YR4/3)今市軽石層が崩れ、2層 と混在。しまり強、粘性弱。
4褐色土(10YR4/6)ロ ーム上主体。暗褐色土(10YR3/3)が混在。しまり・粘性有。
5黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。 しまり 粘性有。
6暗掲色土 (10YR3/3)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック少量。しまり有、

粘性弱。

7黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。
8黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒微量。しまり,粘性有。
9暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小～中ブロック多量、ローム大～極大ブロック

少量。しまり弱、粘性有。
10暗掲色土 (10YR3/3)ロ ーム粒少量。しまり弱、粘性有。
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第 70図  SK 59・ 出土遺物
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SK 59出土遺物観察表 (第 70図 )

遺構 No 種類 器 種 日径 cI 器高 cn 氏径 文  様 色詞 胎 土 焼成 備考

SK59

1 縄 文 深鉢 〈15 5〉

口縁部は波状日縁で、波頂部は欠損するが垂下する隆帯と口縁

瑞部に細い押圧が加えられる。波底部直下には V字状隆帯が貼

り付けられる。日縁部、頸部、胴部は隆帯による楕円状で区画

され、区画内にはそれぞれ 6本単位の櫛歯状工具によって条線、

皮状条線が施される。

'5YR4/3

B
ミ石 石英 普 通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 〈4 5〉

コ縁部直下は幅の狭い精円区画で隆帯に有節沈線を沿わせる。区

巨接点部には、粘土紐を貼り付ける。日縁部文様帯は、幅の広

精ヽ円区画内に2列 の有節沈線で鋸歯状の文様を描出する。

5YR3/3

ま褐

石長母

英

≡
ヽ
　
一白

普通
木 7b～ 8a

3 縄 文 深 鉢 〈7 5〉

口縁部直下に2条の有節沈線が巡る。日縁部は隆帯で精円区画

され、区画内は隆帯に 2条の有節沈線が沿うものと鋸歯状に施

されるものがある。頚部にも2条の有節沈線が巡る。

' 5YR4/2

戻褐

重母  長石

ξ英
普 通

太木 7b～ Sa

4 縄 文 深鉢
コ縁部は直下に2条 の有節沈線が巡り、その下に波状の有節沈

泉が併走する。

. 5YR4/4

島

髯石 石英

少粒
普 通 玉台 ■式。

９
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S K 60(第 71図 、 図版 9。 35)

検出位置は赤岩 3区の QoR-18グ リッド内で

ある。形状は円形で、削平されたためか他の上坑 よ

り浅いものの、平坦な底面から開口部にかけて内傾

するフラスコ状であった ものと考えられる。規模

は、開口部の径が 1.24m、 底面の径が 1.35m、 深

さは 48cmで ある。覆土は黒色土・黒褐色土を主体

とした 5層 からなる自然堆積層で、底面直上はロー

ム土主体の層である。

遺物は、土器 67点、石器 7点、剥片・礫 11点が

底面付近でまとまって出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期併行の大木

8a式期のものと考えられる。

lm

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)掲 色泣少量、白色粒極微量。しまり強、粘性弱。

2黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒 ローム中～大ブロック少量。 しまり 粘性有。

3褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量。しまり 粘性有。

4明黄褐色土 (10YR6/6)コ ーム土主体。3層 が混在。しまり・粘性有。

5明黄褐色土 (10YR6ん )ロ ーム土主体。2層 が混在。 しまり・粘性有。
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第 71図  SK 60・ 出土遺物

SK 60出土遺物観察表 (第 フ1図 )

遺構 No 種 類 器 種 口ぞ乙cn 器高 oコ 啜径 ct 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SK60

1 縄 文 深 鉢 (11 5〉

ヨ縁に把手を持ち、日縁部直下には押圧を加えた隆帯を沿わす。

買部には波状沈線と複数の沈線を巡らし区画する。地文は縦位

D単節 RL縄文が施文される。外面から内面口唇部付近まで赤彩

ド認めらオしる。

5YR7/6 髯石 石英

少粒
普 通 木 8a式。

2 縄 文 深鉢 〈8 9〉

篭形に胴部が膨らむ器形で、日唇部に棒状工具で押圧を加え、即

希は2条の隆帯を巡らせる。区画内は幅広の有節沈線を施す。「

ス部直下から隆帯間は横位の単節 RL縄 文が間隔を開けて施文。

5YR6/6

き

見石 砂粒

]針状物質
普 通 木 8a式。

3 縄 文 深 鉢 〈17 0〉

洞部区画の隆帯には幅広のキャタピラ文とくさび状の有節沈線

を浴わせ鋸歯状の沈線を2条巡らせる。

5YR3/1

ミ褐

母

英

長石

砂粒
普 通 テ〔。

4 縄 文 深 鉢 〈15 0〉
頂部は2列単位の有節沈線を巡らせて区画し、胴部には同じ有

蔀沈線で菱形状、波状に文様を描出する。外部に煤が付着する。

5YR5/4

ぶい褐

員母 長石

沙粒
普 通 木 8a式。

5 縄 文 深 鉢 <6 0〉
箕部、胴部は隆帯で区画 し、頸部 は楕 円状 区画、胴部には方形

犬の区画を施す。 区画内は沈線 を沿わす。

5YR5/3

ぶい褐

ミ石 石英

少粒
普 通 木 7b式。

‐73-



S K 61(第 72図、 図版 9・ 35)

検出位置は赤岩 3区の WoX-20グ リッド内で

ある。南側は攪乱によって破壊 されていた。形状は

開口部が方形状を呈するが、これは攪乱や崩落にと

もなうもので、底面の形状からも円形であったもの

とみられる。底面は広 く平坦で、開口部にかけて内

傾するフラスコ状である。規模は、開田部の径が 1.60

m、 底面の径が 2.62m、 深さは 100cmで ある。覆土

は黒色土・黒褐色土を主体 とした 14層 からなる自

然堆積層で、壁に近い層では、土層図には図示 され

ていないが、所々で七本桜。今市軽石層が塊状になっ

て認められた。

遺物は、土器 111点 、石器 6点、剥片・礫 43点

が出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期 と考えられ

る。

13にぶい責褐色土(10YR4/3)11層 が斑状に多量混在。ローム中～大プロック・

ローム極大ブロック多量。しまり。粘性有。
14にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～大ブロック少量。しまり。粘性有。

59 30m B

第 フ2図  SK 61・ 出土遺物

lm

―

(1/60)

1黒色土 (10YR2/1)白 色粒・ローム粒極微量。しまり強、粘性弱。
2黒褐色土 (75YR3/2)褐 色粒・白色粒・ローム粒少量。しまり強、粘性弱。
3褐色土 (75YR4/3)今市軽石層の崩れ。にぶい責褐色土 (10YR4/3)が 混在。

しまり強、粘性弱。
4黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック極微量。しまり。粘性有。
5黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。 しまり有、粘性弱。
6黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒微量。しまり,粘性有。
7黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 。コーム小プロック少量。5層 よりやや暗め。

しまり・粘性有。

8にぶい責褐色上 (ЮYR4/3)ロ ーム粒 ローム小ブロック・今市軽石粒少量。

しまり,粘性有。
9責褐色土 (10YR5ん )ロ ーム土と今市軽石の混土。しまり,粘性有。
10黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり'粘性有。
11黒 色土 (10YR17/1)ロ ーム粒中量、ローム大 。ローム極大ブロック微量。

しまり,粘性有。
12黒褐色土 (10YR3定 )ロ ーム粒多量、ローム小～中ブロック少量、炭化物粒・

炭化物小塊微量。粒状がやや粗い。しまり'粘性有。

0               10cm

(1/4)
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SK 61出土遺物観察表 (第 72図 )

迪 構 一陥 機 雛 日径 cn 器高 cl 芸径 CD 支 様 色調 胎土 焼成 備考

SK61

1 縄 文 深鉢 <5 0〉
ヨ唇部は角頭状で、日縁部直下には 1条の有節沈線と弧状の有

市沈線を施し、その下に貝殻腹縁文によるキザミを横走させる。

' 5YR6/6

登
景母 砂粒 普通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 〈3 7〉
ヨ縁部直下に2列単位の有節沈線を巡らせ、その下に同じ有節

を線を弧状に施す。

' 5YR3/2

黒褐
真母 砂粒 普 通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 日縁部に粘土棒を粘土貼りで覆う突起を施す。
OYR3/2

幕褐
巨母  砂粒 普 通 玉 台 Ⅱ式。

4 縄 文 浅鉢 〈9 5〉

日縁部 を強 く屈 曲 させ る。 日縁部文様帯は隆帯で楕円区画 し、優

EuF内 には 2列単位 の有節沈線 を沿わす。 日縁部側の有節沈線 は

一部はみ 出す。

IYR4/6

卜褐

景母 長石

写英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

5 縄 文 浅鉢 〈9 6〉 ヨ縁部は波状気味。口唇部は角頭状に面取りされる。
5YR6/4

ぶい橙

雲母  長石

百英

やや

良好

74-



S K 62(第 73図、 図版 9。 35)

検出位置は赤岩 3区の X-20。 21グ リッド内で

ある。形状は、平坦な広い底面から狭い開口部にか

けて内傾するフラスコ状である。開田部周縁は広い

範囲で皿状に落ち込み、陥没 していることが認めら

れた。規模は、開口部の径が 0,90m、 底面の径が 2.68

m、 深さは 104cmで ある。覆土は黒褐色土を主体 と

した ■ 層か らなる自然堆積層で、崩落 した明瞭な

層は認められない。

遺物は、土器 84点、石器 9点、剥片・礫 25点が

出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期のものと考

えられる。

◇

59 30m B

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (75YR3/2)褐 色粒・ローム粒少量、白色粒・赤色粒微量。しまり

強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YRy2)褐色粒・ローム粒・白色粒微量。しまり有、粘性弱。

3黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒少量。しまり強、粘性弱。

4黒色土 (75YR17/1)コ ーム粒・炭化物小～中塊微量。しまり 粘性有。

5黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック微量。しまり・粘性有。

6黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒中量。しまり'粘性有。

7黒掲色土 (75YR2/2)ロ ーム粒微量。しまり・粘性有。

8黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒多量、ローム小～中ブロック中量、ローム大

ブロック少量。しまり・粘性有。

9黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、炭化物粒・炭化物

小塊微量。しまり・粘性有。

10黒 色土 (75YR17/1)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり,粘性有。

H黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム中～大ブロック多量。 しまり・粘性有。
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SK 62出土遺物観察表 (第 73図 )

遺構 No 種類 器 種 日径 c] 器高 cコ 底径 ca 文  様 色 Ivq 胎土 焼成 備考

I 縄 文 深鉢 〈7 6〉 ヨ縁部 に V宇状隆帯が貼 り付 け られ る。
YR3/2

旨赤褐

雲母 長石

百英
普通 王台Ⅲ式。

2 縄 文 深鉢 く5 2〉
コ縁部直下に2列の有節沈線を巡らせ、その下に弧状の有節沈

泉を連続させる。

5YR5/3

とぶい褐

雲母 長石

百英
普通 台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 〈7 0〉

ヨ縁部 は小波状 とな り、隆帯で楕 円区画 され る。 区画内は 2列

D有節沈線が隆常に沿つて施 され る。器面には細い単節 LR縄文

と維位 に施文す る。

生5YR3/3

吉褐

景母 長石

『
英

やや

良好
玉台Ш叱

4 縄 文 深 鉢 三曲した胴部で、くさび状の有節沈線が横走する。
生5YR4/3

鳳

昌母 長石

S英

やや

良好
玉台Ⅲ式。

5 石 器
多7L石・

石皿

髯さ 1 25 5cm 幅 :12 0cm 厚 さ :6 5cm 重量 :3120g 石材 :

少岩
用。

S K 63(第 74図、 図版 9)

検出位置は赤岩 3区のX-21グ リッド内である。

形状は円形で、壁は外傾 してやや緩やかに立ち上が

る部分 もあ り、碗状を呈する。規模は、開口部の径

が ■56m、 底面の径が 0.85m、 深さは 39cmで ある。

覆土は黒色土・黒褐色土を主体 とした 4層 か らな

り、レンズ状を呈 した自然堆積層である。

遺物は出土 していないが、本土坑は覆土の状態か

ら縄文時代のものと考えられる。

S K 64(第 75。 76図、 図版 9。 36)

検出位置は赤岩 3区の X・ Y-21グ リッド内で

ある。形状は、平坦な広い底面から狭い開口部にか

けて内傾するフラスコ状である。開口部周縁は広い

範囲で皿状に落ち込み、陥没 していることが認めら

れた。規模は、開口部の径が 0.97m、 底面の径が 2.40

m、 深 さは 95cmである。覆土は 9層 か らなる自然

堆積層を呈する。第 8層 は土坑内に広い範囲で広が

るローム土主体の層で、壁が崩落 して堆積 した可能

性がある。

遺物は、土器 65点、石器 3点、剥片・礫 62点が

出上した。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期の

ものと考えられる。

(1/60)

1黒色土 (10YR2/1)掲 色粒・白色粒・赤色粒・ローム粒少量。 しまり強、粘性弱。

2黒掲色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒 ローム粒少量、赤色粒微量。しまり強、

粘性有。

3暗褐色土 (75YR3/3)今市軽石粒多量。しまり強、粘性弱。

4暗褐色土 (10YR3た )ロ ーム中～大ブロック多量。しまり強、粘性有。

第 74図  SK 63
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1黒褐色土 (10YR3/1)白 色粒少量、ローム極小ブロック・黒色土ブロック微量。しまり強

2黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒少量、自色粒微量。しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/2)白 色粒・ローム小～中ブロック微量。しまり 粘性有。

4黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量、ローム小プロック・白色粒 黒色小ブロック微量。

5暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒 ローム小～中ブロック少量。しまり'粘性有。

6にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒少量、ローム中～大ブロック両側に中量。しまり

7暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小ブロック少量。しまり・粘性有。

8明黄褐色土 (25Y6/6)ロ ーム土主体。7・ 9層が斑状に混在。しまり'粘性右。

9黒色土 (25Y2/1)ロ ーム大・ローム極大ブロック多量。しまり・粘性有。

Ⅷ 74

0               10cm

(1/4)

、粘性弱。

しまり'粘性有。

粘性有。

SK 64・ 出土遺物

‐77‐
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SK 64出土遺物観察表 (第 76図 )

齢 No 種類 器種 日―径 lcn 器高 cII 芸径 on 文 様 色調 胎土 焼成 備 考

SK64

1 縄 文 深鉢 (390) く39 2〉

ヨ縁部に4単位の小波状突起を有し、波頂部から頸部にかけて憾

早圧を加えた 2条の隆常、頸部は 2条の蛇行隆帯、胴部は 1条

D蛇行隆帯から二股に分かれて垂下する。日縁部文標帯は、2条

津位の有節沈線で方形状に区画、頸部は隆帯で精円形状に区画

きれ、区画内は隆帯に有節沈線が沿う。地文は間隔を開けた縦

上の無節 L縄文を施文する。

5YR6/4

とぶい橙

民石 石英

黒色粒

ホ色粒

岳針状物質

普 通 木 7b式。

2 縄 文 深鉢 (314) 〈25 5〉

コ縁部に4単位の小波状突起を有し、突起端部には棒状工具に」

a押圧が加えられる。日縁部直下には 2条の沈線と波状沈線がX

3。 さらに突起部直下から2条の波状沈線が垂下する。地文は

曲立の単節 LR縄 文が施文され、一部結節回転縄文が認められる

5YR5/3

ぶい褐
皇母 砂 粒 普通 木 7b式。

3 縄 文 深鉢 〈5 8〉
コ縁部無文帯直下に交互刺突文が巡 る。 地文は斜位 の学節 LR縄

廷。

5YR3/2

ミ褐

昌母 長石

〔英
普通 木 7b式。

縄 文 深鉢 (58〉
ヨ縁部を隆帯で区画し、有節沈線を隆帯に沿わせ、区画内に複

文列施す。

5YR6/6

鬱

重母 石英

少粒

やや

良好

玉 台 Ib

5 縄 文 深 鉢 く7 5)

コ縁部を隆帯で精円区画し、区画接点部は精円把手を作出する。

■裁竹管状工具による2列単位の角押文を隆帯に沿つて施し、1

子側面や頸部にも横走させている。

iYR3/1

阜褐

景母 長石

ζ英
普 通 玉台 Ⅱ式。

6 縄 文 深鉢 く10 4〉

買部文様帯 と胴部文様帯を隆帯で区画 し、隆帯に沿 つて有節沈

泉と波状沈線 を沿わせ る。胴部文様帯 は沈線 と波状沈線で文様

を描出す る。

iYR4/6

卜褐

ミ石 石英

少業立

やや

良好

玉台 Ib

S K 65(第 77図、 図版 9。 36)

検出位置は赤岩 3区のW-20グ リッド内である。

形状は、平坦な広い底面から狭い開田部にかけて内

傾するフラスコ状である。開口部周縁は落ち込み、

陥没 していることが認められた。規模は、開田部の

径が ■00m、 底面の径が ■82m、 深さは94cmで ある。

覆土は黒色土・黒褐色土を主体 とした 5層からなる

自然堆積層を呈する。第 2層 はロームブロックを多

量に含み、壁が崩落 した層とみられる。

遺物は、土器 58点、石器 13点、剥片・礫 56点

が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考

えられる。

59 40m A

0        1m

―

(1/60)

1黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒中量、ローム小ブロック少量、炭化物粒極微量。

しまり,粘性有。

2褐色土 (10YR4/6)ロ ーム粒多量、ローム小～中プロック少量、炭化物粒・焼

土粒微量。しまり・粘性有。

3黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量。しまり・粘性有。

4黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック少量、炭化物粒微量。

しまり。粘性有。

5暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒・ローム小～中プロック多量。 しまり強、粘性有。

∞

日
Ｏ
ｗ
Ｓ
い

醐
2

第 フフ図  SK 65・

0               10cm

(1/4)
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遺構 種類 器 種 口径 器高 cコ 底径 o 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK65

1 縄 文 深鉢 く4 8〉
口縁部直下に2条の隆帯を巡らせ、隆帯間には幅広のキャタピ

ラ文、隆帯外に複列の有節沈線を施す。

′
5YR3/2

鳥褐

石長母

英

量

　

百
良好 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 〈4 7〉
高状把手部で、端部 にキザ ミを施す。弧状 の隆帯を貼 り付 け、階

常内に有節沈線 を沿わす。

5YR5/6

月褐

石長母

英

雪
ヽ
　
百
一

普通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深 鉢 〈4 3〉

支状口縁で隆帯によって区画する。波底部が区画接点部になる。

名帯上には棒状工具による押圧を加える。隆帯に 2条の沈線を

合わせ、区画内には波状の沈線を横走させる。

5YR6/3

とぶい褐

罠石 石英

少粒
良好 玉台Ⅳ式。

SK 65出土遺物観察表 (第 77図 )

SK6フ 出土遺物観察表 (第 78図 )

S K 67(第 78図、 図版 9・ 36)

検出位置は赤岩 3区のY-21グ リッド内である。

北側のオーバーハ ング部で SK68と 切 り合い、土層

か ら本土坑が新 しい と判断される。形状は、平坦

な広い底面から狭い開口部にかけて内傾するフラス

コ状である。開口部周縁は広い範囲で皿状に落ち込

み、陥没 していることが認められた。規模は、開口

部の径が 0.72m、 底面の径が 2.34m、 深さは 110cm

である。覆土は黒色土・黒褐色土を主体 とした 14

層からなる自然堆積層で、第 3層 はローム土主体の

壁が崩落 した層である。また、底面直上の 14層 も

ローム質上で、マウンド状に広がった層である。

遺物は、土器 21点 、石器 7点、剥片 。礫 31点が

出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期と考えられ

る。

11にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム小～中プロック多量。しまり'粘性有。

12黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小プロック少量、今市軽石粒極微量。しまり '

粘性有。

13黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒・ローム小プロック少量。しまり・粘性有。

14黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。ローム中～大ブロック少量。しまり・

粘性有。

r
＼  SK93

ヽ

へ

/

上 5940m

0        1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (75YR3/1)褐 色粒・ローム粒少量、白色粒・赤色粒微量。 しまり

強、粘性弱。

2暗褐色上 (10YR3/3)ロ ーム粒中量、白色粒・赤色粒極微量。しまり強、粘性弱。

3明黄褐色土 (10YR6ん )コ ーム土主体。黒色土 ,今市軽石粒少量。 しまり。

粘性有。

4灰褐色土 (75YR4/2)白 色粒少畳、今市軽石粒多量。しまり強、粘性弱。

5黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小プロック・褐色小～中ブロック少量。 しまり・

粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小プロック少量。 しまり・粘性有。

7明黄掲色土 (10YR6/8)ロ ーム小～中プロック中量、5・ 12層 が斑状に混在。

しまり・粘性有。

8黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム中～大プロック多量。しまり・粘性有。

9黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 ローム小～中ブロック中量。しまり'粘性有。

10黒 色土 (10YR1 7/1)ロ ーム中～大・極大ブロック多量、炭化物中～大塊・

焼土少量。しまり・粘性有。

0               10cm

(1/4)
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第 フ8図  SK6フ ・出土遺物

遺構 No 種類 器 種 口径 Ы 器高 d ま径 cD 文 様 色調 胎 上 焼成 備 考

SK67

ユ 縄 文 深鉢 〈9 8〉
口縁部は小突起を持ち、文様帯はキザミを加えた。高い隆常区

画内に半裁竹管状工具を用いた沈線を無造作に施す。

IYR4/2

疋褐

髯石 石英

少粒
普通

玉台 Ⅱ式

2 縄 文 深 鉢 く4 7〉
ヨ縁部を隆帯で区画 し、隆帯区画 には半裁竹管状工具による 2冽

羊位 の角押文を沿わせ る。

IYR3/1

ミ褐

冨母 長石

ξ英
普通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深 鉢 く6 0〉
ヨ縁都直下に太目の沈線 2条 と波状沈線を巡らす。地文は横位

D単節 RL縄 文が認められる。

5YR7/6

&

≧石 石英

肇針状物質
普通

木 7b～ 3a

79



S K 68(第 79図、図版 9。 36)

検出位置 は赤岩 3区 の Y-21グ リッ ド内であ

る。南側のオーバーハ ング部で SK67と 切 り合い、

土層から本土坑が古いと判断される。また東側では

SK90と 重複 し、土層から新旧関係を把握すること

はできなかったが、出土遺物から本土坑が古いと考

えられる。形状は、平坦な広い底面から狭い開口部

にかけて内傾するフラスコ状である。規模は、開口

部の径が ■84m、 底面の径が 2.30m、 深 さは 84cm

である。開口部は崩落のため、他の土坑より広がっ

ていた。覆土は黒色土・黒褐色土を主体 とした 10

層か らなる自然堆積層で、第 9。 10層 はロームブ

ロックを多 く含む色調の明るい層で、壁が崩落 して

堆積 したと思われる。

遺物は、土器 42点、石器 8点、剥片・礫 17点が

出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期 と考えられ

る。

B 5940m

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒 ローム粒 ローム小ブロック少量、白色粒・

赤色粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒少量、ローム粒 白色粒微量。しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック少量、炭化物粒・

炭化物小塊微量。2層 より暗め。 しまり有、粘性弱。

4黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒・今市軽石粒中量。しまり強、粘性弱。

5暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒 。今市軽石粒中量。 しまり強、粘性弱。

6黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒中量、ローム中～大ブロック (一部 )微量。8層

が僅かに混在。しまり 粘性有。

7黒色土 (10YR2/1)8層 が班状に混在。しまり'粘性有。

8黒褐色土 (10YR2/2)6層 と9層が混在。

9に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒 。ローム小～大 。ローム極大ブロック

少量。しまり'粘性有。

10に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大 極大ブロック多量。しまり。

粘性有。
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第 フ9図  SK 68。 出土遺物

SK 68出土遺物観察表 (第 フ9図 )

遺構 種 類 器 種 日径 cD 器高 cI 甍径 cH 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK68

1 縄 文 深鉢 く8 0〉
コ唇部は角頭状で、日縁部の隆帯区画は三角楕円か。隆帯に沿

つて先端鋭利な工具による有飾沈線を2条施す。

OYR3/2

鳥褐
景母 長石

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 〈6 3〉

ヨ唇部と口縁部内面の直下に有節沈線を巡らす。一部押圧が加

えられる。日縁部は隆帯で精円区画し、日唇都と同じ有節沈線

と浴わせる。区画接点部は粘土棒を粘土貼りで覆う突超を施す。

5YR6/6

登

石 石 英

砂 粒

やや

良好

玉台 Ib

3 縄 文 深鉢 〈4 5〉
日縁部を有節沈線で楕円区画する。区画接点部の日唇部はわず

かに突起し、押圧が加えられる。

5YR3/3

音褐

罠石 石英

砂粒
普 通 木 7b式。

4 縄 文 浅鉢 く4 7〉 103 壼面中央部 と端部に lヶ 所 、棒状工具による押圧痕が認 め られ る
5YR4/2

て褐

母

石 英

長石
普通

5 石器 昏製石宥
髯さ !6 9cm 幅 :4 0cm 厚 さ i26cm 重量 :1190g 石材 i

莫山岩
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S K 69(第 80図 、 図版 10,36・ 37)

検出位置は赤岩 3区のW-20グ リッド内である。

形状は、平坦な底面から狭い開口部にかけて内傾す

るフラスコ状である。規模は、開口部の径が 1.16m、

底面の径が 1.76m、 深さは 65cmである。開口部は

崩落のため、他の上坑より広がっていた。覆土は 8

層からなる自然堆積層を呈する。ローム質土 となる

第 4層 は壁側の崩落、底面直上の 8層 はマウンド状

に広がった天丼部からの崩落層とみられる。

遺物は、土器 44点、石器 6点、剥片。礫 33点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期 と考えられ

る。

0 lm

Ⅷ Ⅷ

第 80図  SK 69・ 出土遺物

SK 69出土遺物観察表 (第 80図 )

問
―――

――Ｉ

Ｗ

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)白 色粒・白色小プロック少量、責色粒・黄色小ブロッ

ク中量。しまり強、粘性弱。

2暗褐色土 (10YR3/4)今 市軽石層の崩れが多量混在。 しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/1)黄 色粒・白色粒少量。しまり強、粘性弱。

4明黄褐色土 (10YR6/6)6層 が少量混在。しまり,粘性有。

5黒色土 (10YR17/1)ロ ーム粒 白色粒微量。 しまり・粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック中量。しまり・粘性有。

7にぶい黄褐色土 (10YR4/3)5層 が多量混在。 しまり・粘性有。

8黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム小～中プロック少量、ローム中～大ブロック微

量。しまり・粘性有。

10cm

(1/4)

遺 構 種類 器 種 口8監 cI 器高 cn 氏径 cコ 文  様 色調 胎土 焼成 備考

SK69

I 縄 文 深 鉢 (5 3〉
口縁部直下に隆帯を巡らせ、両脇に2列の有節沈線を沿わせる。

日縁部内には同じ2列の有節沈線を鋸歯状に施す。

OYR3/2

亀褐

髯石

名閃石

少絃

音 通 玉台 】式。

2 縄 文 鉢 (85) 63
ミニチュアの鉢形土器。日縁部は外側へ屈曲させている。地文

は撚糸文である。

YR4/8

儲褐

冨母 長石

少粒

子針状物質

普 通 3a式。

3 縄 文 深 鉢 く8 7〉 全帯 と隆帯 に沿つた 2列の有飾沈線で文様 を抽出す る。
【褐

富母 長石

砂礫
普 通 玉台 Ⅱ式。

4 縄 文 深 鉢 〈5 3〉 70
ミ部は上げ底気味。胴部は下端の一部に櫛歯状工具による条線

ド認められる。

' 5YR4/6

島
髭石 石 英 普 通

5 石器
砥 石

凹石

量さ :11 5cm 幅 :8 0cm 厚 さ t44cm 重量 :4720g 石材 !

砂岩

6 石器 多子と石
三さ :20 4cm 幅 :15 3cm 厚 さ :8 1cm 重量 :2930g 石材 :

砂岩
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S K 70(第 81図、 図版 10・ 37)

検出位置は赤岩 3区の V・ W-20グ リッド内で

ある。形状は、ほぼ平坦な底面から狭い開口部にか

けて内傾するフラスコ状である。規模は、開口部の

径が 0.86m、 底面の径が ■45m、 深さは 85cmである。

開口部周縁は広い範囲で皿状に落ち込み、陥没 して

いることが認められた。覆土は 8層 からなる自然堆

積層を呈する。ローム質土となる第 3層 は壁側の崩

落とみられる。下層の第 6層 は七本桜 。今市軽石層

を含み、天丼部からの崩落層 と思われる。

遺物は、土器 42点、剥片・礫 15点が出上 した。 1・

2は第 7・ 8層 中からの出上である。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台Ⅳ式期 と考えら

れ、大木 8a式の上器を伴う。

W

量

ひ         lm

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒少量、ローム粒中量、黒色粒微量。

しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒 。白色粒少量、ローム粒 。ローム小ブロック

多量、炭化物粒微量、焼土粒極微量。しまり強、粘

性弱。

3にぶい黄掲色土 (10YR4/3)ロ ーム質土と暗褐色上の混土。ローム粒微量。

しまり強、粘性有。

4黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒 白色粒・ローム粒少量、炭化物粒極微量。

しまり有、粘性弱。

5暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒・ローム小～中プロック少量。しまり・粘性有。

6黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土主体。今市軽石層との混上で崩落層と思

われる。ローム中～大ブロック少量。しまり '粘性

有。

7に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。 しまり・

粘性有。

8暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小～中プロック少量。ローム極大プロック微

量。 しまり 粘性有。

Ｎ＊

く

Ｅ
Ｏ
∞

０
り

Ｃ

一

ぼ
一

4

0                10cm

(1/4)

第 81図 SK 70・ 出土遺物
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SKフ0出土遺物観察表 (第 81図 )

遺構 No 種類 器種 日径 o 器高 cコ 雲径 cコ 文 様 色詞 胎 土 焼 成 備 考

1 縄 文 深 鉢 く32 8〉

皮状 日縁 で、 日縁部文様帯は隆帯によ り三角区画 し、区画内に Z

条の沈線 を沿わせ る。胴部 も隆帯に沿つた沈線で文様 を描 出す

る。地文は縦位 の単節 しR縄文で、隆帯を貼 り付 けた後に施文す るI

Ｒ４

褐

重母 長石

『
英

普通 玉台Ⅳ式。

2 縄 文 深 鉢 (180) 〈24 5〉

ヨ縁部を隆帯によつて大型の装飾を施す。胴部は 2条の隆帯で

働巻文を描出する。地文は間隔を開けた縦位の単節LR縄 文を施

覚する。

5YR4/2

て褐

髯石 石英

考閃石
普 通 木 8a式。

3 縄 文 深鉢 <5 6〉
ヨ縁部にV宇状の貼付文を持ち、有節沈線を沿わせ直下に菱形

髯を施す。地文は縦位の単節RL縄 文。

YR2/2

景褐

三石 石英

ヨ色粒

や

好

や

良
本 8a式。

4 縄 文 深鉢 〈7 1〉
桐部に隆帯を垂下させ、2条の有節沈線で菱形状の文様を構成す

る。

5YR7/6

色

髯石 角閃
音 通 木 8a式。

縄 文 深鉢 〈9 0〉 98
全帯と隆帯に沿つた沈線で文様を構成する。地文は縦位の単飾

L縄文。底面は網代痕。内面に煤付着。

5YR7/6

と

景母 長石

ζ英
普通

6 縄 文 深 鉢 (2 8〉 同部には下端まで単節 LR縄 文が施文される。底面は網代痕。
iYR4/6

示褐

三石 石英

少粒
普通

S K 71(第 82図、 図版 37)

検出位置は赤岩 3区のQ-18グ リッド内である。

SD03に よって削平され、形状及び規模、覆土等の

全容は不明である。残存する深さは 20cmであった。

遺物は、土器 6点が出土 した。 1は床面に潰れた

状態で出土している。

本土坑は、出土遺物から大木 8a式期併行 と考え

られる。
0          1m

―

(1/60)

(1/4)

第 82図  SKフ 1・ 出土遺物

S K 72(第 83図、 図版 10,37)

検出位置は赤岩 3区の M・ N-18グ リッド内である。SK29と 重複するが、新旧関係は不明である。

上部の大半が削平されているが、形状はほぼ円形で、平坦な底面から開口部にかけて内傾するフラスコ状

を呈 したものとみられる。覆土は自然堆積の 3層 を確認 した。

遺物は、土器 1点が出土した。

本土坑は、遺構の形態や出土遺物の胎土から阿玉台式期と考えられる。

SK 71出土遺物観察表 (第 82図 )

遺構 No 種類 縫 日径 cI 器高 cH 雲径 ,コ 文 様 色調 胎上 焼成 備 考

1 縄 文 深鉢 〈12 [〉

口縁部はくの字に強く屈曲するタイプで、日縁部に断面三角隆

詩を用いて文様を描出し、V宇状の貼付文を施す。日縁部は内面

にかけて赤彩が認められる。

≒5YR7/6

登
雲母 石 英 良好 木 8a式。
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だ
一

59 30mA

0         上m

―

(1/60)

1暗褐色土 (75YR3/3)褐 色粒 白色粒・赤色粒 。ローム小ブロック少量。し

まり強、粘性弱。
2褐色土 (75YR4/4)ロ ーム小ブロック少量。しまり,粘性有。
3褐色土 (75YR4/4)今市軽石粒多量。しまり強、粘性弱。

SKフ2出土遺物観察表 (第 83図 )

第 83図 SKフ 2・ 出土遺物

0/
ウ

Aイ

ヽ

＼

ぶ

0                10cm

(1/4)

〇 |

A'ぎ

S K 73(第 84図、 図版 10。 37)

検出位置は赤岩 3区の M-18・ 19グ リッド内で

ある。上面は攪乱により削平を受けている。南東側

上部で SK80と 重複 し、南西側のオーバーハ ング部

では SK74と 切 り合 うが、土層か ら新旧関係は把握

されなかった。また出土遺物からも時期差を提えら

れなかった。形状は平坦な底面か ら開口部にかけ

て内傾するフラスコ状である。規模 は、開口部の

径が 1,18m、 底面の径が ■90m、 深さは 78cmであ

る。開田部は崩落のため、他の土坑 より広がってい

た。覆土は 8層からなる自然堆積であるが、壁寄 り

に崩落したとみられる第 5～ 7層 と、中央でレンズ

状を呈 した第 1～ 3層の自然堆積層に大 きく分けら

れる。

遺物は、土器 20点、剥片・礫 4点が出土した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期併行の大木

8a式期 と考えられる。

第 84図  SKフ 3

Φ^

Ｎ紫

Φ/sれ丁＼
~

59 20n A

59 20m B

0         1m

―

(1/60)

1灰褐色土 (75YR4//2)ロ ーム粒中量、ローム中～大ブロック極微量、白色粒・

褐色粒・炭化物粒微量。しまり 粘性有。

2褐色土 (75YR4/3)今市軽石多量。しまり強、粘性有。

3黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック少量。 しまり・

粘性有。

4にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり,粘性有。

5

6にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム小～中プロック微量。しまり,粘性有。

7黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム土混在。しまり・粘性有。

8黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム小～中ブロック中量。しまり'粘性有。

0               10CD

(1/4)

出土遺物

遺構 No 種類 器 種 口ぞ旨c窟 器高 ci 壼径 cr 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK72 1 縄 文 浅鉢 〈5 3〉 128 玉面は網代痕。
5YR4/2

て褐

景母 石英

少*立

普通

‐84-



意構 種類 器 種 日径 cn 器高 α 底径 cI 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

I 縄 文 深鉢 〈7 0〉
ヨ縁部の一部 に粘 土紐 を貼 り付 け、この部分を境 に して単節縄

廷をそれぞれ縦位 に施文 し、羽状構成 をとる。

' 5YR3/1

黒褐
髯石 石英 普通 木 8a式。

2 縄 文 深鉢 〈7 0)
ヨ縁部直下に押圧を加えた隆帯を巡らせ、2条の有節沈線と波状

D沈線を併走させる。

5YR6/4

とぶい橙

電石 石英

少米立
普通 木 8a式。

3 縄 文 深 鉢 く5 7〉 空帯と3本単位の沈線で文様を描出する。
5YR7/4

とぶい橙

写母  長石

少差芝
普通 木 8a式。

SK 73出土遺物観察表 (第 84図 )

S K 74(第 85図、 図版 10。 37)

検出位置は赤岩 3区のM-19グ リッド内である。

上面は攪乱により削平を受けている。南西側のオー

バーハ ング部で SK73と 切 り合 うが、土層から新旧

関係は把握されなかった。出土遺物からも時期差は

さほどうかがえない。形状はほぼ平坦な底面から開

口部にかけて内傾するフラスコ状である。規模は、

開口部の径が 0.88m、 底面の径が ■50m、 深 さは

56cmで ある。開口部は崩落のため、他の上坑より広

がっていた。覆土は 5層 か らなる自然堆積 を呈す

る。第 2層及び第 5層 はローム質上で崩落層の可能

性がある。

遺物は、土器 36点、石器 2点、剥片・礫 8点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期併行の大木

8a式期 と考えられる。

Piti05 1

ヤ

0         1m

―

(1/60)

1灰褐色土 (75YR4/2)ロ ーム粒中量、ローム中～大ブロック極微量、白色粒 .

掲色粒・成化物粒微量。しまり'粘性有。

2に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大プロック少量。しまり'粘性有。

3黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム中～大ブロック少量。しまり'粘性有。

4黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム小～中ブロック中量。しまり・粘性有。

5にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。
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第 85図 SKフ 4・ 出土遺物

SKフ4出土遺物観察表 (第 85図 )

10cm

(1/4)

齢 No 種類 器 種 口径 c, 器高 cコ は径 ct 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK74

1 縄 文 深鉢 〈7 6〉
ヨ縁部を細かく屈曲させ、屈曲部に沈線、波状沈線を巡らす。郎

“

以下は隆帯と沈線で区画する。

ん

褐

Ｒ３

ホ
髯石 石 英 良好 木 3a式。

2 縄 文 深鉢 〈7 0〉
コ縁部を隆帯によって区画し、橋状把手を作出する。区画内に

よくさび状の刺突をやや雑に連続させる。

5YR6/6

善

髯石 石英

少紅
普通 玉台Ш式。

3 縄 文 深鉢 〈3 7〉 コ縁部直下に押圧 を加 えた隆帯を巡 らす。
旨赤褐

髯石 砂粒 普通 大木 8a式。
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S K 75(第 86図、図版 10。 37)

検出位置は赤岩 3区の VoW-21グ リッド内で

ある。北側で SK51の上部と切 り合う。上層から新

旧関係は把握されなかったが、出土遺物から本土坑

が新しいと考えられる。形状はほぼ平坦な底面から

開口部にかけて内傾するフラスコ状である。規模

は、開口部の径が 0。96m、 底面の径が 1.16m、 深

さは50cmである。開口部は崩落のため、他の土坑

より広がっていた。覆土は6層からなる自然堆積を

呈する。

遺物は、土器 2点、剥片・礫 7点が出土した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期併行の大木

8a式期と考えられる。

饉∈饉畿用

Ｎ＊

59 30m

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・自色粒少量、炭化物粒極微量。しまり強、粘性弱。

2.黒褐色土 (75YR3/2)白色粒・ローム粒微量、ローム小ブロック極微畳。し

まり強、粘性弱。

3暗褐色土 (猛5YR3/3)4層 と同質だがやや暗い。しまり・粘性有。

4暗褐色土 (猛5YR3/3)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、黄褐色状の斑点混

在。しまり。粘性有。

5褐色土 (75YR4/3)今市軽石層のプロック多量混在。しまり・粘性有。

6暗褐色土 (75YR3/3)ローム大ブロック多量。しまり・粘性有。

だ
一

S K 76(第 87図 )

検出位置は赤岩 3区のW-21グ リッド内である。

SK52の 断ち割 り調査時に確認 された。SK52と 重

複 し、土層から本土坑が古いと判断された。遺構の

ほとんどが南側の調査区外にあ り、形状、規模の全

容は不明である。確認できた覆土は 5層 からなる。

第 4層 はローム質上で、壁面から崩落した層の可能

性がある。

遺物は出土しなかったが、本土坑の時期は、遺構

の形態から阿玉台式期のものと考えられる。

0                1ocm

(1/4)

第 86図 SK 75。 出土遺物
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フ5出土遺物観察表 (第 86図 )

59 50m A

0        1m

―

(1/60)

l黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒少量、白色プロック・ローム粒微量。

しまり強、粘性弱。SK52上部と同質だが、SK76上面

の方が明るい。

2暗褐色土 (75YR3潟 )ロ ーム粒少畳。しまり有、活性弱。

3黒色土 (10YR17/1)ロ ーム粒少量、ローム小プロック微量。しまり・粘性有。

■黒色上(10YR2/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中プロック少量。しまり・粘性有。

5にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム質土主体。ローム中～大プロック・黒色

土多量。しまり,粘性有。

第 87図  SK 76
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S K 77(第 88図、 図版 10・ 38)

検出位置は赤岩 3区のO-19グ リッド内である。

遺構の約半分が南側調査区にかかるため全容は不明

だが、断ち割 り調査を行い、平面形状は円形で、壁

面は平坦な広い底面から狭い開口部にかけて内傾す

るフラスコ状であることが↓巴握された。開口部周縁

は広い範囲で皿状に落ち込み、陥没 していることが

認め られた。規模は、開口部の径が 0.36m、 底面

の径が 2.20m、 深さは 126cmで ある。開口部は陥没

によって狭 くなっている可能性がある。覆土は暗褐

色土・黒褐色土を主体 とした 15層 からなる自然堆

積層で、下層部にロームブロックを多 く含む色調の

明るい層が認められ、壁面から崩落した層の可能性

がある。

遺物は、土器 17点、石器 5点、剥片 。礫 49点 が

出上した。

本土坑は、出土遺物から、阿玉台Ⅱ式期と考えら

れる。

14に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小プロック多量、コーム中～大ブロッ

ク少量。粒状がやや粗い。しまり 粘性有。

15にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり 粘性有。
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59 30m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒 ローム粒・白色粒少量。しまり強、粘性弱。

2暗褐色上 (10YR3/3)3層 とほぼ同質であるが、若千暗め。しまり,粘性有。

3暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒 。ローム小ブロック少量。しまり 粘性有。

4黒掲色土 (10YR3/2)ロ ーム土多量。粒状がかなり粗い。しまり'粘性有。

5黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒・コーム小プロック中量、白色粒少量。しま

り有、粘性弱。

6黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり'粘性有。

7黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量。しまり・粘性有。

8暗褐色土 (10YR3/4)7層 が斑状に混在。ローム小～中プロック少量。粒状

がやや粗い。しまり 粘性有。

9黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム小～中ブロック少量、ローム大～極大ブロック

中量。しまり・粘性有。

10に ぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム小～中ブロック多量、ローム大～極大

ブロック少量。粒状がかなり粗い。 しまり・

粘性有。

■ 黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム中～大ブロック多量、ローム極大ブロック少量。

しまり・粘性有。

12に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック多量。粒状がかなり粗い。

しまり'粘性有。

13に ぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム小～中ブロック多量。粒状がかなり粗い。

10cm

(1/4)

SKフア出土遺物観察表 (第 88図 )

しま り ,粘性有。

遺構 No 種類 器 種 口径 ca 器高 c4 底径 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK77

縄 文 深 鉢 〈5 0〉

ヨ唇部には棒状工具による細かい押圧を加え、日縁部巨下に隆

常と有節沈線を巡らす。日縁部以外には、貝殻腹縁によるキザ

ミを施す。

OYR3/2

黒褐
雲母 石英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 208 23 1 85

日縁部には 4単位の小突起を持ち、小突起直下には粘土貼りで霧

う隆帯を浴える。日唇部全体には細かいキザミを施す。胴部に

よ4本単位の櫛歯状工具を用いた条線を小突起部下で垂下させ、

さらに全体を波状に横走させる。

5YR5/4

とぶい褐

髭石 石英

少*立

普通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 (10 4 11 0
同部 には 4単位 のキザ ミを加 えた隆帯を垂下 させ る。底面は網

代痕。

1 5YR6/6

睡

髯石 石英

少粒
普 通 玉台 Ⅱ式。

ワ
ｒ

Ｏ
Ｏ



S K 78(第 89図 )

検出位置は赤岩 3区の Q-18。 19グ リッド内で

ある。東西の壁が攪乱で壊され、形状、規模の全容

は不明であるが、残存する部分か ら0.90m前後の

大きさとみられる。断面形状は皿状を呈 し、深さは

20cmで ある。覆土は黒褐色土を主体 とした 2層から

なる自然堆積層である。

遺物は出上 していないが、本土坑は覆土の状態か

ら縄文時代のものと考えられる。

S K 79(第 90図、 図版 10)

検出位置は赤岩 3区のT-20グ リッド内である。

形状は、楕円形で浅い皿状 を呈する。規模 は、径

が ■42m、 底面の径が ■06m、 深さは 10cmである。

覆土は黒褐色上の単一層である。

遺物は出土していないが、本土坑は覆土の状態か

ら縄文時代のものと考えられる。

S K 80(第 91図、 図版 10)

検出位置は赤岩 3区 の M・N-19グ リッド内で

ある。上部は攪乱により削平されている。SK73の

オーバーハ ング部上に掘 り込まれてお り、切 り合い

は認められない。形状は円形で浅 く、皿状を呈する。

規模は、開口部の径が 0.88m、 底面の径が 0.84m、

深さは 14cmである。覆土は褐色土の単一層である。

遺物は出土 していないが、本土坑は覆土の状態か

ら縄文時代のものと考えられる。

S K 81(第 92・ 93図、図版 11・ 38)

検出位置は赤岩 3区の S・ T-19グ リッド内で

ある。形状は楕円形で、壁はやや外傾した鍋底状を

呈する。規模は、長軸が 0。96m、 短軸は推定で0,68m、

深さは30cmで ある。覆土は褐色上の単一層である。

遺物は、土器 4点、剥片・礫 2点が出土したがい

ずれも細片である。

時期は、出土遺物から阿玉台 Ib～ Ⅱ式期のも

のと考えられる。

0         1m

―

(1/60)

褐色粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

白色粒 ローム粒微量。しまり強、粘性有。

第 89図  SK 78
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l黒褐色土 (10YR3/2)白 色粒・ローム粒微量。

第 92図  SK

0         1m

―

(1/60)

しまり強、粘性弱。

8]

「
日
旧
日
日
日
日
∃

Ｎ＊

1黒褐色土 (10YR3/1)

2黒褐色土 (10YR3/2)

5儀 00m A     」  中
~         (1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)掲 色粒・白色粒 。ローム粒微量。しまり強、粘性有。

第 90図  SKフ 9

59 20m B          B'

ど
狗Ъ 中

(1/60)

1褐色土 (75YR4/3)ロ ーム粒・ローム小プロック少量。しまり・粘性有。

第 91図 SK 80
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SK 81

(1/4)

第 98図  SK 81出 土遺物

出土遺物観察表 (第 93図 )

遣構 No 練 絲 日径 ci 器高 cコ 螢径 cD 文 様 色 FJH 胎 土 焼成 備考

SK81 ユ 縄 文 深鉢 〈4 0〉

支状口縁波底部片で、平坦な口唇部に有節沈線を施す。口唇都

■端にはキザミを入れ、日縁部直下に沿わせた有節沈線と弧状

つ有節沈線を施す。

5YR3/1

ミ褐

母 長 石

石英
普通 玉台 Ⅱ式。

S K 82(第 94図、 図版 11・ 38)

検出位置は赤岩 3区 の Y-20・ 21グ リッド内で

ある。形状は円形で、平坦な底面から狭い開田部に

かけて内傾するフラスコ状である。規模は、開口部

の径が 0,70m、 底面の径が 2.20m、 深 さは 68c皿 で

ある。開口部周縁は広い範囲で皿状に落ち込み、陥

没 していることが認められた。覆土は 9層からなる

自然堆積層を呈する。ローム質土 となる第 3層 は壁

側の崩落とみられる。下層の第 6層 は七本桜 。今市

軽石層を含み、天丼部からの崩落層 と思われる。

遺物は、土器 42点、土製品 1点、石器 5点、剥片・

礫 29点が出上した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期と考えられ

る。

∈∈∞酔

口 4

No4

0                     5cm

(2/3)
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59 30m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ローム粒・白色粒・白色ブロック少量。しまり強、

粘性弱。

2褐色土 (75YR4/3)今市軽石層との混土。しまり強、粘性弱。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム土との混土。しまり。粘性弱。

4黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム中ブロック微量、褐色粒・白色粒少量。

しまり強、粘性弱。

5黒色土(10YR17/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。

6黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小プロック多量、ローム中ブロック微量。

粒状がやや粗い。しまり 粘性有。

7暗褐色上 (10YR3/3)ロ ーム小～大プロック中量。しまり'粘性有。

8暗褐色土 (10YR3/3)7層 と同質。ローム中～大プロック多量。しまり・粘性有。

9に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒 。ローム中～大ブロック中量。しまり・

粘性有。

(三 互 こ ユ
)5

第 94図 SK 82・ 出上遺物

0               10cm

(1/4)
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SK 82出土遺物観察表 (第 94図 )

齢 No 磯 維 日径 o 器高 ,1 藤径 働 文  様 色調 胎 土 棘 備 考

1 縄 文 深鉢 く4 0〉 曇帯と2本単位の有節沈線で文様を描出する。
こぶい赤褐

軍母 長石

ζ英
普通

玉台 Ib～

式。

縄 文 深鉢 〈5 3〉
口縁部直下には貝殻腹縁によるキザミを巡らせる。日縁部には

瓜状の有節沈線を施す。

OYR4/2

て黄褐
雲母 砂粒 良好 玉台 ■式。

縄 文 深鉢 く6 1〉 卜波状を有する口縁部で、片側にのみキザミを施す。
5YR6/6

石英  砂粒 普通
玉台 Ia

4 土製 品 円盤 ≧さ 1 2 4 clll 幅 :2 2cm 厚 さ :0 8 cll 重量 :46g

5 石 器
磨石

凹石

髯さ:n3cm 幅 :9 0cn 厚さ :3 6cm 重量 :4012g 石材

そ山岩

S K 83(第 95図、 図版 11。 38)

検出位置は赤岩 3区のX-21グ リッド内である。

南側の約半分が調査区外になるため全容は不明であ

るが、平面形状はほぼ円形であるものとみ られる。

断面形状は平坦な広い底面から狭い開口部にかけて

内傾するフラスコ状である。開口部周縁は広 く落ち

込み、陥没 していることが認められた。特に西側の

崩れが大 きい。規模 は、開口部の径が 0。92m、 底

面の径が 2.16m、 深さは 112cmで ある。覆土は黒色

土・黒褐色上を主体 とした 16層 からなる自然堆積

層である。第 7層 は崩落層と考えられる。

遺物は、土器 25点、石器 5点、剥片・礫 22点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考

えられる。

0                1ocm

(1/4)
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0          1m

―

(1/60)
9    1む

1黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒中畳、ローム小～中プロック少量、炭化物粒・

炭化物小塊・焼土粒極微量。 しまり強、粘性弱。
2黒掲色土 (75YR3/2)ロ ーム粒多畳、ローム小～中プロック少量、炭化物粒

微量、焼土粒極微量。しまり・粘性有。
3暗褐色土 (75YR3/4)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量、炭化物粒少量、焼

土粒極微量。しまり,粘性有。
4褐色土 (75YR4/3)ロ ーム粒 ローム中～大・極大ブロック多量。 しまり・

粘性有。

5黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒少量、ローム小～中プロック微量、赤色粒極微

量。しまり,粘性有。
6黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量、ローム中～大プロッ

ク・褐色小プロック・災化物粒少量。しまり・粘性有。
7に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大ブロック多量、ローム極大ブロッ

ク少量。しまり弱、粘性有。
8褐色土 (75YR4/3)ロ ーム粒多量。しまり・粘性有。
9黒褐色土 (■5YRyl)口 _ム 粒・ローム小ブロック中量、焼土粒極微量。し

まり,粘性有。
10黒色土 (75YR17/1)ロ ーム粒中量、ローム小プロック少量、炭化物中～

大塊多量、焼土粒微量。しまり,粘性有。
11黒色土 (75YR17/1)ロ ーム土多畳混在。ローム粒・ローム小ブロック中量。

しまり弱、粘性有。
12黒 掲色土(75YR3/2)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック少量。しまり 粘性有。
13黒色土 (75YR17/1)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり,粘性有。
14暗 褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量、ローム中～大ブロッ

ク微量、災化物粒・焼土粒極微畳。 しまり,粘性有。
15黒色土 (10YR2/1)ロ ーム土少量混在。ローム中～大プロック少量。しまり

粘性有。

16掲色土(10YR4/4)ロ ーム質土。ローム小～中ブロック少量。しまり・粘性有。

第 95図  SK 83・ 出土遺物
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SK 83出土遺物観察表 (第 95図 )

1 縄 文 深鉢 く10 2〉

寛状日縁の波頂部に端部にキザミを持つた皿状の把手を有する。

支頂部から高い隆帯をやや弧状に垂下させ、有節沈線を沿わせ
iYR5/4

こぶい赤褐

量母 長 石

ξ英

やや

良好
玉台 ■式。

2 縄 文 深 鉢 く6 4〉
コ縁部を隆帯で構円区画し、区画に沿つて2列の有節沈線を施す

と文は縦位の無節 L縄文。

IYR4/4

こぶい赤褐

真母 長石

ξ英

やや

良好
木 7b式。

3 縄 文 深 鉢 く7 4〉

卜波状の突起を持った日縁部で波頂部から高い隆帯を垂下させ

C区画する。日唇部及び隆帯上にはキザミを施し、区画には 2劣

9有節沈線が沿う。
卜褐

婁母 長石

写英
良好 玉台 Ⅱ式。

S K 84(第 96図、 図版 11・ 38)

検出位置は赤岩 3区のW-21グ リッド内である。

北側は攪乱がオーバーハ ング部を切 り込み消失 し

ている。南側のオーバーハ ング部では SK52と 切 り

合っているが、新旧関係は把握できなかった。開口

部は崩落 しているため形状は不整形であるが、底面

の形状から円形であったものとみられ、やや起伏を

伴う広い底面から開口部にかけて内傾するフラスコ

状である。開口部周縁は落ち込みが認められ、陥没

があったものと考えられる。規模は、開田部の径が

約 ■30m、 底面の径が 2.04m、 深さは 75cIIlで ある。

覆土は 11層 からなる自然堆積層で、第 7～ 11層 は

ロームブロックを多 く含むローム質土で、壁がかな

り崩落した痕跡 と考えられる。

遺物は、土器 13点、石器 11点、剥片・礫 5点で、

他の土坑 と比べ出土量は少ない。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ～Ⅲ式期のもの

と考えられる。

59 30mA

0         1m

―

(1/60)

ローム大～極大プロッl黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒・ローム粒少量、

ク微量。しまり強、粘性弱。

2暗褐色土 (■5YR3/3)褐 色粒・白色泣・責色粒少量。 しまり強、粘性弱。

&黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・白色粒少量。しまり。粘性有。

4黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒。ローム小プロック少量、白色粒微量。しまり・

粘性有。

&黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中プロック中量。しまり・粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒少量、白色粒・ローム粒微量。しまり強、粘性弱。

■にぶい責褐色土 (10YR5/3)ロ ーム質土と3層 の混土。 しまり,粘性有。

&にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム中～種大プロック・今市軽石プロック多量。

しまり,粘性有。

aにぶい責褐色土 (19YR4/3)ロ ーム大～極大プロック多量。しまり。粘性有。

lα にぶい責褐色主 (10YR5/4)ロ ーム質土。ローム中～大・極大プロック多量。

しまり,粘性有。

■ にぶい黄掲色土 (10YR4/3)ロ ーム質土。ローム中～大・極大プロック多量。

下部で黒褐色土が斑状に混在。しまり,粘性有。

」

　

‐

（ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
日
ｏ
ω
Ｓ
り

/

第 96図  SK 84・ 出上遺物

＼

‐91



SK 84出土遺物観察表 (第 96図 )

遺 構 No 種類 器種 日径 cn 器高 cl 壷径 働 文 様 色 調 胎 土 焼 成 備考

SK84 t 縄 文 浅 鉢 (38 0) <14 0〉
口縁部 は くの字に強 く屈 曲 し、隆持によって楕 円区画す る。 区

FuF内 には くさび状の有節沈線が沿 う。

IYR5/6

月赤褐

軍母  長石

『
英

良好 玉台 Ⅲ魂

S K 85(第 97図、 図版 11・ 38)

検出位置は赤岩 3区の U-19・ 20グ リッド内で

ある。形状はほぼ円形で、開口部にかけて内傾する

フラスコ状であるが、東壁のみがオーバーハ ングせ

ずほぼ直立する。東壁寄 りの部分は開田部周縁が落

ち込み、陥没があったものと考えられる。規模は、

開口部の径が約 ■52m、 底面の径が 1.06m、 深 さ

は 80cmで ある。覆土は 8層 か らな り、第 5～ 8層

はロームブロックを多 く含むローム質上で、東壁が

崩落 して流れ込んだ痕跡とみられる。

遺物は、土器 38点、石器 8点、剥片・礫 21点 で、

東壁流れ込みの層から多 く出土する傾向にある。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ib～ Ⅱ式期のも

のと考えられ、大木 7b式期の土器 も含まれている。

59 30m B

0        1m

―

(1/60)

l黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・白色粒微量。しまり'粘性有。

2暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム土 (10YR6/6)と の混土。しまり・粘性有。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒微量。しまり 粘性有。

4暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～中プロック中量、炭化物粒微量。しまり '

粘性有。

5にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大ブロック微量。しまり。粘性有。

6に ぶい責褐色土 (10YR5/4)ロ ーム質主主体。白色泣極微量。しまり'粘性有。

7暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～中ブロック微畳。しまり,粘性有。

8にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり'粘性有。

10cm

(1/4)
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SK 85出土遺物観察表 (第 9フ 図)

S K 86(第 98・ 99図、図版 8、 39)

検出位置は赤岩 3区のR-19グ リッド内である。南側で SK55、 東側で SK87と それぞれ重複するが、

SK87と ともにSK55の調査時に検出されたもので新旧関係を把握することができなかった。出土遺物か

らSK55よ りわずかに新しいと思われる。形状はやや歪んだ円形で、壁は底面付近でややオーバーハング

しながら開口部にかけて直立しているが、本来はフラスコ状を呈したものと考えられる。規模は、開口部

の径が 0,60m、 底面の径が 0.80m、 深さは 58clllで ある。前述したようにSK55の調査時に検出されたため、

覆土を把握することはできなかった。

遺物は、土器 31点、石器 3点、剥片 。礫 16点が出土した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期と考えられる。

S K 87(第 98・ 100図 、図版 8、 39)

検出位置は赤岩 3区 のR-19グ リッド内である。南側で SK55、 西側で SK86と それぞれ重複するが、

SK86と ともにSK55の調査時に検出されたもので新旧関係を把握することができなかった。出土遺物か

らSK55よ りわずかに新しいと思われる。形状は円形と思われ、壁は内傾して立ち上がるフラスコ状であ

る。規模は、開口部の径が 0.84m、 底面の径が ■30m、 深さは 64cmで ある。検出された覆土は 2層から

なり、上部では流れ込みの状態が把握できた。

遺物は、土器 29点、石器 5点、剥片・礫 6点が出土した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期と考えられる。SK55と 同じ阿玉台Ⅱ式期の遺物も出上しているが、

磨耗していることから流れ込みと判断した。

S K 88(第 98図、図版 8)

検出位置は赤岩 3区のR-19グ リッド内である。北東側で SK55と 重複するが、SK55の調査時に検出

されたもので新旧関係を把握することはできなかった。形状は円形と思われ、壁は底面付近でややオーバー

ハングしながら開口部にかけて直立している。本来はフラスコ状を呈したものと考えられる。前述したよ

うに SK55の調査時に検出されたため、確認できる深さは50cmで ある。覆土は縄文時代の遺物包含層と同

様である。

遺物は出上していないが、本土坑は覆上の状態から縄文時代のものと考えられる。

遺 構 No 種類 器種 日径 cn 器高 cr 甍ぞとcコ 文 様 色 調 胎 土 焼 成 備 考

1 縄 文 深鉢 196 260 76

口縁部は 4単位 の波状 口縁で、波頂部には押圧 が加 え られ る小

皮状 を呈す る。地文は縦位 の単節 RL縄 文が施文 され 、胴 部下半

はケズ リの調整 がな され る。底部は突出す る。

[5YR5/8

月赤褐
英 砂粒 普 通 木 7b式。

2 縄 文 深 鉢 く16 0〉
日縁部は S字状 の突起 を有す。 日縁都直下にはキザ ミを持 った

盗帯が巡 り、沈線で文様 を猫出す る。地文は縦位の単節 LR縄文て

OYR3/2

ミ褐
髯石 石 英 普 通 本 7b式。

3 縄 文 深鉢 〈10 7〉
日縁都直下にキザミを持った隆帯が巡り、胴部は沈線で文様を

簡出する。地文は縦位の単節 LR縄 文。

OYR3/2

阜褐
三石 石英 普 通 木 7b式。

4 縄 文 深鉢 く7 9〉
日縁部直下に有節沈線を巡らし、日縁部は沈線で文様を描出す

る。

Ｒ４

褐

母

英

長石

砂粒

や

好

や

良

珂玉台 Ibヽ

Ⅱ式。

5 縄 文 深 鉢 く7 0〉
日部に隆帯を垂下させ、工状の文様を楢出する。地文は縦位の単

節LR縄文。

5YR4/2

疋褐

髯石 石英

少粒
普 通 本 7b式。

6 縄 文 深 鉢
同部 はやや 間隔 を開けた縦位 の単節 LR縄 文を施文す る。底面に

目代痕。

5YR5/6

月褐

髯石 石英

る閃石
普 通

7 石 器
暦 石

凹石

髯さ :112g 幅 :70g 厚 さ :40g 重量 :4112g 石材 !砂
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S K 87

1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒。白色粒微量。しまり強、粘性有。
2褐色土 (10YR4/4)ロ ーム中～大プロック多量、今市軽石粒中量。しまり・粘性有。

第 98図  SK 86・ 8フ・88

0               10cm

(1/4)

第 99図  SK 86出土遺物

0               10cm

(1/4)

―
,こ章与:与患:専ttti7ュ

第 100図 SK 87出土遺物

SK8フ 出土遺物観察表 (第 100図 )

′  T

||

SK 86出土遺物観察表 (第 99図 )

SK87

1 縄 文 深鉢 く3 7〉 列単位の有節沈線を施す。
5YR4/3

島

軍母 長石

少た立
普 通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 ヨ縁部に摘み上げた突起を有し、1～ 2条の有節沈線を施す。
'5YR3/2

辞褐

真母 石英

少*立

普通 玉台 Ⅱ式

3 縄文 深鉢

寛状口縁で、キザミを持った高い隆帯で区画文を作出し、下部(

,空 となる。隆帯に沿つて2列の沈線を施し、中空部付近では一

騒有節沈線となつている。地文は縦位の単節 RL縄文を施文する̀

′
 5YR4/2

κ褐

石長母

英

霞

　

巨
普 通

‐94‐



S K 89(第 101図、図版 11)

検出位置は赤岩 3区のR-20グ リッド内である。

南側で SK36と 重複するが、SK86の調査時に検出

されたもので新旧関係を把握することができなかっ

た。形状は円形と思われるが全容は不明である。壁

は開口部にかけてほぼ直立している。前述したよう

にSK36の調査時に検出されたため、確認できる深

さは 20clllで、覆土は縄文時代の遺物包含層と同様

である。

遺物は出土しなかった。

本土坑の時期は、覆土の状態から縄文時代のもの

と考えられる。

S K 90(第 102・ 103図、図版 11・ 39)

検出位置は赤岩 3区の Y・ Z-20・ 21グ リッド

内である。西側は SK68、 東側は SK91と 重複 し、

土層からは新旧関係を把握できなかったが、出土遺

物からいずれの上坑よりも新しいと考えられる。形

状は円形を呈するものとみられ、平坦な底面から開

口部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部は

他の上坑より広めで、周縁は陥没していた。規模は、

開口部の径が 1.30m、 底面の径が 1,70m、 深さは

68cmで ある。覆土は7層からなる自然堆積層で、第

5～ 7層 はロームブロックを多量に合でおり、壁や

開口部付近の崩落した層と思われる。

遺物は、土器 57点、石器 7点、剥片・礫 56点が

出上した。 1は北壁のオーバーハング部寄りで横転

して潰れた状態で出土し、 2は 1の上に逆位で伏せ

られていた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅳ式期のものと考

えられる。

第 101図
―

(1/60)

SK 89

59 40m B

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒・ローム粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土(10YR3/1)白 色粒微量、新規テフラが班状に混在。しまり強、粘性有。

3黒褐色土 (75YR3/2)褐色粒・ローム粒中量、白色粒少量。しまり強、粘性弱。

4黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小プロック極微量。新規テフラが斑

状に混在。しまり強、粘性有。

&暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒。ローム小プロック微量、褐色土ブロック多量。

しまり強、粘性有。

6暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム質土多量。5層 より明るい。しまり・粘性有。

名褐色土 (75YR4/3)ロ ーム小～中プロック・ローム大～極大プロック多量。

赤色粒極微量。しまり・粘性有。

第 102図  SK 90
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齢 No 種類 純 口径 ca 磨高 ol 嵐径 文 様 色 調 胎土 賊 備考

I 縄 文 深 鉢 41 1

Ⅲ縁部には耳状の突起を 1点持ち、一部を波状に整形する。地

〔は単節 RL縄文を用い、日縁部直下を横位、口縁部を斜位、胴

[を縦位 に単節 RL縄文を施文する。

YR3/3

旨赤褐

富母  長石

少米立
普 通

玉台Ⅳ式

行。

2 縄 文 深 鉢 316 103

ヨ縁都外端に 4単位の V字状の貼付文を施す。地文は無節 L縄ヴ

0国 縁部直下が横位、それ以外は間隔を開けた縦位の単節 LR縄

てを施文。

' 5YR3/3

音褐

母

英

長石

砂粒
普通 玉台Ⅳ式。

3 縄 文 深鉢 <5 9〉
ヨ縁部には隆帯で渦巻文を作出する。地文は間隔を開けた単節

R縄文。

5YR5/4

とぶい褐
己石 砂 粒 普 通 大木 3a式。

4 縄 文 深鉢 〈5 6〉
耳縁部には隆帯で渦巻・弧状の文様を作出 し、胴部にも沈線で

K状 の文様を描出する。

5YR5/4

ぶい褐
乏石 砂粒 普 通 木 3a弐

5 縄文 深鉢 〈5 8〉
箆状口縁の波頂部片で、キャタピラ文とくさび状有節沈線が施

≦れる。

′
5YR4/4

B
皇母 石 英 良婿

玉台Ⅲ～Ⅳ

6 縄 文 深鉢 く6 8〉 105 至面は網代痕。内面に煤が付着する。
;YR6/6

登
こ石 石 英 普 通

7 石 器
凹石

敲石

邑さ :H9clll 幅 :6 8cn 厚 さ :4 8cm 重量 :6132g 石材

そ山岩 表裏に凹部を持つ。全体に媒焦げる。

8 石器 打製石宥
髯さ :14 0cm 幅 :7 2cⅡ 厚 さ :2 5cm 重量 :1885g 石材

よルンフェァレス 機形

SK 90出土遺物観察表 (第 103図 )

S K 91(第 104・ 105図 、 図版 12・ 40)

検出位置は赤岩 3区の Z-20・ 21グ リッド内で

ある。西側で SK90と 重複 し、土層から新旧関係を

把握することはできなかったが、出土遺物から本土

坑が古いと判断される。平面形状はほぼ円形で、壁

面は平坦な広い底面から狭い開口部にかけて内傾す

るフラスコ状である。開口部は他の土坑 より広め

で、周縁は落ち込み、陥没 したものとみられる。特

に北側開田部の落ち込みが顕著である。規模は、開

田部の径が 0.98m、 底面の径が 2.24m、 深 さは 74

cmである。覆土は 8層からなる自然堆積層で、第 7・

8層 はロームブロックを多 く含むローム質土で、壁

から開口部の一部が崩落した痕跡 と思われる。

遺物は、土器 42点、石器 4点、剥片・礫 43点が

出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考

えられ、大木 7b式・七郎内Ⅱ群の土器が伴っている。

1暗掲色土 (10YR3/4)ロ ーム質上が斑状に多量混在。ローム粒 。ローム小ブ

ロック少量。しまり強、粘性有。

2黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり。粘性有。

3黒掲色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小プロック微量、プロック状になっ

た今市軽石層少量。 しまり強、粘性有。

4暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり。粘性有。

5黒色土(10YR2/1)ロ ーム粒多量、ローム小～中プロック少畳。しまり・粘性有。

6にぶい黄褐色土 (10YR5/4)7層が多量に混在。しまり。粘性有。

7にぶい黄褐色土 (10YR5/4)6層が多量に混在。しまり・粘性有。

8にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム中～大ブロック少量。しまり,粘性有。

第 104図  SK 91
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SK 91出土遺物観察表 (第 105図 )

105図  SK 91出 土遺物

一
司

＼

遺構 No 種類 器種 日径 ol 岳高 ca 菫径 cコ 文 様 色 調 胎 土 焼 成 備 考

1 縄 文 深鉢 (300) 〈33 6〉

口縁部には富士山形状の突起を4単位配し、日縁に沿つて沈線

を巡らせ、突起直下に渦巻文の沈線を施す。頸部区画隆帯は下

方からの押圧を加える。地文は無文。

IYR3/1

阜褐

要母 石英

萄閃石
普通 木 7b式。

2 縄 文 深鉢 28 5 (19 5〉

ヨ縁部には4単位の山形状小突起を配するが、lヶ 所大きめの突

こで中空となる。中空の突起下のみ Y宇状隆帯を垂下させ、2列

D有節沈線を沿わせる。他の3ヶ所の突起部分は有節沈線のみを

と下させている。日縁部直下と頸部にも有節沈線を巡らす。胴剖

ま小突起から垂下する有節沈線が連続するがずれが認められる。

と文は単節 LR縄文が縦位・横位・斜位に施文される。

OYR3/4

旨褐

髯石 石英

砂粒
普 通 木 7b式。

3 縄 文 深 鉢 〈7 3〉 コ縁部外端に粘土貼りの突起を有する。
' 5YR3/2

黒褐
景母 普 通 玉台 ■式。

4 縄 文 深 鉢 <8 0〉
コ縁部に三角区画隆杵を施し、区画内はくさび状の有節沈線を 2

刊単位で沿わせる。日唇部と隆帯上にはキザミを施す。 ボ褐

重母  石英

少粒
普 通 坂 式。

5 縄 文 深 鉢 (11 5〉
同部文様帯は隆符で菱形区画を構成し、隆帯両側に2列 の有節

を線が沿う。

1 5YR5/8

喝赤褐

景母 長石

写英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

6 縄 文 深 鉢 〈3 8〉
ヨ縁部は短く屈曲して開く。地文は間隔を開けて無節 L縄文を

伍文する。

5YR6/6

登
髯石 砂粒

やや

良好
地的。

7 縄 文 深 鉢 〈13 5〉
ヨ縁部と頸部を隆帯で区画し、日縁部区画内は隆帯に2条の有

侑沈線を沿わせる。

6YR4/3

島
ミ母 石 英 普通 玉台 Ⅱ式。

縄 文 深 鉢 〈9 0〉
桐部に1本構きの有節沈線で区画文を描出する。一部沈線化す

る部分もある。地文は間隔を開けた縦位の単節LR縄 文。

5YR3/2

阜褐

雲母 長石

砂粒
普 通 木 7b式。

-98‐



S K 92(第 106図、 図版 12・ 40)

検出位置は赤岩 3区の Z-21グ リッド内である。

平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い開田部

にかけて内傾するフラスコ状である。開口部周縁は

浅い皿状に落ち込み、陥没が認められた。規模 は、

開口部の径が 0.80m、 底面の径が 2.24m、 深 さは

132cmで ある。覆土は黒褐色土を主体 とした ■ 層か

らなる自然堆積層である。       ′

遺物は、土器 81点、石器 16点、剥片 。礫 23点

が出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ～Ⅲ式期のもの

と考えられる。

来 ///T下
.|

Ａ
一

凩
脚
個
”〇

)        lm

―

(1/60)

l黒色土 (10YR2/1)白 色粒・ローム粒少量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒中量、褐色粒少量、ローム小～中ブロック微畳。

しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒中量。しまり強、粘性弱。

4黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒少量。しまり強、粘性弱。

5黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム泣・ローム小ブロック中量、炭化物粒・炭化物

小塊微量。しまり・粘性有。

6暗褐色土 (10YR3/3)黄 色粒少量。しまり強、粘性弱。

7黒褐色土 (76YR3/2)ロ ーム粒・焼土粒中量、炭化物粒・戻化小塊少量。し

まり・粘性有。

8褐色土(10YR4/6)ロ ーム粒多量、ローム小～中プロック中量。しまり。粘性有。

9黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒中量、焼土粒・え化物壮少量、ローム中～大プ

ロック微畳。しまり。粘性有。

1&明責褐色土 (10YR76)ロ ーム土主体。

0               10cm

(1/4)

SK 92・ 出土遺物
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SK 92出土遺物観察表 (第 106図 )

遺糟 種類 器 種 口径 c] 器高 cn 去径 oと 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK92

1 縄 文 深鉢 〈7 9〉 ミ殻腹縁文 によるキザ ミを横走 させ る。

. 5YR4/3

5

雲母 長石

百英
罠好 玉 台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 (282) く27 2)

「
縁 日縁 で 日唇部 にキザ ミを施す。 日縁部直下は 2条 の有節沈務

ド巡 る。 日縁部は楕 円区画 し、区画内は有節沈線 を縦 に充填す るで

F部隆帯 には押圧 を加 える。 区画接点部は V字状にな り隆帯上

こキャタ ビラ状の キザ ミが認 め られ る。 日縁部 と胴部 との区画

易には、波状 の有節沈線 が 2条巡 る。胴部 はキャタ ピラ状のキ

デミを持つ弧状 の隆帯で区画 し、弧状接点部で押圧 を加 えた隆

符が垂下す る。 区画内は貝殻腹縁文を複列横走 させ る。

iYR3/2

音赤褐

昌母 長石

百英

やや

良好

可玉台 Ⅱ式

力。

3 縄 文 深鉢 〈7 2〉

コ縁部 を隆常で精 円区画 し、区画内は 2列の有節沈線 を隆帯に推

つせ、内部に貝殻腹縁文によるキザ ミを横走 させ る。 区画隆帯

よ接点で V宇状 を整形 し、隆帯にはキャタピラ状のキザ ミを施すで

i5YR4/3

島

雲母 長石

百英
良好

玉台 Ⅱ～Ⅲ

4 縄 文 深 鉢 〈14 5〉
支状日縁の波頂部からキザミを持った高い隆帯を弧状に垂下さ

きる。区画内は、貝殻腹縁のキザミを施す。

IYR4/4

こぶい赤褐

昌母 石英

旨閃石
普 通

玉台 Ⅱ～Ⅲ

石器 昏寡望石 安
ミさ :9 9cm 幅 :4 5cn 厚さ :2 8cn 重さ :230g 石材 :

そ山岩 定角式

S K 93(第 107図 、 図版 12・ 41)

検出位置は赤岩 3区の Y・ Z-21グ リッ ド内で

ある。平面形状はやや歪んだ円形で、平坦な広い底

面か ら開口部にかけて内傾するフラスコ状である。

開田部は他の上坑より広めで、周縁は大 きく落ち込

み、陥没 していることが認められた。規模は、開口

部の径が ■36m、 底面の径が 2.12m、 深 さは 86cIIl

である。覆土は 9層からなる自然堆積層で、第 5・

6層 はロームブロックを多 く含んだローム質土で、

開口部周辺 と壁から崩落 した層と考えられる。

遺物は、土器 28点、石器 4点、剥片・礫 28点が

出上 した。 1は開口部北側の上面から出土 したもの

で、 2も 同様に遺物包含層中の出土遺物であるが、

本土坑に伴うものとして捉えた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期のものと考

えられる。

ヽ

IA'

|

イ

＼

/

＼

rc l

A'8

0        1m

―

(1/60)

1にぶい黄褐色土 (10YR5/4)褐 色壮少量、白色粒・ローム粒微量。 しまり '

粘性有。

2黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・ローム粒少量、白色粒微量。しまり・粘性有。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量、ローム大プロック

白色粒微量。しまり 粘性有。

4黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 。ローム小ブロック少量。 しまり強、粘性有。

5明黄褐色土 (25Y6/6)ロ ーム質土。色調の違うローム土。ローム小～大ブロッ

ク・ローム極大ブロック多量。 しまり'粘性有。崩落

層と思われる。

6にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム粒少量。しまり 粘性有。

7黒褐色土(10YR3/1)ロ ーム粒。ローム中～大プロック少量、6層多量。しまり'

粘性有。

8黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム土 (25Y6/6)と の混土。

9明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。
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SK 93出土遺物観察表 (第 10フ 図)

遺構 種 類 器 種 ヨ径 器高 底径 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SK93

1 縄 文 深 鉢 (295) 2〉

皮状 口縁で、波頂部 か ら隆帯によ り縦長の精 円区画 を施 し、区E

勺は幅広の有節沈線 が隆帯 に沿 うが施 さない部分が 1区画ある。

日縁部 区画 も幅広 の有節沈線 を沿わせ、 さらに幅の狭 い有節沈

県を 2列重ね る。 区画 中央 には波状の沈線 を 2条横 走 させ るが、

こち らも 1条 のみ しか施 さない部分が 1区画ある。 日縁部 と胴

郭は両側 に幅広 の有節沈線 が沿 う横隆帯で区画す る。 地文は縦

立の単節 LR縄文を施文す る。

iVR3/1

黒褐

母

英

長石

砂粒
普 通 玉台Ⅲ式。

2 縄 文 深鉢 〈14 6〉

支状 口縁で、波頂部 か ら隆帯によ り縦長の楕 円区画 を施 し、下

“

の区画隆帯 との接点で 中空 となる。 区画内及び 口縁 と隆帯に

合つて幅広の有節 沈線 を施 し、 日縁部区画内には波状 日縁 と有

市沈線 を交互 に して充填 させ る。 日縁部 と胴部の区画間には複

テ」の波状沈線 が巡 る。

5YR3/3

音褐

量母 長石

ξ英
良好 玉台Ⅲ式。

3 石 器 石鏃
髯さ :2 95cn 幅 :145伽 厚さ :0 25 cll 重量 :05g 石材 :

ャ々ー ト

S K 94(第 108図 、 図版 12・ 41)

検出位置は赤岩 3区の Z-20・ 21グ リッド内で

ある。平面形状は円形で、平坦な広い底面から狭い

開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部

周縁は大 きく落ち込み、陥没 していることが認めら

れた。規模 は、開田部の径が 0.64m、 底面の径が

■76m、 深 さは 108cmで ある。覆土は 11層 か らな

る自然堆積層、下部の第 11層 はロームブロックを

多 く含んだローム質上で、崩落した層とも捉えられ

るが、上部の覆上の状態から人為的な埋め戻 し層の

可能性 もある。

遺物は、土器 45点、石器 12点 、剥片 。礫 37点

が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考

えられる。

59 50m A

0         1m

―

(1/60)

1黒色土 (10YR2/1)褐 色粒少量、ローム粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量、白色粒・赤色粒極微量。しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒少量、褐色粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

4にぶい褐色土 (10YR4/3)今 市軽石粒少量。しまり強、粘性弱。

5暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック・褐色粒・白色粒微量。

しまり'粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 今市軽石粒微量。 しまり 粘性有。

7黒掲色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 。ローム小ブロック少量、炭化物粒極微量。

しまり 粘性有。

8黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒少量。しまり,粘性有。

9黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒中量、ローム土多量。しまり・粘性有。

10黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒微量、赤色粒 炭化物粒極微量。しまり 粘性有。

11に ぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム粒 。ローム小プロック多量。 しまり

粘性有。

0               10cm

(1/4)
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SK 94出土遺物観察表 (第 108図 )

遺構 種類 器 種 日径 cII 器高 cI 鼠倉と cコ 文 様 色 調 胎 上 焼成 備 考

SK9判

1 縄 文 深鉢 (225) 〈17 0〉

平縁 日縁 で、 口唇部 は内外面 ともに撫で付け、両端 に粘 土貼 り

の突起 を 4単位貼 り付 ける。小突起か ら押圧 を加 えた隆帯 を垂

下させ 、隆帯間で貝殻腹縁 によるキザ ミを横位 に連続 させ る。

ア 5YR3/3

音褐
星母 石 英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 〈8 4〉
口縁部 にキザ ミを施 し、摘み上げた小突起 を有す る。小突起 内

面直下には小穴が設 け られ る。

5YR5/4

こぶい褐
己石 砂粒 普 通

S K 95(第 109。 110図 、 図版 12・ 41)

検出位置は赤岩 4区の Z-22グ リッド内である。

平面形状は精円形で、平坦な広い底面から狭い開口

部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部は他

の上坑より広めで、周縁は大 きく落ち込んでかなり

陥没 していることが認められた。規模は、開口部の

長軸が ■20m、 短軸が 0.72m、 底面の長軸が 2.12m、

短軸が ■90m、 深さは 88cmで ある。覆土は黒褐色

土を主体 とした 16層 からなる自然堆積層で、第 16

層はロームブロックを多 く含んだローム質土で、壁

から崩落した痕跡と考えられる。

遺物は、土器 71点、石器 7点、剥片 。礫 76点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考

えられる。

59 50m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ローム粒・白色粒少量、赤色粒微量。しまり強、

粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量、褐色粒・炭化物粒

微量。しまり強、粘性弱。

3暗褐色土 (75YR3/4)今市軽石層と黒掲色土の混上。しまり強、粘性弱。

4黒褐色土 (25Y3/2)ロ ーム粒・炭化物粒微量。しまり強、粘性弱。

5暗褐色土 (75YR3/3)今市軽石粒・同中ブロック多量、ローム中～大プロッ

ク微量。 しまり強、粘性弱。

6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒 。ローム小～中ブロック少量、炭化物粒・赤

色大プロック微量。しまり強、粘性弱。

7暗褐色土 (75YR3/4)ブ ロック状の今市軽石多量、白色粒中量。しまり強、

粘性弱。

8黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒・焼土粒・炭化物粒少量。しまり'粘性有。

9黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。遺物がまとまって

出土。しまり・粘性有。

10暗 褐色土 (75YR3/4)ロ ーム粒 。ローム小ブロック中量、焼土粒・炭化物

粒少量。しまり 粘性有。

ll暗褐色土 (10YR3/4)今 市軽石粒・ローム粒少量。しまり・粘性有。

12褐色土 (75YR4/3)今市軽石層の崩れが多量混在。しまり有、粘性弱。

13暗褐色土 (75YR3/4)ロ ーム粒・ローム小ブロック・炭化物粒少量。しまり・

粘性有。

14暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒 。今市軽石粒少量。しまり'粘性有。

15暗褐色土 (75YR3/4)13層 と同質。今市軽石粒中量、黒褐色粒少量。しまり

粘性有。

16黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量、今市軽石粒微量。

しまり 粘性有。
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0               10cm

(1/4)

第

SK 95出土遺物観察表 (第 109・

110図  SK 95出 土遺物 (2)

]10図 )

遺 橋 No 種類 器 種 日径 cn 岳高 cn 嵐径 cI 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SK95

1 縄 文 深鉢 (195) 302

ヨ縁部 に小波状の突起 を持 ち、小波状直下に有節沈線 と隆帯で

島巻状 のモチーフを描 く。 日縁部は隆帯で幅の狭い区画 を設 け、

支頂部 か ら垂下す る隆帯 とともに有節沈線が沿 う。地文は結接

亀文 と無節 L縄文の異原体を用いる。

IYR4/6

卜褐
婁母 砂粒 普通 木 7b式。

2 縄 文 深 体 95

ョ縁はわずかに波状を持つ。口縁部は断面三角隆帯で区画し、2

刊の有節沈線を用いて区画隆帯に沿わせ、波状の文様を横走さ

きる。

IYR4/2

疋褐

石長母

英

言
表
　

巨

やや

良好
玉台 ■式。

3 縄 文 深 鉢 〈5 0〉

コ縁部直下に慕状にキザミを施した薄い隆帯が巡る。小突起を

寺つとみられる。

YR4/4

とぶい赤褐

雲母 長石

沙粒
普 通 玉台 I式。

4 縄 文 深 鉢 く26 0〉 110
ミ殻腹縁文 によるキザ ミをほぼ均等の間隔で横走 させ る。底 面

ま網代痕。

生5YR4/2

疋褐

雲母 長石

百英 合針

仄物質

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

5 縄 文 浅鉢 〈11 5

コ唇部は平坦な面取りがなされ、日縁部内面直下と稜に沿つて

子節沈線が巡り、さらに同様の有節沈線を用いて楕円区画が施

挙れる。内外面でわずかに赤彩が認められる。

5YR5/6

月褐色

冨母 石英

少粒

やや

良好
玉台 Ⅱ式。
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S K 96(第 111図、 図版 12,42)

検出位置は赤岩 4区の a-22グ リッド内である。

本土坑が検出された南側には、公共座標三角点の所

在地にあたるため、オーバーハ ング部は未調査 とし

た。形状はほぼ円形で、平坦な広い底面から狭い開

口部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部は

他の上坑よりやや広めで東側の崩落が大きい。周縁

は深 く落ち込んでかなり陥没 していることが認めら

れた。規模は、開口部の径が 0.77m、 底面の径が 2.26

m、 深さは ■28cIIlで ある。覆土は黒色土・黒褐色土

を主体 とした 15層 からなる自然堆積層で、第 5層

はローム質土で、壁から崩落 した痕跡 と考えられる

が、同様の 14層 は底面直上に広がっている。

遺物は、土器 22点、石器 1点、剥片・礫 4点が

出上した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考

えられる。

へ菊

Ｎ＊

Ａ ‐

一
キ

＼

ヽ

|

/

/

∞

日
０
甘

Ｏ
Ю

59 40m A

0        1m

―

(1/60)

2黒掲色土 (10YR3/1)

3黒褐色土 (75YR2/2)

4黒褐色土 (75YR3/1)

1に ぶい黄褐色土 (10YR5/4)褐 色粒 。ローム粒・ローム小ブロック少量、白

色粒微量。しまり強、粘性有。

褐色粒・白色粒少量。 しまり強、粘性弱。
ローム粒中量、白色粒少量、炭化物粒微量。しまり強、

粘性有。

ローム粒・ローム小ブロック少量、炭化物粒微量。し

まり・粘性有。
5に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム大・極大プロック多量。しまり'粘性有。
6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒中量、ローム小～中プロック少畳。 しまり・

粘性有。

7暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ローム中ブロック少量、今市軽石泣多量。

しまり。粘性有。
8暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム中～大プロック・極大ブロック少量。しまり・

粘性有。

9黒掲色土 (10YR3/1)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。
10に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土・ローム小～大プロック多量。しまり・

粘性有。

11黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム土・コーム小～大プロック多量。しまり。粘性有。
12黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒 ローム小～中ブロック多量、ローム大～極

大プロック少量、炭化物粒・炭化物小塊中量。しまり・

粘性有。

13黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。
14に ぶい責掲色土 (10YR5/4)ロ ーム土主体で 12層 が斑状に混在。しまり・

粘性有。

0               1ocm

(1/4)

出土遺物

甕薫瓢η Ⅷβ
2

SK 96出土遺物観察表 (第

第 111図 SK 96
図)

齢 No 種類 器種 白径 en 器高 cH 基径 ―ι: 文 様 色詞 胎土 焼成 1備考

1 縄 文 深鉢 〈2 7〉 勺面に明瞭な稜 を持つ。

′
5YR3/3

音褐
景母  長石 普通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 〈3 8〉 同部に2条の有節沈線が垂下する。
5YR5/4

こぶい褐
髯石 砂粒 普 通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢

段上回縁を有する。段を境とする部分にボタン状の突起を持ち、

高い段の口唇部にキザミを施す。内面は突起部に円状、日唇部

と稜間に精円区EMFの有節沈線を施文する。

5YR6/8
昆石 石英

]針状物質

少粒

不 良 玉台 Ⅱ式。
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S K 97(第 112・ ■3図、 図版 12・ 42)

検出位置は赤岩 4区 の a-22・ 23グ リッド内で

ある。本土坑が検出された北側には、公共座標三角

点の所在地にあたるため、オーバーハング部は未調

査とした。平面形状はほぼ円形で、平坦な広い底面

から開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開

口部は他の上坑よりかなり広めで崩落 したものとみ

られ、周縁は落ち込み、陥没 していることが認めら

れた。規模は、開口部の径が 2.15m、 底面の径が

2.80m、 深さは 108cmで ある。覆土は 23層からなり、

やや堆積に乱れがあるものの自然堆積 と思われる。

第 18～ 22層 は崩落 した層で、第 18・ 19層 は七本桜。

今市軽石層が多 く含まれていることから、開口部付

近の崩落層と考えられる。

遺物は、土器 51点、石器 3点、剥片・礫 20点が

出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ～Ⅲ式期のもの

と考えられる。

20にぶい掲色土 (75YR5/4)今市軽石層多量、ローム小～中ブロック多量。

しまり'粘性有。

21に ぶい責褐色土 (10YR5/3)ロ ーム小～中ブロツク多量、炭化物粒微量。

しまり 粘性有。

22明黄褐色土 (10YR7/6)ロ ーム土主体。21層が班状に混在。しまり・粘性有。

23黒色土 (10YR2/1)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり・粘性有。

59 40mA

59 40mB

0         1m

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)掲 色粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

2暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒少量、掲色粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・褐色粒・白色泣微量。しまり強、粘性弱。

4黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・掲色粒・白色粒微量、ローム大ブロック極微量。

しまり強、粘性弱。

5にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり。粘性有。

6にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム土・ローム大～極大ブロック多量。しまり。

粘性有。

7暗褐色土 (75YR3/3)今 市軽石多量、ローム粒 ローム小～中ブロツク中量、ロー

ム大ブロック微量。しまり'粘性有。

8にぶい責褐色土 (10YR5/3)ロ ーム小～中プロック多量。しまり'粘性有。

9黒掲色土 (ЮYR3/2)ロ ーム粒 ローム小ブロック中量。しまり・粘性有。

10黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム上が斑状に多量混在。しまり・粘性有。

H黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量、炭化物粒微量。しま

り。粘性有。

12黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム壮 。ローム小プロック少量。しまり'粘性有。

13にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土・ローム大～極大ブロック多量。しまり。

粘性有。

14黒 色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック少量、炭化物粒・炭化

物小塊微量。しまり 粘性有。

15黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム小～中ブロック多量、ローム大～極大プロック

少量。しまり・粘性有。

16黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック多量、炭化物粒微量。

しまり・粘性有。

17黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒中量、ローム小・大プロック微量、戊化物泣少量。

しまり・粘性有。

18褐色土 (75YR4/3)今市軽石粒少量。しまり有、粘性弱。

19明 褐色土(75YR5/8)今市軽石層の崩落層。黄色軽石七本桜が若干混在。しまり'

粘性有。

0                10cm

(1/4)
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第 112図  SK 97・ 出土遺物 (1)
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第 113図  SK
SK 97出土遺物観察表 (第 112。 113図 )

K98(第 114～ 120図、 図版 12,13・ 42

46)

検出位置は赤岩 4区 の Z・ a-24グ リッド内で

ある。平面形状はほぼ円形で、平坦な広い底面から

狭い開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開

口部の周縁は落ち込み、かなり陥没 していることが

認め られた。規模 は、開口部の長軸が 1.12m、 短

軸が 0。90m、 底面の長軸が 2.02m、 短軸が ■95m、

深 さが 99cmである。覆土は上部が 7層 からなる自

然堆積層であるが、下部は土器が土坑内に広がって

いたため把握できなかった。

遺物は、土器 311点、石器 2点、剥片・礫 81点

が出土 した。土器は接合可能なものが底面全体に重

なり合っていた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考

えられ、大木 7b式・七郎内 Ⅱ群及び在地的な土器

を伴う。

59 30mB

l黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒 ,赤色粒・炭化物粒少量。 しまり強、

粘性弱。遺物包含層で SK98上 部のみ炭化物粒が 目立

2黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒微量、炭化物粒少量。しまり有、粘性弱。
3黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒・赤褐色粒・炭化物粒・炭化物小塊少量。 し

まり有、粘性弱。
4暗褐色土 (loYR3/3)ロ ーム壮・炭化物粒少量、焼土粒微量。しまり'粘性有。
5黒褐色土 (10YR3/2)含 有物は4層 とほぼ同質。
6暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・炭化物粒少量。しまり・粘性有。
7暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒 焼土粒少量、炭化物小～中塊多量。 しまり・

粘性有。

―

娃

―

⇔
7

θ絢

遺構 No 種類 器種 口径 cI 器高 嵐径 cD 文 様 色ln 胎 土 焼成 備 考

SK97

縄 文 深鉢 (250) 353 10 5

ヨ縁部は隆帯を用いて精円区画し、区画に沿つて爪形文を施す。

こ画接点の隆帯上にも一部同様の施文が認められる。胴部はヨ

つ字状隆帯を複数列垂下させる。隆帯間には半我竹管状工具を

日いたキャタピラ文で楕円状の文様を主体に描出される。

.5YR3/3

吉褐

景母 長石

ξ英
普通

玉台 Ⅱ～Ⅲ

2 縄 文 深 鉢 〈10 5〉 コ唇部内端 を面取 りす る。外面に媒が付着す る。
こぶ い赤褐

皇母 石英 普通 地的。

3 縄 文 深鉢 (4 6〉
口縁部に摘み上げによる小突起 を設 け、小突起か ら隆帯 を垂下

させ区画 させ る。 貝殻腹縁 によるキザ ミを隆帯 に沿つて施す。

,VR3/3

呼褐

昌母 長石

『
英

やや

良好

台 ■～ Ⅲ

縄 文 深 鉢 〈10 0〉 135 暑壁 はかな りの厚手である。底面は上げ底気味である。
オ 5YR4/6

ボ褐

髯石 石英

少粒
普 通

5 縄 文 浅鉢 (166) 77 卜型の浅鉢。 'YR6/6
登

ミ石

当閃石

少*立

普通

縄 文 深鉢 く11 0〉 100 蛋面は上げ底気味である。胴部 にかけて開 き気 味に立ち上がる。
5YR7/6

監

髭石 石英

少粒
普通

7 石器 石鏃
三さ :2 5 cll 幅 2 0cn 厚 さ :0 5cm 重量 123g 石材 :メ

′ウ 無茎鏃 ヵ

Ｓ
　
ヽ

Ｂ
一

＜

Ξ
Ｏ
∞

③
蛉

8暗褐色土 (75YR3/4)

第

ローム小～中ブロック多量、ローム極大ブロック微量、

焼土粒・炭化物粒少量。しまり 粘性有。

114図  SK 98(1)
106



》
翠

ヾ

Ⅶ

晨F舌
美長星E星竃 基 で

B 5930m

―

(1/30)

第 115図  SK 98(2)。 出土遺物 (1)

0              10cm

(1/4)

1る  うi726

-107-



-801-

(3)聡雲下印86功S 国9LL箋

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
Ｏ
ｏ
ヨ

阿
田
田
＝
＝
出
出
田
田
Ｌ
阿
田
田
＝
出
田
Ｗ
田
田
Ｌ

（μ
＼
卜
）

＼ ∴
μ
”



◎
＼
湖
琳

0               10cm

(1/4)

第 117図  SK 98出 土遺物 (3)
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第 118図  SK 98出土遺物 (4)
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第 119図 SK 98出 土遺物 (5)
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0                10cm
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第 120図  SK 98出 土遺物 (6)

SK 98出土遺物観察表 (第 115～ 120図 )

遺 構 聰 種類 器種 口径 cコ 器高 cI 甍宅登 cコ 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

l 縄 文 深鉢 335 〈59 0〉 140

[単位 の波状 口縁で、波頂部は双頭 になる。 日唇部 にはキザ ミを

'す

る。 日縁部か ら胴部 にかけて隆帯 とそれ に沿 う2単位 の有

市沈線 で文様 を複雑 に抽出す る。底面周縁でわずかに網代痕が

忍め られ る。

'5YR3/3

音褐

母

英

〓
ミ
　

Ｆ

長石 やや

不良
玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 35 5 38 3 118

口縁部は双頭状の突起を4単位持ち、隆帯と2列単位の有節沈務

による楕円区画を施す。双頭部直下の隆帯上にも双頭又は単頭

の突出都を設ける。日縁部から頸部までの区画には沈線による

隋円区画を描き、一部波状化する部分もある。胴部上半は半楕

円三角区画で、三角頂部に突起を設ける。突起直下の胴部下半

を隆帯で区切り、押圧を加えた Y字状の隆帯を4単位配す。日

嵌部から胴部上半にかけての区画内には2列 の細かい有節沈線

を隆帯に沿わせ、さらに文様を描出する。有節沈線が途中で沈

線化する部分や施文しない部分も認められる。底面には網代痕

がわずかに認められる。

十YR6/6

登
景母 砂粒 普通

玉 台 I～Ш

3 縄 文 深鉢 (344) く31 0〉

ヨ縁部に捻 りを加 えた S字状に近い把手が付 く。 日縁部 は隆帯 と

衣めの有節沈線で精 円区画 し、把手下が区画接点部 にな る。 さ

うに区画接点部直下か ら Y宇状隆帯が垂下す る。胴部上端 には

覚状 の有節沈線が横走す る。地文は単節 RL縄文を用 い、 日縁部

よ横位 、胴部は斜位 に施文 され る。

OYR6/6

月黄褐

髯石 石英

少粒
普通

木 7b式 (七

内 Ⅱ群 )。

4 縄 文 深鉢 32 0 399 11 8

:単位の小波状を有する日縁で、波状部のひとつは穿孔され、対

臣は双頭状になる。日縁部は隆帯で楕円区画が施され、区画内に

よ単列2条の有節沈線が沿う。胴部は隆帯のみで文様を描出する。

;YR3/2

音赤褐

雲母 石英

沙粒

やや

不良
玉台 I式。

5 縄 文 深鉢 242 32 0 92

支状口縁で、波状部直下に目玉状の文様と橋状把手を作出する。

ヨ縁部は隆帯と有節沈線で楕円区画し、区画内には二重の波状

を線を描く。口縁部から胴部への区画には、沈線・波状沈線を

態互に巡らせる。胴部上部は隆杵により横長の精円区画を施し、

こ画接点部から沈線を沿わせたY宇状睦帯がこ下する。楕円区

耳内及び胴部には二重の波状沈線を横走させる。

;YR3/2

音赤褐

雲母 長石

百英 砂粒
普通 王台 Ⅱ式。

6 縄 文 深 鉢 15 7 225 88

縁部には姑面す る突起を作出 し、突起内面には顔面を意識 し

文様 が施 され る。 日縁部か ら胴部にかけての文様帯はキザ ミ

持 つた隆帯 とくさび状に近い 2列単位の有節沈線で半楕 円三

の文様 を描出す る。地文は縦位 の無節 L縄文を施文す る。

IYR6/6

登

昌母 長石

1/N粒
普通

玉台 Ⅱ式

行。

縄 文 深体 (405) く28 3〉

コ縁部には半円状の突起を有し、突起直下には橋状把手を作出

「 る。日縁部文様帯は隆帯によつて幅の狭い横長の楕円区画が

色され、隆帯両側には有節沈線が沿う。さらに有節沈線で文様

と描出する。地文は縦位の単節LR縄 文を施文。

5YR4/3

ぶい赤褐
露石 石実

やや

良好

木 7b式 (七

内 Ⅱ群 )。
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齢 No 種 類 器 種 口径 c[ 器高 c: 螢宅&ca 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK98

8 縄 文 深鉢 [75 く25 8〉

口縁部はキザ ミを持つ隆帯で区画 し、区画内を有節沈線で変形

した楕 円区画 を描 く。 日縁部 には一 ヶ所波状 を加 えた突出部 を

我け、突出部直下のみ三角 区画 を施す。反対部分 には、捻 りの

中え られた隆帯か ら橋状把手が作 出 され、 さらに蛇行隆帯が垂

下す る。胴部 には有節沈線 と幅広の爪形文を交互 に巡 らす。

'YR4/2
疋褐

票母 石英

砂粒
普 通

玉台 Ⅱ式併

(七 郎内 Ⅱ

)。

9 縄 文 深鉢 く15 0〉 61

同部区画は、2条の有節沈線とこ条の波状沈線を巡らす。胴部に

よ4単位の隆帯を均等な間隔で垂下させ、隆帯間を2条の有節

尤線で横 V宇状に連結させる。地文は縦位の単節LR縄文を施文

ナる。

5YR5/4

こボい褐
髭石 石英 普通 郎内 Ⅱ群。

10 縄 文 深鉢

コ縁に沿つて幅の異なる有節沈線を2条巡らす。さらに2条単

立の有節沈線を弧状にして併走させている。わず力Чこ赤彩が認

うられる。

OYR5/4

こぶい黄褐
重母 石 英 普 通 玉台 Ⅱ式。

11 縄 文 深鉢 〈6 8〉
【画内に隆帯 とくさび状 に近い有節沈線で文様 を楢出す る。隆

告上はやや押 引きを加 えなが らなぞ る。

5YR4/3

島

量母 長石

ξ英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

縄 文 深 鉢 〈11 8〉

コ縁部に小突起を持ち、小突起から押圧を加えた隆帯を垂下さ遭

C区画する。区画内は複列の有節沈線を区画に沿つて充填する。

卜突起上にも有節沈線を施す。

5YR4/3

島

重母 長石

ξ英
普通

耳玉台 Ⅱ式

力 。

13 縄 文 深 鉢 230 〈30 0〉

!単位の波状を持つ口縁で、日縁部には5条 の縄文原体圧痕を巡

うす。胴部には波状部に合わせて Y字状隆帯が垂下する。地文

よ縦位の単節 LR縄文を施文する。

iYR5/6

月赤褐

冠石 石英

少粒
普通

太木 7b式 (七

部内 Ⅱ群 )。

14 縄 文 深鉢 (256) 〈24 8〉

えやかな小波状 を 4単位 持つ 口縁部で、頸部 にかけ隆帯によっ

C横長の精 円区画 を施す。 区画隆帯には縄文原体圧痕 を沿わす。

支状部下には コブ状の突起が貼 り付 け られ、そ こか ら隆帯が胴

“

へ と垂下す る。胴 部 は有節沈線で文様 を描出す る。地文は縦

との単節 LR縄文。

7 5YR6/6

登

昌母 長石

写英 砂粒
普通

木 7b式 (七

内 Ⅱ群 )。

縄 文 深 鉢 (30 0) 〈42 0〉

浄面全体 を横長の断面三角隆帯を用い、断面区画で文様 を構成

オる。 区画内は隆帯に沿 つて 6本単位 の柿歯状工具に より条線

と施 し、波状 の沈線 を横 走 させ る。

,YR5/6

月赤褐

真母  石英

田礫
普通 玉台 I式。

縄 文 深 鉢 24 0 <24 5〉

ヨ縁部には押圧を加えた富士山形の突起を4単位持つ。さらに』

仄部間を断面三角状の隆帯で弧状に接続させ区画している。地)

まLR縄 文と単節 RL縄文の双方を用いて多方向に施文している。

'VR4/3
こぶい赤褐

髯石 石英

少粒
普通 木 7b弐

17 縄 文 深鉢 23 8 く28 5〉
口縁に沿つて帯状の隆帯が巡る。さらに4単位の V字状又は Y守

伏の短い隆帯が貼り付けられるが、大部分が欠損する。
'YR6/6
登

少粒

勇閃石
普 通 玉台 I式。

縄 文 深 鉢 185 23 2

4単位の小突起を持つ口縁部で、突起部から指頭及び爪先で押圧

を加えたものと思われる隆帯が、一対は胴部まで垂下し、もう

一対は日縁部までである。口縁部は隆帯で幅の狭い横長の楕円

区画を横位に連続させている。胴部では全体に縦位の丁寧なミ

ガキが施される。

5YR6/3

二ぶい褐
ミ石 石 英 普 通 玉台式的。

縄 文 深鉢 176 〈21 回唇部に細かいキザ ミを施す。胴部は無文。
5YR4/2

疋褐
髯石 砂 粒 普 通 地的。

縄 文 深 鉢 〈20 3〉 羊節 LR縄 文 を間隔 を開 けて縦位 に施文す る。底面は網代痕。
iYR5/6

児赤褐

母

英

長石

砂粒
普 通

フト7bor8a

。在地的。

縄 文 深 鉢 〈12 8〉 65

同部から口縁部は屈曲して立ち上がる。胴部の区画は2条の有

節沈線が巡り、同じ有節沈線を垂下させて4単位の文様を施す。

也文は縦位に単節 LR縄文を施文する。

1 5YR4/8

卜褐
ξ英 砂粒 音 通 郎 内 Ⅱ群。

縄 文 深 鉢 く18 8〉

度状を有する日縁で、波頂部は一部欠損するが双頭突起の可能モ

)ミ ある。llT面 三角隆帯を用い、波状部から波状部へ弧状に連続さ

きて区画しているものとみられる。地文は縦位と斜位に単節 LR

島文を施文する。

YR3/3

ξ赤褐

雲母 石英

少粒
普通 地的。

縄 文 深鉢 〈13 0〉
也文は縦位 の単節 RL縄文 を施文 し、一部ナデ消 してい る。赤彩

ド施 され る。

5YR5/6

月赤褐

百英

名閃石

沙粒

普通 地的。

縄 文 深 鉢 〈6 4〉
唇部にキザミを施し、日縁部に沿つて 3本単位の櫛歯状工具

よる刺突列を巡らす。外面にはヒダ状圧痕が認められる。
'YR3/1
黒褐

曇母 秒粒 普通
玉台 Ⅱ式

縄 文 深鉢 〈7 2〉
ヨ縁 の小波状部片で、 日唇部に深 めの溝が入 る。外面は円形状

D貼付文。 内面は隆符で S字状のモテー クを強 く。

,YR5/6

月赤褐
英 砂粒 普通

木 7b式

行。

縄 文 浅鉢 630 25 5 12 5
隈頭突起 を有す る波状 口縁で、波底部か ら外側への突起が施 さ

■る。内面には、まだ らに赤彩が認 め られ る。底面は網代痕。

' 5YR6/6

登

石長母

英

ヨ
ヽ
　
育
【

やや

良好
本 7b式。
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縁部 内面に精 円区画文 を貼 り付 ける。 穿孔 あ り。

縁部に富士山形の突起を有する波状口縁で、一部内面に赤彩

縁部を隆帯で横長の楕円区画を施し、沈線を隆帯に沿わせる。

縁部から内面全体に赤彩が認められる。

S K 99(第 121図、図版 13)

検出位置は赤岩 4区の Z-23・ 24グ リッド内で

ある。形状は、円形で椀状を呈する。規模は、開

口部の径が ■23m、 底面の径が 0.52m、 深さは 18

cmである。確認できた覆土は暗褐色土の単一層であ

る。

遺物は出上 していないが、本土坑は覆土の状態か

ら縄文時代の もの と考 えられる。

S K 100(第 122～ 124図、図版 13。 46・ 47)

検出位置は赤岩 4区のZ-26グ リッド内である。

平面形状はほぼ円形で、平坦な広い底面から開口部

にかけて内傾するフラスコ状であったものとみられ

るが、開口部は全体にかなり崩落しており、オーバー

ハング部途中から広がっている。規模は、開口部の

径が 1.50m、 底面の径が 2.14m、 深さは 92cmで ある。

覆土は 21層 からなる。第 19～ 21層 は七本桜 。今

市軽石層が含まれており、開口部付近の崩落した後

にさらに使用を継続していた可能性が考えられる。

第 1～ 16層 は廃棄後の層で自然堆積を呈する。第

15。 16層 は南側壁面の崩落した痕跡と思われる。

遺物は、土器 103点、石器 2点、剥片 。礫 42点

が出上した。南西側オーバーハング部からの出上が

顕著であった。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期のものと考

えられ、大木 7b～ 8a式の土器を伴う。
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1黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・白色粒少量、旋化物粒微量、焼土粒極微量。

しまり強、粘性弱。

2黒色上 (10YR1 7/1)ロ ーム粒・炭化物粒少量、焼土粒・赤色粒・白色粒微量。

しまり強、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒少量。しまり強、粘性弱。

4黒褐色土 (10YR3/2)今 市軽石粒少量。 しまり強、粘性弱。

5暗褐色土 (10YR3/4)今 市軽石層の崩れ。しまり強、粘性弱。

6黒色土 (10YR1 7/1)2層 と同質。若干明るい。

7暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒中量。 しまり強、粘性有。

8黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒微量、赤色粒極微量。しまり'粘性有。

9黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 。ローム小ブロック中量、赤褐色粒極微量。

しまり・粘性有。

10暗 褐色上 (10YR3/3)ロ ーム粒・ローム小プロック多量、炭化物粒微量。

しまり。粘性有。

11に ぶい責褐色土 (10YR5/4)ロ ーム粒少量。しまり強、粘性有。

12黄 褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒微量。しまり強、粘性有。

13掲灰色土 (75YR4/1)灰多量。しまり・粘性弱。

14に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒中量、赤褐色粒微量。しまり 粘性有。

15黒 褐色土 (10YR3/2)ロ ーム土多量。しまり強、粘性右。

16黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。ローム粒・ローム小ブロック 。今市軽石

粒少量。しまり・粘性有。

17暗褐色土 (10YR3/3)今 市軽石多量、しまり強、粘性弱。

18赤褐色上 (5YR4/8)今市軽石の崩落層。黒褐色上をブロック状に多量。 しま

り強、粘性弱。

19明 黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム質土主体。今市軽石粒・黒褐色土多量。 しまり・

粘性有。

20褐色土 (10YR4/6)ロ ーム粒・今市軽石粒少量。しまり弱、粘性有。

21黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒 ローム小～中ブロック多量。しまり ,粘性有。
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(1/4)

SK 100出 土遺物 (1)
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9               10cm

(1/4)

第 124図  S K 100出土遺物 (2)

SK 100出土遺物観察表 (第 123・ 124図 )

S K 101(第 125図 、 図版 13・ 47)

検出位置は赤岩 4区 の Z-25グ リッド内である。遺構の約半分が西側調査区にかかるため全容は不明

だが、平面形状は円形で、壁面は平坦な広い底面から狭い開口部にかけて内傾するフラスコ状であるとみ

られる。開口部周縁は広い範囲で皿状に落ち込み、陥没 していることが認められた。規模は、開口部の径

が ■00m、 底面の径が ■90m、 深さは 116cmで ある。覆土は 10層 からなる自然堆積層である。第 4・ 5

層はロームブロックを多 く含む色調の明るい層が認められ、壁面の崩落した痕跡 と考えられる。第 8層 は

底面のほぼ直上で広がっていたローム質土の堆積層である。

遺物は、土器 2点、石器 2点、剥片・礫 3点が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ～Ⅲ式併行のもので大木 8a式期の遺物が主体である。

遺構 No 種類 籐 口径 cI 器高 c“ 嵐径 cI 文 様 色詞 胎 土 焼成 備考

SK100

縄 文 深 鉢 26 0 353

単位 の波状 を有す る日縁 で、波頂部にはキザ ミが施 され る。 ロ

粛部は断面カマボ コ状隆帯 による区画 と隆帯に沿 う爪形文で文

素を構成す る。胴部 も同様 に 3単位 の文様構成で、隆帯には両

判に爪形文が沿 う。 日縁部 区画 内及び胴部隆帯間には波状の沈

泉が横走す る。

iVR3/6

吉赤褐

冨母 長石

ξ英

やや

不良
玉台Ⅲ式。

2 縄 文 深 鉢 210 〈27 0〉

t単位 の波状 口縁で、波状部 を変形 させている。 日縁部及び月同部

こは断面カマボコ状 の隆帯 でやや いびつな区画文が成形 され、区

H内 に有節沈線 を主体 に沿わせ る。

IYR5/6

月赤褐

真母 長石

写英
普 通 玉台Ⅲ式。

3 縄 文 深 鉢 255 355 112 髭面全体に無節 L縄文を斜位に施文する。
OYR4/2

て黄褐
盈石 石 英 不 良 玉台 力。

4 縄 文 深 鉢 25 2 105

口縁部直下は隆帯 と隆帯に沿 う有節沈線で区画す る。 区画内に

よ波状の有節沈線 を施す。 口縁部は 2本単位 の有節沈線 で対弧

伏の文様 を描 出す る。胴部 は 4単位 の押圧 を加 えた隆帯 を垂下

させ、隆帯間を 2本単位 の有節沈線 と弧状 の有節沈線で接続す る

地文は間隔 を開けた縦位 の単節 LR縄文 を施文す る。

ア 5YR6/6

登
三石  砂 粒 普 通 木 8a式。

縄 文 深 鉢 (265)

:単位の押圧を加えた隆帯を垂下させ、両側に雑な有節沈線を沿

つす。胴部上半と下半にもそれぞれ同様の有節沈線を巡らす。兇

蛭は縦位の直前段反撚 LL縄文を施文する。

iYR5/6

月赤褐
髯石 砂粒 普通 木 7b式。

6 縄 文 土器 230 295
守孔鍔付的な土器。重形土器で、胴部上半に断面三角隆帯の楕

弓区画 を作出す る。全面に赤彩 を施す。内面に煤が付着。

! 5YR4/8

卜褐

軍母 長石

ξ英
普 通

大木 7b～ 8a
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1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・ローム粒少量、白色粒・赤色粒微量。しまり強、

粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒 白色粒少量、ローム粒中量、炭化物粒微量。

しまり強、粘性弱。

3暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒多量、ローム小ブロック少量、炭化物粒・今

市軽石粒微量。しまり強、粘性弱。

4責褐色土 (25Y5れ )ロ ーム粒多量、ローム小～大ブロック少量。しまり '

粘性有。

5にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム粒 。ローム小ブロック・今市軽石粒少量。

しまり強、粘性弱。

6黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒多量、コーム小～中プロック微量。しまり・

粘性有。

7黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒中量、今市軽石層混在。崩落層。しまり有、

粘性弱。

8にぶい黄褐色土 (10YR5た )ロ ーム粒・ローム小～中ブロック多量。しまり・

粘性有。

9黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム小～大ブロック中量。しまり・粘性有。

10明 責褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土。明るめのローム小ブロック中量、今市

軽石泣微量。比較的きれいなローム上。

0        1m

0                10cm

(1/4)

SK 101出土遺物観察表

第 125図  SK 101・ 出土遺物

(第 125図 )

遺構 No 種類 維 日径 .cI 程高 ca 盛径 cI 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

1 縄 文 深 鉢 〈7 2〉

ヨ唇部外端に押圧を加えた隆帯を施す。口縁部は無文帯で胴部

との区画には複数の沈線を巡らす。地文は縄文とみられるが原

はヽ不明。

OYR7/6

月黄褐

景母 石英

少粒
普通 木 8a式。

2 縄 文 深鉢 く5 6〉
コ縁部外端に粘土紐をチューブ状に巡らす。地文は縦位の単節

R縄文を施文する。内面に多量の媒が付着する。

5YR4/3

島
重母 砂粒 普通 木 8a式。

S K 102(第 126～ 130図 、 図版 13・ 14・

47～ 49)

検出位置は赤岩 4区の Z・ a-26。 27グ リッド内

である。平面形状はほぼ円形で、平坦な広い底面か

ら狭い開口部にかけて内傾するフラスコ状である。

開口部の周縁は落ち込み、陥没していることが認め

られた。規模は、開田部の長軸が 1.16m、 短軸が ■02

m、 底面の長軸が 2.18m、 短軸が 2.10m、 深 さは

90cmで ある。覆土は 9層以上からなる自然堆積層で

あるが、東壁寄 りは土器が集中していたため把握で

きなかった。

遺物は、土器 103点、石器 3点、剥片・礫 47点

が出土 した。土器は接合可能なものが上層部と東側

オーバーハング部に集中していた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ～Ⅳ式期のもの

と考えられ、大木 7b～ 8a式期、在地式の上器が伴っ

ている。
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1_黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒少量。しまり強、粘性弱。

2にぶい責褐色上 (10YR4/3)褐 色粒・白色粒・赤色粒少畳。しまり強、粘性有。

3暗褐色土 (10YR3/3)今 市軽石との混土。しまり強、粘性弱。

4黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、炭化物粒・炭化物

小塊微量。しまり,粘性有。

5暗褐色土 (75YR3/3)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、炭化物中～大塊微

量。しまり・粘性有。

6褐色土 (75YR4/6)ロ ーム粒・ローム小プロック微量。しまり・粘性有。

7暗褐色土 (75YR3/4)ロ ーム粒 。ローム小プロック少量、炭化物粒微量。し

まり,粘性有。

8黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒・ローム小～中プロック少量、炭化物小～中塊

微量。しまり・粘性有。

9黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。明黄褐色 (10YR6/61中～大プロック少量、

今市軽石粒・同プロック中量。しまり・粘性有。
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第 128図  SK 102出 土遺物
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SK 102出土遺物観察表 (第 127～ 130図 )

SK102

1 縄 文 深鉢 350 く36 5〉

:単位の波状日縁を持ち、日縁部と胴部の文様帯は太い隆帯と隆

常に沿う幅広のキャタピラ文で構成される。日縁部区画内及び

同部区画間には沈線・波状沈線を施している。

′
5YR3/2

黒褐

雲母  長石

白色粒
普通 玉台 Ⅲ式。

2 縄 文 深鉢 300 102

1単位の波状日縁を持ち、日縁部と胴部には隆帯によって文様を

寺成する。波頂部直下には渦巻文を描出し、隆帯に沿つて幅広¢

守節沈線と2条単位とした沈線の技法が混在する。胴部は隆帯に

合つて沈線が施されるが、上部では波状沈線を横走させている。

同部にのみ縦位の単節 LR縄文を施文する。

5YR4/3

島

冨母 長石

J色粒
普 通

玉台Ⅲ～Ⅳ

3 縄 文 深 鉢 (325) 〈24 0〉

度状口縁で、日縁部はやや扁平な隆特により区画され、幅広の

辞節沈線が隆帯に沿う。さらに沈線を沿わせ、区画内に波状沈

泉を施す。隆帯との接点部で突出部が設けられる。地文縦位の

Htt RL縄文を施文する。

5YR3/3

調

真母 長石

ζ英

やや

良好

玉台 Ⅲ～Ⅳ

縄 文 深鉢 〈21 7〉

同部にやや扁平な隆帯と、隆帯に沿う幅広の有節沈線で文様を

歯出する。隆帯の接点部に突起が設けられる。地文は縦位の単

“

RL縄文で隆帯上にも施文される。

′
 5YR5/4

こぶい褐色

皇母 長石

写英

やや

良好

玉台Ш～Ⅳ

。4と 同一

体。

5 縄文 深 鉢 (362) く31 5〉

4単位の波状口縁で、日縁部は隆帯により波頂部直下は長格円区

画、波底部には横長の精円区画を配す。各区画下部には突出部

を作出する。区画内及び区画間はくさび状の爪形文とくさび状

を意識したような鋸歯状沈線を施す。胴部には楕円区画の接点

部が突出し、隆帯に沿わせた爪形文・鋸歯状沈線に幅広のキャ

タピラ文が加わる。

7 5YR4/2

天褐

景母 長石

f英

やや

良好
玉台Ⅳ式。

6 縄 文 深 鉢 24 0 (29 6〉
日縁に顔面状の把手が付き、穿孔に沿つて有節沈線を施す。射

面にも突起部を作出する。地文は縦位の単節RL縄文。

iYR4/3

こぶい赤褐

雲母 石英

沙粒
普通 玉台Ⅳ式。

7 縄 文 深 鉢 252 〈29 0〉

ヨ縁部は緩やかな波状を持ち、波頂部とV字状の突出部を設ける。

ヨ縁部直下には単節 RL縄文の圧痕を 2条巡らせる。地文は単節

′R縄文をやや斜位に施文する。

′
 5YR4/2

疋褐

髯石 石英

ヨ色粒

]針状物質

普 通 木 7b式

縄 文 深鉢 く14 0〉

ヨ縁部は隆帯によって精円区画され、さらに区画内に縦長の楕

]区画を施して区画する。区画隆常には幅広のキャタピラ文が

合い、区画内全体にくさび状に近い押引文を充填させている。

5YR4/2

て褐

母

英

目

一　

Ｓ

　

立

長石

白色
やや

良好
坂系。

縄 文 深鉢 358 46 7 163

コ縁部から胴部上半にかけて単節 RL縄文が施文され、胴部下半

よ無文となる。縄文は日縁部直下のみ横位でそれより下は縦位。

同部は間隔が開く。懸垂文がわずかに残る。

5YR3/2

髯褐

景母 長石

写英
普通

手法。

縄 文 深鉢 325 〈27 5〉 触 の単節LR縄文を間隔を開けて施文する。

′ 5YR7/6

登

三石 石英

少堆立
普 通

地 的。

11 縄 文 深 鉢 く7 0〉
支状日縁の波底部。7本単位の櫛歯状工具を用い、弧状の文様を

応填させる。

IYR3/3

彗赤褐

母

英

巨

Ｆ

長石
普 通

台Ⅲ～Ⅳ

12 縄 文 深 鉢 (16 6〉
同部に4本単位の蛇行隆帯を垂下させる。地文は縦位の単節 RL

亀文を隆帯貼り付け後に施文する。内面に赤彩が認められる。

5YR4/3

B

冨母  長石

ヨ色粒
普 通 木 8a式。

13 縄 文 深 鉢 く10 6〉
同部に隆帯による縦長の楕円区画を垂下させ、幅広の有節沈線

波゙状沈線を沿わす。

B 5YR4/6

ボ褐

景母 長石

g英

やや

良好

「玉台Ⅳ式。

と同一個体

縄 文 浅鉢 (360) 120
口縁部を隆帯で楕円区画し、区画内に幅広の有節沈線を沿わせ

る。日唇部にも同様の有節沈線を施す。
'YR3/3
音赤褐

雲母  長石

百英

やや

良好
台Ш式。

石器 磨石
髯さ :8 5 cll 幅 :7 9 cll 厚 さ :3 7cm 重量 :3847g 石材 :

寃山岩  磨 り込みによ り小 さな皿 、凹部 を持つ。

石製品

くさびリ

」ヽ形石寡

品

罠さ :3 6 clll 幅 :1 2cm 厚さ :0 3cm 重量 :20g 石材 :

ヨ岩ヵ 先端部はやや鋭利な磨り込み。両側は磨り込みによるく

びれを持つ。
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S K 103(第 131図、 図版 14。 49)

検出位置は赤岩 4区の Z-27グ リッド内である。

平面形状はほぼ円形で、平坦な広い底面から狭い開

口部にかけて内傾するフラスコ状である。開口部の

周縁は大きく落ち込み、陥没 していることが認めら

れた。規模は、開口部の長軸が 1.04m、 短軸が 0.86m、

底面の長軸が 2.26m、 短軸が 2.12m、 深 さは 96cm

である。覆土は 11層 か らなる自然堆積層である。

第 5層以外崩落 した層は認められない。第 ■ 層は

含有物の少ない比較的きれいなローム質上で、底面

上に広がっていた。

遺物は、土器 67点、石器 5点が出土 した。 4は

船形をした小型の浅鉢土器で、南東側オーバーハ ン

グ部より出土 したものである。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考

えられ、大木 8a式期の上器が伴っている。

59 201n B

く
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0        1m

―

(1/60)

l黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ローム粒・白色粒少量、炭化物粒微量。 しま

り強、粘性弱。

(10YR3/2)白 色粒・コーム粒・コーム小ブロック少量、 ローム中

～大ブロック・炭化物粒微量。しまり強、粘性弱。

(10YR3/4)自 色粒微量。しまり強、粘性有。

(10YR3/3)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、白色粒微量。 しま

り強、粘性有。

5褐色土 (10YR4お )ロ ーム土が斑状に混在。しまり'粘性有。

6黒褐色土 (10Y硝 /1)ロ ーム質上が斑状に多量混在。しまり。粘性有。

7黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、白色粒微量。 しまり

粘性有。

8黒色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中プロツク少量、褐色粒・

炭化物粒微量。粒状はやや粗 く、色調もやや暗い。 し

まり。粘性有。

9黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小プロック中量。しまり。粘性有。

10黒色土 (10YR2/1)ll層 のロームが斑状に多量混在。しまり・粘性有。

H明 黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。黒色土をプロック状に少量含む以

外は比較的きれいなローム土。 しまり。粘性有。
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2黒褐色土

3暗掲色土

4暗褐色土

図 SK 103。 出土遺物
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S K 103出 土遺物観察表 (第 131図 )

S K 104(第 132・ 133図 、 図版 14・ 50)

検出位置は赤岩 4区の Z-27・ 28グ リッド内で

ある。平面形状はほぼ円形で、平坦な広い底面から

狭い開口部にかけて内傾するフラスコ状である。開

口部は他の土坑 より広めで、周縁は大 きく落ち込

み、陥没 していることが認められた。特に西壁側の

落ち込みが顕著である。規模は、開田部の長軸が 1.30

m、 短軸 1.16m、 底面の長軸が 2.50m、 短軸 2.48m、

深さは 100cmで ある。覆土は黒色土・黒褐色上を主

体とした15層 からなる自然堆積層で、第13層 はロー

ムブロックを多 く含むローム質上で、底面付近全体

に堆積 した層である。

遺物 は、土器 198点、石器 15点、剥片・礫 121

点が出上 した。接合可能な土器は南東側オーバーハ

ング部に集中して認められた。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期併行のもの

と考えられ、大木 8a式期の土器が主体である。
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0         1m
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(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒少量、白色粒微畳。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒少量、白色粒微量。しまり強、粘性弱。

3暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック・炭化物粒 炭化物

小～中塊微量。しまり,粘性有。

4黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、炭化物粒微量。し

まり'粘性有。

5にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中プロック中量、炭化物粒極微量。

しまり。粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム土・ローム中～大ブロック多量。しまり。粘性有。

7黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム土多量。しまり,粘性有。

8黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。 しまり,粘性有。

9黒褐色土 (75YR3/2)5層 が斑状に多量混在。ローム小～大ブロック多量。

しまり'粘性有。

10褐 色土 (75YR4/3)七 本桜 。今市軽石層の崩落層。しまり有、粘性弱。

11褐 色土 (10YR4/4)今 市軽石粒多量、ローム小～中ブロック少量。しまり・

粘性有。

12黒色土 (10YR1 7/1)13層 が斑状に多量混在。しまり・粘性有。

13責褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。明責褐色ロームブロック多量、今市軽

石プロック状に少量。しまり・粘性有。

14黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり'粘性有。

15暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり・粘性有。

遺構 No 種 類 器 種 口径 cH 器高 cコ 底径 α 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK103

1 縄 文 深鉢 (268) 〈13 3〉

コ縁部に渦巻状 の把手 を有 し、 口縁部直下にはやや雑に交互刺

モ文が巡 る。 日縁部 の下部 には弧状の沈線 を横位 に連結 させ る。

と文は縦位 の単節 L縄文 を施 文す る。

5YR3/2

阜褐

皇母 石英

笥色粒
普通 7b式。

2 縄 文 深 鉢 110 <5 6〉
■状把手部から押圧を加えた高い隆帯を垂下させ区画し、把手

騒上部から区画内にかけて有節沈線により文様を描出する。

5YR4/6

島
曇母 石英 良好

玉台 Ib

3 縄 文 深 鉢 (155) 132 76
ヨ縁部は小波状を有する日縁で、波状部には押圧を加える。地

ては間隔を開けた縦位の単節 LR縄文を施文する。

5YR6/6

登

雲母 長石

石英 砂粒
普通 木 7b式 ヵ。

縄 文 浅鉢 66 干形の浅鉢土器。楕 円長方形 で長辺部分中央を くばませ る。
5YR7/8

貨橙
石一一一て 石英 良好

5 石 器 丁製石奔
こさ :9 6cm 幅 :5 5cШ 厚 さ :2 1cm 重量 :1069g 石材 |

ク岩
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第 133図 S K 104出 土遺物

S K 104出土遺物観察表 (第 133図 )

0                10cm

(1/4)

麟 種類 器 種 日径 器高 cn 嵐径 文 様 色 調 胎土 燒成 備 考

SK104

1 縄 文 深 鉢 (350) 〈36 0〉

ヨ縁は小波状になるものと思われる。日縁部から胴部の文様帯

よ太めの隆帯で文様が構成され、2条 の有節沈線が沿う。地文は

た位の単節LR縄 文を施文する。表面に煤が付着する。

5YR3/2

ミ褐

景母 石英

少粒
普 通 木 8a式。

2 縄 文 深 鉢 235 〈25 0〉

単位の緩い波状を呈した口縁で、端部に押圧を加える。波状部

塁下からS宇状の隆帯を作出する。胴部は3条 1単位の有節沈

泉で文様を描出する。地文は縦位の単節 LR縄文を間隔を開けて

L文する。

5YR5/3

ぶい褐

⊆母 白色

立 砂粒
普 通 本 8a式。

3 縄 文 深 鉢 く10 0〉

覚状日縁を呈し、日縁に沿つて 2列の沈線と半裁竹管状工具を

雪続させたもの 2列を施す。地文は無節 し縄文が縦位・斜位に

伍文される。

iYR3/4

吉赤褐

罠母 長石

少粒

やや

良好

4 縄 文 深 鉢 く6 0〉

笠状口縁の波頂都片で、波頂部直下にV字状隆帯を貼り付け、十

1沈線と沈線を沿わせる。波頂部内面は眼鏡状に隆帯を貼り付

する。

5YR4/2

疋褐
員母 長石 普 通 木 8a式。

5 縄 文 深 鉢 (11 5〉 82

卜型の深鉢形土器。胴部 に 4単位 の隆帯 を垂下 させ、隆帯間を 2

楽単位 の有節沈線 で連結 させ、対弧状のモチー フを構成す る。底

面は網代痕。

iYR5/6

月赤褐

真母 長石

コ色粒
普 通 木 8a式。

6 縄 文 浅鉢 180 65 80 箆状 口縁の小型浅鉢。真上か ら見 ると方形 を呈す る。
OYR3/1

黒褐

ξ母 長石

少業立
普 通

7 縄 文 浅鉢
『

縁 口縁の小型浅鉢。 内面に稜 を持つ。
5YR7/6

登
少粒 普 通

8 石 器 唇製石宥
三さ :5 7cm 幅 :4 1 cll 厚 さ 12 5cm 重量 :1033g 石材

そ灰岩  定角式
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S K 105(第 134。 135図 、 図版 14・ 50・ 51)

検出位置は赤岩 4区のY-31グ リッド内である。

平面形状は円形で、平坦な広い底面から開口部にか

けて内傾するフラスコ状であったと考えられるが、

開口部は他の上坑よりかなり広めで、崩落 したもの

とみ られる。規模は、開口部の径が ■88m、 底面

の径が 2.64m、 深 さは 100cmで ある。覆土は 12層

からなる自然堆積層である。第 1～ 5層 の黒色土・

黒褐色土主体の上層部と、第 6～ 12層 のロームブ

ロックを多 く含む層、又はローム質土主体の下層部

に分けられる。開口部付近の崩落層 と考えられる。

遺物は、土器 239点、土製品 2点、石器 5点、剥

片・礫 103点 が出上 した。 4は上層部第 3層上に廃

棄されていたもので、下層部からはまとまった接合

可能な土器は認められない。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期併行のもの

と考えられ、大木 7b～ 8a式期の土器が主体であ

る。

＼

キA'

ザ

/

ヽ
―

耳

59 10m A                          A'

0         1m

―

(1/60)

1黒色土 (10YR2/1)掲 色粒 ローム粒・炭化物粒・炭化物小塊少量、白色粒

微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量、炭化物小塊少量、

白色粒微量。しまり強、粘性弱。

3黒色土 (10YR17/1)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、炭化物粒・炭化物

小～中塊中量。しまり強、粘性有。

4褐色土 (75YR4/4)今市軽石層主体。崩落層と思われる。しまり強、粘性弱。

5黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒中量。しまり,粘性有。

6にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム上が斑状に多量混在。しまり。粘性有。

7にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土が斑状に多量混在。しまり 粘性有。

8黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒少量、ローム中～大プロック微量。しまり・

粘性有。

9黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム質土多量、ローム粒 ,ロ ーム小プロック・炭化

物中～大塊少量。しまり・粘性有。

10黄褐色土 (25Y5/3)9層が斑状に混在。しまり,粘性有。

11明 黄褐色土 (75Y5/6)黒 色粒微量。比較的きれいなローム上で粒状はやや

粗い。 しまり・粘性有。

12に ぶい黄色土 (25Y6/4)ロ ーム質土。明黄褐色ローム小ブロック少量。し

まり,粘性有。

0                10cm

(1/4)
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第 134図  S K 105。 出上遺物 (1)
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S K 105出土遺物観察表 (第 134・ 135図 )

通構 No 種 類 器種 日径 cコ 器高 cH 底径 α 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK105

〕 縄 文 深鉢 27 5

コ縁部には突起を持ち、外面にS宇状隆帯、内面にも有節沈線

を施した S字状隆帯を巡らせる。日縁部直下には 2条の沈線と ]

持の波状沈線を巡らせる。地文は縦位の LR縄文を施文する。

生5YR3/2

黒掲

ξ英

匂色粒

少粒

普通 木 8a式。

2 縄 文 深鉢 0〉

支状を呈する日縁で、波頂部に押圧を加える。日縁に 2条の有

市沈線と波状の有節沈線を浴わせ、胴部との区画には 3本単位

D沈線を巡らす。地文は縦位の単節LR縄 文を施文する。

. 5YR3/2

阜褐

景母  石英

少粒
普通

木 7b～ 8a

3 縄 文 深鉢 120 (11 0〉

寄形の深鉢で、日縁部には外端に張り出す隆帯を巡らせ、押圧を

旧える。日唇部には有節沈線を施し、一部沈線化する。文様帯は

十条 1単位の沈線を隆帯直下に巡らせ、さらに胴部へ垂下させる。

OYR4/2

疋黄褐

罠石

色色粒
普通 本 8a式。

4 縄 文 深 鉢 54 4 15 7

コ縁にはS宇状を意識したと思われる突起と小突起が施されてし

3。 突起都直下には渦巻文があり、突起間にも渦巻文が配されるて

コ縁部直下には連続コの宇文が巡り、2条の沈線が併走する。日

表部文様帯は沈線で2段の区画がとられ、上段は精円区画、下唇

ま長方形区画がなされる。胴部文様帯は沈線を沿わせた隆帯が 4

鷺位で垂下し、区画間を十字文・渦巻文・ひょうたん形の文様が

笞かれる。地文は縦位の単節LR縄文が間隔を開けて施文されるて

霊面は網代痕。

5YR3/3

音褐
章母  砂粒 音 通 本 7b式。

5 土製品 髯さ :2 9cm 幅 :2 7cm 厚 さ :0 6cm 重量 :84g

6 土製品 と製円軽 琵さ 11 7cn 幅 :1 7 cll 厚 さ :0 6 cll 重量 :32g

7 石製品

ペング

ント形

石製品

髯さ :83t‐m 幅 1 1 4 clll 厚 さ :0 4cm 重量 :85g 石材 :

よル ンフェルス

8 石器
多孔石

磨石

ミさ 1 23 5 cll 幅 :14 5cm 厚さ :7 5 clu 重量 :3080g 石材 :

砂岩

石 器 石 鏃
髭さ :3 0cn 幅 :1 35cn 厚 さ :0 45cm 重量 :14g

S材 :チャー ト

（ぃ

S K 106(第 136・ 137図 、 図版 14・ 51)

検出位置は赤岩 4区のY-32グ リッド内である。

平面形状は円形で、平坦な底面から開口部にかけて

内傾するフラスコ状である。本土坑の上部はかなり

削平されているものとみられる。規模は、開口部の

径が ■42m、 底面の径が 2.00m、 深さは 56cmで ある。

覆土は 10層 からなる自然堆積層である。第 1～ 4

層の黒色土・黒褐色土主体の上層部 と、第 5～ 10

層のロームブロックを多 く含む層及びローム質土主

体の下層部に分けられる。

遺物は、土器 342点、石器 2点、剥片・礫 11点

が出土 した。 1は南東側オーバーハ ング部から横転

して出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期併行のもの

と考えられ、大木 7b式期の上器が主体である。

0         1m

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒多量、褐色粒少量、赤色粒微量。しまり強、

粘性有。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒 ローム土多量、赤色粒微量。しまり 粘性有。

3黒褐色土 (10YR3/2)3層 とほぼ同質で、ローム土の割合が 10%程高い。白

色粒中量、炭化物粒・炭化物小塊少量。しまり 粘性有。

4黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒中畳、災化物粒少量、今市軽石粒多量。しまり,

粘性有。

5に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中プロック少量、6層のローム質土

多量、今市軽石粒微量。しまり・粘性有。

6明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。きれいなローム上で今市軽石粒少量。

しまり,粘性有。

7に ぶい責掲色土 (10YR4/3)5層 と同質で、ローム上の害J合が 10%程高い。

しまり'粘性有。

8にぶい黄褐色土(10YR4/3)5'7層 と同質で、今市軽石粒多量。しまり・粘性有。

9黄掲色土 (10YR5/6)今 市軽石粒多量。しまり'粘性有。

10褐色土 (10YR4/4)ロ ーム中～大ブロック多畳。しまり 粘性有。
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SK

0               10cm

(1/4)

第 13フ 図 SK 106出 上遺物

106出土遺物観察表 (第 13フ 図)

遺構 種類 器種 日径 cI 器高 cI 嵐径 cI 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

1 縄 文 深鉢 250 280 110

コ縁部 には双頭波状突起一対 と単頭波状突起一対が設 け られ る。

争突起 との直下には V字状隆帯が貼 り付 け られ る。 口縁 に沿つ

C有節沈線 が巡 り、鋸歯状の沈線 も併走す る。胴部 は 4単位 の

を線 を沿わせ た隆帯が垂下す るが、一部広い部分 には釣針状隆

昔が施 され る。地文は縦位 の単節 RL縄文 を施文す る。

こぶい赤褐

英石

粒

母

色

干云
ヨ

普 通 木 7b式

S K 107(第 138図、 図版 14・ 52)

検出位置は赤岩 4区 の Z・ a-25グ リッ ド内で

ある。形状は円形で、壁はほぼ垂直に立ち上が り、

タライ状 を呈する。規模 は、上端の径が 1.40m、

下端の径が 1.26m、 深さは 24cmで ある。覆土は 2

層からなる自然堆積層である。

遺物は、土器 23点、剥片・礫 2点が出上 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期のものと考

えられる。

0                10cm

(1/4)

1黒褐色土 (10YR3/1)掲 色粒少量、ローム粒・白色粒微量。しまり強、粘性弱。
2暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小～中ブロック・ローム極大ブロック多量。しまり,粘性有。
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第 138図  SK 10フ・出土遺物
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S K 107出土遺物観察表 (第 138図 )

遺構 No 種類 器種 日径 ca 器高 cH 底径 cu 支  様 色調 胎 上 焼成 備 考

SK107

1 縄 文 深鉢 12 5 〈13 0〉

髯上か らの 日縁形状は舟形 を呈す る。一部欠損す るが、一対双藪

駕起を持つ もの と思われ る。双頭部直下には V宇状隆帯 を貼 り

寸け有節沈線 を沿わせ る。双頭間には押圧 を加 えた隆帯を巡 ら

テ。地文は 6本単位 の柿歯状工具を用いた条線 を縦位 に施文す るで

再面には煤が こび り付 く。

iYR4/2

疋褐
景母 石英 普 通 玉台Ш式。

2 縄 文 深 鉢 く8 4〉
コ縁部直下に沈線、口唇部内面に押圧を加える。地文は縦位の

津節 LR縄文。

OYR

こぶい黄橙

真母  白色
普通

S K 108(第 139図、 図版 15。 52)

検出位置は赤岩 3区のX-20グ リッド内である。

北側調査区壁際の落ち込みを掘 り下げたが、開口部

が確認できなかったため、断ち割 り調査を行って

オーバーハング部のみを検出した。形状、規模の全

容は不明であるが、遺構確認面の落ち込みは陥没に

よるものと認められ、本来フラスコ状の土坑であっ

たと考えられる。確認できた覆土は 6層からなる自

然堆積層と思われる。第 4層 は壁面が崩落した層の

可能性がある。

遺物は、土器 11点、剥片・礫 4点が出土した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期前後のもの

と考えられる。

59 40m A

―

(1/60)

1にぶい責褐色土 (10YR4/3)2層 との混土。しまり 粘性有。

2黒色土 (10YR17/1)ロ ーム粒中量、ローム小～中プロック・炭化物粒 炭

化物小塊少量。 しまり。粘性有。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム土斑状に多量。しまり,粘性有。

4に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒 ローム小プロック中量。5'6層 が斑

状に多量混在。しまり 粘性有。

5黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。今市軽石がプロック状に多量。 しまり

粘性有。

6明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体。黒色土がブロック状に少量。 しまり。

粘性有。
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SK 108出 土遺物観察表 (第

0                1ocm

(1/4)

第 139図  SK]08。 出土遺物

139図 )

S K 109(第 140図、 図版 15。 52)

検出位置は赤岩 4区の a-23・ 24グ リッド内である。北西側の SKl10と オーバーハング部同士がわず

かに切 り合い、土層や出土遺物から本土坑が新 しいと判断される。平面形状は円形で、平坦な広い底面か

ら開口部にかけて内傾するフラスコ状であった考えられる。開口部は他の上坑よりかなり広めで、崩落 し

たものとみられる。開口部周縁はおそらくは陥没 していたものとみ られる。規模は、開口部の径が ■48m、

底面の径が 2.10m、 深さは 66cmで ある。覆土は黒色土・黒褐色上を主体 とした 9層からなる自然堆積層で、

底面直上の第 9層 はロームブロックや七本桜 。今市軽石層を多 く含むローム質土で、開口部付近の崩落層

したものと考えられる。

遺物は、土器 41点、石器 1点、剥片 。礫 42点が出土 した。 2は東側オーバーハング部の第 9層上で逆

遺構 酪 種類 器種 日径 cl 器高 ci 壼径 c] 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK108 1 縄 文 深 鉢 <57 熙文の 日縁部で 日唇部にキザ ミが施 され る。
5YR3/2

黒褐
量母 石英 音 通

玉台 Ⅱ式前
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位に出上 し、 1は 開口部東側から廃棄された状態で出土 した。

本土坑は、出土遺物か ら大木 8a式期の上器を伴った阿玉台Ⅳ式期のものと考えられる。
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59 30m B

1にぶい黄褐色土 (10YR5/3)褐 色粒・ローム粒少量、白色粒・赤色粒微量。

しまり強、粘性有。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・炭化物粒少量。しまり・粘性有。

3黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 炭化物粒・焼土粒少量。しまり'粘性有。

4に ぶい責褐色土 (10YR4/3)今市軽石粒多量。しまり強、粘性弱。

5黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・炭化物粒・焼土粒中量。しまり 粘性有。

6暗褐色土(75YR3/3)ロ ーム小～中ブロック、今市軽石粒多量。しまり'粘性有。

7暗褐色土 (10YR32)ロ ーム壮・ローム小プロック多量、炭化物粒・炭化物

小塊中量。粒状がやや粗い。しまり'粘性有。

8黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小プロック・炭化物粒・炭化物小塊

多量。しまり・粘性有。

9にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム質土。ローム小～中プロック、今市軽石

粒少量。しまり'粘性有。

0               10cm

(1/4)

59 301n C Ｃ
一

0         1m

―

(1/60)

第 140図  SK 109・ 出土遺物
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S K 109出 土遺物観察表 (第 140図 )

造構 No 醸 謙 日至&cD 器高 ol 斬る cl 文 様 色調 胎 上 焼成 備 考

SK109

1 縄 文 深 鉢 27 0 105

:単位の波状日縁で、日縁部は波頂部直下及び波底部直下に、縦

D隆帯を施して三角区画を構成する。胴部も隆帯で弧状の文様

と作出する。それぞれの隆帯には、2条の沈線が沿う。地文は単

市RL縄文がやや斜位に施文される。

5YR4/3 真母 長石

ζ英 砂粒
普 通 阿玉台Ⅳ式。

2 縄 文 深鉢

コ縁部には精円状の中空把手を4単位設け、日縁部直下には隆

言を巡らす。隆帯上部には 2列の利突列、下部には2条の沈線

哲沿わせる。胴部との区画には1筆の沈線を3回転させている。

と文はやや間隔を開けた縦位の単節 RL縄文を施文する。

' 5YR7/6

登

母

英

語
武

百

立

長石

白色 普 通 木 8a式。

S K l10(第 141。 142図、 図版 15・ 52)

検出位置は赤岩 4区の Z・ a-23グ リッ ド内で

ある。南東側の SK109と オーバーハ ング部同士が

わずかに切 り合い、土層や出土遺物から本土坑が古

いと判断される。平面形状は円形で、平坦な広い底

面から開口部にかけて内傾するフラスコ状であった

考えられる。陥没のためか開口部は他の上坑 より

かなり広めである。規模は、開口部の径が ■44m、

底面の径が 2.08m、 深 さは 86cmである。覆土は黒

色土・黒褐色土を主体 とした 13層 からなる。上層

部の第 1～ 6層 はロームブロックを多 く含む層や

ローム質土主体の層が乱れた状態で検出され、人為

的な埋め戻 しがあったものと考えられる。一方、下

層部の第 7～ 13層 は黒色土・黒褐色土主体を主体

とした自然堆積層である。

遺 物 は、 土 器 16点、 石 器 1点 が 出土 した。

SK109寄 りの南東側オーバーハング部にまとまって

出上している。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅲ式期のものと考

えられ、大木8a式の土器を伴う。

59 40h A

0         1m

―

(1/60)

1暗褐色上 (10YR3/3)褐 色粒 白色粒・ローム粒・ローム小～中ブロック少量、

今市軽石粒中量。しまり強、粘性有。

2にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム質土。ローム粒・今市軽石粒微量。 しま

り強、粘性有。

3褐色土 (75YR4/3)今市・七本桜軽石粒中量、ローム大ブロック多量。しま

り強、粘性有。

4にぶい責褐色土 (10YR5/3)2層 に類似。七本桜 今市軽石粒少量。 しまり強、

粘性有。

5黄褐色土 (25Y5/3)ロ ーム土多量、今市軽石をブロック状に少量。 しまり・

粘性有。

6明黄褐色土 (25Y6/6)ロ ーム質土主体。ハー ドロームをブロック状に多量。

しまり・粘性有。

7黒褐色土(10YR3/2)ロ ーム上が斑状に多量、今市軽石粒多量。しまり・粘性有。

8黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・今市軽石粒多量。しまり。粘性有。

9黒色土 (10YR17/1)ロ ーム粒 今市軽石粒少量。しまり 粘性有。

10黒 色土 (10YR2/1)ロ ーム粒 。今市軽石粒多量。しまり。粘性有。

ll黒 色土 (10YR1 7/1)ロ ーム粒多量、ローム小～中プロック少量、今市軽石

粒・炭化物粒中量。粒状がやや粗い。しまり 粘性有。

12黒 色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中ブロック多量。しまり・粘性有。

13に ぶい黄褐色土 (10YR5/4)ブ ロック状のローム土多量。7層が斑状に少量

混在。しまり強、粘性有。

ｍ

Ｅ
Ｏ
ｗ

Ｏ
ｃ
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第 142図  SK l10出 土遺物

SK l10出 土遺物観察表 (第 142図 )

遺構 No 種類 器 種 口径 吾高 氏径 cコ 文 様 色調 胎 上 焼成 備考

SKl10

l 縄 文 深鉢 (330) (27 2〉

!単位の波状日縁で、日縁部文様帯は三角楕円区画となり、区画

勺の波頂部直下では縦長の精円区画を作出する。三角楕円区画

勺には幅広の有節沈線を2条単位で沿わせるが、1条のみの区画

も認められる。縦長楕円区画内には細い波状沈線を垂下させて

′ヽる。地文は縦位の無節 L縄文を施文する。

iYR3/1

語褐

母

英

言
ミ

Ｆ

長 石
普 通 玉台 Ⅲ式。

2 縄 文 深鉢 (330) <51 0〉 130

ヨ縁部は緩やかな波状 を呈す るもの とみ られ、外側 に引き出 さ

■た 口唇部には押圧 が加 え られ る。器面 には縦位 の単節 LR縄文

Dみが施文 され る。胴部下端 はケズ リが施 され無文である。

5YR3/2

黒褐

婁石 石英

雪色粒
普 通 木 8a式。

133-



S K lll(第 143図、 図版 15。 53)

検出位置は赤岩 3区の P・ Q-19グ リッ ド内で

ある。上部を SD03に削平されているため、開口部

は広めである。形状は円形で、壁は底面から湾曲し

なが ら狭い開口部にかけて掘 り込まれた袋状であ

る。規模は、開口部の径が 0,90m、 底面の径が ■24

m、 深 さは 64cmで ある。覆土は 5層 か らなる自然

堆積層である。

遺物は、土器 36点、剥片・礫 ll点が出土 した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期前後 と考え

られる。

だ
一

∞

日
〇
ミ

０
い

l

SK lll出土遺物観察表 (第

0                10cm

(1/4)

第 143図  SK lll・ 出土遺物

143図 )

弁

塩

ヽ
′業

訂
「

59 20m A

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒少量、赤色粒微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム紅中量、ローム小ブロック・褐色粒少量、赤色粒・

炭化物粒微量。1層 より明るい。 しまり,粘性有。

3にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒少量。しまり強、粘性弱。

4暗褐色土 (10YR3/3)5層 が多量混在。ローム粒・炭化物粒少量。しまり '

粘性有。

5黄掲色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。ローム粒少量。しまり・粘性有。

齢 No 種類 暴種 日径 .ctl Ftt ё] 甍径 α 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

1 縄 文 深鉢 <3 4〉
支状日縁の波底部片で、隆帯による精円区画が施され、ややく

≦び状に近い有節沈線が沿う。

′
 5YR4/2

疋褐

鷲石  石 英

色侮 締
普 通 玉台 I式。

S K l12(第 144図 )

検出位置は赤岩 3区のN-18グ リッド内である。

形状は楕円形で浅い皿状を呈 し、底面ではわずかに

段差が認め られる。規模は、長軸が 1.44m、 短軸

は推定で ■04m、 深 さは 30cmである。覆土は 2層

からなるが、ほぼ黒褐色上の単一層に近い状態であ

る。

遺物は出土 していないが、本土坑は覆上の状態か

ら縄文時代のものと考えられる。

中 |

59 30m A            A'

ー

0         1m

―

(上 /60)

1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・白色粒微量。しまり・粘性有。

2暗褐色土 (10YR3/3)掲 色粒 白色粒・ローム粒微量。 しまり,粘性有。

Ｎ＊

∞
日
〇
∞
０
０
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S K l14(第 145図、図版 15・ 53)

検出位置は赤岩 3区の V-19。 20グ リッド内で

ある。本土坑の所在する地点は、全面に攪乱が激 し

く入 り込んでお り、これを除去 したことにより検出

されたものである。形状は円形で、平坦な底面か

ら狭い開口部に向けて内傾するフラスコ状である。

規模は、開口部の径が ■24m、 底面の径が 2.20m、

深さは 62cmである。覆土は 11層 からなる自然堆積

層である。第 1～ 7層 は黒色土・黒褐色土を主体 と

し、第 8。 9層 はローム質土でマウンド状に広がっ

ていた。

遺物は、土器 175点、石器 26点、剥片 。礫 64点

が出土 した。

本土坑 は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期の

ものと考えられ、大木7b式期の土器が伴う。

59 10mA

0          1m

―

(1/60)

1黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中ブロック少量、炭化物大塊微量。 しまり・

粘性有。

2黒色土 (75YR2/1)今市軽石粒微量。しまり強、粘性なし。

3暗褐色土 (75YR3/4)今市軽石粒多畳。しまり強、粘性なし。

4黒褐色土 (75YR2/2)ロ ーム粒 。ローム小プロック多量、炭化物小～中塊少

量。しまり・粘性有。

5黒色土 (75YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック中量、ローム中～大ブロッ

ク少量。しまり'粘性有。

6黒褐色土 (10YR2/3)ロ ーム小～中ブロック中量、ローム中～大ブロック少

量。しまり・粘性有。

7黒色土(75YR2/1)と にぶい黄褐色土 はOYR5/4)と の混土層。しまり 粘性有。

8にぶい責褐色土(10YR5/4)ロ ーム質土。明責褐色 (10YR8/6)ロ ームがプロッ

ク状に混在。しまり・粘性有。

9明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム質土。明黄褐色土 (10YR7/6)ロ ーム中ブロツ

ク微量。しまり・粘性有。
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第 145図  SK l14
SK l14出土遺物観察表 (第 145図 )

遺構 No 種 類 器 種 口径 器高 o 巨径 伽 文  様 色 調 胎 土 焼成 備考

I 縄 文 深 鉢 (132) (18 6〉
驚形の上器。 口唇部 に細い棒状工具に よる押圧 が加 え られ る。蕃

面には縦位 の無節 L縄文のみが施文 され る。

IYR4/6

褐ヽ

冨母 長石

写英
普 通

2 縄 文 深鉢 〈8 9〉

ヨ縁部直下は沈線で幅の狭い区画文が巡り、区画内にはやや押

|いた沈線で文様を描出する。紐状の貼り付けには、有節沈線

G渦巻文が施され、そこから押圧が加えられたY字状の隆帯が

ヒ下する。

+5YR3/2

音赤褐

琵石 石英

ヨ色粒
良好

玉 台 I～ ]

3 縄 文 深鉢 く4 0〉
ヨ縁部直下に1段の L縄文が 2条巡る。地文は縦位の無節 L縄

廷を施文する。

OYR7/4

こぶい黄橙

髯石  角 閃

ζ 自色粒
普 通 木 7b式。

4 縄 文 深鉢 (140) 〈9 0〉
号付土器の 口縁部片。 出土 した部分での穿孔は認 め られない。刻

5は ミガキがな され 、器壁 は薄 く内外面に赤彩が施 され る。

5YR6/6

登

員母 石英

当色粒

やや

良好

5 石器 昏製石名
ミさ :H5cm 幅 :6 0 clll 厚 さ :1 4 cll 重量 :2117g 石材 :

そ山岩 定角式

135‐



S K l15(第 146図 、 図版 15。 53)

検出位置は赤岩 3区のO-19グ リッド内である。

本土坑の所在する地点は、全面に攪乱が激 しく入 り

込んでお り、これを除去 したことにより検出された

ものである。形状はほぼ円形で、平坦な底面から狭

い開口部に向けて内傾するフラスコ状である。規模

は、開口部の径が ■30m、 底面の径が ■60m、 深

さは 43Glllで ある。覆土は 9層 か らな り、全体的に

層が乱れている。上層部の第 1～ 5層 は黒色土・黒

褐色土を主体 とし、下層部の第 6～ 9層 はローム質

土に大 きく分かれる。

遺物は、土器 2点、石器 2点が出土 した。

本土坑は、出土遺物か ら阿玉台 Ib～ Ⅱ式期の

ものと考えられる。 (高野 )

風 郎
2

ィ

仙

、

59 20m B

59 20mA

―

(1/60)

1黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中プロック中量。しまり・粘性有。
2に ぶい責橙色土 (10YR6/4)ロ ーム質土でローム中～大ブロック微量。しま

り・粘性有。

3黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム土との混土。しまり'粘性有。
4灰黄褐色土 (10YR4/2)ロ ーム小～中ブロック少量。しまり 粘性有。
5黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム中～大ブロック少量。しまり。粘性有。
6にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり 粘性有。
7黒色土 (10YR17/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック微量。しまり,粘性有。
8に ぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土多量。6層 より明るめ。しまり・粘性有。
9明 黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム質土。にぶい黄褐色± 10YR4/31を 斑状に少

量混在。しまり。粘性有。
10明 黄褐色土 (10YR6/8)ロ ーム質土。黒褐色土・今市軽石層が混在。しまり・

粘性有。

⌒
0                10cm

(1/4)

第 146図 SK l15・ 出土遺物

SK]]5出 土遺物観察表 (第 146図 )

(3)ピ ッ ト (第 147～ 152図、図版 53)

縄文時代のピットは106基 を検出した。ほとんどのビットが赤岩 3。 4区 に所在 し、柱穴状を呈する。

規模は、径が 0,3m前後のものから0.6m前 後のものまであり、深さは 50cmを 超えるものが多く、 lmを
超えるものも認められる。各ピット間から規則性を見出すことはできないが、フラスコ状の土坑があまり

集中しない Q-18～ 20グ リッドからS-19～ 20グ リッド地点とZ-23～ 26グ リッド地点にまとま

る傾向にある。P託43・ 55の ような楕円形状の大型のピットも検出している。これらの地点はいずれも遺

物包含層中の遺物が比較的多く出土している地点とも重なり、関連性がうかがわれる。火処は検出されて

いないが、建物跡などの存在 した可能性 も考えられる。

/

遺構 No 種類 器 種 日径 器高 cD 盛径 ct 文 様 色調 胎 土 焼 成 備 考

SKl15

1 縄 文 深鉢 く5 0〉
全杵により区画された日縁部に、有節沈線に沿つた精円区画隆

帯が施さ津tる 。

OYR7/4

■ぶい黄橙

量母 長石

写英
普通

王台 Ibヽ

式。

2 縄 文 深 鉢 (3 8〉 走起部片で、波頂端部にキザ ミと刺突を施す。
5YR3/2

ミ褐

髭石  白色 やや

良好

3 石 器 石 皿
ミさ :く 120〉 cn 幅 :〈 105〉 cn 厚 さ:4 4 cll 重量 :830g 石材

少岩

4 石 器 石鏃
髯さ 12 7cn 幅 :1 2cm 厚さ :0 3cm 重量 114g 石材 :

ャ々ー ト

鞠
4

0

-136-
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堆 ⑩」 絶 ◎」

A' 5930n生

業生
円9廟

⑮
5950m生     //

咤⑤」

V

土 層 説 明

Pit01
1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ ローム小ブロック少量。

2黒 褐色土 (10YR3/2)ヒ 三後毎歩撞件セ鞣 り 。粘性有。

:麗争脚診持端鵜 ら遷′≧麟詫性有。
Pit03

:諄勲穣睡輩憲轟覺益。
与諄確避』:宅

1運群ど諾革葉9ラ斃子セ動とi罐着Ⅲ
爛°

Pit05
1暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小ブロック少量、赤色粒・ 赤色プロック微量。

2黒 褐色土 (10YR3/1)は 三投避多誓竹習とム中～大ブロック中量
しま り。粘性有。

3暗 褐色土 (10YR3/3)ロ ーム中～大ブロック少量。 しま り弱、粘性有。

Pit08

歩量亀巷土tiI環 ;′ち子1と二頂牟を夫易百今少多畳F[望τ∵驀桂著芦り
。粘性有。

Pit13
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ 白色粒・ ローム粒少量。 しま り強、粘性有。

第 14フ 図 Pi

」 5α 50m生    」 5950m生    」  59 20m A だ
一

:338:贈堪鷺:そ?妻と:℃3蟄3を↑与‡3を。

:3台言gをとξ身専Y急;:患:3と藍と:3:::与ケ9ち冶急會].粘臨
#跳色土OllVR3か こ冨今撥F轟響

'粒

少量、自色粒・赤色粒微畳。
:畳掻Eと [滸選錮斑書こF置をと全ζttε g手「撼毯盈

与3ζ::||1懲チ;:三:急ぢ暮阜富會巳族各:七どヨi急會]・粘性有。

与昌亀壱±1朧鴛:週会警飴墟など塵芸黒歩音9,標瞥弓tま叫粘性礼

t01-23
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Pit24 Pit25 Pit26          N   Pit27

◎
」北 ◎

Pit28 Pit29

戦特生《⊆≫)」
栄と

A'5920m生

だ

一
　

だ

一

／◎
＼一

Ｎ北
．

59 10mA

59 00m A

59 20m

生了
A' 59 80mA

Ｏ

Ｗ
Ｐｉｔ３７

だ
一

Pit33

Ｎ＊
Pit31,32 紫 乳

A'

A'5920m生

」{
A'

59 20m A

A'5930m生

A'

A'59 30m A         A'

Pi t 24^し 43

138‐

酔
N   Pit43

だ

一

ｔ４０
◎

Ｚ

Ａ

一

米 生

⊂ ⊂ 》

」

59 20m A

ｔ３８①翠
・

59 40m A

土層説明

Pit24

59 30m A

59 30m A ｒ
一

だ
一

ｒ
一だ

一

Ａ
一

Ａ
一 0         1m

―

(1/60)

Pit26
1暗褐色土 (10YR3/4)L涯

ち雀

=毛
種承

ク少量、今市軽石粒微量。

:壷::糠な霞争奪::野秘二::与寄を軸 量。
:藍ョgなど艶Y9言与甕摯8:そ【旨覇し曽i:3:鞭3

与曽馨蜃誦;モ:!ぞ三:3謙鶉%曽it罪範が
7°

与尼撮F雪菅督ど帝常Y通尾灌阜ζ旨こな≦‡ζ争員な::発ξ歩鞣曽、
・

与目悟g:[:;i:イ :三拿簿:3と獣娑:争昇み曽「ti緑「穏絶邑

与邑撮鷺猶督≧帝lY£元書急皇邑目:号歩曽:?§;1鷺総
粘臨

歩暑帽色圭ilI子 :ヽチ:!E三俊笑争最大今曹笠ラ核瞥景七笠所?籍桂砦←
有。

歩鷹燎倶妻播避聖
3(詫

Y品万

'そ

ま写阜耗進ぞ,サ
タ晏畳1壱上安力、地培先ンク少量。

|||ヒ′|:::自:『言:;夕ぢ瞥::宮と:::身§曽|:と fl

ｈ

■

　

２

　

Ｐｉ

■

２

３

４

＆

Ｐｉ

ｉ

歩

＆

４

　

Ｐｉ

■

　

歩

３

４
土
　
土
土
土

色
　
色
色
色

ｔ４３
醐
　
翻
囀
鶏

粒 ⑥型'

Ｍ

も

Ｙ

」北⑥」来生
59 20m A

59 30m  A

だ
一

だ
一

Pit36

北K℃
>」

59 20m A

Pit36

躯る」

第 148図



」北て∋」
59 30m A      A' 59 30m A A'59 30mA

Pit60

59 00m A

第 149図  Pit 44～ 63
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A' 59 30mA A'59 20m A

―
X―

ZI

59 20m

鶯 だ
一

ド
一

だ
一

だ
一

59 20mA

北儡血」地b だ
一

ｒ
一

ヽヽ
一〉（〔４
．

59 40m A       A

田
Ь」堰

ib」

' 59 30m A

VV
だ
一

だ
一

―

―

―

―

‐

‐

ｔ６‐

ＣＮＰ
瓶
．

篭ぴ」
59 00m A     A'

了
(1/60)土 層 説 明

Pit46
1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量、赤色粒極微量。 ローム土少量混在。

しま り強、粘性有。

&に燻侯蓋摺習響イ|よY品厄介響竺雲ヵ、比柔多色ウ歩易窪。しまり弱、粘性有。
Pit47
1黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒 。自色粒少量。 しま り強、粘性有。
2褐色土 (10YR4/6)ロ ーム粒少量。 しま り 。粘性有。

Pit48
1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ 自色粒微量、赤色粒極微量。 しま り強、粘性有。

拿悟掻雹三→亀諮争棚 勉4盈 t指姜孔性札

殿 妻播督古堅(〔よY巖拝
i勤蛇振r%'多亀乗雛薇螢弱。

3黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム質土。黒色土少量。 しま り ,粘性有。

〕雛駐 壮群影3警靴F謹駒、39サヶ韓整景光夢夕推彎
弱。

しま り 。粘性有。
3黒褐色土 (10YR3/1)2層 とほぼ同質。 ローム中～大ブロック少量。 しま り・粘性有。

Pit51
1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・ 白色粒少量、赤褐色粒・炭化物粒・ ローム粒微量。

しま り強、粘性有。
2に ぶい黄褐色土 住OYR4/め

Eこ会鋏 歩ご 5チ 争豊含屯警写1亀性有。
3黒褐趾 Q∝田か尼懸汽贅名乞饂 据季娑饗Ⅲ宅曇ち.槌有。
4暗 褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～中ブロック多量。 しま り・粘性有。

Pit52
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ 自色粒中量、炭化物粒微量。 しま り強、粘性有。
2に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大プロック多量。 しまり弱、粘性有。

Pit53土 層説明

歩羅梱色圭til↓ミ:チ;;E三女経娑暑ヒk≧多査:セ讐写。.粘性有。

Pit54土 層説明
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒 。自色粒・赤色粒・赤色ブロック少量。

&屠福色圭til子ミ:チそ;目
=食
極1宮色桜方、金車鋳召ケタ最笹〉と豊チ諭Ⅲ籍罷者。

Pit56
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ ローム粒・ 白色粒・赤色粒少量、炭化物紅微量。

2に ぶい黄褐色土 (10Y能亮イ警と牧妹電粋ブロック多量。 しま り弱、粘性有。

歩屠掲雹圭til繰 :チ:IE三食栄え旱身響9昇多査テセ娑物弟声亀柱箸併
有。

〕曇帽亀圭ti[と :ヽチそ;E三女督上F誦客雀示E≧負索尋静歩畜9少羊摯
弱。

しま り ,粘性有。

Pit59

!昌8三
:舶尊::ξ全3貫:::多最曽是維与専琶致引告性有。

Pit61
1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ 白色粒少量。 しま り有、粘性弱。
歩 にぶい黄褐色土 Qば馳か

E三我尖夢害丁ラ族窒ケ暑ま り弱、縦 有。

Pit62
1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム小～中ブロック少量、炭化物粒微量。

しま り強、粘性弱。
2黒 色土  (10YR2/1)ロ ーム粒 。ローム小ブロック少量、炭イヒ物粒微量。

と悟君雹三便亀表3チ;!Y晋空k旱乏央磁 宅曇ち義言亀罷若Ⅲ性有。

Pit63
1灰黄褐色土 (10YR4/2)ロ ーム粒・ ローム小ブロック多量、黒色土ブロック微量。

しま り弱、粘性有。
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Pit66

⑤」北①」
59 40m A Ａ

一

59 20m A
A'   5930m だ

一

ｒ
一

ｒ
一

P5吐

9渾

tЬ

北
59 40m A

Pit73

◎

59 20m A A' 59 30m A

U

〆
一

Ａ
一

埴も
59 20m A

だ

一
　

だ

一

業上附86」 井ぜiも 型
59 30mA培

Ａ
一

59 30m59 30m だ
一生▽

Ｖ
り

土層説明
Pit64

:護難1蝶轟挙暴鍾。
与膏撮ヨ雪港醤琴織Y髭鳥推旦ヨ票毯ξ歩し謝多笹Ⅲ隆致

ローム大プロック微量。しまり・粘性有。
Pit67

:3ξ鳥曽せ警ξ構子3え争::駆ま:号身彦7:をg夕号を牲盈
夕岳燻倶妻tBlttr3ィ I志Y紀完拝七皇a茉空景テ奮9)多畳:しま′牟活控砦訂。

与邑握F菖婚督≧X魏罷角推皇三る全員蓼g号歩徴員達斧速権曽許
嬢 福色圭鶴

婢 魯鷺寂畳Fを
g景

込F謎号
静歩苫9費

胆 乳

Pit72

“

Ⅳ

色土 伍 5Yl130柿軽石粒多量、ローム粒微量。しまり強、粘性弱。

ま邑蘇桑』ど
3絶

騒降こ騨記監妨萱F贅争景粘怖。
歩邑銀R覇督雪僻謗 害雀震荘撃錐ヵ聯 獣洗ザ禦路g性有。

第 150図  Pi

」北6」
坐
,5930m稜

デ

'

駕iЪ 」
5930m生      坐'

堰
i

歩岳爆侯妻摺督聖髯洋観完梓
ig号等亀尾ぞ1承

多暑移〉講督。
・雑札

歩曇雹皇土iIIttBチ 〔!響色駒、定争夢とじア参督律3とk美歩警ラケ歩畳:

3に ぶい黄褐色土 (loY也えヤ習と牧ヒIЪ _ム小～中ブロック多量。
しま り。粘性有。

Pit77

与 εttR菖着督こ監 祥罷角
暢 二漕

粋之勇ま憲ラタ修勢
札

1黒褐色土 (10YR3/2)c豊
ヶ申尋澁暑戸

ム粒少量、黒色粒・赤色粒微量。

歩員糧色圭tiI子 :ヽん 1響色桜宗島|テ百今ケ串畳Pを雀号勃1尾栓審:粘
性弱。

Pit81

:鞄 動   藩 %。
歩尋掲色圭紆b写常:,伊 きこ燕 尋鶉ぅ幾 、

・
慶イ脇鰍員しま′:恕陸疑

歩曇掴色圭tilと シヽ劣響全桜ポ「
嵐 泉皇常娑Б暫夢築攀妥ィルえ橙 粘性5]。

1層 より若千明るい。 しま り・粘性有。
Pit84

ξ邑撮ヨ茎蒼醤響′イIY撮完Ⅲ音ニヨ無える5:与チ最暫1専ζラ洋惚権層}有。
t64-84
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※ 田J06
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59 20m A A'5870m生

だ
一

だ

一

ｔ９‐

⑥
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Ａ
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Ｎ＊だ

一

Ａ
一
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生

だ
一
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59 00m A

]∪
「

準醐      U   U ttm
Pit85
1黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒 赤色粒少量。 しまり 粘性有。
2に ぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム小ブロック少量。 しま り弱、粘性有。

Pit86
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ 自色粒少量。 しま り強、粘性弱。
2暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム小～中ブロック少量。 しま り・粘性有。

Pit87
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒・ 白色粒・赤色粒少量。 しまり強、粘性弱。
2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ ローム小ブロック少量。 しまり・粘性有。
3暗褐色土 (7 5YR3/4)今 市軽石粒 中量。 しま り強、粘性弱。

Pit89
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒中量、自色粒・赤色粒微量。 しま り強、粘性弱。
2暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～中ブロック少量。 しま り有、粘性弱。
3にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中ブロック多量。 しまり弱、粘性有。

第 151図  Pit 85～ 106

Pit計測表 (第 14フ ～ 151図 )

V
生

照⊃

」

Ａ一「‐‐」け山‐‐ｉ‐日）

だ
一

Ztt Pit97田榔8

生◎◎」
59 00m

遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ(m)

P 0 78 0.66

P 0 54 0.50

P 0 53 0.50 0.98

P 0 60 0.43 0,76

P 0 53 0.45

P 0 57 0.76

P 0 37 0.74

P t08 0,44 0.36 0,82

Pit09 0 26 0.25 0.80

0 28 0 25 0,75

P t l 0.30 0.24 0.68

P t 0.48 0 31 0 68

0,32 0 30 0,38

P t 4 0,40 0 32 0 99

P t 0,40 0 40 0.82

A'  59 40m A

生' 58 90m A      A' 59 20m A

遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ(m)

0 45

0 30 0 30

0 83

0.48 1 17

Pit20 0.38 0 48

Pit21 0.37 0.35 0.96

Pit22 0 40 0.87

Pit23 0.86 0 48 0.44

Pit24 0 52 0 42 0.91

Pit25 0 47 0 44 1.46

Pit26 0 40 0 40 0.40

Pit27 0 30 0 30 0.53

Pit28 0 56 0 50 0,71

Pit29 0 74 0 60 0.66

Pit30 0 66 0 50 1 03

N  Pit88 堰止捗」
59 80m A       A'

」{ib」叱Pё」推P5

1/~
A∫

」蜘生 」酪輸AVi牡 ◎
V  W阻 約m生

ｉｔ‐０３

◎

z業肘t104z_8_慰
7∝

生◎」  ビ◎」

59 10n A  A' 5900m生  」

縄ib」 粗6
A'59 20m A      A'59 20m A だ

一

A'

A'5900m生

0         1m

―

(1/60)

」 堆 ⑥ 」

遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m)

P 0 30 0.30 0 80

P 0 40 0.36

P t33 0 34 0.34 0.64

P 0 38 0.30 0.83

P t35 0 48 0.43

P 0.65 0.57 0.94

P 0 46 0 46

P 0.56 0.54 0,73

P t39 0.44 0.38

P 0 32 0.32 0.28

P 0 30 0 28 0.84

P 0 43 0.40 0.33

P 0.62

P 0.39 0.36

P 0 65 0 52 0.45
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遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ(m)

P 0 42 0 40 0.46

P 0.44 0 42 1.49

P t48 0,70 0 68 1.22

P 0.40 0,38 0,70

P 0 68 0.58 0,78

P 0 45 0.40 1.28

P t52 0 33 0.24 0.74

P 0.41 0.38 0 26

P 0.38 0.35 0 73

P t55 0 84 0.54 1.30

P 0 50 0.50 1.22

P t57 0,32 0 30 0 81

P 0.33 0 28 0.48

P 0.43 0,42 0,76

P 0.40 0.37 1 06

P 0 46 0 70

P 0 66 0 62 1.43

Pit63 0.39 0.34 0.26

P 0,70 0.48 0 85

P t65 0.63 0 60 0 73

P 0 67 0 58 0.66

遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m)

P 0.56 0.52 1.15

P t68 0.48 0.40 0.65

P 0.67 0.52 0 80

P 0.80 0.40 1.42

P 0.45 0.40 0.50

P t72 0.35 0.32 0.86

P 0 45 0.40 1 36

P 0.46 0.43 0,43

0 30 0,30 0.46

0 30 0.27 0 74

P 0.34 0 30 0 66

t78 0.30 0.28 0.30

Pit79 0 45 0 38 0 56

Pit80 0 45 1 14

Pit81 0.66 0.57 0,70

Pit82 0 41 0 40 0 52

Pit83 0 38 0 32 0.60

Pit84 0.47 0.40 0.90

Pit85 0.68 0 58 0 95

Pit86 0 33 0 32 0 58

Pit87 0 78 0.32 0.98

遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (m)

P 0 35 0 32 0 90

P 0.54 0.42 1.32

P 0 42 0.41 0.64

P 0 22 0.20 0 44

Pit92 0.30 0 28 0 25

Pit93 0 40 0 40 0,44

Pit94 0 44 0.40 1.10

Pit95 0,41 0 38 0 63

Pit96 0 55 0 50 0 44

Pit97 0.42 0.38 0 27

Pit98 0.45 0 40 0 4G

Pit99 0.50 0.44 0,36

Pit100 0.33 0 30 0.27

Pit101 0.28 0 26 0.30

Pit102 0.40 0 38 0.41

Pit103 1.10 0.68 1.68

Pit104 0.20 0 20 0 32

Pit105 0 20 0.20 0.22

Pit106 0.50 0.45 1 10

-2

第 152図  Pi t 18・ 51・ 56・ 68・ 8フ・93・

P i t 56-1

P i t 87-1

0                10cm

(1/4)

103出土遺物

P i t 51-2

P i t 68- 1

P i t 93-2
P i t 93-1

P i t 103-1
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Pit 51・ 56・ 68・ 87・ 93・ 103出土遺物観察表 (第 152図 )

遺 構 種 類 器種 口径 cn 器高 針 璧径 cコ 文 様 色調 胎 上 焼成 備考

Pit51

1 縄 文 深鉢 5〉 130 同部 にはナデが認 め られ る。
5YR5/6

月ネB

石長母

英

ｒ
ヽ
　

百
普通

2 編 文 深鉢 〈11 0> 105

桐部 に縦位 の単節 LR縄文を施文す る。胴部下端は無文で、 ミガ

キが施 され る。底 面はわずかに上げ底気味で周縁 には網代痕が

残る。

5YR7/6 長石 石英

自色粒
普通

遺構 No 種 類 器 種 ヨ径 cI 器高 cコ 底径 cI 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

Pit56 1 縄 文 深鉢
命積み痕 をヘ ラ状工具ですデ消す。胴部下端 にはすデがな され

'、

明瞭な輪積み痕 が認 め られ る。

5YR7/6

群

ξ英  白色
普通

玉台式前

遺構 No 種 類 器 種 ヨ径 c[ 器高 cn 底径 cI 文 様 色調 胎 上 焼 成 備 考

Pit68 1 縄 文 深 鉢 〈11 0〉

コ縁部に小突起を持ち、小突起直下にも突起を貼り付け、押圧

ど加えた隆帯が垂下する。地文は間隔を開けた縦位の単節 LR縄

廷を施文する。

OYR4/2

て黄褐

量母  石英

ヨ色粒
普通 木 7b式。

遺構 No 種 類 絲 口径 ca 器高 o 自宅邑ca 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

Pit87 I 縄 文 深 鉢 く15 0〉

度状 口縁で波頂部 か ら Y字状に隆帯が垂下 し、区画交点で弧状

こ広がって胴部 に至 る。 区画接点部には橋状把手が設 け られ る。

ヨ縁部 の区画隆帯には幅広の有節沈線が沿い、その後波状沈線

ド施 され る。 地文は横位 か ら縦位 の単節 LR縄 文が隆帯上にまで

を文 され る。

IYR5/4

こぶい赤褐

昌母  長石

彗色粒
普通 玉台 H式。

齢 No 種 類 器 種 ヨ径 cr 器高 cコ 嵐径 cI 文  様 色調 胎 上 焼成 備考

Pit93

1 縄 文 深鉢 く9 2〉

ヨ縁部 は緩や かな波状 を呈 し、波頂都直下に短い隆杵が貼 り付

すられ、押圧 が加 え られている。 日唇部は面取 りされ 、外面は

そ文でヘ ラ状工具 に よるケズ リで調整 されている。

;YR4/3

こぶい赤褐

母

英

壼
雪　
Ｆ

長石

砂粒
普 通

珂玉台 五式

力 。

2 縄 文 深 鉢 く4 0〉
ヨ唇部 にキザ ミが加 え られ、 日縁部には櫛歯状工具の先端部で

そ様 を描 出 してい る。
'VR5/6
月赤褐

髯石  白色

立 砂粒
普通

玉台 Ⅱ式

遺格 種 類 器 種 日径 cコ 器高 α 壼径 cn 文  様 色調 胎 土 焼成 備 考

1 縄 文 深 鉢 く6 4〉
口縁部直下に 2列の有節沈線が巡り、その下に押圧の加えられた

央杵が横走する。突帯下の地文は縦位の単節縄文が施文される。 こぶい黄橙

ミ石 黒色

立 砂粒
普通 木 8a式。

2 縄 文 深鉢 2〉

頃部と口縁部は隆帯で区画される。日縁部は開く器形で、上部

痣杵と頸部隆帯にはキャタビラ文が沿う。

OYR3/3

音褐

髯石 石英

少粒
普通 木 8a式。
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第 3項 奈良・平安時代

(1)竪穴建物跡

S101(第 153図 、図版 15。 54)

検出位置は赤岩 1区の」・K-3グ リッド内である。SKl13が本建物跡を切 り込んでいる。形状は長方

形状で西側に拡張したものと思われる痕跡が認められる。拡張前の規模は、長軸が 3.3m、 短軸は2.3m、

深さは 7 cm、 拡張後の規模は長軸が 3.95m、 短軸は 2.55m、 深さは 5 cmで あるが、東側は攪乱が著しく

立ち上がりが明瞭ではない。建物内には柱穴と思われるピットが 4基あり、Plは径 53cm、 深さ27cm、 P2

は径 22cm、 深さ 33cm、 P3は径 26cm、 深さ27cm、 P4は径 68cm、 深さ45cmで ある。いずれも規模や配置

が不規則であるため、建物跡柱穴に相当するピットであるかは確実ではない。P3は配置から拡張前の出

入り口施設に関連する可能性がある。覆土は2層からなるレンズ状の自然堆積層で、黒褐色土が主体であ

る。

遺物 は土師器 1点が出土 した。

出土遺物か ら9世紀代の もの と考 えられ、SK皿3と は時期差が認め られない。 (高野)
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(1/40)

1暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・白色粒少量。

しまり強、粘性有。

2黒褐色土 (10YR3/1)黄 灰色粘上が斑状に少

量混在。ローム小ブ
ロック少量。しまり

有、粘性弱。

カマ ド

1灰褐色土 (75YR5/2)灰 白色粒多量、焼土粒

微量。しまり弱、粘性

有。

2灰褐色土 (75YR72)灰 白色粒・焼土粒微量。

しまり 粘性有。

3褐色土 (75YR4/4)地山。今市層上面。

59 80m tt                         A'~〒
亜 げ 〒

~《
唖 万 ▼ ドT

01出土遺物観察表 (第 1

0        1m

―

(1/60)

0               10cm

(1/4)

第 153図  S101・ 出土遺物

53図 )

ヨE里】   惇尊
― No 種類 器 種 日径 ●コ器高 m 底径 cI 文  様 色調 胎 上 焼成 備 考

1 土師器 甕 (166) 〈5 2〉
ヨ縁部は柄み上げ技法。体部内外ともにヘラナデ調整。全体に

某が認められる。

OYR7/3

ニボい橙

雪色粒  砂
普通
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(2)滞 跡

S D 04(第 154図、 図版 16・ 54)

検出位置は赤岩 3区 の O・ P-18・ 19グ リッド

内で、縄文時代のフラスコ状土坑 SK34・ 35の 開口

部を切 り込んでいる。走行方向は N-10° 一Eを

示 し、東側に近接する SD03に併走する。SD03と

の新旧関係は、攪乱によって把握できなかった。調

査 した範囲での規模は、全長が 8.30m、 上端の最

大幅が 2.05m、 下端幅が 0.60m前後、深さが 37～

56cmで ある。断面形状は逆台形状を呈する。覆土は

6層からなるが、上層部の 2層 は I・ Ⅱ層に相当し、

溝本体の覆土は第 3～ 6層の自然堆積層である。

遺物は土器 1点、礫 1点が出土した。縄文土器の

流れ込みがほとんどであるが、 1～ 3の上師器郭・

奏の破片が出土 している。

本溝は、出土遺物から9世紀代 と考えられる。

(高野)

Ｎ＊

Ａ
一

せヽ

0                10cm

(1/4)

|

ノ 3

1黒 lB色 土 (10YR2浴 )表土。耕作上。しまり。粘性弱。

2黒褐色上 (10YR2/3)白 色粒・褐色粒多量。しまり有、粘性弱。

3黒色土 (10YR■ 7/1)自 色粒・褐色粒多量。しまり有、粘性弱。

4黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量。しまり有、粘性弱。

5黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒。ロームプロックφl～ 2cm少量。しまり有、粘性弱。

6黒褐色土(10YR3/1)ロ ーム粒・ロームブロックφl～ 4cm少量。しまり有、粘性弱。

59 40m A

59 40m B

第 154図  SD 04・ 出土遺物

0         1m

―

(1/60)
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SD 04出土遺物観察表 (第 154図 )

ケズリ調整。底面全体に媒付着。

(3)土坑

S K l13(第 155図 、図版 16・ 54)

検出位置は赤岩 1区のJoK-3グ リッド内であ

る。形状は楕円形で浅い皿状を呈する。規模は、長

軸が ■00m、 短軸は 0.82m、 深さは18cmで ある。

覆土は4層からなるレンズ状の自然堆積層で、黄灰

色粘土を含む層が主体となっている。下層ほど粘土

が含まれる量は多くなるが貼 り付けられた状態では

ない。ただし、この粘土は土坑周辺にも散在してお

り、もともと存在した竪穴住居跡のカマドを壊して

構築された可能性がある。

遺物は土師器 6点が出上した。

出土遺物から9世紀代のものと考えられる。

(高野)

59 80m A      l    A'
一

が

lm

―
(1/60)

1仄責褐色土 (10YR4/2)灰 黄色 (25Y6/2)粘土多量。しまり強、粘性有。

2黒褐色土 (10YR3/2)今 市軽石粒・灰責色粘土粒少量。しまり強、粘性有。

3褐色土 (75YR4/3)灰黄色 125Y6/2)粘土多量。しまり・粘性有。

4褐色土 (75YR4/3)灰責色125Y6/2)粘上、今市軽石粒少量。しまり・粘性有。

0               10Cm

(1/4)

第 155図  SK l13。 出土遺物

155図 )

第 4項  中世 以 降

(1)堀跡

S D 02(第 156・ 157図、図版 16・ 54)

赤岩1区、Q-3・ 4、 R-3・ 4グリッドに位置する。南北に走る地境の下より検出され、遺構はさ

らに南と北方向へ延び、赤岩 3区で発見されたSD03に 接続するとみられる。調査された全長は6.30mで、

走行方向はN-4° 一Eを示す。断面形状は薬研状となるが、底部には走行方向に2条の溝が確認され、

堀浚いあるいは掘り直しなどの整備の痕跡と判断した。整備後における水平方向を基準とした傾斜角度を

SK l13出土遺物観察表 (第
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Ｎ＊

〕         lm

―

(1/6o)

第 156図  SD 02
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15黒色土(10YR2/1)ロ ーム粒・コームブロックφl～ 2c血 中量。しまり・粘性弱。1黒掲色土 (10YR2/3)耕 作土。しまり'粘性弱。

2黒褐色土 (10YR2/3)ロ ーム粒・白色軽石粒 橙色軽石粒中畳。しまり有、粘 16暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒・白色軽石粒多量。しまり・粘性弱。

17黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム壮・ロームプロックφl～ 2cm多 量、白色軽石性弱。

少量。しまり・粘性弱。3黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・自色粒・橙色粒中量、ロームブロックφl～

ローム粒多量、黒色土粒中量。しまり弱、粘性有。18褐色土 (10YR4/6)3clll少量。しまり有、粘性弱。

4暗褐色土 (ЮYR3/3)ロ ーム粒・白色軽石粒・栓色軽石粒多量。しまり有、粘 19黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量。しまり。粘性弱。

20黄褐色土 (10YR5ん )ロ ーム土。しまり弱、粘性有。性弱。

ローム粒中量含む。しまり 粘性弱。5黒褐色上 (10YR3/2)ロ ーム粒・白色粒・橙色粒中量。しまり有、粘性弱。   21黒 色土 (10YRク 1)

ローム粒・ロームブロックφl～ 2cm多量、黒色土混在。ロームブロックゅl～ 3cm 22褐色土 (10YR4/4)6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・白色粒・橙色粒・

7暗褐色土

8黒褐色 土

9暗褐色土

12責褐色土

13暗褐色土

14黒 褐色土

多量。しまり有、粘性弱。

(10YR3/3)ロ ーム粒・白色軽石粒多量、橙色軽石 炭化粒中量。し

まり有、粘性弱。

(10YR3/1)ロ ーム粒・白色軽石粒多量。しまり有、粘性弱。

(10YR3/3)ロ ーム粒 白色軽石粒多量、ロームプロックφl～ 2c血

少量。しまり,粘性弱。

しまり・粘性弱。

23黒色土(10YR2/1)ロ ーム粒。ロームブロックφl～ 2cm多 量。しまり・粘性弱。

24褐 色土 (10YR4/4)白 色軽石粒・橙色軽石粒多量。しまり。粘性有。

25責褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒・コームブロックφl～ 5cm・ 黒色土ブロッ

クゅ1～ 3cm多量。しまり・粘性弱。

26暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 2cm多 量。しまり・

10暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒 ロームプロックゅ1～ 5cn・ 黒色土ブロック            粘性弱。

ゅ1～ 5cm・ 白色軽石粒多量。しまり・粘性弱。     27暗 褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒 。ロームブロックφl～ 2cm多量、鹿沼軽石

11黒 色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 3cm・ 白色軽石粒中量、            粒中畳。しまり 粘性弱。

暗褐色土混在。しまり・粘性有。            28責 褐色土 (10YR5/6)黒 色土ブロックφl～ 3cm・ 鹿沼軽石中量。しまり弱、

(10YR5/8)ロ ーム土。しまり弱、粘性有。                        粘性有。

(10YR3/3)ロ ーム粒・ロームブロックφl～ 2cm・ 黒色土プロック 29黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒多量、鹿沼軽石少量。しまり弱、粘性有。

φl～ 2clll・ 白色軽石泣多量、鹿沼軽石粒少量。しまり。 30黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒・鹿沼軽石多量。しまり・粘性弱。

粘性弱。

(10YR3/2)ロ ーム粒・ロームブロックφl～ 2clll・ 鹿沼軽石少量。

きめ細かい。しまり弱。粘性有。

土層断面にみると、東側 45度、西側 36度である。なお、整備前の傾斜角度は西側が 42度、東側は不明

となっている。整備後の規模は、上端幅 5m前後、下端幅 0.25～ 0.31mで、鹿沼軽石層を掘 り込んで構

築され、深さは整備前 と後、共に遺構確認面より2.10mを 計測 し底部は一定する。覆土は、底部付近を

中心 とした下層は自然堆積で、水分を含んでいるものの流水や滞水の痕跡は示 していない。中層の第 9

層から第 18層 の暗褐色土・黒色土・黄褐色土・黒褐色土・褐色土は人為堆積 と判断され、とくに第 10・

13・ 16層 にはロームブロックを多量に含んでいた。土塁の存在を決定づけるまでは至 らないが、西側か

らの埋め戻 しを示 している。上層は自然堆積で、表土及びその直下は耕作により大 きく攪乱されていた。

なお、堀浚いあるいは掘 り直 しは、下部が埋まった段階で行われたとみられ、堀幅もほとんど変更され

ず時間差もなかったものと考えられる。出土遺物は細片で占められ、上層から瀬戸美濃焼の縁釉小皿 1

点、常滑焼の情鉢 1点、内耳鍋 7点、中層から土師質土器小皿 2点、内耳鍋 1点、下層から内耳鍋 1点、

石臼 1点が出上している。掲載 した 1・ 2は上層、 3・

口縁部のみ灰釉 を施す。 2は橋鉢の体部片で、外面

に沈線、内面に括 り目が確認される。 3は 口縁部が

大 きく開 く深手の内耳鍋で、横方向にナデを施 し、

外面に煤が付着する。 4は安山岩製石臼の上臼で、

周縁部片である。方形の挽木孔は辛うじて残存する

ものの、 もの入れや軸受、 日は確認できない。外面

に工具痕 と被熱が認められる。時期は 15世紀後半と

みられる。

4は下層の出土である。 lは縁釉小皿の細片で、

|
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0        5cm

―

(1/3)

第 157図  SD 02出 土遺物

0               10cm

(1/4)
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齢 No 観 器種 日径 o 器高 cコ 姜径 o 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SD02

1 貰戸美誤 象釉小皿 〈1 6〉 コ縁部～体部片。 日縁部のみ灰釉 を施す。

土 !

OYR7/1灰 虐

苗 :10Y6/2

●リーブ灰

ζ色粒 黒

ヨ粒
良好

2 常 滑 悟 鉢 く3 2〉 部ヽ片。外面に2条の沈線が巡り、内面に悟り目が残存する。
5R3/2

吉赤褐
毛舅ζ 石英 良好

3
土師質

土器
内耳鍋 〈6 5

縁部～体部片。日縁部が大きく開く深手の内耳土器で、横位

ナデを施す。外面に煤が付着する。

OYR4/4

島

こ石 石英

コ雲母
良好

4 石製品 石 臼 〈9 2〉

L臼 の周縁部片である。方形の挽木孔は辛 うじて残存す るもの

,、 もの入れや軸受、 日は確認 できない。外面に工具痕 とみ ら

宅る擦痕 と被熱 が認 め られ る。安 山岩製。重量 :11400g

SD 02出土遺物観察表 (第 157図 )

S D 03(第 158・ 159図 、 図版 16・ 54)

赤岩 3区、P-18。 19、 Q-18'19グ リッドに位置する。SD04と 近接 して併走するが、土層断面の

観察においては攪乱のため前後関係を明らかにすることはできなかった。本遺構はさらに南と北方向へ延

び、赤岩 1区で発見された SD02に接続するとみられる。調査された全長は9mで、走行方向は N-10°

一Eを 示す。断面形状は薬研状 となり、掘 り直 しの痕跡は認められていないが、SD02の事例を踏まえる

と形状を変更しない範囲で堀浚いは行われたとみられる。水平方向を基準 とした傾斜角度を上層断面にみ

ると、東側 55度、西側 40度である。規模は、上端幅 5m前後、下端幅 0.25～ 0.40mで、鹿沼軽石層を

掘 り込んで構築され、南側における土層断面の観察では 2.7mの深度を計測 し底部は一定する。覆土は、

底部付近を中心 とした下層は自然堆積で、水分を含んでいるものの流水や滞水の痕跡は示 していない。中

層の第 13層 から第 28層 の暗褐色土・黒褐色土・黄褐色土・黒色土・褐色土は人為堆積 と判断され、とく

に第 17・ 18・ 19。 20。 21・ 23層 にはロームブロックを多量に含んでいた。土塁の存在を決定づけるまで

は至 らないが、西側からの埋め戻 しを示している。上層は自然堆積で、北部分の表土及びその直下は耕作

により大 きく攪乱されていた。出土遺物はほとんどが細片で占められ、上層から常滑焼の発 1点、土師質

土器小皿 3点、内耳鍋 2点、重 1点、中層から内耳鍋 1点、下層から内耳鍋 3点が出土 している。掲載 し

た 1～ 4は上層、 6は 中層、 5は下層の出土である。 lは常滑焼奏の肩部片、 2は ロクロ成形の土師質土

器小皿で、体部は直線的に立ち上がる。 3は土師質土器壷の頸部にあたる。日径は大きく口縁部は外反気

味に立ち上が り、調整は横方向にナデを施す。 4・ 5は口縁部が大きく開く深手の内耳鍋で、体部は横方

向にナデを施し、外面に煤が付着する。時期は 15世紀後半とみられる。 (間宮 )
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5黒褐色上

6黒褐色土

7暗褐色土

&黒褐色土

a暗褐色土

1黒褐色土 (10YR2/3)表 土。しまり・粘性弱。

2黒褐色土 (10YR2/3)白 色粒・褐色粒多量。しまり有、粘性弱。

3黒色土 (10YR1771)白 色粒・褐色粒多量。しまり有、粘性弱。

4黒褐色土 (10YR2/2)白色粒・橙色粒多量。七本桜・今市軽石層上面の漸移層。

しまり・粘性有。

(10YR3/2)ロ ーム粒・白色粒・橙色粒・黒褐色土粒中量。しまり・

粘性有。

(10YR2/3)ロ ーム粒・白色軽石・橙色軽石中量。しまり有、粘性弱。

(10YR3/3)ロ ーム粒・白色軽石・橙色軽石多量。黒褐色土混在。

しまり有、粘性弱。

(10YR2/2)ロ ーム粒・白色軽石・橙色経石多量。しまり有、粘性弱。

(ЮYR3/3)ロ ーム粒・白色軽石多量、橙色軽石・濃化粒中量。し

まり有、粘性弱。

10暗 褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ 白色軽石多量、橙色軽石・黒色土プロッ

クφl～ 2cn中量。しまり有、粘性弱。

11暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒・自色軽石多量、栓色軽石少畳。しまり有、

粘性弱。

12暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒・自色軽石多量、炭化粒中量。しまり有、粘性弱。

13.暗 褐色上 (10YR3/3)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 5cm・ 白色軽石中量。

しまり有、粘性弱。

14暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒多量、白色軽石中量。しまり有、粘性弱。

15暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒多量、ロームプロックφl～ 2clll・ 黒色土ブ

ロックφl～ 2cn中量、鹿沼軽石少量。しまり'粘性弱。

16黒褐色土 (ЮYR3/1)ロ ーム粒 。ロームブロックφl～ 10Clll・ 黒色土プロッ

クゅ1～ 5cn・ 白色軽石中量。しまり有、粘性弱。

l盈 黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 2cn・ 黒色土プロック

φl～ 2clll多量、鹿沼軽石少量。しまり'粘性弱。

18黒褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 3cm・ 黒色土プロック

φl～ 3cm・ 黒色土プロックゅl～ 3cm・ 白色軽石多量。

しまり・粘性弱。

19黒 褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・黒色土プロックゅ1～ 3cm・ 白色軽石多量。

しまり・粘性弱。

20暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 2clll・ 黒色土プロック

φl～ 2clll多量、鹿沼軽石少量。しまり,粘性弱。

21暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 5cm・ 黒色土プロック

φl～ 5cn・ 白色軽石多量、鹿沼軽石中量。しまり,粘

性弱。

2多 黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・白色軽石多量。しまり'粘性弱◇

23黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 2cm多量、黒色土混在。

しまり。粘性弱。

24黒色上 (10YR2/1)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 2cm中量。しまり。粘性弱。

25黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 2clll,自 色軽石中量、暗

褐色土混在。しまり,粘性弱。

26黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・白色軽石・鹿沼軽石中量、暗褐色土混在。 しまり。

粘性弱。

27黒色上 (10YR2/1)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 2clll中 量。しまり・粘性弱。

28褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒・黒色土粒・白色軽石・鹿沼軽石多量。しまり ,

粘性弱。

29責褐色土 (10YR5/6)鹿 沼軽石多量、黒色土泣少量。しまり・粘性弱。

3α 黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒・ロームプロックφl～ 3clll・ 黒色上プロック

φl～ 5clll・ 白色軽石多量、鹿沼軽石中量。しまり・粘

性弱。

）鯵

剛
4

第 159図

SD 03出土遺物観察表 (第 159図 )

SD 03出土遺物

焦

0            10cm

(1/4)

SD03

と 常滑 甕 く3 5〉 尋部とみられ自然釉が付着する。
YR4/2灰褐

由:N4/0灰
琵石 石英 艮好

2
土師質

土器
/1ヽ 皿 0〉 本部下端～底部片。ロクロ成形で体部は直線的に立ち上がる。

OYR7/4

こぶい黄橙
当色粒 良好

3
土師質

鍔
壷 く3 4〉

買部片。日径は大きく日縁部は外反気味に立ち上がる。調整は

剤笠のナデ。

YR4/2

(褐

ヨ雲母  自

二粒
良好

4
土師質

土器
内耳鍋

ヨ縁部～体部片。日縁部は大きく開く深手の内耳土器で、横泣

こナデを施す。外面に煤が付着する。

OYR3/4

毎黄橙

写英 白雲

説 白色粒
良好

5
土師質

上器
内耳鍋 く5 1〉

ヨ縁部～体部片。日縁部は大きく開く深手の内耳土器で、横位

こナデを施す。外面に媒が付着する。

5YR4/4

B
『

英 白雲

子 白色粒
良好
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(2)溝跡

S D 05(第 160図 )

検出位置は赤岩 4区の南端 Y-35・ 36グ リッ

ド内で、南側の調査区外に延びる。走行方向はN
-22° ―Wを示し、規模は全長 3.30m、 上端の

最大幅が 1.16m、 下端幅が 0.50m前後、深さが

9～ 31cmで ある。北端が途切れ、南側の傾斜地

へ向うほど深さを増している。断面形状は皿状を

呈する。覆土は2層からなり、上層部の方が明る

い色調であった。

遺物は礫 2点のみの出土である。

本溝は、締 りの弱い覆上の状態から、時期が明

確ではない中世以降の掘 り込みと判断した。

1暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒・ローム小～中ブロック中量。しまり有、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小ブロック多量。しまり弱、粘性有。

(3)竪 穴状遺構

S X 01(第 161図 )

検出位置は赤岩 2区の南端 C-17グ リッド内

である。南側がわずかに調査区外にかか り全容は

不明であるが、規模 は、長軸が 3.40m前後 とみ

られ、短軸が 2.40m、 深 さが 40cmで ある。形状

はほぼ長方形を呈 し、検出当初は竪穴建物跡と思

われた。しかし火処は見受けられず柱穴も検出で

きなかったため、竪穴状遺構 とした。底面は平坦

で壁はほぼ垂直に立ち上がる。北側の壁がやや

オーバーハ ングしていることから、縄文時代のフ

ラスコ状土坑が切 り込まれた可能性 も考えられた

が、土層からは把握できなかった。東西両壁際に

は浅い溝が沿っていることもあり、竪穴建物跡の

構築中に放棄されたものとも考えられる。

遺物は土器 16点、礫 4点が出土 したが、ほと

んどが縄文土器の破片で、流れ込みのものと考え

られる。

本遺構は時期が明確ではない古代から中世以降

の掘り込みとした。 (高野)

7黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム小～大ブロック多量。しまり・粘性有。

8黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム小～大ブロック少量。しまり,粘性有。

57 70m B         B'

一

―――__≦

0                2m

(1/80)

第 160図  SD 05

0         1m

―

(1/60)

1灰責褐色土 (10YR4/2)ロ ーム粒中量、ローム小～中プロック少量。しまり有、

粘性弱。

2黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小ブロック・今市軽石粒少量。しまり有、

粘性弱。

3黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小プロック中量。しまり有、粘性弱。

4明責褐色土 (10YR6/6)ロ ーム土主体で僅かに混在。しまり・粘性有。

5黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒少量、今市軽石がプロック状に多量混在。し

まり有、粘性弱。

6黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム土。今市軽石がブロック状に多量混在。しまり有、

粘性弱。

第 161図 SX 01
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(4)遺 構 外 (第 162図 、 図版 54)

本調査 において遺構に伴わない中世に帰属する遺物は、常滑焼の奏・悟鉢、古銭など8点で、そのほ

とんどは南側調査区の赤岩 3区から得 られた資料である。 とくにM-18グ リッドから渡来銭が出上 して

いる。これは昭和 58年 にこの付近から「三美の蓄銭」と呼ばれる4千枚近 くの埋蔵銭が発見されてお り、

今回の出土遺物はこの一部とみられる。

1は、N-20グ リッドから得 られた常滑焼養の胴部片で、刷毛目の痕跡を残す。 2は 3区出上の開元

通費 (唐 初鋳 621年)である。 3～ 7は、M-18グ リッドから出土 している。 3は 開元通費、 4は熙寧

元賓 (北宋 初鋳 1068年 )、 5は南宋呑銭の淳熙元賓で、背に十六とあることから 1185年の鋳造が明らか

となる。 6は洪武通費 (明 初鋳 1368年 )で、マ頭通、重点通となり、孔は四辺の中央へたがねなどを用

いて切れ込みを入れた「星形孔」である。 7は摩耗が激しく銀銭と判断される。 (間宮 )

0-∞

No2～ 7

0

(2/3)

第 162図 中世以降遺構外出土遺物

中世以降遺構外出土遺物観察表 (第 162図 )

0-¨ ¨―̈
7

0               10cm

(1/4)

中

世

以

降

遺

構

外

出

土

遺

物

部片。刷毛 目の痕跡 を残す。

:2 5 clll 内径 :2 0 fld 厚さ :1 0cn 重量 :39g

開元通費。621年初鋳の唐銭である。

:2 4cm 内径 :2 1 cll 厚さ :0 9cn 重量 :32g

開元通費。621年初鋳の唐銭である。

12 3cm 内径 :1 9 cll 厚 さ :0 1cm 重量 :35g

形。熙寧元費。1068年初鋳の北宋銭である。

径 :2 4cn 内径 1 1 9cll 厚 さ 10 1cn 重量 :34g

。淳熙元賓。南宋番銭で背に十六 とあることか ら H85年鋳

と判断 され る。

:2 5cm 内径 :2 1cm 厚 さ :0 1cm 重量 :40g

形。洪武通費。1368年初鋳の明銭でマ頭通、重′点通となって

る`。孔は四辺の中央へたがねな どを用いて切れ込みを入れた

星形孔」である。

:2 3 cll 内径 :2 1cn 厚 さ :0 8fm 重量 :25g

形。摩耗 が激 しく無銭 と判断 され る。
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第 4章 三美中道遺跡

第 1節 調査の概要

三美中道遺跡は、赤岩遺跡とは農道を挟んで東側に隣接 している。現況の地形は赤岩遺跡 と同様で、調

査区全体はほぼ平坦な地形上にあるが、三美 4区を設定 した那珂川に面する縁辺部付近では、南方にかけ

て徐々に下る地形 となっている。表土除去後の遺構検出面での地形では、三美 1区の北東側に浅い埋没谷

が認められ、北側に広がっているようである。

本遺跡内での調査は今回が初めてとなり、検出した遺構は縄支時代中期の有段式竪穴遺構が 3軒、土坑

5基、縄文時代後期の上坑 l基、時期不明の竪穴状遺構 1基 と土坑 6基であった。遺構の密集度は低いも

のの、縄文時代中期に帰属する有段式竪穴遺構や土坑は、三美 1区の西側に偏って検出しており、出土し

た遺物も時期的に赤岩遺跡のものとほぼ一致していることから、同一集落の遺構群であると思われる。一

方、縄文時代後期の土坑を1基検出し、称名寺 2式の遺物が出上しているが、赤岩遺跡第一次 。第二次調

査を含め、該期の遺構が周辺に広がる様相は認識できなかった。 (高野 )

第 163図  調査詳細図

三美中道遺跡、
1727
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第 2節 基本層序 (第 164図、図版 17)

三美中道遺跡では旧石器の調査を兼ね、基本層序観察のための試掘坑を三美 3・ 4区 を中心に 7ケ 所の

設定した (第 165図 )。 図示 したものは、三美 4区 (o-37グ リッド内)の基本層序である。土層の内容は、

赤岩 4区の上層に相応する。第XⅡ 層の鹿沼軽石層が赤岩 4区の安定した層に比べてかなり乱れた状態で

あったがそれ以外は、赤岩 4区の各層と大差はない。

3Tr(k-35グ リッド)

I 黒色土 (10YR2/1)

Ⅱa黒色土 (10YR1 7/1)

Ⅲb褐色土 (75YR4ん )

Ⅳa明赤褐色軽石 (5YR5/6)

Ⅳb橙色土 (75YR6/6)

V 明黄褐色土 (10YR6/6)

Ⅵ 明責褐色土 (10YR6/6)

Ⅶ にぶい黄橙色土 (10YR6/4)

Ⅷ にぶい黄橙色土 (10YR6/4)

Ⅸaに ぶい責褐色土 (10YR5/3)

X にぶい黄褐色土 (10YR5た )

XIa黄褐色土 (25Y5/4)

XIb暗灰黄色上 (25Y5/2)

XIc責褐色土 (25Y5/3)

XId青灰色土 (5B6/1)

XⅡ a黄色軽石 (25Y8/6)

XⅡ b責色軽石 (25Y8/8)

XIc灰白色軽石 (25Y8/1)

XⅢ 黄褐色土 (25Y5/3)

(高野)

表土。耕作土。耕作が行われていない部分では草木痕が密生

し、行われている部分では褐色土がブロック状になってまば

らに含まれている。しまり'粘性弱。

褐色粒少量。しまり 粘性弱。

白色粒・浅黄色粒中量、暗褐色上が斑状に混在。 しまり強、

粘性弱。縄支時代以降の遺構確認面である。

今市軽石層の純層。白色・浅責色粒中量。しまり強、粘性弱。

上層部では不明瞭ではあるが若干色調の淡い部分があり、七

本桜が遺存したものとみられる。

今市軽石層からローム層への漸移層。今市軽石粒多量、白色

粒 浅黄色粒少量。

ソフトローム層。明るめのロームブロック多量。赤岩 3・ 4

区では旧石器時代の遺物包含層。しまり・粘性有。

ソフトローム層。明るめのロームブロック多量。V層 よりも

色調が暗く粘性も強い。しまり'粘性有。

ハー ドローム層。明るめのロームブロック多畳。しまり・粘

性強。

ハー ドローム層。明るめのロームブロック中量。場所により

色調が僅かに暗いところがあり、含有物やしまり具合から分

層したが、Ⅶ～Ⅷ層は不明瞭である。

暗色帯の上部。白色粒微量。しまり 粘性強。

暗色帯の下部。白色粒・黄色粒微量。明るめのロームブロッ

クが斑状に多畳混在。しまり'粘性強。

黄色軽石粒少量。しまり強、粘性弱。

責色軽石粒多量。しまり強、粘性弱。

黄色軽石粒中量。しまり強、粘性弱。

黄色軽石粒多量。しまり強、粘性弱。Xl層 の鹿沼軽石層の

直上部に堆積する層で、全地点に認められる。

鹿沼軽石層純層の上部。粒状は細かく密に堆積する。しまり

強、粘性弱。

鹿沼軽石層純層の下部。XIa層と比べ密に堆積するが粒状が

粗 く色調も濃い。

鹿沼軽石層と同じ粒状。しまり強、粘性弱。

赤褐色プロック少量。しまり強、粘性有。

0             1m

(1/40)

第 164図  基本層序

第 3節 調査の成果

第 1項 旧石器時代

(1)概 要

三美中道遺跡の旧石器調査は、赤岩遺跡と同様に基本層序観察と旧石器の試掘坑 (2× 2m)を 併用 し

た。今回の発掘調査に先立って行われた確認調査で、 トレンチ No.42か ら槍先形尖頭器 (第 167図 )が出

土したことから、三美 3・ 4区 を中心に 1～ 7 Trを 設定した。赤岩遺跡では基本層序調査中の第V層 中

から出土しているが、 5 Trの V層 中で礫破片が出土した以外、石器・礫は出土しなかった。 5 Trで は礫

が出土した地点を拡張 したが、広が りは認められなかった。              (高 野)
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⌒
42Tr-1

第 16フ 図

旧石器時代出土遺物観察表 (第 16フ 図)

第 165図  旧石器時代試掘坑位置図

2Tr(g-34グ リッド)

59 20m

5Tr(。 _37グ リッド)

59 50m

7Tr(u-35グ リッド)

第 166図  旧石器時代試掘坑土層図

0                      5cm

(2/3)

旧石器時代出土遺物

lTr(c-35グ リッド)

6Tr(g-35グリッド)
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三美2区

第 168図  遺構配置図
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第 2項 縄文時代

(1)遺物包含層 (第 169図、図版 55)

三美中道遺跡の遺物包含層は、赤岩遺跡と同

様に第 2節基本層序で示 した第 Ⅱb層 にあた

る。本層は三美 1区の南西端 b-20～ 22グ リッ

ドからd-20～ 22グ リッドまでの狭い範囲で

確認できた。赤岩遺跡で確認している遺物包含

層と連続 し、縄文時代の遺構を検出した部分と

一致 している。出土遺物は縄文上器 39点、石

器 3点、礫 21点 で、赤岩遺跡 4区の遺物包含

層に比べて出土量は非常に少ない。 (高野)

_内_‖h
季

46Tr-1

来十

→

0

第 169図 確認調査出土遺物、縄文時代遺物包含層位置図・分布図・出土遺物

確認調査・遺物包含層出土遺物観察表 (第 169図 )

0                10cm

(1/4)

59.50m

1/80

り

// 
｀

＼

ヽ

＼

口 大木7b式上器     ◎ 阿工台Ⅱ Ill式 上器

回 七筋内or大赤8a式上器  ● I可工台lll Ⅳ式上器

田 大木8a式上器      ○ その他の主器
士 七nfI内 Ⅱ群上器     △ 礫

◎ 阿工台 Ib式上器    ▲ 石器

0阿 工 台 H式と器

さ :2 0 clll 幅 :1 2cn 厚 さ :0 2 clll 重量 :08g 石材 :

ャー ト 無茎鏃

さ :11 3 cll 幅 :7 0 cln 厚 さ ■ 5 clll 重量 :1256g 石材
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(2)有 段 式竪穴遺構

S101(第 170～ 172図、 図版 17・ 18・ 55)

検出位置は三美 1区 の f-10、 g-9～ 11、 h-10グ リッド内である。本遺構は事前に行われた確認

調査の第 58ト レンチで検出されたもので、今回の調査により有段式竪穴遺構であることがわかった。形

状は、上・下段 とも隅丸長方形を基調 としているが、上段はやや丸みを持っている。規模は、上段の長軸 6.98

m、 短軸 478m、 下段の長軸 5,25m、 短軸 3.30mで、深さは上段が 28cm、 下段は 53cmで ある。覆土は 8

層からなるレンズ状を呈 した自然堆積層である。SK12と 重複する部分で土層が埋没する状態が把握され

たため、SK12に 覆土を切 り込まれている可能性 も考えられたが、出土遺物でも時期差を持たないことから、

本遺構 とSK12は一連のものとして理解 したい。柱穴と想定されるものは 7基検出した。Pl～ 4は主柱

穴と考えられる。Plは上部で大 きく広がっている。P5は本遺構内に所在することから柱穴としていた

が上段のテラス面を壊 してお り、別遺構の切 り合ったものである可能性が高い。下段の壁際には溝が全周

59 90m B

栄ゞ
へく

Ｂ
一

1黒褐色土 (10YR3/1)

2黒褐色土 (10YR3/2)

3黒褐色土 (10YR3/2)

4暗褐色土 (75YR3/3)

ローム粒少量、ローム小ブロック・炭化物粒微量。し

まり有、粘性なし。

ローム粒中量、ローム小プロック少量、炭化物粒 炭

化物小塊微量。しまり。粘性有。

ローム小～中ブロック中量。しまり 粘性有。

ローム粒中量、ローム小～中プロック少量。しまり有、

粘性なし。

5に ぶ い黄 tB色 土 (10YR4/3)

6暗褐色土 (10YR3/3)ロ ー ム粒

7に ぶ い責褐色 土 (10YR4/3)

8に ぶい責褐色 上 (10YR4/3)

9に ぶ い責 褐色 土 (10YR5/3)

101(1)

0         1m
l                

―

(1/60)

ローム中～大 極大ブロック多量。 しまり強、

粘性有。

ローム大～極大ブロック多量。しまり'粘性有。

ローム粒中量、ローム大・極大ブロック少量。

しまり・粘性有。

ローム中～大ブロック多量。しまり強、粘性有。

ローム中～大・極大ブロック多量。しまり強、

粘性有。掘 り方。

第 170図  S
-159

く

日
０
０

０
０



59 90m C

59 90m D

59 90HI E

P覧
Pit土層説明

1黒褐色土 (75YR3/2)ロ ーム粒多量、赤褐色粒微量。しまり強、粘性有。
2暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒 。ローム小プロック多量、赤色粒・炭化物粒極微量。しまり・粘性有。
3責褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒多量。しまり弱、粘性有。
4黄褐色土 (10YR5/8)ロ ーム土・ローム小～中プロック多量。しまり弱、粘性有。
5責褐色土 (75YR5/8)ロ ーム粒多量。 しまり弱、粘性有。

59 90m C

第 171図 SI Ol(2)

ど と

Ｅ
Ｏ
∞
Ｓ
い
　
は 0         1m

―

(1/60)

鞠

O
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するが、上段の壁際では北西壁際に一部認められるものの明瞭ではない。また下段の隅は多少快 られた部

分が認められる。

遺物は、土器 126点 、石器 55点、剥片・礫 197点 が出上 した。床面直上では縄文土器よりも、石器 。

礫の出土量が多 く、石皿・台石等の大型の遺物が目立つ。

本住居は、出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考えられ、大木 7b式期が共伴する。

0               10cm

(1/4)

第 172図

S101出 土遺物観察表 (第 172図 )

SIO]出 土遺物

遺構 No 種類 器 種 日径 cコ 器高 cI 監径 cn 文 様 色調 胎 土 焼 成 備考

S101

1 縄 文 深鉢 2〉

支状 日縁の波状部片で、隆帯区画 と 2列 の くさび状に近い有節

尤線が区画 に沿 う文様 で構成 され る。波頂部直下は縦長の楕 円

Z画が施 され る。

5YR5/3

ぶい褐
ミ石 石英 普 通

玉台 Ⅱ～ Ⅲ

2 縄 文 深鉢 (9 0〉

支状口縁の波底部片で、日唇部外端にはキザミを持つ。口縁部

ま2列 の有節沈線で区画帯が設けられ、区画内に波状沈線が横

ナる。日縁部内面には隆帯が巡り、波状部内面の区画に沿つて

刊の有節沈線が重複して施される。

5YR4/2

て褐
量母  石英 普 通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 く7 7〉

口縁部はキザミを持った隆帯と、隆帯に沿う2列の有節沈線区

EHF内 の波状沈線で文様が構成される。区画内接点の日唇部はや

や張り出す。

5YR5/4

ぶい褐
量母  石英

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

4 縄 文 深鉢

日縁部 にやや撚 りを持 つた小突起が施 され る。 日縁部直下には

塵続 コの字文が巡 る。地文は縦位 の単節 LR縄 文が FHg隔 を開けて

地文 され る。

5YR3/1

亀褐
真母 石英 普 通 7b式。

5 縄 文 深鉢 〈13 6〉

日縁部はキザミを持つた隆帯で方形区画され、区画内には浅い

陣引の入る沈線が沿い、2条のV字状沈線が描かれる。地文は縦

眩の単節 LR縄文を施文する。

5YR5/3

ぶい褐
髯石  石英 普 通 7b式。

6 縄 文 深 鉢 〈5 0>
日縁部は隆帯で区画され、有節沈線が区画に沿う。地文は縦位

の単節LR縄 文を施文する。

5YR4/2

て褐
量母 石英 普 通

縄 文 深鉢 く15 1〉

同部に断面三角の隆杵がX字状に施され、隆帯両側に3列 の有

れ沈線が浴う。有節沈線の認められない部分もある。地文は縦

立の単節 LR縄文を施文する。

5YR3/1

ミ掲

髯石  白色

立 砂粒
普 通

8 石 器 磨 石
髭さ :9 2 cln 幅 !7 0cm 厚 さ :4 7cn 重量 :4270g 石材

少岩
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S102(第 173・ 174図 、図版 19・ 55)

検出位置は三美 1区の g-9、 h-8。 9グ リッド内である。本遺構は有段式竪穴遺構で、形状は、上・

下段とも円形を基調としている。規模は、上段の長軸 5.40m、 短軸473m、 下段の長軸 3.35m、 短軸 2.85mで、

60 00m B

60 00m C

60 00m D

60 00m E

宝

Ｅ
ｏ
Ｏ
さ
０
　

　

へ」

)        lm

―

は
|

l黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒微量。しまり有、粘性なし。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小プロック少量、炭化物粒微量。 し

まり有、粘性なし。

3黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ロームと・白色粒少量、濃化物粒微量。し

まり・粘性有。

4にぶい責褐色土(10YR4/3)ロ ーム小～大・極大ブロック多量。しまり,粘性有。

第 173図

(1/60)          こ

5黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒少量。2層 よりやや暗い。しまり・粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒 。ローム小～中ブロック中量、ローム大ブロッ

ク微畳。しまり'粘性有。

7にぶい黄褐色土 (10YM/3)ロ ーム小～中ブロック中畳。しまり・粘性有◇

8にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム大・極大ブロック多量。しまり強、粘性有。

S1 02
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深さは上段が 30cm、 下段は 40cmと なり、上 。下段の差はさほど持たない。覆土は 8層からなるレンズ状

を呈 した自然堆積層である。柱穴は 10基検出した。Pl・ 8・ 9は直線上に配置されてお り、やや深いピッ

トである。P2～ 5は配置的に主柱穴と想定できる。炉及び壁溝は検出されなかった。

遺物は、土器 86点、石器 20点、剥片・礫 45点が出土した。Plか らは礫がまとまって出土している。

本遺構は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考えられ、大木 7b式期が共伴する。

籐p鄭
0               10cm

(1/4)

第 174図  S102出 土遺物

02出土遺物観察表 (第 174図 )

S103(第 175。 176図、 図版 20・ 55)

検出位置は三美 1区の o-13・ 14、 p-14グ リッド内である。南西及び北東壁寄 りにわずかな段差が

認められたことから、本遺構は有段式竪穴遺構 と考えられる。形状は、上段が楕円形であるが、下段は北

西及び南東壁際の段が把握できず不明である。規模は、上段の長軸 5.17m、 短軸 4.50m、 下段の短軸 3.63

mで、深さは上段が 18cm、 下段は 35cmと なる。段差は東側の一部と南西狽1に確認できるのみである。覆

土は 5層からなるレンズ状を呈 した自然堆積層である。柱穴は 11基検出した。Pl～ 4と P5～ 8が主

柱穴と推測され、配置された状態からP5～ 8か らPl～ 4へ拡張されたものではないかと考えられる。

炉及び壁溝は検出されなかった。

遺物は、土器 59点、石器 10点、剥片・礫 25点が出土した。S101・ 02と 比べて出土量は少ない。

本遺構は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考えられる。                (高 野)

遺構 お 種類 器種 日径 cコ 器高 o 壼径 cn 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

S102

1 縄 文 深鉢 く66〉
ヨ縁部は2条単位の有節沈線で区画し、区画接点部にキザミを

何した粘土貼り隆帯で突起を作出する。

5YR3/3

き褐

真母 長石

ヨ色粒

やや

良好
玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深 鉢 く5 4〉
]縁部は隆帯による楕円区画が施され、くさび状に近い2条の

子節沈線が隆帯に沿う。

5YR3/1

黒褐
景母 石英 普通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深 鉢 <6 5〉
ヨ縁部は隆帯で文様が構成され、有節沈線が文様に加わる。地

ては縦位の単節RL縄 文が施文される。

5YR4/2

疋褐

髯石  石英

負色粒
普通 木 7b式。
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Ｎキ

59,80m B

59 80H D

1.黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量、ローム小～中プロッタ微量、炭化物粒

種微量。しまり有、粘性なし。
2.黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒中量、ローム小～中プロック労亀、災化物粒・

赤色粒極微量。しまり有、粘性なし。
&暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム小～申ブロック少量、ローム大プロック微畳。

第 175図

しまり'粘性有。

4黒 4B色土 (10YR3/2)ロ ーム中～大・極大ブロック多量。しまり強、粘性有。

5にぶい黄褐色上 (10YR4/3)ロ ーム大～極大プロック多量。しまり強、粘性有。

掘り方。

S1 03
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⌒ )

0                10cm

(1/4)

SI

No6

0                     5cm

(2/3)

03出土遺物第 176図

03出土遺物観察表 (第 176図 )

(3)土 坑

S K 01(第 177図、 図版 20・ 56)

検出位置は三美 1区の b-21グ リッド内である。形状はほぼ円形で、壁は底面から湾曲しながら狭い

開口部にかけて掘 り込まれた袋状である。開田部周縁は落ち込み、陥没していることが認められた。規模

は、開口部の径が ■08m、 底面の径が ■64m、 深さは86cmで 、開口部はやや広めである。覆土は 11層 か

らなる自然堆積層である。上層の第 1～ 7層 は黒色土・黒褐色土が主体で、下層の第 8～ ■ 層は明るい

色調を呈 したローム質土を主体とする。これは天丼の崩落上の可能性がある。第 9層 は底面中央部に堆積

するローム質土の層である。第 9層は七本桜 。今市軽石層の崩落したものが含まれていた。

遺物は、土器 50点、石器 10点、剥片・礫 69点が出土 した。 1は西側のオーバーハ ング部で、 9層上

に横転 して出土 している。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考えられ、大木 7b式期の上器が共存する。

離 No 鱒 器種 口径 d 器高 cD 査径 oi 文 様 色調 胎土 焼成 備考

1 縄 文 深鉢 〈5 0〉

死頭状の突起を有する口縁部で双頭間の口唇部には棒状工具に

たるキザミと三叉文による突起を持つ。口縁に沿つて 2条の有

市沈線が施される。

10YR3/3

1き褐
真母 石英 普通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 く5 5〉
コ縁部は押圧の加えられた隆帯で区画され、区画内には有節沈

泉が施される。

' 5YR3/1

黒褐
真母 石英 普通 玉台 Ⅱ式。

8 縄 文 深鉢 コ縁部 には断面三角隆帯で楕 円区画が構成 され る。
' 5YR4/2

疋褐
目母 石英 普通 玉台 Ⅱ式。

4 縄 文 深鉢 く4 4〉 同部に輪積み痕が認められる。底面には網代痕。
,YR4/6

ボ褐
軍母 砂粒 普通

呵玉 台 Ⅱ式

力。

5 縄 文 浅鉢 〈5 3〉 村面には明瞭 な稜 を持 ち、赤彩が認 め られ る。
,YR4/3

こぶい赤褐
阜母 石英 良好

6 石器 石鏃
髯さ :2 9cn 幅 :1 4 cll 厚さ :0 5cm 重量 :19g 石材 :

事玉 (赤石玉)無茎鏃
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監ャ

1黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒微量、白色粒極微量。しまり強、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 。今市軽石粒少量。しまり有、粘性弱。

3黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり有、粘性弱。

4にぶい責褐色土 (10YR5/4)ロ ーム土 (10YR6/6)と の混土。しまり・粘性有。

5明黄褐色土 (10YR6/6)ロ ーム質土主体。黒褐色上が斑状に多量混在。 しま

り・粘性有。

6暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒・ローム小プロック微量。しまり・粘性あり。

7黒色土 (10YR2/1)ロ ーム小～中ブロック少量、炭化物小塊微量。 しまり・

粘性有。

8褐色土 (10YR4/4)ロ ーム小～中ブロック少量、ローム大ブロック微量。し

まり有、粘性弱。

9黄褐色土 (10YR5/6)七 本桜 。今市軽石層の崩落層。しまり有、粘性弱。

10に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大・極大ブロック多量。 しまり

粘性有。

11暗褐色土 (10YR3//4)ロ ーム中～大プロック少量、黒色土ブロック中量、

今市軽石粒微量。しまり,粘性有。

//

B/色
¬ |

1   キ

ヽ

＼ ＼

＼

69 40m B

く

ｓ
Ｏ
ｗ
Ｓ
Ю

ゴ

一

=ヤ

0         1m

―

(1/60)

No4

0                     5cm

(2/3)

0              10cm

(1/4)

第 1フア図 SK 01・ 出土遺物

SK 01出土遺物観察表 (第 17フ 図)

S K 02(第 178図、 図版 21・ 56)

検出位置は三美 1区の b-21グ リッド内である。形状は円形で、壁は外傾 してやや緩やかに立ち上が

る部分 もあ り、鍋底状を呈する。規模は、径が 1.60m、 底面の径が 1.10m、 深さは45cmで ある。覆土は

5層からなる自然堆積層で、第 3～ 5層 は北から南へかけて流れ込みの状態を呈 している。第 2層 は七本

桜 。今市軽石層の崩落層が認められる。

〔「
~~｀

も
   4

＼

(＼

遺構 種類 器種 口径 c! 器高 oI 直こ径 cコ 文 様 色調 胎 土 焼成 備 考

SK01

1 縄 文 深鉢 〈27 5〉

コ縁部は内面の稜が明瞭で外側へ短く開く。文様は無節 L縄文

9みで構成され、日縁部直下は横位、それ以外は間隔を開けた

従位の施文である。

5YR5/3

とぶい褐

量母 長石

黒色粒  白

ヨ*立

普 通
木式的。在

2 縄 文 深鉢 〈11 0〉
コ縁部は隆常により楕円区画がなされ、2列の有節沈線が隆帯に

合う。区画内は2列 の波状沈線が横走し、区画外にも施される。

1 5YR5/6

月赤褐

真母  長石

写英
普 通 玉台 Ⅱ式。

3 縄 文 深鉢 〈10 0〉

口縁部胴部の区画には3条の沈線と2条の沈線を巡らせる。胴

部文様帯は隆帯で区画し、紺弧状の沈線をを横位に違統させる。

地文は縦位の単節LR縄 文を施文する。

. 5YR6/6

登

露石  白色

笠  角閃

百 砂粒

音 通 7b式 ヵ。

4 石製品
び 光

石製品

罠さ :3 8cm 幅 :1 lcm 厚 さ :0 5 clll 重量 :41g 石材

貫岩 ヵ
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遺物は、土器 74点 、石器 9点、剥片・礫 16点 が

出上 した。第 3層 中からの出土 したものが主体であ

る。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考

えられる。

1黒色土 (10YR2/1)褐 色粒少量、ローム粒・白色粒・炭化物粒微量。しまり強、

粘性弱。

2褐色土 (10YR4/4)七 本桜 今市軽石層の崩落土。しまり強、粘性弱。

3黒色土 (10YR2/1)褐 色粒少量、ローム粒・白色粒・黄色粒極微量。しまり,

粘性有。

4褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒少量、赤色粒微量。しまり,粘性有。

5に ぶい責褐色土 (10YR5/4)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック極微量。 しま

り 粘性有。

Ｎ＊

59 40tF B

く

ｇ
Ｏ
ｗ

Ｏ
い

Ｂ

一

第 1フ8図  SK 02・ 出土遺物

SK 02出土遺物観察表 (第 178図 )

〕        lm

―

(1/60)

0               10cm

(1/4)

遺構 No 種類 器 種 口径 器高 ca 底径 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

SK02

1 縄 文 深鉢 〈7 5〉
支状口縁の波底部片で、区画に沿つて 2条のくさび状に近い有

市沈線を施す。区画内は同様の有節沈線で文様が構成される。

.5YR4/2

疋褐

婁母 長石

ζ英  白色

立

普 通 玉台 Ⅱ式。

2 縄 文 深鉢 く4 2〉
支状 口縁の波底部片で、地文は単節 Rし 縄文が 日縁部直下の隆帯

しでは横位 に、区画内では縦位 に施文 され る。

OY4/1

島灰

婁母 長石

写英
普通

玉台Ⅳ式

3 縄 文 深 鉢 〈8 5〉 160
同部には縦位 の無節 L縄文が施文 され るが、施 文後 にナデ消 さ

をてお り明瞭ではない。

5YR7/6

登

石 石英

色粒 砂
やや

不良

逍 縄 文 深 鉢 く11 0〉 11 0 同部下半には隆帯で文様が構成 され る。底部 には網代痕。

iYR5/6

月赤褐

罠母 長石

ζ英

やや

良好

S K 05(第 179図、 図版 21)

検出位置は三美 l区の d-9グ リッド内である。

形状はほぼ円形で、壁は湾曲しなが ら立ち上が り、

碗状を呈する。規模は、径が 0.90m、 底面の径が 0.52

m、 深 さは 36cmで ある。覆土は 2層 か らなるレン

ズ状を呈 した自然堆積層である。

遺物は出上しなかった。

本土坑の時期は、覆上の状態から縄文時代のもの

と考えられる。

59 70m B

lm

―

(1/60)

l黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量、白色粒微量、赤色粒極微量。しまり強

粘性弱。

2にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土が残状に多量混在。しまり,粘性有。

第 179図  SK 05
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S K 06(第 180図、 図版 21・ 56)

検出位置は三美 1区の h-7グ リッド内である。

形状はほぼ円形で、壁はやや外傾 して立ち上がる鍋

底状を呈する。規模は、径が ■08m、 底面の径が 0,73

m、 深 さは 35cmで ある。覆土は 2層 か らなる自然

堆積層である。

遺物は土器 6点、剥片 。礫 4点が出土した。

本土坑の時期は、出土遺物から縄文時代後期の称

名寺 Ⅱ式期 ものと考えられる。

59 90m A

l黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・褐色粒・白色粒 赤色粒微量。 しまり強、

粘性弱。

2にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土が斑状に多量混在。 しまり強、粘性有。

Ｎ＊
Ａ
一

娘
0                10cm

(上 /4)

SK 06出土遺物観察表 (第

2

第 180図  SK 06・ 出土遺物

180図 )

遺 縛 種類 器 種 口径 器高 cm 底 径 文 様 色調 胎土 焼成 備 考

SK06

1 縄 文 深 鉢 〈6 8〉 J宇文の沈線間に刺突を充填 させ る。
7 5YR6/6

橙
石英 秒 紅 普 通

称名 寺 Ⅱ

式。

2 縄 文 探 鉢 <4 0〉 尤線間に刺突を施す。
5YR4/6

赤褐
長 石 石英 普 通

称名寺 Ⅱ

式 。

3 土製品
チ ュア

(2 2〉 穿孔 された ミニチュアの部位。
５Ｙ
橙

長石  黒色

粒
普通

Ｎ＊
（く

S K 07(第 181図、 図版 21)

検出位置は三美 1区の p-16・ 17グ リッド内で

ある。形状は円形で、壁は緩やかに湾曲して立ち上

がる鍋底状 を呈する。規模は、径が 1.50m、 底面

の径が 0.80m、 深 さは 30cmである。覆土は 2層か

らなる自然堆積層である。

遺物は土器 1点が出上した。

本土坑の時期は、覆上の状態から縄文時代のもの

と考えられる。

S K 08(第 182図、 図版 21)

検出位置は三美 1区の v-16・ 17グ リッド内で

ある。形状はほぼ円形で、壁は緩やかに外傾 して立

ち上がる悟鉢状を呈する。規模は、上端の径が ■38

m、 底面の径が 0.30m、 深 さは 36cmである。覆土

は 3層からなる自然堆積層である。

遺物は出土 しなかった。

本土坑の時期は、覆上の状態から縄文時代のもの

と考えられる。

ヤ
く |         く |
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0         1m

―

(1/60)

l黒褐色土 (10YR3/1)白 色粒・褐色粒少量。しまり強、粘性瑶。

2暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム土多量。しまり・粘性有。

第 181図 SK 07

*
B

鷺十
へく

59 90m B

l黒褐色土 (10YR3/1)

2暗褐色土 (10YR3/3)

3暗褐色土 (10YR3/3)

0          1m

―

ヤ           (1/60)
白色粒・褐色粒少量。 しま り強、粘性 弱。

ローム土 ローム小～中ブロック多量。 しまり・粘性有。

ローム土多量。しまり,粘性有。

182図  SK 08
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S K 09(第 183図、 図版 21)

検出位置は三美 1区の w-12・ 13、 x-12グ リッド内である。南西側で SK10と 重複 し、土層から本

土坑が新 しいと判断できる。形状はやや不整形で、北西側で段を有 した掘 り込みと接 してお り、重複の可

能性 も考えたがここでは一連のものとして取 り扱った。底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がった皿状を

呈する。規模は、長軸が 3.08m、 短軸が 2.82m、 深さは34cmで ある。覆土は 3層からなるレンズ状を呈

した自然堆積層である。

遺物は土器 1点、石器 1点が出上した。

本土坑の時期は、覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。

S K 10(第 183図、 図版 21)

検出位置は三美 l区の w-12グ リッド内である。東側で SK09と 重複 し、土層から本土坑が古いと判

断できる。形状はほぼ円形で、底面は不整形である。壁はやや外傾 して立ち上がって、概ね橋鉢状を呈す

る。規模は、長軸が 1.34m、 短軸が 0。 18m、 深さは50cmで ある。覆土は 4層 からなる自然堆積層で、黒

褐色上を主体 とした上層部と、にぶい黄褐色土を主体 とした下層部に分かれる。

遺物は礫 1点が出土した。

本上坑の時期は、覆上の状態から縄文時代のものと考えられる。

59 80m C

59 80m D
0         1m

―

(1/60)

ｍ
日
０
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く
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０
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げ

一

S K 09

1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム小～大ブロック少量。しまり有、粘性弱。

2暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム大・極大プロック多畳。しまり,粘性有。

3にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム土、ローム大・極大ブロック多量。しまり,

粘性有。

S K X0

1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム小～中プロック少量。しまり有、粘性弱。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム大・極大プロック多量。しまり,粘性有。

3に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大プロック多量、赤色プロック極微

量。しまり。粘性有。

4にぶい責褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小～中プロック中量。しまり,粘性有。

第 183図  SK
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S K ll(第 184図 、 図版 21。 56)

検出位置は三美 l区の c-22グ リッド内である。

南側は調査区外に延びるため全容は不明であるが、

形状は円形と考えられ、平坦な広い底面から開口部

にかけて内傾するフラスコ状である。開口部は他

の上坑 よりかなり広めで崩落 したものとみられる。

規模は、開田部の径が 1.30m、 底面の径が ■80m、

深さは76cmで ある。覆土は 15層 からなり、やや乱

れが見られるものの自然堆積層と思われる。第 9～

11層 は流れ込みの層で、第 3・ 4層 で認められる

ローム質土から、東側壁面の大きな崩落があったも

のと考えられる。

遺物は、土器 2点、石器 9点、剥片・礫 10点が

出上した。 1は開口部上面からの出土である。

本土坑は、出土遺物から七郎内Ⅱ群土器を伴う大

木 7b式期のものと考えられる。

第 184図

SK ll出土遺物観察表 (第 184図 )

59 50m A

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒・白色粒微量。しまり有、粘性なし。

2黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒少量。しまり有、粘性なし。

3褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒中量、ローム小ブロック少量。しまり,粘性有。

4褐色土 (75YR4/3)今市軽石壮少量。しまり強、粘性なし。

5黄褐色土 (10YR5/6)ロ ーム粒 ローム小ブロック少量。しまり 粘性有。

6黒褐色土 (10YR3/1)今 市軽石粒・ローム粒少量。しまり・粘性有。

7にぶい責褐色土(10YR4/3)ロ ーム中～大・極大プロック多量。しまり'粘性有。

8にぶい黄褐色土(10YR4/3)ロ ーム粒・ローム小ブロック少量。しまり,粘性有。

9にぶい黄褐色土 (ЮYR5/4)ロ ーム粒 。ローム小～中プロック少量。しまり・

粘性有。

10黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒・ローム小～中プロック・褐色粒・白色粒少量。

しまり・粘性有。

■ 黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム中～大ブロック少量。しまり'粘性有。

12黒 褐色土 (10YR3/1)ロ ーム小～中プロック少量、褐色粒・白色粒微量。

しまり 粘性有。

13黒褐色土 (10YR3/2)褐 色粒・白色粒・赤色粒微量。しまり,粘性有。

14に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり。粘性有。

15黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒・ローム小プロック多量。しまり・粘性有。

16黒 褐色土 (75YR2/2)ロ ーム小～中プロック・今市軽石粒大～極大少量。

しまり'粘性有。

17に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム中～大ブロック多量。しまり 粘性有。

18黒褐色土 (75YR3/1)ロ ーム小～中ブロック・今市軽石中～大プロック多量。

しまり,粘性有。

19に ぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム中～大プロック多量。しまり,粘性有。
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SK Лl 出土遺物

遺構 種類 器種 日径 cF 器高 ぬ 芸径 cn 文  様 色調 胎 土 焼成 備考

1 縄 文 深 鉢 112

単位の波状日縁で2条 の有節沈線が日縁に沿う。波頂部直下に

よ有節沈線で渦巻文を描出する。胴都は4本の隆帯によつてほ

均ゞ等に区画され、区画内は3本単位の有節沈線で姑駅状の文

業を抽出する。地文は縦位の単節LR縄 文を施文する。

5YR7/6

登

母

英

ｒ

ヽ
　

Ｆ

い
　

一
立

長石

黒色 普通
木 7b式 (七

内 Ⅱ群 )。

2 縄 文 深 鉢 〈6 9〉
コ縁部は隆帯で楕 円区画 され、隆帯両側 に 1条の有節沈線が沿 う

ヒは縦位 の単節 RL縄文が間隔を開けて施文 され る。

5YR4/2

疋褐

昌母  白色

立 角閃石
普通

木 7b式 (七

内 Ⅱ群 )。

3 石 器 昏製石宥
髯さ :8 7cm 幅 :4 0cn 厚 さ :2 9cn 重量 :1728g 石材 :

そ山岩  定角式
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S K 12(第 185図 、図版 22・ 57)

検出位置は三美 1区のg-10グ リッド内である。有段式竪穴遺構 S101の

床面精査時に検出されたものである。形状は円形で、平坦な底面から開口部

にかけて直立する。規模は、開口部の径が ■00m、 底面の径が ■05m、 深

さは 110cmで ある。

遺物は、土器 49点、石器 12点 、剥片・礫 24点が出土した。

本土坑は、出土遺物から阿玉台Ⅱ式期のものと考えられ、大木 7b式期

が共伴する。S101と の新旧関係は、覆土中からの検出ができなかったため

S101よ り古い遺構又はS101に伴う土坑と考えた。土層ではS101の覆上を切

り込んでおり、S101の 土層全体の様相から埋没したものと思われる。出土

遺物は S101と はさほど時期差 を持たない。 (高野)

SK 12出土遺物観察表 (第

第 185図  SK 12・ 出土遺物

185図 )

0         1m

―

(1/60)

的３

6

0                10cm

(1/4)

遺構 No 種類 器種 口径 cn 器高 cI 螢径 α 文 様 色調 胎 土 焼成 備考

I 縄 文 深鉢 (148) 〈10 4〉
ヨ縁部に小突起を持つ。地文は単節LR縄 文が間隔を開け縦位に

t文 される。

5YR5/3

こぶい褐

長石 石英

白色粒

砂粒

普通 大木 7b式。

2 縄 文 深鉢 〈9 0〉
ヨ縁部に小突起を持つ。日縁部直下には3条 の波状沈線が巡る。

也文は縦位の単節LR縄 文が施文される。

OYR4/2

疋黄褐

長石

白色粒

砂粒

普 通 太木 7b式。

3 縄 文 深 鉢 〈13 0〉
コ縁部は隆帯により二重の楕円区画が施され、2列の有節沈線が

こ画に沿う。

上5YR4/3

島

雲 母 長 石

石英
普通 玉台 Ⅱ式。

4 縄 文 深鉢 〈5 6〉
コ縁部から頸部にかけて単節LR縄 文の原体圧痕を6条巡らす。

同部の地文は縦位の単節LR縄 文を施文する。

IYR5/6

児赤褐

石長母

英

ヨ
ヽ
　

一白
普通 太木 7b式。

5 縄 文 深 鉢 <8 6〉

卜波状気味の 日縁部で波状部直下には橋状把手が付 く。 日縁部

よ隆帯で二重の精 円区画が施 され、区画内に 2条の有節沈線 を

合わせ る。

1 5YR5/8

月赤褐

婁母 長石

百英 砂粒
普通 玉台 Ⅱ式。

6 縄 文 深 鉢 〈8 5〉

笙帯で楕円区画を施し、区画接点部に橋状把手を作出する。区

耳には2列単位の有節沈線を沿わせ、内部に2列 の波状沈線を

黄走させる。隆帯上にはキザミを施す。

5YR6/4

ぶい橙

霞母 石英

ヨ色粒
普通 玉台 I式。
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(4)ピ ッ ト (第 186図 、 図版 22)

三美中道遺跡のピットは 8基を検出した。検出範囲はb20～ 22グ リッドからd20～ 22グ リッドまで

の遺物包含層の堆積する範囲内と一致する。規模は、径 52～ 130cm、 深さは85～ 135cmと 大型のものが多い。

Pit01は Pit07・ 08と 、Pit03は Pit04と 、Pit05は Pit06と それぞれ重複する。また、Pit01・ 07・ 08、 Pit02

及び Pit03・ 04は東西方向に約 5m間隔に配置されているため、大型の建物跡を連想させる。

ピットから出上 した遺物は、縄文土器 80点、剥片・礫 57点 である。 (高野)

吐
鞠   判

Pit02

ドヽィ骸余Ａ　Ｃ．

◆ヤ〉然↑　Ｂ．

◆米

５
浸
。
ヨ

「

Ｅ曼
３

劇

くヽ

59 30m A

59 50m C

∨

59 40m B

Pit03,04

ン
Pit03

Pit土層 説 明
Pit01

Pit02
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒多量、自色粒・ ローム粒・赤色粒少量、炭化物粒微量。

纏 爆阜菖魃醤こ聡 Y写鳥1稚 :奈Ξ甘参2亭チ著 :群 肇 撼尼を

'~粘

性弱。

Pit03
1黒褐色土 (10YR3/1)褐 色粒中量、自色粒・赤色粒 (今 市軽石粒)少量、炭化物粒微量。

攣穐期こ三争:ま:与こを3診ζ〃:g擾殿〕垣。

欺瑞搬鞘鏃 尋警縫‰錨学結
与£景ヨ嘗搭醤響客れ罷見

'ど

昌:雪雀員警嘗;夕多遂争隻罷擁ィ小塊微量。しまり・粘性有。―

(1/60)

Pit Ol～ 08-覧 表 (第 186図 )

。
Pit06

Pit05

Pit04

@
Pit03

Pit 01～ 08配置図

第 186図  Pit Ol～ 08

172-

＠
Ｐｉｔ０２

―
(1/300)

長 馳 (m) 簿 HH4( 探 バ (m)

P 1.3

P t03
P

P t05

P

P

P



第 3項 中世 以 降

(1)土坑

S K 03(第 187図、図版 22)

検出位置は三美 1区 の,-6グ リッド内である。

形状は円形の上坑が連なった形となり、テラス状の

段を有する。当初は土坑の重複したものと考えて調

査を進めたが、土層から一連の遺構と判断した。壁

はほぼ直立する。規模は、長軸が■96m、 短軸 ■73

m、 深さは、テラス面で 26cIIl、 最深部で 75cmで ある。

覆土は3層からなる自然堆積層である。

遺物は出土しなかった。

本土坑の時期は、遺物が出土しないことや、覆土

の状態から時期を判断することができなかった。

S K 04(第 188図、 図版 22)

検出位置は三美 1区 の d-8グ リッド内である。

形状は円形で、壁はほぼ外傾 して立ち上がった鍋底

状を呈する。規模 は、上端の径が 1.08m、 底面の

径が 0。75m、 深 さは 30cmで ある。覆土は 2層 か ら

なる自然堆積層である。

遺物は出上しなかった。

本土坑の時期は、遺物が出上 しないことや、覆土

の状態から時期を判断することができなかった。

(高野)

(2)竪穴状遺構

S X 01(第 189図 )

検出位置は三美 2区の z-25・ 26グ リッド内で

ある。形状は方形で、北壁及び南壁の中央にそれぞ

れ柱穴状のピットを検出した。規模は、長軸が 2.32

m、 短軸が■90m、 深さが 30cmで ある。覆土はロー

ムブロックを多量に含んだ人為的な堆積層である。

遺物は出上していないが、形態は大型の方形で対

面にピットが配置されていることから、中世の方形

59 90m B

l黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒少量、ローム小ブロック・白色粒微量。 しま

り強、粘性弱。

2灰黄褐色土 (10YR5/2)ロ ーム小～大ブロック多量、ローム極大プロック微

量。しまり強、粘性有。

第 187図  SK 03

∞

日
０
∞

０
い

(高 野 )
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59 80m A             A'~    
К       ~

0         1m

―

(1/60)

1黒褐色土 (10YR3/1)ロ ーム粒 。ローム土・白色粒・白色小プロック少量。

しまり強、粘性弱。

2にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒中量、ローム小～大ブロック少量、ロー

ム土斑状に多量混在。しまり強、粘性有。

第 188図  SK 04

中 嘲

(1/60)
Ｅ
Ｏ
０

０
い竪穴遺構の可能性がある。

第 189図  SX 01



第 5章 総 括

第 1節 旧石器時代の様相

今回の赤岩遺跡第二次調査、三美中道遺跡本調査に先立つ事前の試掘調査により、旧石器時代の槍先形

尖頭器 (第 167図 )が出土 し、旧石器時代の遺構・遺物の存在する可能性が示唆された。その成果に基づ

き調査を行った結果、赤岩遺跡で後期旧石器時代後半の礫群 3ヶ 所 と石器・剥片集中地点 3ヶ所を検出す

るに至った。

礫群は、赤岩遺跡南端の傾斜地で検出し、当初は lヶ 所に密集したものと思われたが、その後の精査で、

密集型の礫群 2ヶ所 (1号 。2号)と 集中型の礫群 lヶ 所 (3号 )が近接 していたものと判断した。特徴

として平面分布の密集度が非常に高いことが挙げられ、構成礫の総数が、 1号礫群では 196個 と最大で、

2号礫群が 88個、 3号礫群が 138個 となり、総重量も l号礫群の 43kgを 最大に、いずれも 10kgを 超え

る大型礫群である。茨城県内での礫群や礫を伴う石器集中地点は、26遺跡 51例があり (第 3表 )、 高密

度集中型は、高萩市の赤浜遺跡、ひたちなか市の武田西塙遺跡など7遺跡 11地点で確認できるが、当遺

跡の 1号 。2号礫群のような密集型は、現在のところ類例を見ない。構成礫の総数に関しても、当遺跡の

1号礫群はこれまで最大であった赤浜遺跡の 169個 を超え、現段階で茨城県内における最大礫群の事例と

なった。

各礫群の構成に対し若子の分析を試みると (第 4表 )、 完形礫の占める割合は、 1号礫群が 63.8%、 2

号礫群は 53.4%、 3号礫群は37%と なっている。このうち比較的割合が高い 1号礫群の構成をみると、

礫群上部では完形礫が主体で、かつ拳大より大きい礫が多いのに対し、下部では破砕礫及び拳大よりひと

回り小さい礫が多く認められる傾向にあった。こういった上部と下部で構成礫の形状に差異が認められる

ことは、一定期間の継続する使用を示したものと推測される。

石器・剥片集中地点では、旧石器第 1調査区から剥片を主体に55点、旧石器第 2調査区の 2ヶ 所から

796点の石器・剥片が出土した。石材はメノウ・珪質頁岩・ホルンフェルス・チャー ト・黒曜石・オパール・

玉髄などがあり、その内メノウの出土量が圧倒的に多い。全体的には、赤岩遺跡東方にある久慈川及び玉

川一帯から産出されたと考えられる透明度の高いメノウが主体に用いられている。中には茂木産と思われ

るメノウ集合岩もわずかだが認められ、遠方で採取された石材も補完的に用いた様相がうかがえる。

851点 の出土総点数のうち、石器はナイフ形石器 6点、彫刻刀形石器 3点、掻器 1点等と、非常に少な

い割合である。このうちナイフ形石器は全て2号石器・剥片集中地点とその周辺で出土しており、尖頭器

のものと考えられる削片が重複して出上している。北茨城市の細原遺跡において、第一次調査で細原型彫

刻刀形石器や東内野型尖頭器等の削片を主体とする石器群が検出されているが、そこからやや離れた地点

の、第二次調査においては砂川遺跡と同様のナイフ形石器を主体とする石器群が検出された事例がある。

これに対し当遺跡において、ナイフ形石器と削片が同一の石器集中地点で検出された状況は、時間差を想

定する必要があるものの、他に近隣での類例がない貴重な調査事例と思われる。当遺跡では石核も比較的

多く見受けられ、礫群と重複する3号石器・剥片集中地点では、両切断面を持つ石核も認められる。石核

の数量に対し、完形品の出土は少ないものの、剥片の形態からナイフ形石器を製作 していたものと考えら

れ、生産的な遺跡の様相がうかがわれる。

石器群の時期は、橋本編年 (橋本 2002)に 準拠した場合、石刃を素材とするナイフ形石器石器群Ⅱc

期のAグループに相当し、3号石器・剥片集中地点に重複する礫群もこの時期のものと言えよう。 (高野)
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第 3表 茨城県内における礫群および遺物集中地点に礫を伴う事例

遺跡名 所在地 集中地点名 時期 密集度
完形礫・破砕

礫総数

完形礫

総数

破砕藤

総数

接合率

(%)

赤浜 高萩市 c期 高密度集中 不 明 不 明 不 明

北の台 日立市 石器集中地点 c期 散漫 6 不 明 不明 0

向野 C ひたちなか市

A地点 Ⅱb期 散漫 0 0

B地点 Ⅱb期 散漫 5 89 2

C地点 Ⅱb期 散漫 4 0 4 0

E地点 Ⅱb期 散 漫 と 0 l 0

武田原前 ひたちなか市 A地点 Ⅱa期 (古 ) 散 漫 不 明 不 明 20 0

武田西塙 ひたちなか市

F地点 Ⅱ a期 (古 ) 散 漫 9 0 0

G地点 Ⅱa期 (古 ) 散 漫 2 2

H地点 Ⅱa期 (古 ) 散漫 2 2

P地点 Ⅱa期 (古 ) 散漫 117

R地点 (礫群 ) Ⅱa期 (古 )

高密度集中

散漫

14(高密度集中

)59(散 漫 )
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A地点 Ec期 (A) 散 漫 2 不 明 不 明 0

武田石高 ひたちなか市 D地点 Ⅱc期 (A) 散漫 3 不 明 不 明

半分山 ひたちなか市 F地点 Ⅱc期 (A) 散漫 3 0 3 0

差渋 ひたちなか市 礫 群 Eb期 高密度集中 t 86 7

額田大官 那珂市 Ⅱa期 高密度集中 60(密集 30) 不 明 不 明 不 明

大戸富士山
束茨城郡茨城

HT
第 2号石器集中地点 Ⅱb翔 高密度集中 81(密集 45) 40 0

/1ヽ 組 笠間市

3号石器集中地点 Ic期 (C) 高密度集中 5 5 0

4号石器集中地点 Ⅱc期 (C) 高密度集中 6 4 2 0

5号石器集中地点 Ⅱc期 (C) 高密度集中 9 3 6 0

6号石器集中地点
Ha期 (古 )・ Ⅱc期 (C)

児在
散 漫 4 4 0 0

7号石器集中地点 Ⅱc期 (C) 散漫 3 2 1 0

8号石器集中地点
Ⅱa期 (古 )。 Ec期 (C)

昆在
高密度集中 l 0

中根十三塚 筑西市
第 1号石器および石材集中兇

Ⅱa期 (中 ) 散 漫 7 6 l 0

古峯 A 笠間市 第 1号石器集中地点 Ⅱa期 (中 ) 散 漫 不 明 不 明 不 明

実穀寺子 稲敷郡阿見町 第 2号旧石器集中地点 Ⅱb期 高密度集中 0 156

高野南 つ くば市 第 1旧石器調査区 II b期 散漫 6 6 0 0

下大井 つくば市 旧石器集中地点 Ⅱb期 散漫 2 0 2 0

下河原崎谷中台 つくば市
1号石器集中地点 Ⅱb期 散漫 8 3 5 25 0

2号石器集中地点 Ⅱb期 散漫 5 l 4 0

中原 つ くば市

第 2号石器集中地点 Ⅱa期 古 散漫 3 不 明 不 明 0

第 8号石器集中地点 Ⅱa期 中 散漫 t 0 l 0

第 9号石器集中地点 Ⅱa期 (中 散漫 2 0 2 0

山川古墳群 (2

久)

土浦市
石器集中地点 (IX層 ) Ⅱa期 古 散漫 0 0

石器集中地点 (Ⅶ層 ) Ⅱa期 中 ) 散漫 2 2 0 0

永国 (3次 ) 土浦市 第 1号石器集中地点 Ⅱa期 中 散漫 l 0 1 0

六十塚 土浦市 1号集石遺構 Ⅱb期 高密度集中 9 6 3 66 6

向原 土浦市 Ⅱb翔 散漫 1 不明 不明 0

大宮前 土浦市 石器集中地点 (IX層 ) Ⅱa期 (古 散 漫 l 1 0 1

西ノ原 牛久市

第 1号石器集中地点 Ⅱa期 (中 散 漫 1 0 1 0

第 2号石器集中地点 Ⅱa期 (中 散 漫 2 2 0

第 3号石器集中地点 Ⅱa期 (中 散 漫 3 1 2 66 6

第 4号石器集中地点 Ⅱa期 (中 散 漫 3 2 1 66 6

第 5号石器集中地点 Ⅱa期 (中 散 漫 2 l 1 0

沖餅 龍ヶ崎市

A群石器 皿 a期 散漫 11 不 明 不 明 不明

B群石器 Ⅲ a期 散 漫 6 不 明 不 明 不 明

C群石器 Ⅲ a期 散漫 1 不 明 不 明 不 明

D群石器 Eb期 ? 散漫 不 明 不 明 不 明

柏原 取手市
第 2号石器集中地点 Ⅲ a期 散漫 不 明 不 明 不 明

第 3号石器集中地点 Ⅱa期 散漫 6 不 明 不 明 不 明

(川 口 2012の 第 1表 を転載 )
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第 190図 破砕礫接合関係図

第4表 赤岩遺跡礫群属性表

遺構名 時期
平面分布
密隻彦

総重量

`宣

)

完形礫・破砕礫
総数

晃形礫
鱗

冗 F77百 石率

(%)
破粋礫
総数

接合率
(%)

1号藤群 Ⅱ蓼ぷAグループ) 密集型 43,535 196 125 63.8 39,4

2号礫群 Ⅱc期 (Aグループ) 密集型 1■418 88 ガ
仕 53,4

・９

3号礫群 工o期 (Aグループ) 集―中型 20,836 138 37.0 87 10,3
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第 2節 縄文時代の様相

今回の調査で主体的に検出されたのは、縄文時代の遺構群であり、調査面積 12,271∬ のうち、赤岩 3・

4区および三美 1区の西側 と、一定の範囲に分布する。遺構の時期は、縄文後期称名寺式期の遺物を伴う

土坑 (三美中道遺跡 SK06)以外は、出土遺物から縄文時代中期の阿玉台式期 と考えられ、その一時期に

営まれた集落であることが分かった。残念ながら調査区の関係から集落の全容を把握することはできな

かったが、この時期特有のフラスコ状土坑群を中心として竪穴建物が外縁に展開することが推測され、一

定時期内に属 した集落の様相 も十分に想定できよう。常陸大宮市内では、梶巾遺跡や諏訪台遺跡など、フ

ラスコ状土坑の調査事例は多い。特に当遺跡と同じ那珂川左岸かつ緒川を挟んで対岸に立地する西塙遺跡

は、遺構の分布状況や出土遺物などに類似する点が多 く、関連性が注 目される。ここでは、過去の調査事

例を参考にしつつ、今回の現地調査で得 られた成果をもとに遺構形態について所見を述べる。

有段式竪穴遺構は三美中道遺跡で 3軒検出した。いずれも出土遺物から阿玉台 Ⅱ式期のものと考えら

れ、あまり時期差は認められない。同時期のフラスコ状土坑群は南西域にあるが、重複 した SK12以外は、

有段式竪穴遺構の周囲にフラスコ状土坑は見当たらない。土坑群が未調査区に広がることを想定 しても、

これらの周縁部に構築されたことが想定される。有段式竪穴遺構は、上位・下位の二段の床面を持つこと

を特徴 とする遺構で、阿玉台式期から加曽利 E式期前半にかけて、茨城・栃木・千葉に広が り、特に東

京湾奥東岸部、利根川 。小貝川流域、霞ヶ浦南西部に集中することが知 られている。過去の調査事例か

ら見て、平面形態は多様化するようであり、当遺跡でもS101は 隅丸長方形、S102は 円形基調、S103は精

円形とそれぞれ形態が異なる。S101は他の 2軒 に比べて規模が大きく出土遺物も多いが、土器より石器・

礫の出土が目立ち、床面直上より大型の石皿類が複数出上している。一方、S102・ 03では土器が主体で石器・

礫は少ないため、一定の時期内で、利用目的の違いなどによる差異があったものと推測される。

土坑群は、赤岩遺跡 3・ 4区 と三美 1区南西端に集中し、ほとんどがフラスコ状土坑である。前述のよ

うに阿玉台式期の一時期に限定されるため、検出面での時期差による切 り合いがなく、遺構本来の形状は

ほぼ保たれている。そのため出土遺物も流れ込みの破片以外は、他時期の混在はほとんどないものと考え

られる。各土坑から出土した阿玉台式期の土器は、阿玉台 Ib式期から阿玉台Ⅳ式まで認められた。こ

の細分した時期から土坑の分布を概観すると、阿玉台 Ib式～Ⅱ式期と阿玉台Ⅱ式期では、一地点に集

中するものと、そこからやや離れた地点に散在するものがあり、前者はそれぞれ一定間隔で分布するの

に対し、後者では土坑同士が近接するものも認められる。阿玉台Ⅱ～Ⅲ式期の上坑は、検出数も少ない

が、集中することはなく調査区内に散在している。阿玉台Ⅲ・Ⅳ式期でも調査区内に散在する傾向は同じ

であるが、数が増加し、近接しあう土坑も再び目立ち始める。阿玉台Ⅱ式期には大木 7b式、阿玉台Ⅲ・

Ⅳ式期には大木 8a式が共伴する土坑もあるが、大木 7b式を主体とする SK12、 大木 8a式 を主体とする

SK31。 33・ 71～ 74も 存在し、大木 8a式期の上坑は互いに近接しあう傾向にある。 (第 191・ 192図 )。

近接しあう土坑については、底面の規模が径 2mを越える大型のものが多い。また開田部は切り合わな

いものの、オーバーハング部の一部がわずかに重なり、切 り合いを持つものもあるが (第 193図 )、 出土

土器にあまり時期差は認められない。こういった点から、新旧関係はあるものの、一定の距離感を保って

新しい土坑を掘ったものと推測される。

当遺跡で検出した土坑のほとんどは、開田部平面が円形で断面形がフラスコ状の形態を呈する。本来フ

ラスコ状とは、しっかりとした頸部を持ち、以下括れ部をもって広がる形状のものをいい、理科実験に用

いる三角フラスコに似ていることから用いられた用語である。しかし実際は形が大きく崩れているものや

フラスコ状が押し潰されたように扁平化したものが大半で、当遺跡でもSK77の ように比較的整った形状

のもの (第 194図 )は ごくわずかである。ここで注目されるのは、ほとんどの土坑で開口部周縁が皿状ま

たは橋鎌状に落ち込んでいることである 。これは過去の梶巾遺跡の調査事例でも同様の落ち込みが認め

られ、遮蔽施設と関連する掘り込みの可能性を指摘する向きもある。しかしSK47の断ち割り調査に基づ
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くと、内傾する壁が土坑内に崩落することにより開口部周縁が陥没 したことが判明し、ここから開口部の

落ち込みと断面形の扁平化に関連のあることが捉えられる (第 194図 )。 そのため、断ち割 りを行わない

土坑でも壁が土坑内に大 きく迫 り出した状態のものは、壁の崩落 と開田部の陥没が生 じた土坑 と理解でき

よう。前述の一見整っているSK77で も多少の壁の崩れが認められる。また、土坑の崩落は土層からも確

認できる。SK73。 97は、開口部が大きく開いているが、開口部周縁の層が崩落した状態が明瞭に捉えら

れる (第 195。 196図 )。 また、SK105も 開口部が大きく開いた土坑で、類例と思われるものの、底面中央

部に比較的混じり気のないローム土がマウンド状に堆積している点から、異なる崩落の状況が存在する可

能性も示唆できよう。 (第 195図 )。

赤岩遺跡におけるフラスコ状土坑の開田部は、検出面であるⅢa層 から掘 り込まれている。Ⅲ層直下に

は非常にしまりの強い七本桜 。今市軽石層が堆積し、今回検出した土坑の開口部が崩れずに保たれていた

が、V層のソフトロームはやや軟質であり、崩れやすい層であった。塚本師也氏のご教示によれば、那珂

川上流域にある栃木県大田原市 (旧湯津上村)の 品川台遺跡において、阿玉台Ⅱ～Ⅲ式期に限定されたフ

第 193図  SK6フ・68新旧関係図

=ユ
ー小川スコリア層

品川台遺跡 第 6号袋状土坑 栃木県大田原市 (旧湯津上村 )

SK47

七本桜・今市軽石層

第 194図  赤岩遺跡と品川台遺跡のフラスコ状土坑比較図
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第 195図  フラスコ状土坑陥没状況想定図

SK73

SK1 05

ロームの崩落層

七本桜 。今市軽石の崩落

第 196図  天丼部・壁部崩落状況図

ラスコ状土坑は、非常に硬質な小川スコリア層によって崩落が阻止されており、フラスコ状の形態が良好

に保たれていたという (第 194図 )。 以上の事例は、遺跡の立地する土質により遺構形態が影響を受ける

好例といえよう。

当遺跡の上坑群から出上した土器には、阿玉台 Ibか らⅣ式期まで認められることは前述したとおり

であるが、赤岩 4区で検出した SK98出土の一括資料は、純粋な阿玉台式上器と比べると、独自性が強

く、当遺跡の阿玉台Ⅱ式期を象徴するものと考えられる。例えば、SK98-2・ 4の 隆帯に沿う有節沈線

が、複列ではなく単列 2条の施文技法であり、基本構成から逸脱している。また、SK98-5の顕部に巡

る波状沈線や SK98-14の 隆帯に沿う有節沈線が縄文原体圧痕で置換されるなど、南東北大木式系の要

素を多く取り入れているものが目立つ。これに対し、SK98-19。 20。 22・ 23な どの、無文ないし縄文の

み施文した土器は在地的なものと考えられる。他の土坑出土例では、SK43-1は あまり隆帯が張り出さず、

SK100-5の 施文は方形区画を意識しており、こういった点は、塚本師也氏のご教示によれば、茨城県北

部域にのみ見られる特徴である。そういった在地性の強さが、この赤岩遺跡の土器群にも顕著に表れてい

るといえよう。 (高野)

第 3節 堀跡の歴史的評価

赤岩遺跡 と三美中道遺跡は、那珂川左岸の段丘上に位置し、南 と西は比高差 34mを 測る段丘崖 となっ

ている。調査は広大な遺跡範囲に トレンチを設定したような状況で行われ、赤岩遺跡において中世に帰属

する空堀跡が二ヵ所で検出された。この堀跡は、上端幅約 5m、 深さ 2.1～ 2.7mの薬研状で、規模・形

状共に類似 し、70mの 間隔を経て南北方向の直線上に位置することから同一遺構 と判断した。元々の地

形は埋没谷が複雑に入 り込んでいるものの、耕地に使用されていたためほぼ平坦となってお り、調査前に

城館跡や寺院跡を予測させる痕跡は認められていない。調査区外にあたる南の山林内も踏査 したが、土塁

はおろか堀跡を目視することはできなかった。ただ、堀跡 と現在の地境は合致 し、堀跡が境界として意識

□
□

SK97
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され現在に至った可能性は十分にある。いずれにしろ、東及び西側部分の調査区ではこれと併走する堀跡

は発見されず、少なくとも南北方向に構築された堀跡は、調査された SD02・ 03の 1条だけとなる可能性

は高い。これにより台地の西側を区画する目的で設けられた遺構と理解される。本跡から西の段丘崖まで

の距離は80mで、この部分を堀内とみることができ、東西80m、 南北 90m以上の区画が浮かび上がる。

遺物は、瀬戸美濃焼の縁鵜小皿、常滑焼の奏・悟鉢、土師質土器の小皿・内耳鍋・壷、石製品の石臼が

出上し、日常雑器で占められ生活の痕跡を示している。SD02の下層から得られた内耳鍋は、深手で両角

分類のAtt I類 に相当し、15世紀後半に比定される。ほかの遺物もこの時期にまとまりをみせ、堀跡の

機能時期が 15世紀後半にあったことをうかがわせる。

SD03付近からは昭和 58年 に「三美の蓄銭」と呼ばれる埋蔵銭が出土した。銭は 3,929枚が確認され、

銭種をみると、宣徳通費を含まず永楽通費を最新とするなど15世紀後半の所産と判断でき、堀跡の時期

と符合する。埋蔵銭の目的については、土地神に対する地代や買地、開発のための奉賽銭として地中に埋

められた呪術・祭祀的な埋納説、財産保全のための備蓄説に大別される。本事例の性格は不明であるが、

4貫文もの銭を保有することのできた経済的優位者の存在は暗示している。遺跡地には有徳人がいて屋敷

の普請を物語る「長者と牛石」の伝説が残されており、これらを併せ考えると、本跡は中世館跡と位置

づけられ、赤岩遺跡の 15世紀後半を中心とした一時期に、方一町規模の館が営まれた蓋然性は高くなる。

中世期の那珂川は単地域の経済的大道となる水上交通路であり、それを示すように流域には城館跡をはじ

めとした遺跡が点在する。本遺跡は那珂川へ緒川が注ぎ込む合流点にあって、対岸には御前山城が取り立

てられるなど、交通の要衝を掌握するには格好の立地であった。

さらに、注目されるのは、SD02で検出された 15世紀後半に行われた整備の痕跡と、この後さほど時を

経ず埋め戻しによって終焉を迎えている可能性が高いことである。15世紀前半から16世紀初頭へかけて

の当地方は、佐竹氏の内証に室町幕府と鎌倉公方、関東管領を巡る対立が複雑に絡み合い、約 1世紀に及

んだ山入一揆の渦中にあった。拠点の一つとなった長倉城は那珂川の上流約 7 kmと 近く、赤岩遺跡に営ま

れた本館がこの一揆と関連するかまでは言及できないものの、少なくとも防御力を整備しなければならな

い社会情勢は読み取れる。台地に刻まれた巨大な空堀跡は、当地の歴史的環境や河川交通を考えると有用

な調査成果と評価できよう。
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図版 1

赤岩遺跡・三美中道遺跡全景 (北西から )

1区全景 (南東から ) 2区全景 (南から )

3区旧石器時代調査完了全景 (東から) 4区旧石器時代調査完了全景 (南から )



図版 2
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図版 3

1号石器・剥片集中地点遺物出土状況 (1)(北から )

2号石器・剥片集中地点遺物出土状況 (南東から )

3号石器・剥片集中地点遺物出土状況 (南西から)

Y-30ク Sリ
ッド旧石器出土遺物 (東から )

赤岩遺跡



図版 4

3区縄文時代全景 (東から) 4区縄文時代全景 (北から)

SK 24土層断面 (南から ) SK 25土層断面 (南から )

SK 26完掘全景 (南から ) SK2フ 遺物出土状況 (東から )
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SK 28遺物出土状況 (北から ) SK 29土層断面 (西から )



SK 31遺物出土状況 (東から )

SK 33遺物出土状況 (北西から )

SK 32完掘全景 (南東から )
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集落跡 旧石器時代

礫群    3ヶ 所

石器・剥片集中

地点    3ヶ 所

ナイフ形石器、槍先形尖頭器、

掻器、彫器

旧石器時代では礫

群と石器集中地点

を検出。縄文時代

の土坑群は拠点的

な様相で、後続す

る時期の遺構が切

り合わず、良好な

状態で検出された(

堀跡は、大規模な

薬研状で、当地に

残る長者伝説や「

三美の蓄銭」との

関連が注目される(

集落跡 縄文時代
土坑    91基
ピット    106基

縄文土器 (深鉢・浅鉢・奏形土

器 )、 石器 (石 鏃・打製石斧・

磨製石斧・多孔石・磨石・石皿・

台石)

集落跡
余良 。平安

時代

竪穴建物跡  1基

溝     1条
土坑     1基

土師器

城館跡 中世 堀跡 1条
陶器 (常滑焼奏)、 土器、石製

品 (石臼)、 古銭

中世以降
溝     1条
竪穴状遺構  1基

三美中道遺跡

集落跡 縄文時代

有段式竪穴遺構 34-F

土坑 10基

ピ ッ ト 7基

縄 文土器 (深 鉢・浅鉢 )、

石器 (磨 石・台石)

縄文時代の有段式

式竪穴遺構は赤岩

遺跡タト縁に展開す

る。
中世以降

土坑     2基

竪穴状遺構  1基

要約

旧石器時代の礫群は、 3期にわたる使用が認められ、ナイフ形石器を伴う。縄文時代中期の土坑群

は、所謂フラスコ状で、外縁に有段式竪穴遺構を伴い、短期的な集落跡の様相である。土器は阿玉

台Ⅱ式を主体とし、各遺構からは阿玉台 Ib～Ⅳ式までが出土し、大木 7b～ 8a式、七郎内Ⅱ群土器、

勝坂式を共伴するものが多い。阿玉台式土器は在地イとした様相がうかがわれる。堀跡は調査区を縦

断する形で直線的に延び、防御目的の大規模な区画が想定される。
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